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第23表 基本層出土口縁部の層位別数量

※ 総数162Ⅸ 7)点  ( )内 数値は復元土器数

ヒ                  中

皿層

Ⅳa層

Ⅳb層
上 面

Ⅳb層

Ⅳc層

層  位 I Ⅲ Ⅳ a Ⅳ b Ⅳ c

数  量 101016) ユ

% 3 3 7 1%未満

第24表 基本層位内での群月1土器の割合 (単位%)

潤 Ⅱ V Ⅵ llll XⅢ そ の  他
I 2 8 11(I・ Ⅳ・Ⅶ・Ⅸ・�)

] 4 1 4(� )

Ⅲ 3 11 3 19(I・ Ⅲ・Ⅳ・Ⅶ・Ⅸ・x・ �・�)

Ⅳa 6 5(Ⅶ・Ⅸ・�)

Ⅳb上 3 10(I・ �)

Ⅳ b 1 5 12(IoⅦ・Ⅸ)

Ⅳ c 100 0 0 0

第V・ Ⅷ・�群土器のⅣ層細別層別の割合 (単位%)

群 (資料数 )

層 位

Ⅳ a Ⅳb上 Ⅳ b

V(45点 )

Ⅷ (55点 )

XⅢ (65点 ) 6
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梨野 A遺跡

移動していることが推察出来る。

2.口縁部の分布 (第 183図 2)

第183図 2は基本層位Ⅲ層～Ⅳ層出土の口縁部資料1171点 (復元土器 6点 を含む)の各グリッド

別の総数量である(I層 は接合関係より原位置から大きく移動している可能性が強く、Ⅲ層は接

合関係の点からは何も推察出来なかったが、原位置を保っていると断定出来る材料もないので、

総数量よりはずした)。 51点以上出土のグリッドはいずれも遺構の密集地点とほぼ一致する。

特に」～M-7グ リッドの 4グ リッドは 101点以上と出土量が多い。ただし、P-11グ リッド

からは遺構数 (1住、 3埋、 8D、 9D、 1l D、 6P)が多い割には出土数が少ない。この傾

向は遺構内出土の口縁部数を加えても、あるいはⅢ層以下出土の石器の総数の比較に於いても

同様である。

これは ① l号住居の床面がすでに攪乱により消失していたことより、他地点より攪乱の度合

いが激しかった。②遺物の流出がみられた。③元来、包合層中に遺物量が少なかった。④追構

内遺物が少なかった。③遺構の性格が異なる。の①～⑤のいずれかに起因するかと考えられ

るが、①に関しては遺構密集地点でもP-11同様地山上がⅢ層となっている部分が多いことよ

り、②に関しても、すでに前述のようにⅢ層中の遺物は平面的には余り移動しておらず、加え

てJ-7～ Nグリッドにかけてのグリッドの方が斜地であることより、その可能性は薄い。③
o④が最も順当な原因ではないかと考える。⑤に関しては、 9、 10号土渡では上部に追物が人

為的に置かれていた可能性が強いという調査結果、また11号土渡堆積土中には接合資料を合む

同一母岩の鉄」片、チップ類が多量に含まれ、出土遺物の状況より自然堆積とは考え難い調査結

果より、これら土羨が開口していた状態でなく、 3号埋設土器同様、人冷的に埋め戻された可

能性が高い土墳類と考えられる。それに比べ、他の遺構密集地点の多くが自然堆積状況を示し、

開口状態であったと考えられる点より、遺構堆積土中に遺物が入り込む機会が多かったと考え

る。従って遺構上面に攪乱を受けた場合、その上層に堆積土遺物は移動し、遺構上層に追物が

多く出土するといったことも考えられるが、口縁部資料、石器資料による分析であり、出土遺

物全点にわたる分析結果でないので⑤に関してはその可能性も有り得るとしておきたい。

3.時代別遺物の分布 (第 184図 1～ 4)

群別土器13群中ある程度の出土量を持つ第 I群・第Ⅱ群 。第V群 。第Ⅵ群・第Ⅷ群 。第�

群土器についての平面分布を取 り扱った。第184図は各群の基本層位Ⅲ層～Ⅳ層、縄文時代

の遺構内出土土器数を合計 した各グリッド別の総数量である。ただしI～ Ⅱ層は口縁部資料

と同様の理由で、風倒木痕については形成時期不明の為、数量には加えなかった。

①早期 (第 I・ Ⅱ群土器)(1・ 2)

早期中葉 (第 I群土器)は 30点、早期末葉 (第 Ⅱ群土器)は 108点の資料に基づく。早期中葉
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梨野 A追跡

(1)の 時期はK-7グ リッドを中心とする丘陵東側緩斜面部 (2次調査区)Mラ イン以北に集中

するが、早期末棄 (2)の時期には丘陵東側緩斜面部にも多少の分布は示すが、多くはK-13グ

リッドを中心とする丘陵東側平坦部に分布する。

②中・後期 (第 V・ Ⅵ・Ⅷ群土器)(3)

中期後葉 (第 V群土器)、 中期末葉 (第Ⅶ群土器)、 後期初頭 (第Ⅷ群土器)の各時期 ともほ

ぼ同様な分布状況を示しており(従つて後期初頭の分布図を代表記載した。503点の資料に基づ

く)、丘陵東側緩斜面部・平坦部の全域に分布する。特にK～ N-7グ リッド、K-13グリッド

を中心とする遺構密集地には分布が濃く、 Iラ イン以北、Qラ イン以南、丘陵東側縁辺部にな

ると分布が薄い傾向を示す。

③晩期 (第 XⅢ群土器)(4)

晩期は後葉の180点の資料に基づく。K-13グ リッドを中心として丘陵東側平坦部にのみ分布

し、丘陵東側緩斜面部には全く分布を示さず、中・後期とは全く異る様相を示す。

Ⅲ.各時期の遺構構成と立地

梨野A遺跡出上の上装、ビットの大部分が、その出土状況より縄文時代内の時期別分類不可

能なものであった。しかし、時期別の遺物出土数量及び遺物分布に照し合わせることによって

多少は時期を限定出来るのではないかと考える。群別資料中の基本層位出土土器数 (Ⅲ 層～Ⅳ

層)、 縄文時代の遺構内出土土器との合計数量の内で、時期別土器数量は、後期初頭→中期後葉

→晩期後葉―中期～後期 (第Ⅶ群、第�群、第�群)一中期末葉の順となり、これらは全体の約

90%を 占める。中期後葉から後期初頭の時期に限っても約75%を 占める(第�群、第Xll群土器は

他の中・後期の遺物の出土状況より推し測ればその大部分が中期後葉から後期初頭の時期に所

属すると考える。従って両群を加え割合を算出した)。 また、晩期の遺物が丘陵東側平坦部にし

か分布を示さないということより、丘陵東側緩斜面部では実に95%ま でが中期後葉～後期初頭

で占められる。もし各時期の出土遺物の分布と各時代の遺構が同一分布を示すという大前提が

許されるならば、丘陵東側緩斜面上の遺構の大部分は中期後葉から後期初頭の時代に形成され

たもので、内でも後期初頭のものが最も多いと言える。これを踏まえた上で、早期から晩期に

かけての時期的な丘陵利用及び遺構配置を概観して行きたい。

1.縄文時代早期

早期中葉の遺構は確認されていないが、K-7グ リッドを中心とする丘陵東側緩斜面部 (以

後、緩斜面部)の限られた地域に遺構が形成された可能性があり、K-7グ リッドおよびその

周辺の無遺物のピット群のいくつかはこの時期に属すのではないかと考える。しかし、丘陵東

側平坦部 (以後、平坦部)に は遺構はほとんど形成されなかったようである。



早期末葉の認定遺構はK-13グ リッドで土墳 2基、ピット3個検出されている。この時代に

なると前時期 とは対象的に平坦部を中心に遺構が形成し始める。しかし、平坦部に於いても

ごく限られた部分のみが利用されたようである。

2.縄文時代前期

前期中葉の土器片が数点、斜面部より出土 しているのみである。この時代に遺構が形成された

とするならば、調査区タトの丘陵先端部分の可能性が強い。

3.縄文時代中期

中期中葉前半の土器片は数点出土しているのみで、この時期の遺構が緩斜面部、平坦部に積

極的に形成され始めるのは中期後葉以後である。認定遺構としては、平坦部の 2号住居跡、 5

号ピット (以上後葉)、 1号住居跡 (後葉～末葉)、 3号埋設土器、 3号土羨 (以上末葉)が上

げられるが、緩斜面部の土羨、ピット類の多くは後葉～末葉の時期に属すと考えられる。この

時期に特徴的なことは平坦部に住居が形成され、緩斜面部にはピット、土竣群が形成されると

いった、遺構の性格に合せた立地の選定が成されている点である。

4.縄文時代後期

後期の時期には初頭、前棄、後葉の各時期の遺物の出土があるが、出土量としては前葉、後

葉は微々たるもので、そのほとんどが初頭の時期にあたる。認定遺構としては平坦部では 1号、

2号埋設土器 (以上初頭)、 緩斜面部では4号、 5号土竣 (以上初頭)、 4号 ピット (前葉)が

上げられるが、平坦部、緩斜面部の土羨、ピット類の大多数は後期初頭の時期に属すると考え

られる。後期初頭の時期に特徴的なことは、中期と同様に緩斜面部にピット、土竣群が形成さ

れるが、平坦部には 1号 。2号埋設土器のような単棺墓が形成され、住居が形成されないこと

である。調査経過より推し測ると平坦部未掘部分に住居が存在する可能性は薄い。しかし、後

期初頭の出土遺物量の他時期に対する優位性、検出遺構の性格からすると集落が形成されたこ

とはほぼ疑う余地はなく、住居は調査区外の耳ヒ側の丘陵先端部に求められよう。

5.縄文時代晩期

末葉の時期に限定され、認定遺構としては 7号、 8号、 9号、10号土墳が上げられる。これ

ら遺構、遺物は全て平坦部にしか分布せず、緩斜面部はこの時期には全く利用されないように

なる。無遺物であった8号土羨を除き、他の上竣は遺物出土状況より墓竣 (7号)あ るいはそ

の可能性が高いもの (9。 10号)である。また 8号土渡も7号土壌と形態の上で酷似しており、

7号土羨と同じく墓渡であった可能性もある。従ってこの時期に平坦部が墓域として活用され

たことが十分に考えられる。恐らく住居もこの丘陵上に形成されたと思われるが、現在のとこ

ろ、後期初頭の時期と同様に、丘陵先端部分に求める以外にない。

2869の



梨野 A追跡

以上、時期別とは別に、単純に緩斜面部の遺構配置を見る限り土残はJ-8(a・ b)グ リ

ッドの大型土墳を中心とするもの、K-8グ リッドの小型・中型土壊を中心とするもの、M・

N-7(a、 d)グ リッドの中型土渡を中心とするものの 3グループに分けられる。またピッ

トもK-7(a、 d)を中心とするグループ、K-8(a、 b)グ リッドを中心とするグルー

プ、L-7(c)グ リッドを中心とするグループの 3グループ見受けられる。しかしこれらグ

ループが時期的まとまりなのかどうかは、これら遺構の大半が時期別分類不可能な為、言及は

出来ない。

Ⅳ.土境形態 (第25表 )

土墳形態をA類からG類までの 7類形に分類した。分類可能30例中 C類が18例 (60%)と 最

も多く、次いでE類 4例、D類 3例、A類 2例、B・ F・ G類各 1例の順となる。規模的には、

A・ B類は小型、F,G類 は大型のみしか認められず、D類では大型のものはなく、E類では

小型のものはない。C類には各規模のものがある。時期的にはA類・G類は晩測に所属し、C

類は各時期のものを含む。他類は、時期別分類不可能な土壊であった。

以上を総合すると、梨野A遺跡ではC類が縄文時代を通して最もポピュラーな形態で、内で

も中型のものがその最たるものである。

土媛形態別検出数

形 態 A 類 B 類 C  類 D 類 E 類 F 類 G 類

検  出 数 2 1 3 4 1 l

型 2(晩 ) 1(不 ) 5(中 1、 不 1) ユ (不 )

中 型 10(晶
I

後

不 )
2(不 ) 3(不 )

大 型 3(覆 i県 )
1(不 ) 1(不 ) 1(晩 )

※早…早期末葉 中…中期末葉 中～後…中期後葉～後期初頭 後…後期初頭 晩…晩期後葉 不…時期不明

これ ら土渡の分布は類別 による偏 り等は認められなかった。

A類・G類の土渡は、他の遺跡に於いては縄文時代晩期に限定され,る 土壌形態ではないが、

A類の土羨は宮城県今熊野遺跡 (北合地区26号土壌)、 岩手県繋Ⅲ追跡 (C-9土羨 1号、H一

4土渡 1号、H-15土渡 4号)検出の縄文時代晩期中葉の土渡中にほぼ梨野A遺跡と同規模で、

遺物出土状況も7号土壊と酷似するものが認められる。

V.ま  と め

(1)基本層位中Ⅲ層は、出土遺物よりⅣ層の二次堆積層的、攪乱的様相を帯びているが、Ⅲ層

中遺物接合関係より、Ⅲ層中遺物は原位置よりの平面的移動は余り認められない。
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Ⅶ 考   察

(2)基本層位Ⅳ層中の細分層、Ⅵa層 からⅣb層上面にかけては縄文時代晩期の包合層の可能性

を合み、IVc層 は早期末葉の包含層として認められる。

(3)土器口縁部資料各グリッド別の総数量より、追構密集地区に口縁部資料が多く出土すると

いう相関関係が認められた。

(4)群別土器資料各グリッド別の総数量より、縄文時代早期中葉と末葉では分布が異り、縄文

時代中・後期では調査区全域に分布し、遺構密集地区からの出土量も多い。縄文時代晩潮に

は丘陵東側平担部にのみしか分布を示さないことが認められた。

(5)縄文時代各時期の遺構構成では、早期より晩期まで遺物は出土するが、集落としてとらえ

られるのは中期後葉以後で、中期後葉から末葉にかけては丘陵東側緩斜面にピット・土竣群

が、丘陵東側平担部には住居が形成される。後期初頭以後になると丘陵東側平坦部は住居は

形成されず、埋葬施設が見立つようになり、晩期末葉には墓域が形成され、丘陵東側緩斜面

は全く利用されないようになる。

(6)梨野A追跡の縄文時代各時期を通して最もポピュラーな土羨形態はC類で、その中でも、

中型のものが最も多い。

佐 藤 甲 二

誰

1 後世の激しい攪乱により、住居床面まで削平された状態であれば、平坦部・緩斜面部の検出ピ /卜 ・土渡が住居内施
設であったことも十分考えられるが、ピット・土残の配列からはこれを推し測れるような材量は得られなかった。しか

し、全く可能性がないとは断定出来ない。

2.宮城県教育委員会「金剛寺貝塚 。今熊野遺跡調査概報」『宮城県文化財調査報告書第33集』1972年 3月

3(財)岩手県埋蔵文化財センター「繋Ⅲ遣跡」「御所ダム建設関連遺跡発掘調査銀告書岩手県埋文センター文化財調査

報告書第13集』1982年 3月
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梨野 A遺跡

縄文時代中期の上器

縄文時代中期の土器は、第Ⅳ群から第Ⅵ群まで分類された。そのうち第Ⅳ群土器については、

その項ですでに述べてあるので、ここでは第V群土器および第Ⅵ群土器について検討を行ない

たい。

第V群土器及び第Ⅵ群土器の形態については、その復元資料が少なく、また全体の器形を推

定できるような大破片も少ないため、明確にはしえないが全て深鉢形土器及びその破片である

と思われる。Ⅳ、縄文時代の遺構 と遺物の項では、文様構成によって第V群土器、第Ⅵ群土器

を分類 し、その特徴 を述べた。それらのことをまとめ、若千考察を加えてみたい。

第 V群上器

第V群土器は、文様 をもつもの (第 1類 )と 地文のみのもの (第 2類 )に分類され、さらに口縁

部 を基点とする文様帯の特徴よりa、 b、 c、 dに細分された。

第 1類・文様 をもつもの

a・ 口唇部に支様帯をもつもの

(形態)内弯する平縁 (A5)、 キャリパー形の深休

の口縁部 と考えられる。

(文様〉日唇部に横位の沈線文による渦巻文(A2)

と口縁部に隆沈文による横位楕円文がある。地文

としてRLR糸電文が施文されている。

b・ 口唇部直下から体部まで文様をもつもの

文様施文技法によりbl、 b2に分けられる。

bl・ 口唇部に隆線文・隆沈文による渦巻文をもつもの

(形態)内弯する平縁のもの(A4)が多い。頸部で逆「く

小ヱ皮ガ犬口縁のもの(Bl)がある。

(文様〉隆線文・隆沈文による渦巻文に沈線文による縦

位渦巻文(A3・ 4)沈線文による維位渦巻文(A3)十

楕円文Or渦巻文(B20rA 4)、 隆線文による円文 (Bl)

十沈線文による楕円文Or渦巻文(B20rA 4)、 隆沈文

による隅の角張った変形「∩」文(C2)の種類の文様が

イ半う。地文としてLRL4罷文、 LR糸罷文がある。

b2・ 口唇部直下に沈線文による文様をもつもの

(形態)内弯ぎみの波状日縁である(B3)。

∇Щア]つ砂
口縁部形態模式図・ A平縁

口縁部形態模式図・ B波状回縁

」の字状に折れ口縁部が内傾する

σ
∩
‐‐３
偉

2R3

文様模式図・ A渦巻文

◎
．支様模式図・ B楕円 (変形楕円)文
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Ⅶ 考   察

(文様〉沈線文に隆沈文による渦巻文Or楕円文、沈線文による渦巻文Or楕円文(A40r B2)

の種類の文様がイ半なう。刺突文が充填されている。

ii二房i::丑
モ玩
に
呈独珍乙経啓電、
胸昂7ラ扉属斡 3∞

ci・ 沈線文による縦位渦巻文をもつもの      文様模式図・C「∩」(変形「∩」)文

〈形態〉内弯する平縁のもの(A4)と 波状口縁のもの(B3)がある。

(文様〉沈線文による縦位渦巻文(A3)十二重の沈線文による縦位の楕円文Or渦巻文(A4

0rB 2)、太い沈線による渦巻文の種類がある。地文としてLR縄文、RL縄文が施文さ
れている。

C2・ 隆沈文・沈線文による楕円文あるいは「∩」文をもつもの

(形態)内弯する平縁のもの(A4)と 波状口縁のもの(B3)、 直立する平縁のもの(A3)、

外傾する平縁のもの(Al)と波状口縁のもの(B4)がある。

(文様〉隆線文による楕円文Or「∩」文(B20rC l)、 沈線文による楕円文Or「∩」文(B20r

Cl)、 沈線文による「∩」文の種類がある。地文としてLR縄文、RL縄文が施支されてい

る。充損縄文・磨消縄文が見られる。

d・ 口縁部が無文帯となり、体部に文様帯のあるもの

(形態〉外傾する波状口縁のもの(B2)と 、直立する波状口縁のもの(B4・ 5)がある。

(文様)頸部に日縁部と体部を区画する沈線文がつき、体部に沈線文による楕円文Or渦巻

文Or「∩」文(B20r A40r C l)がつく。地文としてRLR縄文が充填されている。

また、体部資料の文様施文技法と文様形態の関係は

1.隆線文による楕円文

2.隆線文+沈線支による渦巻文

3.隆沈文による楕円文・「∩」文

4.沈線文による渦巻文 。楕円文 。「∩」文
の 4種類がある。 また 3に は橋状の把手力淑占り付けられるものもある。 これらと口縁菩5資料と
の対応関係は、回縁部資料の体部文様をみると、 aは体部文様が不明であるため文寸応関係は不

明である。bはblに おいて2あ るいは 3と 対応関係がみられ、b2、では対応関係は不明である。

Cは cェ では不明であり、c2では4と 対応関係がみられる。 dでは不明である。
底部資料は沈線文による「∩」文を体部文様にもつものであると考えられるが、口縁部資料と

の対応関係は不明である。

第 2類・地文のみのもの

(器形)体部が内弯し、顕部近くですばまる大型の深鉢と、体部から口縁部まで単糸屯に外傾



梨野 A遺跡

する小型の深鉢がある。

第V群土器の出土状況

第V群土器の出土状況をみると、基本層から出土 しているものは I～Ⅳ層から出土 しており、

層位的にはまとまりは見られず、出土地点にもまとまりは見られない。また、遺構から出土して

いるものでは、比較的まとまって出土 しているものは 2号住居肋のみであり、他の遺構から出

土 しているものは、第V群土器と認定され得るが、磨減が著 しい小破片が多く分類資料になり

得なかったもの、堆積土中に散在するなど、層位的関係が不明なものがほとんどである。

2号住居跡での出土状況は、住居内施設及び床面直上から出土 したものと、堆積土中より出

土 したものを比較 してみると、施設及び床面直上出土の口縁部資料は、第 1類 c、 dのみであ

り、clが少なくc2、 dが多くなっている。体部資料 (復元資料)は、 3・ 4であり、 4の 中でも

「∩」文のものが最 も多 く、楕円文 。「∩」文or楕円文のものが次いで多い。これらは沈線文に

よる文様をもつものであるが、隆沈文による文様 をもつ 3は少なくなっている。また本住居跡

は周濤ピットにより拡張が確認されているが、拡張前と拡張後のピット・周溝からの遺物の出

土状況は極めて悪 く、拡張後の施設から出土したものは、縄文土器の細片や文様の判別が不可

能な程表面が摩減 したもののみで、分類資料となり得るものはみられなかった。また、炉埋設土

器の外周に検出された土器があるが、体部破片であり、保存処置のために、炉の立割等の調査 を

せず、埋め戻 したために、時期的なことは不明である。このことから住居跡拡張前・後の施設で

の遺物の比較はできなかった。また、住居跡堆積土出土の日縁部資料は、施設及び床面直上出

土のものと同様 c、 dのみであり、c2が多くdは少ない。体部資料は図示 したものは 3の みで

あるが、それ以外では、 4の方が 3よ り多くなっている。(第 1表  64頁 )

以上のことから2号住居跡における出土状況をまとめると、住居内施設及び床面直上出上の

ものと堆積土中から出土のものを比較すると、堆積中より出土 したものの方が隆沈文による文

様が施文されているものが多いが、その差は極めて少ない。このことから住居内施設、床面直

上から出土 したものと堆積土中から出土 したものでは時間差は指摘できない。

第V群土器は、その文様的特徴から縄文時代中期大木 9式に位置づけられるものである。大

木 9式土器は、これまでにいくつかの型式に細分する考えが出され、賛否両意見が種々交わさ
註2)                                                         註3、 4)

れてきたが、現在までのところ型式的には 2～ 3段階に細分される可能性が指摘されている。

しかし、大木 9式土器が細分されることが層位的な裏付けをもって確認された資料は未だ発表

されていない。梨野 A遺跡においては文様のある土器は第 1類 a～ dに分類された。これらは

主に隆線文及び隆沈文によって文様が施文されるもの (第 1類 a、 b、 cの一部)と 沈線文によ

って文様が施文されるもの (第 1類 bの一部、 c、 d)に大きく分けられる。これは、前者は隆

線による渦巻文 (貝占付による立体的な文様表現)を 多用している点とキャリパー形の深鉢 を伴な

う点から古い段階に、後者は文様が幅の広い調整沈線文で描かれ、その内部に縄文が充填 され
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Ⅶ  考

る(器形が単糸屯化 し、文様表現法は磨消縄文に接近する)点 で新 しい段階の大木 9式土器に位置

づけられると考えられる。 しかし、本遺跡においては、各層に混在 して出土 している点など、

層位的に分類することができず、大部分が破片資料であり、編年資料 とすることは困難である。

今後層位的に良好な資料が増加することによって、大本 9式上器の段階的な変遷が証明される

であろう。

第Ⅵ群土器

第Ⅵ群土器は、口縁部資料によって、口縁部から体部まで文様帯 をもつもの (第 1類 )、 日縁

部にのみ文様帯をもつもの (第 2類 )、 地文のみのもの (第 3類)に分類された。

第 1類 口縁部から体部まで文様帯をもつもの これらは

さらに文様形態の特徴から a、 b、 c、 dに分けられる。

a.隆沈文による楕円形文様区画をもつもの

(形態〉頸部で逆「く」の字状に折れ口縁部が内傾し、体

部は外傾する波状口縁 (Al)と 、日縁部が内弯する波

口縁部形態模式図 A・ 波状口縁

賦則3VW

文様モチーフ

b.・ 隆線文・隆沈文・沈線文による「 S」字状ラ

(形態)外傾あるいは直立する平縁 (B2・ 3

部が/1ヽ突起状になるものもある。

(文様)隆線文にはさまれた無文帯が「 S」字状区画 隆沈文に  口縁部形態模式図B・ 平縁

よってはさまれた無文帯が「 S」字状区画 沈線文によってはさまれた無文帯が「 S」字状
区画(2)の種類があり、その連結部分に鰭状隆線文がつけられるものがある。地文として

LR縄文が充填 されるもの、東J突文が充填 されるものがある。

状口縁 (A2)が ある。

(文様〉体部中央に体上部と体下部を区画する横位の隆沈文が入り、

体上部に隆沈支による楕円形を基調とした文様区画 (1)、 沈線文に

よる曲線的な文様区画という種類がある。文様区画内にLR縄文、

RL縄文、L縄文が施文されている。

c.隆線文、沈線文による「コ」字状文

をもつもの

(形態〉直立する波状口縁のもの(A

3)と 頸部で逆「く」の字状に折れ、口

縁部が内傾する平縁のものがある。

(文様〉沈線文によってはさまれた無

くヽさ＼＼ ＼＼＼＼＼

ぐぐヾ ＼`＼＼＼
＼＼ぐ＼＼＼
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文帯が「コ」字状区画を成 し、波状口縁頂部から、「コ」字メ犬無文帯の連結部分に鰭状隆線文

がつくもの 頸部に横位の隆線文がめぐり、そこから隆線文にはさまれた「L」字状の無

文帯が連結 し、「コ」字状区画を成すもの(3)と いう種類がある。地文としてRLR縄 文が

充填 されている。

d.隆線文、沈線文による方形区画文をもつもの

(形態〉口縁部はわずかに外傾するもの、内弯するもの、内傾するものがある(A2'3・

4)。 いずれも平縁である。体部は内弯あるいは内傾ぎみで体部中央部刑;長 らむものがある。

(文様)隆線文によってはさまれた無文帯が方形区画になり縦位の無文帯に沈線文が入る

もの 隆線文によってはさまれた無文帯が 3単位の方形区画になり、日縁部 と体部の横

位の無文帯が区切られるもの(4)、 隆線文による口縁部と体部の横位の無文帯の間を縦位

の隆線文によって区切 り、方形区画を成すもの(5)の種類がある。地文としてLR縄 文、

RL縄文が充填 されている。

体部資料

体部資料は、文様施文技法、文様形態によって分類すると

1.隆線文・隆沈文によって形成された無文帯が「 S」字状あるいは「コ」字状の区画 を成すと

考えられるもの(2・ 3)

2.隆線文、隆沈文によって形成された無文帯が方形区画を成すと考えられるもの (4.5)

3.隆線文、沈線文に沿って連続刺突文がつくもの (6)

4.体下部の横位隆線文で体上部 と体下部 を区画しているもの

の種類に分けられる。これらの体部資料 と口縁部資料の体部文様との対応関係をみると、 1は

第 1類 bあ るいは cと 、 2は dと の対応関係が考えられるが、 3、 4に関しては対応関係は不

明である。

第 2類 口縁部にのみ文様帯をもつもの これらはさらに文様施文技法と文様形態によりa、

bに分けられる。

a.波状口縁項部から垂下 した隆線支が頸部で横位にめぐるもの これは刺突文の有無に

よって①、②に分けられる。

① 隆線文に沿って連続刺突文がつけられるもの(6)

(器形・支様〉外傾する波状口縁である。隆線文の上狽1に沿って連続刺突文がつけられる

ものと、隆線文が垂下する部分では隆線文をはさむように連続刺突文がつくものがある。

頸部をめぐる隆線文以下には地文としてLR縄文が施文されている。

② 隆線文のみがつけられるもの

(器形・支様)外傾する波状口縁である。頸部をめぐる隆線文以下には縄文が施文される。
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b.頸部に横位の隆線文がめぐり、口唇部直下から隆線文が横位の隆線文に向かって垂下

するもの。

(器形・文様〉ほぼ直立する平縁である。頸部をめぐる隆線支以下は不明である。

第 3類 地文のみのもの

体部から口縁部まで単糸屯に外傾する波状口縁の小型の深鉢と口縁部が内弯する平縁及び波状

口縁の深鉢がある。日縁部が内弯するものは、頸部に横位の沈線文がめぐり体部と口縁吉晉を区

画し、沈線文から上部は磨き調整がなされている。地文としてLR縄文が施支されている。
第Ⅵ群土器の出土状況

第Ⅵ群土器の出土状況をみると、基本層から出土しているものは、 I層 からIV層 まで出土し

ており、層位的なまとまりはみられず、出土地点にもまとまりはみられなかった。この時期

の遺構として、単独遺構である3号埋設土器と3号土壊があげられるが、 3号土羨の遺物出土

状況からは、出土土器を層位的に分けることはできなかった。他の遺構では他時期の遺物と混

在した状態で検出されており、形式的なまとまりは見られなかった。

第Ⅵ群土器は、その特徴から縄文時代中期末葉大木10式に位置づけられるものである。大本

10式土器は現在まで第 Iか ら第Ⅳ段階まで細分されている。この細分に従って梨野A遺跡の土

器をみてみると、本遺跡第 1類 aは 、二本松市上原遺跡出土のものに類似資料がみられ、大木

10式第 I段階であると思われる。 b、 cは「 S」字状文、「コ」字状文という文様区画がみられるこ

とから第Ⅱ段階のものであると考えられる。この第Ⅱ段階の土器は菅生田追跡において、Aグ

ループ及びBグループと、二段階の土器群に細分されている。本遺跡のものは、菅生田遺跡の

「/」字状文様及び「コ」字状文様のものがそれぞれb、 cに対応すると考えられる。 dは文様形

態が方形区画文であるということから第Ⅳ段階のものであると考えられる。第2類 a①は口縁

部から頸部の隆線文とそれに沿った連続刺突文が施文されているということと、西ノ浜貝塚

Aト レンチ第四層出土土器 (所謂西 ノ浜貝塚四層土器)に類似 しているということから第Ⅲ段

階に位置づけられると思われる。 2類 a②及びbは菅生田遺跡のⅡ群土器Cグループに類似

している。この土器群に関しては、明確に大木10式 とはされていないが、その可能性もある

ことが指摘 されている。また体部資料は、 1が第Ⅱ段階、2が第Ⅳ段階、 3が第Ⅲ段階に位

'置
づけられることが口縁部資料との対応関係から明らかである。 4に関してはその位置づけ

は不明である。

梨野A遺跡の大木10式 (第Ⅵ群)土器について以上のように第 I～第Ⅳ段階までの存在が認めら

れるが、前述のように層位的には、全型式が各層に混在している状況であり、また資料が量的に

も少なく、完形資料、復元資料がほとんど見られないということから、文様形態による細分は

なされたが、この分類からでは、梨野A遺跡出上の大木10式 (第Ⅵ群)土器自体の段階的な推移
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を明らかにすることは不可能であり、その妥当性については、層位的に第 I～第Ⅳ段階の推移

が明らかな資料の増加によって明らかなるものと思われる。

以上梨野遺跡の第V群土器、第Ⅵ群土器について述べてきた。各々大木 9式、大木10式上器

に位置づけられた。これらの土器は、東北地方南部 (宮城県 。福島県)においてはかなり明らかに

なってきている。そこで福島県及び宮城県南部と、仙台湾周辺、宮城県北西部との関係が問題視

されているがその接点に近い仙台市南西部に位置する遺跡の一つである梨野A遺跡においては、

残念ながらそれらの関係について指摘できる事実は見出されなかった。
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第 Ⅷ 。 区 群 土 器

―一後期初頭の土器と前葉の土器―一

第Ⅷ群土器

特徴

梨野A遺跡における第Ⅷ群土器は、器形よりみると深鉢 I～Ⅷ類 (甕形のものを合む)壺 I・

Ⅱ類、浅鉢 I～ Ⅲ類、小型外、蓋からなり第Xll群のミニチュア土器の一部がこれに伴 う可能性

がある。

これらの各器形に施文される多くの「文様要素」(文様としてこれ以上分解できないもの)は、

その形態的特徴と表出技法から以下の10類の「文様要素群」に大別できる。(主としてlol個の文

様要素完結資料による。)※ 1群で「文様単注!を構成する場合と複数群で「単位」を構成する場合がある。

体部文様としては、①渦状・弧状磨消縄文、渦状・弧状沈線文②「X」状。三角形状・斜行磨

消縄文、「X」状・三角形状・斜行沈線文③横位沈線間磨消縄文、横位沈線間沈線文④弧状隆線

間研磨文⑤「X」】犬・三角形状隆線文、「X」状・三角形状隆沈線文⑥連続刺突隆線文(1鎖状隆線

文。2連続小円形刺突隆線文。3連続刻み隆線文)⑦連続刺突文が主体的である。

日縁部文様としては①縦位装飾文(弧状・「 I」状)、 日縁部から体部にかけての連続文様とし

ての⑨方形区画文(1.縦位隆沈線と横位沈線で区画するもの 2.並行沈線間連続刺突文に
よるもの)が主体的である。なお区画帯文は、その区画としての性格上「文様要素群」から分離

した。

そして各文様の基点として多用される⑩単糸屯刺突文(盲孔・輪形隆文:1～ 3個で完結)がある。

5グループの文様 (第 185図)パーセンテージは体部資料中の文様要素
`区

画帯文 単ネt束J突文を除く)101個による。

以上の文様要素群 から、共通項 としての単糸屯刺突文 を分離 し、文様要素群相互の関連 を同一
誰 1)

個体内での「文様単位」の構成、文様要素の共存より分析 した結果更にABCDEの 5グループ
の文様 にまとめられる。

Aグループ :渦状・弧状沈線間磨消縄文、渦状・弧状沈線文及び関連する磨消縄文、沈線文の

もの (1+3a・ b+4類 )

対称弧状沈線間磨消縄文と縦位波状沈線文が同一個体で 1単位をつくること(1・ 4)、 維位

長楕円形沈線間磨消縄文 (上部は隆沈線で表出)と 縦位波状沈線文 (三角形の連続 として理解

できる)が同一個体で1単位をつくること(5)、 渦状磨消縄文と三角形状磨消縄文が同一個体

で 1単位をつくり、横位沈線間文(頸部)が共存することなどから①渦状 。弧状磨消縄文と②

「X」状・三角形状・斜行磨消縄文及び③沈線間磨消縄文、沈線文――が密接な関係を有して

いることが判明する(ただし③が共伴するのは深外 Iに おいてのみである)。 器形との関連を

みると深鉢 I・ Ⅱ・Ⅳ・Ⅶ・Ⅷ、重、浅鉢にみられ、数量的にも最も主体的な文様要素群で
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ある。 5グループ中のパーセンテージは、磨消縄文28%、 沈線文27%(地 文の上 に沈線を描

くもの25%。 沈線で描いた後で研磨 されるもの 2%)口縁部には抵状隆沈装飾文のつくものが

ある。

Bグループ :隆線間研磨文 (弧状)・ 隆沈線文 (「 X」】犬・三角形状・斜行)の もの(2+3c・ d類 )

出土数が 5点 しかなく非主体的な文様要素群である(5%)① このグループは、「 X」状沈線間

磨消縄文と同一個体で共存し(7)、 縦位波状沈線文と同一個体で 1つの文様単位を構成する

(8)こ とからAグループと密接な関連をもつ。ただし弧状隆線間研磨文のものは仙台市六反
註 2)

田遺跡では連続鱗状刺突文とくんでいる。なお(1)に も一部弧状隆沈線文が認められる。

Cグループ :連続刺突文を体上部に集中的に施文するもの(5a類 )

連続長方形刺突文 (い わゆる「鱗状刺突文」に近い)が同一個体で鎖状隆線文と共存すること

(10)、 連続爪形刺突文が縦位鎖状隆線文と共存することから、次にのべるDグループと密接

な関係がある。ただし弧状沈線で区画するもの(12)が ある点ではAグループとの間接的な関

連は認められる。相当する器形は、器形の明瞭なものは少ないが深鉢Ⅳ・重 I・ 蓋に見られ
註 2)

る。六反田遺跡においても深鉢 I・ ⅡA・ Ⅲ・浅鉢 にはみられない。 (23%)

Dグループ :連続刺突隆線文、連続刻み隆線文をもつもの (6類 )

1.鎖状隆線文には、 la.体部を直線的に下垂するものと、 lb.口縁部 と体部の境を横走

するもの (多 くが一部で弧状の変化をみせる。)2.連 続小円形刺突隆線には、口縁部 と体部

の境を横走するもの (弧状に変化する可能性がある)があり、その他 3.縦位連続刻み隆線文

がある。 laは深鉢Ⅳ・Ⅵ・壷に、 lbは深外 V。 重 にあり、六反田遺跡の成果を総合すると

器形 ⅡAな ど、多くの器形にわたって使用されてぃる。両端が尖る細い紡垂形状の「鎖」をも

つ鎖状隆線文には連続長方形刺突文 (連続鱗状刺突文に近い)が伴い(重 I類)(10)、 不整三角

形状の「鎖」をもつ横位鎖状隆線文には連続小円形刺突文が伴 う(15)。 又、連続小円形刺突隆

線文 (横位、弧状)には、渦状の磨消撚糸文が連結、下垂 し(14)、 Cグループと密接な関係 を

もつ。又、体部を回縁部から直線的に下垂する鎖状隆線文 (「鎖」は短沈線状に形成される)に

は斜行の磨消縄文が伴っており(13)、 Aグ ループにも関係あることを示している。

Eグループ :方形区画文をもつもの(7類 )

縦位隆沈線 と横位沈線文で区画するものは、内面に横位長楕円形沈線文が施文されている

(18)。 並行沈線関連続刺突隆線文で区画するものも横位長楕円形沈線文が施文されている

(19)。 従って Aグループと関係があることを示している。

このABCDEグ ループの内で Bは Aに付随 し(弧状隆線間研磨文を除く)、 Cと Dは近い関

係にあり、 Aの渦状磨消撚糸文と横位弧状の連続刺突隆線文が組むことがある(深鉢Ⅵ類)。 E

はむしろABDの 表出技法による「大木10式末葉土器に特徴的な方形区画文」の残存といった性

格をもつ。これらの各グループは文様的には、盲孔、輪形隆文という共通項によリー括される

のであるが、層位的に共伴関係を保証するものは、各時期の土器が混在する当遺跡ではなく、
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仙台市六反田遺跡の後期初頭の包含層 (大本10式末葉の遺物 を少量含む。)及 び遺構出土の後期
註 2)

初頭上器との対比のものが必要となる。

六反田遺跡との比較 (第 186図 )

器形において六反田遺跡では、梨野 A遺跡浅外 Ⅱ類と称名寺式に近似するプロポーションを

もつ無文土器 (第 185図20)がない以外は全て共通する。文様の上でも六反田遺跡のそれに梨野 A

遺跡の文様は強い共通性をもつ。六反田遺跡の後期初頭土器の文様は、当遺跡同様 A～Eグル
ープに分けられ、その比は A:65%―磨消縄文31%十沈線文34%(梨野 A遺跡以下同じ:55%―

28%+27%)、 B16%(5%)、 C:19%(18%)、 D:9%(19%)、 E:1%(4%)と 構成比も近似
している。以下、当遺跡 と比較 した場合の六反田遺跡の特徴をあげる。(器形分類は梨野 A遺跡
の器形分類番号である。)

①渦状・弧状磨消縄文をもつものは、小片しか残存していない深鉢Ⅲを除く全器形にわたる。

②横位渦巻三角形連結文と横位沈線間磨消縄文 (頸部)は、梨野A遺跡と共通して深外 Iに存

在する他、壷、小型壷に存在する。この文様は器形の制約上横位に展開するものと思われる。

③連続鱗状刺突文には、口縁部に、弧状 (「 C」又は逆「 C」 )隆線文 (13)。「 S」字状隆線文がつ

く(横位「鱗」間に間隔があるタイプ)(15)の ものがある他、貫通孔ある突起をもつものは口

縁部から弧状隆線間研磨文が下垂し(8)(輪形隆文のあるものあり)、 突起下には縦位台形

隆線間研磨文が伴う。又、連続不整長方形刺突文には、口縁部に盲孔あるI字状隆線文が

伴なう(3)点、梨野A遺跡に比してバラエティがある。

④連続刺突隆線文は、深鉢 I・ ⅡB・ Ⅲ・Ⅳ・v・ Ⅵの幅広い器形に存在する。鎖状隆線文

が体部に直状に下垂するものは深鉢Ⅲ・Ⅵ(口縁部～体部)に あり、口縁部から直線的に下

垂するものは、深鉢Ⅳにある(21)。 口縁部と体部の境を横走し弧状に展開し輪形隆文に接

続するものは、V類にある(25)。 弧状に展開するものはIV類にある(24・ 27・ 28・ 33・ 36)。

⑤方形区画文については、並行沈線間連続小円形刺突文や同刺突隆線文はなく、縦位鎖状隆

線文で区画し「 U」字状沈線間磨消縄文と組むもの(21)や全面に網目状撚糸文を施文し方形

区画隆線で区画し、縦位沈線と隆線間を研磨するもの(9)、 沈線のみによる方形区画文が
註 3)

ある(16)。 いずれも大型で深鉢WIに相当する。梨野A遺跡との表出技法の相違はなお、検

討を要する。

⑥口縁部縦位装飾文は、梨野A遺跡同様、弧状又は「 I」字状の隆沈装節文(盲孔を伴 うもの
が多い)が下垂するものが多い(3・ 14・ 18,20・ 23・ 29。 42・ 43・ 44・ 47・ 48)他 、

体部に鱗状連続刺突文を伴う弧状隆線などがある(13)。
註 3)

⑦梨野 A遺跡では深外Ⅵの大型の中ぶくらみ(Or下ぶくらみ)が少量 しか確認されない

が、六反田遺跡ではA及 びDグ ループ文様をもつ深鉢Ⅵが良好に遺存しでいる (9
。20・ 21)。
註 4)

①問前式の深鉢は、梨野A遺跡では、類似する中空突起 ?が出土しているのみである
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0  5 cm 2

20 六反田遺跡後期初頭土器イ也

編年的位置

梨野A遺跡

(第 131図 6)が、六反田遺跡では、ほぼ完形のものが第 4号住居跡 (第 15土竣)堆積土

でA・ Cグ ループ及び口縁部弧状隆線上端に刺突文が施文されるものと出土 してい

る(24・ 31・ 64・ 66・ 67)。

1.六反田遺跡 (後期初頭)
2 下ノ内遺跡 (中期末葉一大木10式末葉)
3 福島県綱双C貝塚 (後期初頭―綱取 1式 )
4 袖窪貝塚 (後期初頭―袖窪式)
5 平尾NIo 9遺跡 (後期初頭)
6 称名寺A貝塚 (後期初頭)
※ 2は、現地説明会資料 (1982)を略図化

第Ⅷ群土器は六反田遺跡後期初頭土器と強い共通性を持つことが明らかとなった。このよう
註 5)

な土器群は伊東信雄氏の東北南部編年におけ
31待
期前葉 。南境式に属する。又、林謙作氏は南境

式に先行するものとして袖窪式を提唱しているが、未だ資料提示は不十分である。近年、丹羽

茂・筆者は方形区画文ある土器の共伴より、後期前葉でも早い時期の土器を確認してtゝ る。

本群土器は、A・ BoC・ DoE文様グループの共伴関係を六反田遺跡の後期初頭遺物包含層
(大木10式木葉の遺物を少量合む)出土土器等により保証され、更にEグループ(方形区画文の土
器)の一定量の存在により、本群土器は後期初頭―南境式の早い時期に位置づけられるl
八天遺跡 (岩手県北上市)における層位的出土状況との対比 (第 187図 )

以上の編年的位置づけに、当追跡と地域的にかなり離れているというマイナス面をもちながら、

重要な手がかりを与えるものに岩手県八天遺跡の中期末葉～後期前葉土器の出土状況がある。
51年度調査のAト レンチ、52年度調査の B・ B″・cト レンチにおぃて大別 3段階の共伴関係
が報文より続みとれる。①最下層にはa.口縁部の弧状隆線に沿って刺突文をもつものb.隆
線上に刺突文を持つもの 一― の包含層がある。八天遺跡 4類 (aは bの上層に多い)。

う

o  5m~    3
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Ⅶ 考

②.①の上層に八天遺跡 5,6・ 7類が共伴する。 5類は、沈線、隆線による方形区画文の

一部に、刺突文をもつもので、六反田遺跡で大木10式末葉としたものである(第 187図 52・ 57・

第188図 17)。 6類は a.隆線による円状・半円状のモチーフをもつものと、b.口縁部の弧状隆線
註0

及び口縁部 と体部 を区画する隆線上に刻みをもつものである(実 43)。 7類は、『門前遺跡』(1974)

で「前門前式」と規定 したもので、「F]前式」とは、文様の横方向の展開と、隆線上の2～ 3単位の

横刻みがある点で区別されている。

③.②の上層に八天遺跡Ⅱ群 8類～皿群 3類が共伴し、9類は「層位別の出土状況からその盛

行はⅡ群 8類～Ⅲ群 1～ 2類併行」とし、下層ではⅡ群 8類 とⅢ群 1類が多く、上層でⅢ群 2～

3類が多いとしてその漸移的な新旧関係を示唆している。 8類は「F]前式」で、註4)では網目状

撚糸文が伴わないとしているが、八天遺跡では伴っている。六反田遺跡では、ほぼ完形品が後
註2)

期初頭土器と共に土羨より出土 しており、梨野 A遺跡では、門前式の突起類似の破片が出土 し

ている。 9類は連続鱗状刺突文を多用するもので、梨野 A遺跡のCグループであり、六反田遺

跡でも出土 している。 m群 1類は、日縁部に突起十「上」状の鎖状隆線文、弧状の連続小円形刺

突文をもつもの (100・ 102)と 、日縁部に盲孔ある弧状隆沈装飾文、体部に逆「 J」字状の磨消縄

文をもつもの(93)があり、後者は、梨野 A遺跡のAグループと六反田遺跡後期初頭土器に強い
註 10)

類似性をもち、綱取 I式 との関連をも示唆するものである。 2類は、区画帯が沈帯で体部に弧

状の磨消縄文 (恐 らく「縄文」一「沈線区画」一「磨消し」)を施文する(105・ 107)。 盲孔・輪形隆文

を多用する点で、梨野A遺跡・六反田遺跡と強い共通性がある。

3類 (115,lf7・ 実70。 実71)は、「縦長渦状磨消縄文」(「倒卵状磨消縄文」)で、本遺跡で類似す

る.ものが 1点 ある(第 126図 13)が六反田遺跡では出土していない。 4類は、連続 S字文を伴 う下

垂する磨消縄文である。報文によると、 4類 としたわらび状磨消縄文のもの(第 187図 133)は連

続 S字状文のある深鉢 (実72)の下層より出土している。(そ の他 4類 としたものに(実76)がある)

以上の出土】犬況と、本群・六反田遺跡後期初頭土器との対比から、本群土器は、報文のⅡ群

8類からⅢ群 2類及び4類中のわらび状磨消縄文をもつ土器の漸移的層位のまとまりにおさま

り、報文中の 6類 (第 187図 145。 149)の ような縄文地文に口縁部を基点とする多条並行沈線文を

施文するものとは層位的前後関係のもとに出土している(後述するように八天遺跡6類は、本群
註 12)

Ⅸ群土器、山口遺跡Ⅵ群土器、綱取Ⅱ式・広義の掘之内 I式 に共通するものである)。 以上の併

行関係は本遺跡との地域差を考慮して今後の類例の増加により更に検討 していく必要がある。

八天遺跡の層位的出土状況はこの他にも大木10式末葉から後期初頭への転換を考える上にも有
註 13)

益である。即ち①段階の土器は宮城県西ノ浜4層出土土器に対応し(第 188図 1～ 12)、②段階の方
註 14)     言と3)

形区画隆線文上の一部に刻みをもつ土器(八天遺肋報文Ⅱ群 5類)は、沼津貝塚、六反田追跡の

大木10式末葉土器に対応する(第 188図 13～ 17)。 そして、①段階の鎖状隆線文(連鎖状)への変化

と輪形隆文の盛行(第②段階でも一部、輸形隆文が使われるが)を以て後期の開始(東北南部―岩

手県南半～福島県)と 考える。又その前段階は権定できないが西ノ浜貝塚 4層 における、並行隆
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梨野 A遺跡

第187図  岩手県八天遺跡出土遺物
註9報文「第158図 北部遺物包合地帯A、 B Trench SectiOn」 より作成

地文のみのものや同一層で同一文様のものは削除 した 番ナ}は 報文そのままである。※ 2報文断面図では 16属 は10層の上である。
※ 3編集者の本室寿一氏によればAト レンチ 5 7～ 9 ■～14は大別 1層 として捉えた方が良いとの仰教示 を得ている。

第188図  東北各地の大木10式土器～後期前葉土器
1～ 12は西ノ浜貝塚第4層出土(註 13)13～ 15は沼津貝塚 22・ 23は蛍沢追跡9号住居跡床面共伴遺物(註 35)
16～ 21は六反田遣跡 (16～ 1919b層  20:埋設土器 21:9a層 )(註 2)24～ 26は 西ノ浜貝塚第3層出土(註 13)
27は袖窪遺跡 (註 6)



Ⅶ 考

線間を研磨する方形区画文土器 (第 188図 1)の「弧状文」化の系譜に六反田遺跡出土大木10式末葉
註15)
土器 (第 188図 20・ 21)を 位置づけ、後期初頭における鎖状隆線文への変化と、弧状隆線間研磨文

の残存 (写真20-3、 第187図 62・ 262)の 2系統の可能性を指摘 したい。即 ち弧状隆線間研磨文は、

六反田遺跡におけるCグループ(第 186図 8。 14)及 び綱取 I式の一部 (写真20-3)と して残存し、方

形区画文は、六反田遺跡の中ぶくらみの大型深鉢における銀状隆線文と磨消縄文 (縄 文一沈線

区画一磨消)に転化する(第 186図 21)。 第186図 9は、大木10式 の要素が最も強 く残存している後

期初頭土器 (縦位波状沈線文・網目状撚糸文の存在において)と 考える。又、本遺跡第185図 5は

下之内追跡出土 (1982)の 大木10式 (末葉)(写真20-2-301頁 )の文様系統の可能性がある。

4つの上器群 と地域性 (第 185図・遺跡の分布―第189図 )

本群土器の地域性の検討については、A～ Eグループの文様構成比を求めるには、詳細な報

告書の刊行が少ないのでまずA～ Eグループをもつ 4つの土器群個々の分布を求める。この場

合のA～ Eグループは当遺跡と六反田遺跡を包括した内容とする。(従って分布記載から両者は抜

く )

①A+Bグ ループをもつ土器群 :渦状 。弧状沈線間磨消縄文、渦状・弧状沈線文を主体にし少

量の斜行隆線間研磨文、隆沈線文を伴 う土器群 (深鉢・三・浅鉢・蓋)。 磨消縄文が主体であ

るが具体的モチーフとして第185図 1～ 5・ 7・ 13,14等のような渦状斜行連結文、弧状下垂

文、「 X」】犬文があり前二者は、並行沈線間磨消縄文 (縄文一沈線区画→区画内磨消一狭義の磨

消縄文)、 後者は磨消縄文 (狭義)。 沈線文・隆沈線文で表出し、口縁部に突起十縦位隆沈装飾

文・縦位隆線装飾文を伴 うグループと規定 した時、その主体的範囲 (八 天遺跡のAグループ
。・               註 6)

や青木畑遺跡でも日縁部の弧状隆沈装飾文が若干数存在するが)は北は宮城県袖窪貝塚 。南
註 8・ 17・ 18)

は同、白石市菅生田遺跡で確認されている。

②Cグループをもつ土器群 :連続刺突文を体上部に施文する深鉢・壷・蓋である。蓋及び重(第
註 8)

185図17)に施文されるのは細かな連続刺突文で、宮城県白石市菅生田違跡や福島県いわき市
註 10)

大畑貝塚に類例があり、後者では「三十稲葉式」の影響が指摘されている。「鱗状刺突文」は、

口縁部が外反しゆるやかに内弯する体部をもつ深鉢 (器形ⅡB)、 口縁部が内傾し、外傾する

体部をもつ深鉢 (器形Ⅳに包括)、 直線的に外傾する深外 (器形V)に 限定され、その分布は、
註 9) 註 19) 註2① 註 16)

前述の岩手県八天遺跡・北上市樺山貝塚・陸前高田市堂の前貝塚、宮城県青木畑遺跡・西ノ
註21)        誰22)     註8)

浜遺跡・柴田町向畑遺跡・菅生田遺跡で確認されている。なおこのグループは前述のように本

群ではDグループと密接に関連するが「鱗状刺突文」は、綱取 I・ Ⅱ式において公表されてい
註42)

るものでは少数である。

③Dグループをもつ土器群 :連続刺突隆線文をもつ深鉢・三である。前述のように多くの種類
註 23)    註 9a) 註 18)

があるが大局的にみれば岩手県立石遺跡・八天遺跡・北上市樺山遺跡・陸前高田市堂ノ前貝
註 17) 註 5C)

塚、宮城県青木畑遺跡 (以上では弧状鎖状隆線文が多い)。 鳴瀬町南境貝塚に分布する。綱取 I
註 10)

式では①口縁部の盲孔間弧状隆沈装飾文十体部を直状に下垂する鎖状隆線文or口縁部と体部
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の境を横走する鎖状or刻み状隆線文及び②口縁部「上」メ犬連続刺突隆線文など多様である。前

述のように本群ではCグループと密接な関係を有する。
註 16)

④Eグループをもつ土器群 :方形区画文の深鉢 。こである。青木畑遺跡では輪形隆文十縦位隆

線文により区画するものと、梨野A遺跡と同様に並行沈線関連続刺突文により区画するもの
註 8)

が、 C・ Dグループと共に出土 している。菅生田遺跡では方形区画隆線文のものが少量出土

している。福島県綱取遺跡の綱取 I式土器には、前述のように隆線間研磨文で方形区画文を
註 18)

表出し(弧状文を伴 う)て いるものがある。(写真20-3-301頁 )

次に当遺跡及び六反田遺跡後期初頭土器により提起される重要な問題の一つである「周辺の
註4)   註6)       註10)    註24)     註25)        註 33)

各型式―門前式・袖窪式・綱取 I・ Ⅱ式・称名寺式
。掘之内 I式・及び十腰内 I式等との併行

関係」を検討するために、現段階での共伴関係、器形
。文様の共通性 。近似性を整理 しておく。

註 23)註 4)

門前式土器は岩手県睦前高田市門前貝塚を標式遺跡 とし、公表資料としては、立石遺跡・八
註9)                   言■16)          言

=2)
天遺跡、宮城県青木畑追跡・六反田遺跡にあり、一部公表資料 としては、宮城県蔵王町二屋敷
註26)

遺跡を南限とする。本群土器との共伴関係について、前述の八天遺跡において「本群土器及び六

反田遺跡後期初頭上器類似の遺物を含む数層を「まとまり」とした場合、この層の下半部」に多い

という事から本群・六反田追跡後期初頭土器の時間幅の前半における併行関係を想定し、今後

検証していく必要がある。
註 6)

「袖窪式」土器において、現在まで公表された 4点の資料の内、こ (第188図 27)は 、当遺跡 (第

185図 21)・ 六反田遺跡 (第 186図 39)出土の重に器形・文様共に酷似 している。又深鉢 (写真20-4

-301頁 )の「 X」状文のモチーフは、前述のように、当遺跡・六反田遺跡・二屋敷追跡
。小梁川

註 17)

遺跡及び遠隔地の出土例として東京都平尾N09遺跡出土のものがある(写真20-5-301頁 )。

以上の公表資料はいずれも当遺跡に TD・けるA・ B・ Dグループに包括され、「 X」状文が前述の深

鉢において方形区画 (鎖状隆線文)と共存する点で Eグループとも関連する。以上により宮城県

中央部から南半部における強い斉一性が認められる。
註 10・ 11)

綱取 I・ 正式土器は福島県いわき市綱取貝塚の前者はC地点、後者は第 4地点出土の上器を

各々標式とする。 I式 は「貼瘤文や隆線文或いは太い沈線文により装飾意匠文を描 き、特に口

縁部が体部 と明確に区別される構成」を示しており、Ⅱ式はこれらの「意匠文が簡略化されたもの
誰 10b)

である」(「例 えば頸部の隆線は沈線に変化、貼瘤宙文は盲孔の宙文に変貌」)と している。

当遺跡・六反田追跡のAグループに含まれる口縁部の縦位弧状隆沈装飾文・口縁部と体部 を

区画する隆沈帯区画文 。文様基点としての輪形隆文 (「貼瘤宙文」)の 多用は、綱取 正式及びⅡ式

の一部 との強い共通性が認められる。ただし糸田部については、相違がある。例えば綱取 正式に
註 27)

多用される「 V」字状文が当遺跡、六反田追跡には認められない。現段階での公表資料として宮
註 22)

城県柴田町向畑遺跡には、研磨後「V字」状沈線文(上端釣状)が施文されるものがあり、同様に
註 28)

V字状文をその主体文様 とする関東における称名寺式との並行関係を考える上で重要である。

又、口縁部突起についても、六反田遺跡の「楕円形渦文突起」(第 186図 43・ 44・ 47・ 48)と 強い類

305128ゆ
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誰29)

似があるが、本県では対称弧状をなすものは少ない。又器形の点では綱取 I式では称名寺式に

特徴的な「口縁部から頸部にかけてゆるやかに大きく外反 し口縁部が短 く内傾する」深鉢がある

が、本群にはみられないが、例えば口縁部の縦位択状隆沈装飾文を 1つのメルクマールとした

時、綱取 I式は、本県の梨野 A遺跡・六反田遺跡に強い近似性をもち、その分布の北限は前述
註 9)

の岩手県八天遺跡にまで達している。又綱取Ⅱ式の「わらび状文」、「 J字文」、縦位波状沈線文は、

当遺跡や六反田遺跡出土のものとモチーフの点などで共通するものがある。

称名寺式との関係は、前述の向畑遺跡の例の他に、当遺跡では、前述の器形と異なるが称名

寺式の一部の器形に類似する内外面全面研磨の深鉢が 1点存在する(第 185図 20)。 同様 の器形
註 11)

のもの(無文ではないが)は、福島県綱取遺跡の綱取 I式の中にもみられ、綱取 I式 との関連で

まず捉えるべきであろう。文様モチーフの中には称名寺A貝塚出土称名寺 I式土器(写真204)。
註 32a)

同 B貝塚出土 Ⅱ式土器に類似するものがある(第 186図 18。 20)が、国縁部の「 C」字状 (弧状)隆沈
註 32a) 言圭32a)

線文 (「 C字形貼付文」)で盲孔間を沈線でつなぐものが称名寺 Ⅱ式に盛行する点、及び当遺跡で

弧状沈線間に連続刺突文 (一列)が施文されるもの (第 185図 12)は 、称名寺 口式に表出技法の上

で近似 している点は、本群・綱取 I式 との併行関係を考える上で重要である。しかし六反田遺

跡後期初頭土器に前述の弧状沈線間刺突文のものがないことは今後の検討を要する。
註 31)

掘之内 正式上器は、弧状文 (「曲線文」)・ 斜行文 (「幾何学文」)を主として沈線及び磨消縄文で
註3動

表出する。掘之内 正式土器は近年、掘之内 I式の初期の部分を切離す必要が主張されている。

未だ層位的根拠等を明瞭にしうる資料は十分ではないが、前述の岩手県八天遺跡で当遺跡第Ⅷ

群土器類似の土器の更に上層に、多条弧状沈線文の土器が存在 し(第 187図 145。 149)こ のような

土器が「掘之内 I式の初頭」以外の掘之内 I式土器に近似 していることから「掘之内正式初頭」(初

期)を分離 しうる可能性は十分あると考える。文様モチーフとしては、本群には、今村啓爾氏が

「掘之内 I式初期」とした千葉県貝ノ花貝塚出土の対称弧線下垂文 (J定支のように弧状上端の

片狽1の空間がないもの)の ものがみられる。ただし、本群 Aグループの土器は沈線間磨消縄文を

主体 とするが、例 えば貝ノ花遺跡では縄文地文上に沈線で施文されるという違いがある。又文

様形態的には、貝ノ花貝塚のものは本群Aグループのような口縁部 と体部を区画する隆沈帯は

みられずより曲線的に流れる傾向を持つ等やや後出的要素がある。このモチーフはやはり綱取
誰10)

I式 にも存在 し、本群との併行関係を考える上で重要である。
註 33)

十腰内 I式は、東】ロヒ部編年における後期前葉 (広義)の土器である。渦状・弧状の磨消縄文
註 23)  誰 9)

・沈線文を特徴とする。青森県弘前市十腰内追跡を標式遺跡とし、岩手県立石遺跡・八天追跡
註 34 35)

でも確認され、後藤勝彦氏は、「十腰内 I式 (新 )」 は南境貝塚まで拡がっているとしている。又、
冨主34)

十勝内正式以前の後期初頭土器の存在も指摘されているが各研究者によりその基準はまちまち

である。当遺跡では、十腰内 I式 に類似する土器は出土しておらず、本群土器に類似性を多く
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註35)

面を丁寧に研磨 している。類例としては、青森県螢沢遺跡第 3群土器に近似するものがある。
註 35)

葛西励氏はこの 3群土器を「十腰内 I式土器」の直接的母胎となる土器で「前十腰内 I式上器」と

している。氏は層位的根拠を明示してないが報文によれば、 9号住居跡で当遺跡出上の五に類

似する重 (第 188図 23)と 貼床面上で共伴するこがあり、その壺の口縁部片の縦位把手に盲孔 ?間

沈線文のあること(第 188図22)は、本群土器をはじめ東北南部の後期初頭土器の特徴と共通する

点である。「前十腰内 I式土器」における網目状撚糸文の存在を含めて今後、資料の増加をまって

その併行関係を検討していくべきであろう。

第Ⅸ群土器について

1類は突起に縦位「 S」字状文、 2類は体上部の文様基点や突起に多条弧状並行沈線文の施文

されるもの(A・ B共下図か照)で仙台市六反田遺跡後期初頭上器の範疇にないものである。層

位的出土例は八天追跡にある。即ち1類は、「八天遺跡Ⅱ群 9類 (当遺跡Ⅷ群土器Cグループ)の

「層位別出土量」により報告者が判断した「盛行」のまとまり」(八天遺跡Ⅱ群8類～Ⅲ群 2類)に は

属していないが、層中で実際には共伴しており、 2類に相当する土器は、この層の更に上層よ
言
=9a)           

註 37)

り出土している。又、宮城県金取追跡で報告者が「その出土】犬況から時期差はない」としている

後期前葉の包合層では、 1類類似のものと2類類似のものが共存していることからその時期差
註 5c)

は近接していると思われる。 1類は後藤勝彦氏が南境貝塚出土土器A群に合まれるとしたもの
註 13)

で「西ノ浜貝塚 3層出土土器に相当するB群土器」より「確実に下層より出土 している」と指摘 し
註 5c)                           註 10 38)

たものである。 2類に類似する文様は綱取Ⅱ式に豊富に含まれる。そして掘之内 I式のうち前
註 32)

述の「掘之内 I式土器の初頭」を差引いたもの、特に千葉県方面、例 えば貝ノ花貝塚に共通する

モチーフに近似する。又、前述の西ノ浜 3層出土土器も、貝ノ花貝塚出土土器にみられる変形
註 32_b)

わらび状文に近いモチーフの可能性がある。

以上、 1類は後期前葉において当遺跡Ⅷ群土器に直続するかその後半部分で共存する可能性

がある。 2類はAに後続し、福島県を中心とする綱取Ⅱ式・関東特に千葉県方面の掘之内 I式

(「初頭」を除く)に併行関係にある可能性が強いものである。その分布は前述の岩手県八天遺跡
註 39)

までわずかであるが達する。西ノ浜 3層出土土器もそのモチーフからこの段階に近いと思われる。

―
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梨野 A追跡

ま と め

第Ⅷ群土器は梨野A遺跡の東南約 7.5kmに所在する六反田追跡包合層及び遺構出土後期初頭上

器のもつ特徴にほぼ包括され、 1.A(渦状・孤状磨消縄文、沈線文)十 B(隆線間研磨文・隆沈
註40

線文)グループを施支する土器群 を主体に2.Cグ ループ (連続刺突文―「鱗状劇突文」主体)と

3.Dグ ループ (連続刺突or刻 み隆線文)を もつ土器群及び4.Eグ ループ (方形区画文)を もつ

土器群一― により構成される。標高180～ 190mの丘陵上の当遺跡と標高10m前後の自然堤防上

の六反田追跡との土器における類似は当時の人間集団の居住空間を考える上で注目される。こ

れらは大木10式末葉文様形態の系譜に連なる4.Eグ ループ文様をもつ土器群を伴 うことや八

天遺跡の出土状況との対比から後期前葉の早い時期 (初頭)に位置づけられる。そして 1・ 2・

3・ 4の構成比から宮城県中央部～県南部に強い共通性をもつまとまりを有することが半」明 し

た。又 2.と 3.グループにおいて岩手県南部～宮城県北部と共通性をもち、 1.グループにお

いて福島県域との共通1生 を有することが半」明した。

各型式間における併行関係としては、「前十腰内式」―門前式― (六反田
。梨野A追跡後期初頭

土器)―「袖窪式」一綱取正式及びⅢ式の一部一称名寺式～掘之内 I式 (初頭)を今後の検証のため

の仮併行ラインと考える。

第Ⅸ群上器は、第Ⅷ群との共伴関係を六反田遺跡後期初頭土器によって保証されないもので、

八天遺跡の出土状況などから1類 (S字文のもの)は、Ⅷ群土器の直後か後半に近接 し、2類 (多

条弧状並行沈線文のもの)は、Ⅷ群土器より確実に後出のもので後期前葉 (広義)の後半
に位置づけ

られる。文様モチーフの対比から2類は綱取Ⅱ式・掘之内 I式 (「初頭」を除く一特に千葉県方面)

との併行関係を今後の検証のための仮併行ラインと考える。なお、Ⅷ・Ⅸ群土器各々に伴なう

文様のない土器 (研磨のみ・地文のみ)は出土状況の制約から分析しえなかった。

以上により太平洋岸河川諸流域における土器の特徴の共通性が示唆する人間集団間の交流の

問題も提起されるが、層位的検出例の少い現状では、資料の増加をまって検証していく必要が

ある。

末筆ながら伊東信雄先生・藤沼邦彦氏・丹羽茂氏・阿部ひろし氏他宮城県教育委員会の諸氏
・

本堂寿一氏 (北上市立博物館)樫村友延氏 (いわき市教育文化事業団)佐藤庄一氏 (山形県教育委員

会)よ り多大の御指導を項いた事を感謝 し、思いちがいがあれば、もとより筆者の責任である
こ

とを申し1黍えます。 田 中 貝」 和

註 1 丹羽茂他「上深沢追跡」『東北自動車道遺跡調査報告書 I・ 宮城県文化財調査報告書第52集』宮城県教育委員会1978

2 田中則和他『六反田遺跡発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第34集 仙台市教育委員会1978

3 六反田遺跡の器形分析より、同追跡においては、径30cm前後のものを「大型」と規定している。

4 及川洵氏他『Fヨ前追跡』岩手県陸前高田市教育委員会(1974)で規定する「Fヨ前式」を指す。

5a 伊東信雄「古代史―縄文文化の変遷」『宮城県史』宮城県 1957
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Ⅶ  考

5し 伊東信雄他「縄文時代―縄文土器」「解説―はじめに」『宮城県史34史料集』宮城県1981

5c 筆者は註 2の『六反田追跡発掘調査報告書』(1981)に て後藤勝彦氏の「縄文後期宮戸lb式周辺の吟味」『東】ヒの考古・

歴史論集』における後期前葉の編年「A群土器 (宮戸 Ia式 ?)・ B群土器 (宮戸lb式 )・ C群土器 (南境式)」 に従った

が、氏は「縄文後期の上番」『縄文土器大成③後期』講談社1981で見解を修正し「南境式 (宮戸lb式 )」 としている。したが

って本論では「南境式一後期前葉」という大枠から改めて記述をすすめていく。伊東信雄氏が5aで公表した資料は、掘

之ぬⅡ式に類似し、文様モチーフも充填縄文部により表現され、本群土器と相違するが、5bでは、写真のみであるが門

前式・袖窪式の要素を包括したものとして南境式を捉えていると解釈し御本人に会い、直接確認することができた。

6 林謙作「縄文文化の発展と地域性―東北」『日本の考古学』Ⅱ河出書房 1967

7 註 2の「後期初頭上器の分類」と対比させると、Eグ ループが六反田追跡の lA類 (1類 :口～体部に連続 した文様が

施文されるもの)に相当し、(A・ Bグループには lA類の定義そのものには含まれる点で、方形区画文の系譜をひ

くものがある。一第185図 13)Aグ ループは、 lA・ 2A・ B・ Dに またがり(2類 は口縁部 と体部を区画するも
の)、 C・ Dグループは2類に属するが特にDグ ループは口縁部と体部を突起部によって連結する点に特徴がある。

8 丹羽茂他「菅生田追跡」『東北自動車道追跡調査報告書・宮城県文化財調査報告書第92集』宮城県教育委員会1983

筆者は註 2の「後期初頭上器の分類」の中でlA類の説明として①「大木10式 (木葉)特有の縦位区画隆起線、方形区

画文 (沈線区画・隆起線区画の後に縄文が充填 される)が、各々鎖状隆起線、磨消縄文手法又は磨消撚糸文手法 (縄文

又は撚糸文を施文した後で沈線区画し区画内を磨消す)に変化し、縦位波状沈線文、地文に網目】犬撚糸文、綻位縄文

十綾絡文が出現する。」とし②「後期前葉の宮戸 Ib式土器 (原文「 b」 スケ)、前境式 (註5c参照)に先行Jす るとしたが、

①、②間の論理的展開は非常に不十分なものであり、本書でその補完の責を果したい。

9a 本堂寿一他「八天遺跡 (昭和50年～昭和52年度調査)」『北上市文化財調査報告25集』北上市教育委員会 1979

9b 同上「ⅢA、 B'ト レンチの層位と類別土器について」による

10a馬 目順―「いわき市下片寄貝塚発見の後期縄文式上器について」『考古』第16号 1970.

10b馬 目順一『大畑貝塚調査報告ェ わヽき市教育委員会 1975

■ 金子・和田「綱取C地点員塚の発掘」『小名浜』いわき市教育委員会磐城出張所 1968
12 佐藤洋他『山口追跡発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第33集 仙台市教育委員会 1981
13 加藤孝・後藤勝彦「西ノ浜貝塚緊急発掘調査概穀」『宮城県埋蔵文化財調査報告書第13集』宮城県教育委員会1967

14 阿部正光・佐藤正人・三塚敏明『沼津貝塚保存管理計画策定事業報告書』石巻市教育委員会 1976

15 丹羽茂氏はすでに註 8に おいて沼津貝塚 (第 17図版 2、 第20図版、第21図版)、六反田遺跡 (第 46図 )を「大木 10式最終

段階」としている。

16 加藤道男「青木畑追跡」『宮城県文化財調査報告書第85集』宮城県教育委員会 1982

17 七ヶ宿町小梁川遺跡にて「X」 】犬磨消縄文 +波 状沈線文 (xの 中央に8の字状輪形隆文)と 縦位鎖状隆線文によ
り文様を構成する深鉢を実見したが、このグループが主体を占めるかどうかについては報告書の刊行を待つしかな

い。又、蔵王町二屋敷追跡には、梨野A、六反田追跡にある渦巻十斜行磨消縄文のモチーフが存在するが、六反田追跡等

の場合と反転 し充填縄文によリモチーフを表現していると器のあることを実見した。(『縄文土器大成 3後期』(1981)
。P39-91の 遺物など)又遠隔地に存在する例として東京都平尾N09遺FI(安孫子昭二『平尾遺P/1N調査報告コ1974)が

あり「X」状文と渦巻文が共存している例で安孫子氏は、綱琺 I式 との類似を指摘し、現地の上器属性の違いから「搬

入」としている。(P298-20-3参照)

18 Bグ ループがAグループに同一個体で共存するものとして宮城県川崎町中沢遺跡 (『川崎町史』1975)で縦位長桔円形

隆線文と縦位波状沈線文の共存例がある。

19 鈴木孝志他「北上市稲瀬町樺山追跡緊急調査報告」『文化財調査報告第 7集』北上市教育委員会 1969

20 及川洵他「堂ノ前貝塚」陸前高田市教育委員会 1972

21 主浜光朗氏御教示

22 芳賀寿幸「向畑遺跡調査概報」『柴田町郷土研究会会報』第 7号  1974
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志問・芳賀「向畑遺跡」『柴田町の文化財』第 5集 1974

23 中村良幸「立石遺跡」『大迫町埋蔵文化財報告第 3集』 大追町教育委員会 1979

24 吉田 格「横浜市称名寺貝塚」『東京都武蔵野郷土館調査報告書第 1冊』 1960

25 掘之内土器については山内清男「下総土本郷貝塚」『人類学雑誌43」 1928 同『日本先史土器図譜』(1939～ 4)

掘之内貝塚については、清水潤三「掘之内貝塚シー 1・ シーⅡ地点発掘報告」・西村正衛・玉口時雄・金子浩昌「掘之

内貝塚り・ハ・工地点発掘報告」芹沢長介・麻生優「掘之内貝塚工・ミ・キ。モ・サ地点発掘報告」『人類学雑誌65-5』 1957

26 二屋敷追跡は、註17の他に林謙作・藤沼邦彦他『東北自動車道関係追跡発掘調査概穀・宮城県文化財調査報告書第24

集』1971『 白石市史・考古資料編』1976(門前式上器の破片が掲載されている)で紹介されている。

27「未公表資料 として註26の 二屋敷追跡に称名寺式類似の文様をもつものがある(実見)

28 本県における、綱取 I式 との類似・「V」字状文の少なさについてはすでに丹羽茂氏註 8の指摘がある。

29 註26の 二屋敷遺跡では、日縁部縦位装飾文として対称孤州犬のものを実見している。

30 吉田格「 4申奈川県称名寺貝塚」『関東の石器時代』雄山閣1972、 実際には同書は拓本不鮮明のため註32で今村氏引用の

ものを参考にした。同氏は称名寺Ⅱ式に位置づけている。

表出技法は、本群が沈線間磨消縄文であるのに対し、称名寺B貝塚のものは、磨消縄文は少ない。

31 柿沼4歩平「掘之内土器論(1)(2氾『史館5号・ 6号』1975・ 1976

32a今村啓爾「称名寺土器の研究 (上 )(下 )『考古学雑誌63-163-2」 日本考古学会 1977「 I式・Ⅱ式」の概念は本書による。

32b関根孝夫「第 8章遺物―第 1節―土器」『貝の花貝塚・松戸市文化財調査報告書第 4集』松戸市教育委員会(1973)では

「中期的要素を強く残」す、「掘之内正式上器・称名寺式 1群・2群 と呼ばれるもの」を1類とし「それぞれ主体的な存在

として検出しえていることは、これがH手間的な関係に位置づけられる」としている。ただし1類のなかでの共伴関係

を明らかにしうるものはない。

33 今井富士雄・磯崎正彦他「十腰内遺跡」 田村誠―「大曲 1号遺跡」『岩木山』1968

34 後藤勝彦「後期初頭の上器―東北地方」『縄文上器大成 3後期』1981

鈴木克彦「中宇田遺跡」『回道280号線道路改良工事関係埋蔵文化財試掘調査穀告書劃青森県教育委員会 1973

鈴木克彦「亀ヶ岡追跡発掘調査報告書』青森県教育委員会 1974

成田誠治『千歳遺fI110青 森県埋蔵文化財調査報告書第27集』青森県教育委員会 1976

35 葛西励『警沢遺跡』青森市螢沢遺跡発掘調査団 1979

「十腰内 1式土器の編年的細分」『】ヒ奥古代文化第11号」 1979

86 註 2の P284,こ の17号 土渡堆積土よりもう1点、追跡全体としては非常に希少な多条並行弧状沈線文をもつ土器

(Ⅸ群土器とは異なる)が出上している。

37 小野寺祥一郎他「金取追跡」『宮城県文化財調査報告書第70集』 1980

38 馬目順一「綱取貝塚第 4地点発見の掘之内 I式期土器の考察」『小名浜Jヽ わき市教育委員会磐城出張所 1968

「上ノ町B追跡調査報告J『南奥考古学研究叢刊第 3冊』 1981

39 名和達朗・阿部明彦他「水上追跡第 2次発掘調査報告書」『山形県埋蔵文化財調査報告書第40集J山形県教育委員会

(1981)掲載の水上追跡に1類類似の上器群があり、当追跡でも出上している内外面地文のみの深鉢が出上している。

内陸部 (標高225～ 226m)に おける「連続S字文」ある土器の分布地として重要である。丹羽茂氏の御教示を頂いた。

40「鱗状刺突文」をもつ土器は六反田遺跡 (註 2)では、口縁部弧状隆線文と体上部に隆線間研磨文を伴うことが確認さ

れている。

41 掘之内式・称名寺式及び日本海根」の資料については若干しか検討できなかった。今後の絵討によって補完してゆきたい。

42 ,馬 目順一氏は「掘之内式上器シンポジウム(1982)で、愛谷追FII資料を用い綱取Ⅱ式を3細分したが、この中の動萩手

紋や釣状 J字紋あるいは蛇行する縦位のジグザグ紋が擦消縄文で盛行する一群」は、本群・六反田遺跡出土土器と共

通性をもつ『シンポジウム資料J(1982)
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Ⅶ 考

縄文土器 の底部

松岡 敦子

梨野A遺跡出土の縄文土器底部資料は、遺構、基本層 I～Ⅳ層、風倒木痕中より988点出土

しており、底部圧痕の有無と種類によって編物痕、本葉痕、無文 (全面研磨され何らの圧痕も

認められないもの)、 不明圧痕、不明に分類した。

編物痕を有する底部は、編物痕のみで研磨が及んでいないもの76点、編物痕に研磨が及んで

いるもの81点、全部で 157点である。編物痕が認められるものが全体の中で示める割合は15。 9

%である。編物痕に研磨が及んでいるものには、一部研磨、周辺研磨そして全面研磨している

ものがある (全面研磨はむしろ無文の範囲に含まれるものであるが底部破片資料のため研磨の

範囲を明確にしえないため、研磨の範囲による細分は行なわなかった)。

木葉痕を有する底部は、本葉痕のみ15点、本葉痕に研磨が及んでいるもの25点、全部で40点

(4.0%)である。無文は 154点 (15.6%)、 何らかの圧痕と思われる不明圧痕は 4点、不明 1/」ヽ

片のため分類不可能の違物も含む)は 633点である。

また、底部研磨の有無より分類すれば研磨の及んでいる遺物は、全体の中で264点 (26.7%)

で 3割近くになる。

1.編物痕について (第 190図。第192図 1～ 11)

編物痕を有する底部 157点のうち編み方が半J別できる底部は、41点である。編物型式は

3型式に分けられそのうちⅢ類については「おもて」と「うら」の圧痕がある (第 28表)。

各型式に組織図、その下に単位 (編み方に規則性がある場合、繰り返 しの単位がある)、

編み方の説明を載せた。図の表示は、タテの材がヨコの材の上にあるところを斜線、タテ

の材がヨコの材の下にあるところを白で示した。

I類……「 1本越え 2本潜り 1本送り」に編まれているもの (第 190図 1)

Ⅱ類・……「 2本越え 3本潜り」に編まれているもの (2)
Ⅲ類「おもて」……・「 4本越え 2本潜り」に編まれているもの (3)
「 うら」・……「 4本潜り 2本越え」に編まれているもの (4)

I類は、「 1本越え 2本潜り 1本送り」に編まれているもので左 1本送り9点、右 1

本送り13点で計22点 (53.7%)出土しており本追跡において一番多い編み方であり、又、

第28表 底部の編物圧痕型式と数量

型   式 I  類 Ⅱ  類 Ⅲ類のむもて Ⅲ類のうら 計

計 l 10 8

% 53 7 19.5
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1,I類

杉七夕)緻 1籍 紳
榊
塚形aぞ

絣 方

解 群鞘 紳
潮

編み方 緯(ヨ コ)-4本赳え 2本港り

継(タテ)-1本越え 1本潜り

2.Ⅱ類

2本越え

1本越え 1本港り 4本題え

梨野 A遺跡

編み方 驚(ヨ コ)-2本越え 3本港り

継(タ テ)-1本潜り 4本越え 1本潜り 1本題え 2本潜り 1本越え

4. Ⅲ類「うら」

編み方 緯(ヨコ)-4本暦り

継(タ テ)-1本薄り

3.Ⅲ類「おもて」

1本赳え 4本港り 1本越え 1本港り

第190図  編物模式図

1本潜り 1本越え
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Ⅶ 考

2.

I類は東日本に多くみられる編み方と報告されている。第192図 1は I類 に編まれている。

2は研磨 されている。材の幅はヨコ 2～ 4.5mm、 タテ 2～ 5 mmであるが 3は晩期の土器の底

部であり材の幅はヨコ 1～ 1.5mm、 タテ1.5～ 2 mmと 糸Hい 材で編まれており、他の I類の圧

痕 とは異なる感 じを受ける。又、タテヨコの材の他にナナメの材が加わっているものがあ

る。

Ⅱ類は、「 2本越え 3本潜 り」に編まれているもので 1点 (2.4%)出 土 しており、 4は

編物の上で土器 を成形 した後、底部に粘土を足 して全面研磨 したものと考えられ、一部

粘土の崇Uれ たところより編物痕が観察された。敷物不U用後に底部に粘土を足した例は、

宮城県山口追跡、六反田遺跡でもみられる。又、同 じ編み方は京都府桑飼下遺跡より出土

している。材の幅はヨコ 1～ 3.5mm、 タテ 1～ 2.5mmと 細い材で編まれている。

Ⅲ類は、模式図の編み方説明より、Ⅲ類の「おもて」で越え、潜 りになっている部分が

Ⅲ類の「 うら」では潜 り、越えになっており、Ⅲ類は「おもて」と「 うら」の編み方が観

察された。又、「おもて」と「 うら」の送りは左右対称なので同一の敷物利用の可能性が

考えられる。Ⅲ類の「おもて」は、「 4本越え 2本潜 り」に編まれているもの10点 (24.4%)

出土、Ⅲ類の「 うら」は、「 4本潜 り 2本 越 え」に編 まれているもの 8点 (19.5%)出

土 しておりI類に次いで多い編み方である。同じ編み方は、Ⅲ類の「うら」は福島県八景

腰巻遺跡、Ⅲ類の「おもて」は宮城県青島貝塚、袖窪貝塚、Ⅲ類の「おもて 。うら」は、

六反田追跡で出土しており、但 し、「おもて」の送 りは左送 りで本遺跡では右送りである。

5は Ⅲ類の「おもて」に編まれており、 6は材に筋又は 2本組の材で編まれている。 7、 8

はⅢ類の「 うら」に編まれている。材の幅はⅢ類の「おもて」はヨコ1.5～ 8.8mm、 タテ 2～ 5

mm、 Ⅲ類の「 うら」はヨコ2.5～ 5 mm、 タテ2.5～ 4 mmで ある。

9、 10、 11は編み方不明である。底径 については、編物痕を有する底部を底径よりみ

ると底径5.0～ 14.9cmの 範囲であり底径10.0～ 11.9釦が多い。

木葉痕について (第 192図 12～ 14)

本葉痕を有する底部は40点出土 している (木葉痕のみ15点、本葉痕に研磨が及んでいる

25点 )。 14は 本葉が 2枚重なっていると思われる。又、六反田遺跡でみられたような木葉

と編物のだぶる底部は、観察されなかった。

底径については、底径5.0～ 11.9cm、 13.0～ 13.9cmの 範囲であり、底径10.0～ 10.9cmが多

い。又、底径10.Ocm以 上の底部は 8点である。

不明圧痕について (第 192図 15。 16)

何 らかの圧痕と思われる底部で研磨が及んでいるもので 4点出土 している。
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4.

5,

梨野 A追跡

底部を利用している遺物について

土製円板の中で底部を利用している遺物が 3点出土している。無文が 2点であり、もう

1点は編物痕で研磨が及んでいるもので、編み方はI類である。

まとめ
註 8)

底部圧痕より当時のカゴ、敷物の編み方を間接的に知ることができるが編物痕において

は、本遺跡では越えと潜 りの数の異なる3型式の編み方がみられる。一番多い編み方は、

I類…「 1本越え 2本潜 り 1本送り」であり、東日本に多い編み方とされている。次
いでⅢ類、Ⅱ類となる。 I類とⅢ類で97.6%を 占める。又、 I類とⅢ類の編み方は、六反

田遺跡出土の大木10式末葉～後期初頭の底部にみられる編物型式のⅢ、Ⅵ類に対応して、

六反田遺跡でも編物痕の87.2%(編み方不明を除く)を 占めて最も多い編物型式である。

又、青島貝塚出上の底部で当遺跡底部Ⅲ類の「おもて」に本目当する拓影図30の 4は カゴな

どの容器の底～胴部の編み方の圧痕と思われる(191図 )。 底あみはタテヨコ4本 1組の材で

網代あみ(3本 とび)で、胴あみはⅢ類の「おもて」の編み方である。又、六反田遺跡出土のⅥ類

の「うら」(本遺跡のⅢ類の「うら」)の底部で拓影第 7図の10は 、タテの材が扇形に開いて

いる(第 191図)d以上の事から2遺肋の例ではあるが本遺跡のⅢ類の「おもて、うら」は、カ

ゴなどの容器の胴あみの可能性が考えられる。

時期は、晩期の第192図 3(I類)の他は出土した遺構、層位より大半が中期後葉～後期

初頭及び晩期 と思われる。そして近年調査され、詳細な報告書の刊行されている宮城県

の遺跡である上深沢遺跡の大木9式土器、菅生田遺跡の大本10式土器の底部には編物痕が観

察されるものが非常に少ない。又、西ノ浜貝塚 4層出上の大木10式土器の底部には編物痕
註 13)

がいくつかみられるが、同土器は大木10式 でも後半とされるということなどから、本遺跡

出土の編物痕を有する底部の多くが大木10式 の後半段階から後期初頭に位置ずけられる可

能性も考えられる。

最後に底部をまとめるにあたって佐藤甲二氏、田中則和氏はじめご指導下さった方々に

深く感謝致します。

註

1.安孫子昭二  「平尾No19遺跡 網代痕について」「平尾遺跡調査報告 I』  南多摩郡平尾調査会1971 P173、 174よ

り

2.佐藤洋  「土器製作技術について」『山口遺跡発掘調査報告書』 仙台市教育委員会1981 P199よ り
3 松岡敦子  「六反田遺跡出土縄文土器の底部」『六反田遣跡発掘調査報告書』 仙台市教育委員会1981 P202よ り
編MF■痕は7型式に分けられⅥ類の「るもて ,う ら」は、本追跡のⅢ類「おもて ,う ら」と同じ編み方である。P212

より「無文で分類した中で編物痕の残存する底部外面に更に粘上をつぎたしている例がある。」

4 上羽明美「底部圧痕」『桑飼下遺跡発掘報告』 京都府舞鶴市平安博物館1975 P125～  「網代の編み方」より編み

方模式図、分類Ⅸと同じである。
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5 佐藤房枝・田中礼子  「底部資料」 匡東北自動車道追跡調査報告書』 宮城県教育委員会1982 編み方は6類にされ
ているが区分されたワクを取リタテヨコを反対 1こすると本遺跡のⅢ類の「うら」になる。

6.加藤孝・後藤勝彦  「登米郡南方町青島貝塚発掘調査報告」『商方町史資料編』1975 P54の 拓影、図30の 4の底部
圧痕が本追跡のⅢ類の「おもて」の編み方と同じである。

7.宮城県桃生郡鳴瀬町宮戸島袖窪 袖窪貝塚資料 宮城教育大学考古学研究会所蔵資料実見
8 植松なおみ 「古代追跡出土カゴ類の基礎的研究」『物質文化』1980 P20～
9 丹羽茂他  「上深沢追跡」『東北自動車道遺跡調査報告書 I』  宮城県教育委員会1978
10。 丹羽茂他  「菅生田遺跡」『東北自動車道遺帥調査報告書Ⅶ』 宮城県教育委員会1982

■ 註9)の 報告書で「無文」と分類されているものでも編物痕が認められるものもあり、「編物痕がない」ということで
はなく、ていねいなミガキにより、編物痕が磨り消された可能性を持っている。

12 加藤孝・後藤勝彦  『西ノ浜貝塚緊急発掘調査報告』1967
13 丹羽茂  「大木式上器」『縄文文化の研究 第 4巻 縄文土器 I』  雄山閥1971
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拓 影 編 み 方 写真図版 備 考 拓 影 編 み 方 写真図版 備 考

l I 類 13D堆積±1層 M6(D 9 編み方不明 第194図 -2 復元上器 2号埋設土器 Kl駅 b

2 I類 第193図 1 N-6(b) Ⅲ層 0 編み方不明 表 採

3 二 類 第193図 ヽ 第142図  K-12(b)I層 編み方不明 第 94図 ― K7(a) Ⅲ層

4 Ⅱ 類 第193図 ― 6D 堆積± 1層  M―猟D 2 木 葉 痕 嘉 94図 4 2号住居II堆積±1層 Kl駅♪
5 Ⅲ類・おもて 第193図 4 K-7(d) Ⅲ層 3 木 葉 痕 第 94図 〔 L6(c) Ⅲ層
6 Ⅲ類・おもて 第193図 〔 19D 堆積± 1層  」81b) 4 木 葉 痕 第 94図 ( 20D 推積±2層  N7は )

7 Ⅲ類・ フ ら 第194図 1 J8(b) I層 5 不 明 圧 痕 第 94図 ; N7 Ⅲ層
8 皿類・ ,ら K-8(a) Ⅲ層 6 不 明 圧 痕 第194図崇 20D 堆積±1層 N7億 )

第192図 底 部 拓 影 (2)
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は実物、 bはモデリング)(1)
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第194図 底 写 真 (aは実物、bはモデリング)(2)
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Ⅶ 考   察

接 合資料 につ いて

-6号 ピット出上の接合資料について一

多賀城跡調査研究所 後藤 秀一

本遺構からは、88点の石器が出土 している。その内容は、石匙 1点 (第 67図 1)、 石錐 1

点 (第 67図 4)、 彫刻刀形石器 (ビュアリン)1点 (第 67図 6)、 スクレイパー13点 (こ のなかには、

鋸`歯縁石器ヾ― (デ)で表示、 ノ`ッチヾ― (ノ )で表示を含む。第67図 2、 3、 5、 7～ 12)、

2次加工のある系U片 10点 、微細景」離痕のある景」片 6点 、象」片47点、石核 3点、砕片 6点で

ある。また、この遺構の性格としては、石器やその素材となる目的劉片の貯蔵施設の可能

性が高い。このようにピットから多量の石器が出土する例は、これまでいくつかの遺跡で
註 1)

も確認 されており、その性格としては系」片の貯蔵施設と考えられている。しかし、このよ

うな遺構は、さほど類例があるわけではなく、その性格については今後さらに検討を要す

る。

ところで本遺構からは、 5例の接合資料が抽出できた。すなわち、

接合資料 1:ス クレイパー 4点十最J片 15点 +石核 1点の接合資料である。なお、他に同一母岩

のスクレイパー 1点、剣片 2点がある。

接合資料 2:二次加工のある劉片 1点 +微細景」離痕のある象」片 1点+剣片 7点の接合例である。

接合資料 3i3点の石器が接合して 1個の承」片になる接合例である。

接合資料 4:ス クレイパー 1点十景」片 1点の接合例である。(第69図26～ 28)

接合資料 5:剣片 2点の接合例である。

以上 5例のなかで、特に接合資料 1・ 2。 3は、石器製作技術のあり方の実態を示す良好な

資料であり、以下順に説明して行きたい。

接合資料 1 (第 68図 1～ 10、 69図 11～ 20、 71図 11)

個体別資料 2例の接合資料である。すなわち、本資料のなかで最後に剣離された剣片は石核

に転用され、さらに剰離が進められているのである。

(泉J離の順序〉

① :象J片 1・ 2・ 3の打面を形成した景」離。

② :①で形成された剣離面を打面として、承」片 1・ 2・ 3の連続剣離 (最低5枚以上のよ」片が

剣離されている)。

③ :②で形成された鉄J離面 (剣離作業面)を打面として(打面を90'転位)、 4・ 5,6の連続景J

離 (最低4枚以上の景」片が素」離されている)。

④ :③で形成された剣離面 (景」離作業面)を打面として (打面を90'転位)、 7・ 8・ 9。 10。 11
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梨野 A進跡

・12,13の連続景」離 (最低 9枚以上の剣片が崇」離されている)。

③ :さ らに、打面を90°転位して、②の素」離と同様な方向からの加撃により、14・ 15。 16・ 17・

18・ 19。 20の連続剣離 (最低 9枚以上の景J片が景」離されている)。

③ :20を石核に転用して剰片の剣離。

工程を見れば、③は打面作出とも考えられるが、剰片が最低 4枚以上連続して景」離されてい

ること、その剰片からスクレイパーが作られていることから打面作出とは考えられず、目的景」

片の獲得と捉えられる。剣離作業は、打面作出工程を特に設定することなく進められるのであ

り、①～⑥はすべて目的景」片の生産工程と把握できる。すなわち、石核の形状に促して旧剣離

作業面なども利用して打面転位を頻繁におこなうことにより、打面作出と剣離作業面の更新を

おこないながら、目的象J片を生産しているのである。

また、景U離作業における打面調整、打面再生、頭部調整、ま」離作業面に対する調整の痕跡は

まったく認められない。

接合資料 2 (第 70図 1～ 9、 72図 1)

(永」離の1贋序〉

① :景J片 1・ 2・ 3,4の打面の一部を形成した景」離。

② :①で形成された鉄J離面を打面として、剣片1・ 2・ 3・ 4の連続剰離 (最低8枚以上の最J

片が景」離されている)。

③ :加撃点を90°左へ移動して、剣片 5だけの承J離。

④ :②の剣離がるこなわれた打面と同一の打面から6・ 7・ 8,9の連続景」離 (最低 7枚以上
の崇」片が象」離されている)。

剣離作業には、接合資料 1と 同様に、打面調整、打面再生、頭部調整を示す痕跡が認められ

ない。しかし、景」片 5の景J離は、旧劉離作業面に対して側面から1回だけおこなわれた剣離で

あり、それに後続する景」離はふたたび打面を90°転位 して、5の景」離以前の象U離作業と同一の方

向からの加撃によって連続しておこなわれている。以上のことからすれば、③の景」離は、景」離

作業面に対する調整と捉えられる。

接合資料 3 (第 69図21～ 25)

この接合資料は、21が石核より象」離された時、同時に22と 23に割れたものである。そして23は

その割れた面から二次加工が施され、その時に24と 25に さらに割れている。24・ 25は その特徴

から、折断調整石器のようにも見えるが、実際は以上のような二次加工時に割れたものである。

この資料は、折断調整石器の規定の不充分性を示す資料といえる。

まとめ

以上これらの接合資料 1～ 3か ら、縄文時代の石器製作技術のあり方の一断面を捉えること

3219働



Ⅶ 考

ができた。すなわち、接合資料 1では、何ら調整技術を施すことなく、打面の転位を石核の形

状に促して頻繁におこなうことにより剣離作業面を更新し、目的景J片 を獲得している。このよ

うな剣片生産のあり方は、縄文時代の剣片生産技術に関する報告は少ないが、そのなかでは一

般的に見られる特徴といえち。また接合資料 2では、縄文時代の崇U片生産のあり方のなかでは、

これまでほとんど見られなかった象J離作業面に対する調整技術のあり方の一端を把握すること

ができた。このことは、今後縄文時代の剣片生産のあり方を追求していく場合、重要な資料と

なることを意味する。さらに接合資料 3は、折断調整石器の規定の不充分性を指摘する好資料

である。すなわち、この接合資料は折断調整石器における折断の認定には充分な注意が必要で

あることを物語るものである。

註

:ピ ットから多量の石器や目的剖片が検出された例としては、

○高畑遺跡、東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書V。 (岩手県文化財調査報告書第49集 )、 P,P165～ 252、岩手県教

育委員会。1980

0桜松遺跡、御所ダム建設関連遺跡発掘調査報告書 (岩手県埋文センター文化財調査報告書第29集)P.P9～ 144。

岩手県教育委員会。 (財)岩手県埋蔵文化財センター。1982

がある。またその性格は異なる可能性もあるが、石器・FIJ片 が集中して検出された例としては、

O栄浜追跡、乙部町教育委員会、1977

0峠下聖山遺跡、七飯町教育委員会、1977

などがある。

:類例としては、上記注 1の各遺跡の報告書の他に、

O田中央司、1977、 縄文時代における剣片石器の製作について、埼玉考古16号、P,P33～ 47

0後藤秀―、1980、 附、金剛寺貝塚採集の剣片接合資料、宮城県文化財調査報告書第67集、P,P41～ 53

などがある。
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梨野 A遺跡

出土石器について

石器は4169点 出土した。石器の出土状況は遺構の分布と符合し、遺構と遺物の関係が充分で

はないにせよ保持されていることを示した。遺構出土の石器は全体の20%を 占め、I～Ⅳb層 出

土が72%を 占めた。遺構出上の石器のうち、幾組かの同一母岩資料が確認されたが、限定され

た時期を特定できる、特徴的な石器は確認できなかった。しかし、土器によって明らかにされ

た遺跡の時期が、石器に反映していることが予想されることから、資料化の方法としては、分

類に主眼をPDhい た。この場合、分類即時期の特定を意図しているのではなく、今後の石器研究

の一資料の意である。具体的には、出土数量の多い器種一石鏃・スクレイパー・石錐・石斧・

礫石器等を対象とした。出土数量の66.7%を 占める景」片・チップ・石核については、景」片の長幅

関係等のみを検討し、石核については行わなかった。石核と象U片の関係を、景」片の分析でその傾

向をうかがう程度にとどめたのは、上深沢遺跡の分析結果と同様の傾向が予想されたからであ

る。以下、分類によって明らかにされた本遺跡出土石器の特徴的な点について述べる。

○ 石鏃は232点 出土したが、基部が凹状のものが約70%を 占め、基部が突出するものは、11

%を 占めるにすぎない。

ポイントは37点出土 したが、そのうち所謂 斜軸尖頭器様のものが 7点確認された。

石鏃とポイントの分類基準については、岡村の指摘があるが、本報告では、石鏃 とポイン

トの長幅関係図に各々の類型を付加 し、分類をこころみた。

スクレイパーのうち、「不定形石器」としてとり扱ったものの中で、各型式の資料の提示は

不足 しているきらいがあるが、将来一つの器種として独立していく可能性がある。

石斧は21点出土 したが、そのうち約43%の ものに、打痕が認められた。

礫石器は153点 出土 したが、そのうち8点に「捺痕」が認められる(Ⅳ類)。 この種の石器は座
註 3)

散木遺跡の 1～ 3層、北前遺跡第 6土壊で出土 しており、縄文時代早期に帰属する可能性

がある。 柳 沢 みどり

3

4

言土

宮城県教育委員会 (1978)「上深沢追跡」『東北自動車道遺跡調査報告書』

岡村道雄 (1979)「縄支時代石器の基礎的研究法とその具体例 その 1」

『東北歴史資料館研究紀要』 第 5巻

石器文化談話会 (1978)「座散乱木追跡発掘調査報告書 I」 石器文化談話会誌 第 1集

仙台市教育委員会 (1982)「耳ヒ前追跡調査報告書」 仙台市文化財調査報告書 第36集

○

　

○

○

　

○



Ⅷ ま と め

Ⅷ.ま め

2.

梨野A遺跡は 3年間に渡る調査結果により、縄支時代早期から晩期、古墳時代中期の遺構

が検出され、縄文時代中期後 。末葉には集落が形成されたことが明らかになった。

土器、石器等の遺物の出土状況は、遺構群の配置と相関関係を有している。また、縄文時

代に於いては遺肋緩斜面部、平担部が各時期によって追構構成が異なっており、各時期に於

ける当遺跡 (丘陵)の利用の変化が窺える。

検出遺構では、縄文時代の住居跡 2軒・埋設土器 4基 。炉跡 1基・土墳34基・ピット66個、

古墳時代の土羨 1基であった。縄文時代の遺構で時期が確定されるものとして、早期末葉

の土城 2基・ピット3個、中期後葉の住居跡 1軒・ピット1個、中期後葉～末葉の住居跡

1軒、中期末葉の埋設土器 1基・土羨 1基、中期後葉～後期初頭の炉跡 1基・土壊 1基、

後期初頭の埋設土器 2基・土羨 2基、後期前葉のビット1個、晩期後葉の土墳 4基であっ

たが、時期不明のピット、土羨の多くは中期後葉から後期初頭に位置づけられるものと思

われる。

遺構内・基本層位内等より縄文時代早期中葉から晩期後葉に渡る土器片約40000点 、復元

土器31点、石器約4,000点 を出土した他、古墳時代、平安時代、中世の遺物を若干出土した。

縄文時代の遺物出土量では後期初頭、次いで中期後葉の順となっている。

縄文後期初頭 (南境式期の早い時期)には、当遺跡に於ける最多の土器量が示すように、

居住空間が形成 されたと考えられる。これらの土器群 (第Ⅷ群)は、その分析により松島

湾岸の一部 (袖窪遺跡)か ら広義の名取川流域と阿武隅川流域に至る共通性がもつまとま

りの中に包括された。更に、岩手県域、福島県域と一部の土器支様要素群の共通性より、

これらの地域とも、恐らく河,Hを通じての人間集回の交流を反映していると考えられる。

出土石器中、打製・磨製石器は1231点 (系」片・チップ・石核は2783点 )、 礫石器は153点、石

製品 。砥石各 1点であった。石器中、帰属時期の決定が出来る資料は貧しく、縄文時代各

時期に於ける石器の器種、器種内型式の比較は不可能であった。

縄文時代の住居跡、土壊、ピットより同一母岩資料や接合資料が出土した。特に6号 ピッ

ト出土の石器の接合資料は、縄文時代の石器製作技術復元に関する良好な資料であった。

3.

5,

6.

7.

4.
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塩逗原
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(C-247)

仙台市茂庭字沼原28

第1地点 1次調査 昭和54年 5月 7日 ～10月 12自

遺跡所在地

調査 期間

対 象面 積

発 揮面 積

担当職 員

第 2地点

第 1地点

第 2地点

第 1地点

第 2地点

佐藤甲二

2次調査 昭和55年 4月 8日 ～ 4月 20日

1-友調査 昭和54年11月 12日 ～12月 10日

2次調査 昭和55年 4月 24日 ～ 6月 14日

1み調査 2650∬   2次調査 609鷲

1.2次調査  740ポ

1次調査 1413ゴ   2次 1調査  110ず
―

I次調査  1504f  2次 調査  740∬

・斎野裕彦 `田中則和・渡部弘美 。篠原信彦
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I 遺跡の立地

IB遺 跡 の 立 地 (第 1図 )

沼原 A遺跡は造成地南東端の丘陵中腹に位置する。この丘陵は頂部標高約170mと し、南東

側、標高120～ 125mの間に、南東に緩やかに傾斜する平坦部を持つ。 この平坦部 に続 く北西

奥、標高125～ 130mの間には幅約15m、 全長約60mの 谷地形が、また南西側、丘陵斜面部 に

は狭い平坦部分が数ヶ所みられる。平坦部耳ヒ側、西側は上 りの急斜面となり、南側、東側は深い沢、

県道 (菅生一折立線)へ至る下 り急斜面となる。丘陵平坦部と茂庭低地 との比高は約 65mで あ

る。

沢を扶んだ南西側には峯館がそびえ、この沢の上流約150mには嶺山C遺跡が位置する。造

成用地買収前まで、平坦部は桑畑、谷部は杉の植立地となっていた。

佐 藤  甲 二

Ⅱ日調査の方法 と概要

沼原A遺跡は昭和54、 55年の 2年次に渡って調査された。1次調査 (昭和54年度)は、平坦

部 (第 1地点)の本調査、谷部 (第 2地点)の試掘調査、2次調査 (昭和55年度)は平坦部南西側の斜

面及び狭い平坦部分(第 1地点)の試掘調査、谷部 (第 2地点)の本調査を実施した。

1.調 査 の 方 法 悌 1図 )
(第 1地点〉平坦部分はN-21°一Wを縦軸ライン(A～ Q)、 これに直交する横軸ライン(1～ 33)

による3× 3mグ リッドを設定し調査を行う。平坦面部西側斜面部は、地形に応じて幅約2～

4mの トレンチ7本 (A～ G)を設定し調査を行う。

(第 2地点〉谷心線に沿うラインを横軸 (01～ 18)、 これに直交するラインを維軸 (Ⅱ A/～ ⅡE)と

する3× 3mグ リッドを設定し、調査を行う。

2.調 査 の 概 要
1次調査 (第 2図、写真 1～ 4)

(第 1地点〉5月 7日～10月 12日 までの約 5ヶ 月間調査を実施した。平坦部約2600笛 が調査対象

で、調査面積は約1400ど である。F・ I・ L・ 0ラ インを基本グリッドとして調査を行ったが、

Lラ イン以南、30ラ イン以東では20～40cmの I層 (表土)下が直接地山となり、遺物、遺構は検出

されなかった。また地山は耕作時に於ける攪乱をかなり受けていた。北側、北西側平坦部奥の丘

陵際では地山力W麦い谷状地形を呈 しており、この部分を中心として I層 からⅥ層 までの各層が

確認された。Ⅳ層は平安時代、Ⅵ層は縄文時代の遺物を含む。v・ Ⅵ層中からは若子の弥生時代の

土器片 を出土 している。検出遺構は浅い谷状地形部分に沿って縄文時代の土獲が 6基 (1～ 6
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号)、 」。K-11グ リッドを中心として平安時代の住居跡が 1軒検出された。以上の他に、H

-13グ リッドⅥ層中よりほぼ完形の縄文時代晩期初頭の鉢を1点出土したが、これに伴う遺

構は検出されなかった。尚、縄支時代の土渡 6基は全てVb層上面で検出された。これは土羨

が深かった為に(検出面より約1.5m前後の深さ)、 後世まで窪みが残り、最終的にそこにVa層

(灰白色火山灰)が溜まり、Vb層上面でVa層 の落ち込みを確認することで土羨は検出Iさ れた。

従って土羨の掘り込み面より上位で検出されている。土渡堆積土中に確認された基本層中の最

下層がⅥ層であることにより、これら土墳はⅥ層堆積以前に掘り込まれており、これら土残は

縄文時代に所属すると考えられる。

(第 2地点〉11月 12日 ～12月 10日 までの約 lヶ 月間調査を実施したЬ第 1地点で検出した土羨

が北西側の谷にも続 くのではないかということでⅡCラ インを中心に150∬ の試掘調査 を行った。

Ｎ～
７

れ

ｒ

‐

―

―

上

平

キ

第 1図 地形・ グリッド・ トレンチ配置図

327(3)



驚懇韓輯簸 | 1.第 1地点
全景
(北より)

2.第 1地点
発掘風景 (1)
(北より)

3.第 1地点
発掘風景 (2)
(西より)

娃

ⅢⅢ藤議ぷ要



4.第 2地点
発掘風景

(南東より)

5.第 2地点
全 景 (1)

(北東より)

6.第 2地点
全 景 (2)
(北西より)
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沼原 A追跡

その結果この地区にもI～Ⅵ層までの各層が確認され、EC-9グ リッドⅣb層上面では土墳 1
基 (7号 )が確認され、次年度本調査の運びとなった。

2次調査 (第 2図、写真 5・ 6)

(第 1地点〉4月 8日 ～4月 20日 までの半月間調査を実施した。 1次調査検出の 1号住居跡の西

側、南西側の丘陵斜面上及び数ヶ所みられる狭い平坦部分約600∬ を調査対象とし、約110笛の

試掘調査を行った。約10～ 20cmの I層下が地山となり、Cト レンチで時期不詳の土羨 1基が検

出され、拡張を行なった。他の トレンチでは遺構は検出されなかった。また全ての トレンチ

で遺物は 1点 も出土せず、遺跡のひろがりはCト レンチ以西では期待出来ない状況であった。

(第 2地点〉4月 24日 ～ 6月 14日 までの約 lヶ 月半調査 を実施 した。谷部全域約740ど の調査

を行う。 I～ Ⅱ層までは重機により排土、Ⅲ層から人力による調査とした。その結果、縄文時

代の土羨が第 1地点同様Vb層上面で3基 (7・ 9。 11号 )、 地山上面で 2基 (8。 10号 )、 合計

5基が検出された。Ⅳ層中よりはかなりまとまった平安時代の土器片を出土したが、これに伴

う遺構は検出されなかった。

以上 2ヶ 年に渡る調査により、第 1・ 2地点から縄文時代の土装11基、

軒、時期不詳の土渡 1基を検出した。出土遺物は縄文時代 (前期～晩期)、

の土器を中心として平箱 3箱程度であった。

平安時代の住居跡 1

弥生時代、平安時代

佐 藤 甲 二

Ⅲ.基 本 層 位 (第 3図 )

現表土第 I層 から地山第Ⅶ層までの大別 7層 から成 り、これらはさらに10層 に細別される。

第 1地点、第 2地点とも基本層位は同一である。ただし、第 2地点に於いては、第Ⅳ層、第Ⅵ

層の細分が可能であった。また、第Ⅱ層から第Ⅵ層は、第 1地点では Iラ イン以北、平坦部奥側

の丘陵際で地山が浅い谷メ犬地形を呈している部分のみに(以下、層位設明文中のコ層以下の分布

範囲は、この谷状地形部分での分布範囲をさす)、 第 2地点では調査区全域に分布する。

第 I層 暗褐色 (10Y R%)シ ルト層。現表土層。第 1地点では畑地耕作土である。厚さ10～ 40

第Ⅱ層 黒掘色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒を少量含む。第 1地点では断片的にしか分

布 しないが、第 2地点では調査区全域に分布する。厚さ20cm前後。

第皿層 暗褐色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒を多量に含む。第 1地点では15ラ イン以東

に分布 し、14ラ イン以西ではほとんど分布 しない。第 2地点では調査区全域に分布す
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Ⅲ 基 本 層 位

る。厚さ20cm前後であるが、第 1地点G-25グ リッド付近では約40cm程の厚い堆積状

況を示す。

第Ⅳ層 第 2地点では 2層 に細分された。第 1地点、第 2地点とも全域に分布する。平安時代
の遺物を出土する。

Ⅳa層 黒色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒を少量含む。厚さ10cm前後。

Ⅳb層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒を少量含むが、粒子の細い層。厚さ15cm前

後。

第V層  2層 に細分される。

Wa層 明黄褐色 (10Y R%)火山灰層。第 1、 第 2地点とも下層第Vb層 の窪み状部分に堆積
しており、分布は断片的である。厚さ5 cm前後。若子の平安時代の遺物を含む。

Vb層  暗褐色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒を含む。炭化粒を微量含む。第 1地点、第
2地点とも全域に分布する。厚さ20cm前後。

第Ⅵ層 第 2地点では 3層 に細分された。第 1地点、第 2地点とも全域に分布し、縄文時代の

遺物を出土する。

Ⅵa層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒を含む。谷心線上に厚く堆積する。厚い部
分で約30cm。

1/1b層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒を含む。層の起伏が大きく、不安定な堆積
状況を示す。厚さ20cm前後。

Ⅵc層 褐色 (10Y R%)米占土質シルト層。地山漸移層。風化凝灰岩粒 を多量に含む。第Ⅵb層

同様層の起伏が大きい。谷心線上では堆積が簿く(約 5 cm前後)、 周辺部では厚い(約30

cm前後)。

嘉Ⅶ層 黄褐色 (10Y R%)粘土層。地山層。 3～ 5 cmの凝灰岩を含む。第 2地点ではかなり凹

凸状を呈する。

以上、第二層から第Ⅵ層は、第 1地点の地山が浅い谷状になる部分及び第 2地点の谷地形に

レンズ状の堆積をしている。それらの谷心線上では厚 く堆積し、地山まで約1.5mの厚さを呈す

る地点もある。地山粘土層下は凝灰岩層となってぃる。地点によっては地山粘土層が分布せず、

直接凝灰岩層となる場合もある。特に第 1地点32ラ イン以東ではこれが顕著であった。

Ⅵ層中には縄文時代の遺物を合むが、細分層内での遺物上の時期差は見い出せなかった。また

弥生時代の土器片がV・ Ⅵ層中より若干出土 したが、余りにも少量な為、元来どの層に属する

かは断定出来なかった。

佐 藤 甲 二
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Iラ イン北警十層 (第 1地点)

標高謂

25ラ イン東警十層 (第 1地点)

5ラ イン西壁と層 (第 2地点)

ⅡC

※第2地点はI・ Ⅱ層削平後の上層断面 0                      2れ

IIIIIIIIIII
第 3図 基 本 層 位
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沼原 A追跡

号土境 (G・ F-22

吐

Ⅳ .

23グ リッド)

当

遺構と遺構内出土遺物

1.縄 文 時 代

≒
| 1可

当
土 層 言主記

10YR% 黒tF」色シルト
(Ⅳ b層 )

7 5YR% 灰掲色シルト
10YR% 灰貴tF」色シルト

(Va層 大山灰)
10YR% 暗褐色シルト

(Vb層 )

焼土
10YR% 黒褐色シルト

(Ⅵ層)

1号土境遺構計浪J表 単位 i cm

長 軸 方 向 上端半 向形 は悟 円形 、下端 は隅 丸長方形 、
底面 は平 IRである。118× 25

出土遺物  縄文土器片 5点 .フ レーク1占

堆積± 2層 中より縄文土器片 2点、フレーク1点、堆積± 3層 中より縄文土器片 1点、堆積土

4層 中より縄文土器片 2点 が出土している。第 4図 1は堆積± 4層 出土のうち1点 と、F-22グ

リッドⅥ層より出土した 1点の接合したものであり、堆積± 3層 出土の第 4図 2と 同一個体で

ある。また、これらと同一個体の遺物は計16点出土している。分布は遺跡東部の東北方に開く

浅い谷地形の中に集中しており、 1号土竣はその分布域の中にある。

2汀
1号土媛遺物観察表

境

番   号 I・P土地点 層   位 とЬ  イ立 施   文      調   整 期

第 4図 1
1号 土 嬬 体  ■[ LR縄 文 沈線文 → 磨 き

内面、磨 き
縄文中期末葉F-22 Ⅵ

第 4 1XR 2 1号 上 嬬 lF 3

第 4図  1 号 土

335111)



19  20  21   22  23  24

☆は土羨内出土遺物

Ⅳ 遺構 と遺構内出土遺物

2号土壊 (H・ I-12グ リッド)

1∞

1号土境関係遺物接合分布図

2号土媛遺構計測表

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

名

当

土 層 誰 記

1.10YR% 黒掲色シルト
(Ⅳb層 )

2.10YR% 明責褐色ンルト
(Va層 火山仄)

以下の層は、調査中に崩落

したために不明。

＼ｂ
ヽ

3361121

上   端 中   段 下   端 深 長 軸 方 向 上端平面形は情円形、下端は隔丸長方形と考えら

れる。底面は平坦であり、 4個 のピットがある。186X l18 (156)× 60 (142))((48) N―-48°一 Vヽ

第 5図  1号土媛(2)。 2号土嬢



沼原 A遺跡

3号土城 (G・ H-15。 16グ リ

rr上

A
引

ッド)

ド

II日  i静
当 ＼ド

土 層 註 記
1 10YR/黒色シルト(Ⅳa層対応)
2 10YR%黒褐色シルト(Ⅳ b層 対応 )
3 10YR%黒褐色シルト(IVb層 対応)
4 10YR%にぶい黄燈色シルト(Va層火山灰)
5 10YR%黒褐色シルト(小礫石合む)
6 7 5YR%黒 褐色ンルト(Vb層対応)
7 10YR%黒色シルト(Ⅵ層対応)
8 10YR%暗褐色シルト質粘土(地山崩壊土)

3号土境遺橋計測表
上   端 中   段 下   端 ↑条    さ 長 軸 方 向 上端平面形は情円形、下端は隅丸長力形、

底面はやや凸凹はあるがほぼ平坦である。190× 118 148〉く62 136× 36 N-22° 一W

出土遺物  縄文土器片30点 .弥生土器片 1点

堆積± 3層中より縄文主器片 6点、堆積± 6層中より縄文土器片21点 が出土、また層位は不明

であるが土壌内から他に縄文土器片 3点、弥生土器片 1点が出土 している。

第 7図 1は堆積± 3層 出土のうち1点 とI-13グ リッドⅥ層より出土 した土器片 4点の接合

したものである。これと同一個体は第27図 4(364頁 )な ど計39点 が出土 している。基本層から出

土 している同一個体遺物は、ほとんどがⅥ層出土であり、 J-13グ リッドⅥ層からは30点 が出

土 している。分布は遺跡中央部のやや平坦な所に集中しており、 3号土羨と分布域の中心とに

はやや距離がある。

第 8図 1は 6層出土のうち 1点 と土羨から出土 しているが層位不明のもの 1点 が I-13、 I

-14、 K-13の各グリッドⅥ層から出土 した 5点 と接合 したものである。これと同一個体は第

第 6図 3号 土 媛 (1)

3371131



Ⅳ 追構 と違構内出土追物

8図 2～ 5を合わせて14点出土 している。分布域の中心はI-13、 I-14グ リッドであり、

号土獲とはややIE離がある。基本層位における遺物の出土層位はK-13グ リッドの 1点 と3

土渡付近で出土した 1点 がIV層 である以外は全てⅥ層である。

第 9図 1～ 6の 6点は同一個体であり、 1と 2が層位は不明であるが 3号土墳出土のもので

ある。分布は 3号土羨付近の追跡中央のやや平坦な所に集中している。

第 9図 7～ 11の 5点は同一個体であり、 7は 3号土墳出土遺物ではあるが、出土層位は不明

である。第30図 2(367頁 。3点 が接合)も 同一個体であり、他に 1点同一個体が出土しており、

計 9点が出土 している。基本層位における出土層位はⅣ層 3点、Vb層 5点であり、分布は遺跡

中央のやや平坦な所に集中している。

３
　
口〓

il

3号土媛土器観察表 その 1

言慧感憲患感雛群革専専尊苺尊群||1申||||||,2

番   号 出土地点 層   位 部   位 時 期

第 7図 1
① 号 土 娠 堆   3 体    =Ъ

口縁部一沈線文→磨 き

体部上半―櫛 目状沈線文

内面磨 き

縄 文 後 期
13 口 縁 部

⑨ 13 イ本   詈b
第 7図 2 ①  ② Ⅵ 口 縁 部

3号土墳関係遺物接合分布図 その 1
1  12  13  14  15  16  17  18  19  20  21 24  25  26  27  28  29  30  31  32  33  34

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

★は土壌内出土遺物

3381141

第 7図 3号 土 塘 (2)



沼原 A追跡

♂尊〆俗鍵5ノ
贔.、

こ鶴

3号土塘関係遺物接合分布図 その 2

A

B

C

D

E

F

H

I

」

K

L

M

N

O

P

Q

3号土IIS土器観察表 その 2
時 期

第 8図 1

平縁 の浅鉢  底部 丸底
口縁部 か ら体部上半 は外傾、体部下 半で くびれ、底

部 に向 つてやや開 く (口縁部 ～底部 /残存 )
口径 15 0cm 底径 11 0cln 器高 7 5cm
口縁部 ～体部 上半―沈線文 +彫去 (変形丁字 支 )→磨
き

体部下 半―沈線→磨 き

底部― 磨 き ?

口縁 部 内面―沈線 文

体部外 面 に 黒斑 あり

縄 文 晩 期 末 糞

1本  詈い
@

⑫ 1本  音拶
ほ  とL

第 8図 2
① 4 Ⅵ

⑫ 3

③ 3 体  部
第 8凶 3 4 Ⅵ ほ  部
嘉 81M判 4 Ⅵ 体  部

第 3図 5
GH-15 Ⅳ 口 縁 部

I 3 Ⅵ 体  部

☆は土羨内出土遺物

第 3図 3号 土 墳 (3)

3391151



Ⅳ 道構 と遺構内出土造物

恥
・ｆ２織 鰯 6 暉 ぬ 5齢 6

3号土境関係遺物接合分布図
17  18  19  20   21  22  23  24

その 3

25  26  27

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

O

P

Q

緞 9轟Ю ttHttm

鰺
7β 纂 8ガ 攣

命

♀        I         I        早!

義
40軽H

3号土墳土器観察表 その 3
出 土 地 点 層  位 旨Ⅲ  lヱ 死 文 調 整 時     期

第 9図

1 2 3号 土 壊 1本  部
横 位 LR縄 文 +綾 絡 文

内面 磨 き
縄 文 後 ～ 晩 期

3・ 4 H― 1本  音拶
5 f本  詈拶

体   者

“

★ は土嫉内出土遺物

3号土墳土器観察表 その 4

桝密 30 C珊  2

(3点 が接合 )
沈線文 (変形工字文)一磨き

内面 磨き
弥生中期後半

第 9図

第 9図 3号 土 塘 (4)

3401161



3号土境関係遺物接合分布図 その 4
9   1o  ll  12   13  14  15  16  17 18  19  20   21  22  23  24

4号土墳 (G・ H-23グ リッド)

吼

沼原 A遺跡

土 層 註 記

黒色ンルト(Ⅳ a層 )

灰褐色ンルト

仄黄褐色シルト(Va層 。人山灰 )

暗掲色シルト(Vb層 )

黒褐色シルト(Ⅵ層)

掲色粘土質シルト(地山崩壊土)

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

IIIIII
可

≒
A′
ト

1,10YR%
2.7.ラYR%
3.10YR%
4.10YR%
5。 10YR%
6.10YR%

4号土城遺構計測表 単位

★は土狭内出土遺物

上 端 中 段 下 端 ,栗 長 軸 方 向 上 端 平 面形 が惰 円形 、下端 が隅 九長 方形 、

底 面 はやや凸凹 が あ る。198)(144 149× 57 136〉<45 N-22° 一 W

第10図 4号 土 媛 (1)
34111η



Ⅳ 遺構 と進構内出土遺物

出土遺物  縄文土器片 6点 .鉄」片 1点

堆積± 5層 中より縄文土器片 2点、堆積± 4層 中より縄文土器片 3点、

片 1点 が出土している。第11図 1は堆積± 5層 出土のうちの 1点である。

微細景U離痕のある剣

4号土壌土器観察表

き    内向  暦 き

5号土城 (G-27グ リッド)
F

名

ぶ
ヽ
ヽ
、
名

ど

い
′

土 層 註 記

1.10YR% 黒色シルト(Ⅳ a層 )
2,7.5YR% 灰褐色シルト
3.10YR% 灰黄褐色シルト(Va層・火山灰)
4.10YR% 黒褐色シルト(炭化物を多量に合む)
5 10YR% 暗褐色シルト(vb層 )
6.10YR% 黒褐色シルト(Ⅵ層)
7 10YR% 黄褐色シルト(地山崩壊土)

5号土媛遺構計測表 単位 i cm

上   端 中   段 卜  段 平果    さ 長 軸 方 向 上端 平 面形 が指 円形 、下端 は隅 丸長方形 、

底 面 は平坦 で あ る。180〉《130 142)(76 128〉く48 N-64° 一 W

出土遺物  縄文土器片 1点

堆積± 2層 中より縄文土器片 1点が出上 している。

第11図 4号土媛 (2)・ 5号土嬢
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沼原 A追跡

け

　

〃
掟
十

グ
・２８
　
伊

Ｅと員土［巧
６

注
′

名

IIIIII

名

1,10YR%
2.10YR%
3 10YR/
4.10YR%

5.10YR%
6.10YR%
7.10YR%
8 10YR%

土 眉 註 記

黒褐色シルト(Ⅳ b層 )
灰黄掲色シルト(Va層・火山灰)
tF」灰色シルト(火山灰混合土)

暗褐色シルト

(Vb凝灰岩の小礫を合む)
黒褐色シルト

暗褐色シルト‐(凝灰岩の小礫を含む)
黒掲色ンルト(Ⅵ層)
にぶい黄掲色シルト質粘土

(地山崩壊■)

6号土墳遺構計測表

上   端 中   段 下   端 1栗 長 軸 方 向 上端 平 面形 は惰 円形 、下端 は隅 丸長 方形 、

底 面 は平坦 で あ り、 ピ ッ トが 5+日 あ る。211)(143 155× 68 143)く 42 N-77°一 E

出土遺物  縄文土器片 3点

5層、 6層、 7層の各層中より縄文土器片が 1点ずつ計 3点出土している。第13図 1は 7層

出土のもので、第13図 2と 3と 同一個体である。分布は遺跡東部の東北方に開く浅い谷地形の

所に集中しており、 6号土羨はその東に位置する。基本層位における出土層位はF-25グ リッ

ドⅣ層出上の 1点 を除き、全てⅥ層出土であり、土墳内堆積± 7層 が基本層Ⅵに対応すること

から第13図 1は 、Ⅵ層堆積時にⅥ層といっしょに土羨内に入り込んだものである。

第12図 6号 土 壌 (1)

3431191



Ⅳ 遺構と遺構内出土遺物

五常

騨 =

41111111Ⅲ
l

6号土渡土器観察表
層  位 部  位 施  文   ・  調  整

第 13図

6号 土 坂 口縁 部

口縁部―磨 き

体部上半―横位 LR縄 文→沈線文

内面 磨 き

縄 文 中期

後 葉 ～末 葉

Ⅵ 口縁 部

3

O F-21 Ⅵ 口縁 部

⑫ G-25 Ⅵ 口 縁

⑨ -25 Ⅳ b 口 綴

④ -25 Ⅵ 四 稼 部

⑨ F-26 口 稼 部

⑨ ⑭ F-22 f本  詈卜

6号土壊関係遺物分布図
19  20  21  22  23  24  25  26  27  28  29  80  31  32  33  34

第13図 6号 土 壊 (2)

344201



7号土境 (Ⅱ CoD-9グ リッド)

坪

ヽ

ヽ

さ

7号土壌遺構計測表

澤
′

名

い
′

単位 l Cn

上   端 中   段 下   端 深     さ 長 軸 方 向 上 端 ・ 下端 平 面形共 に円形 、土渡 下 半 は

西 方 ヘ オーバ ーハ ングす る。115〉(114 99× 94 34〉(26

8号土墳 (Ⅱ A生 16・ 17グ リッド)

吐    や

★

ぺ

ｓ

Ъ
、

8号土媛遺構計浪J表 単位 :cm

名  ド
0        1m
lIIIII

箸

上   端 中    段 下   端 深  さ さ 長 軸 方 向 上端・下端平面形共に隅丸長方形、底面は平坦で

あり、ピットを1個有する。堆積土はVI層 であ生194)(70 180〉く44 N-60° 一E

第14図  7号土境・ 8号土媛

34591)



Ⅳ 追構 と遺構内出土遺物

9号土境 (Ⅱ B・ C-14グ リッド)

0        1m
111111

名

軒

ド

10Y R%黒 樹色ンルト
iOγ R/吋褐0シ ルト
iOY R%灰 白色ンルト(Va痛 人WI灰 )
IoY R%黒樹色ンルト

`炭

化物、及び小礫を含む)
IOY R/褐 色シルト(小礫を含む)
10Y R%暗拇色ンルト(Vb豚 )
iOY R/]予襴色シルト(Vb層 起源)
10Y R%黒栂色ンルト(Mag)
10Y R%暗 褐色格土質ンルト
10Y R/暗綴色It i質 シルト
iOY R%黒濁色ンルト(Ⅵ b辱 )

9号土壊遺構計測表

層  離  肥
12 10Y R/時 樹色Ihi tlシ ルト
13 10Y R%黒 褐こ格■質ンルト
14 10Y R%黒 欄色ンルト
15 1oV R%貢 拇色粘■質シルト(地口〕崩壊■)
16 10Y R%に よい黄褐色粘土女ンルト(地山崩壊■)
17 1oY R%褐 色枯土質シルト(Ⅵ c層 )
18 10Y R%褐 色務■質ンルト(Ⅵ c層 対応 )
ユO IoY R/掛色IP■質シルト(地口I溺療■)
2o loY Rえ 黒網●_粘■質ンルト(炭化物を含む)
21 loY R%女 榔色シルト

端平 面形 は桁 円形 、下端 は隅 丸

lo手争土婚項ⅡB・ C-11・ 12グ リッド)

～半

い
′

F′

0        1m
lI日  |

為

箸

乳

10号土境遺構計測表

上端 下端平面形共に不整長楕円形、底面はゆるやかな
′卜,lm右 十る^難橋上はⅥ層である

第15図  9号土媛 。10号土墳3469か



沼原 A遺跡

11号土墳 (Ⅱ B-18グ リッド)

＼
名

＞
腋　
　
夕
　
＞
　
，
　
航
　
姉

記呻Ｖａ層．火　　蜘　呻　呻琳中，レト中

誰
Ｈ
Ｈ
卜
　
Ｈ
　
Ｈ
卜
Ｈ
ゆ
”
ゆ
渤

層
ル
ル
ル
ト
ル
ト
ル
ル
ル
土
質
土
質

土
色
色
色
劫鬱
”φ
⇔
鬱
部
粧
錦
紐

諦
廂
講艇
臨
髄
部聴
鶏
聴
髄
鶏
髄

］］聰］］］］］聰］］］］飢］］］

第16図  11 号 土 嫉

黄褐色粘土質シル ト (地山崩壊上 )
明黄縄色粘土 (地山崩壊土
縄色粘土質シル ト (地山崩壊土 )

斎 野 裕 彦

¬号土壊遺構計測表

上端平面形は楕円形、下端は隅丸長方形、
底面は1まば平lHで ある。

347931



Ⅳ 遺構 と追構内出土遺物

2.平 安 時 代

1号住居跡 (第 17～ 22図、写真 7～ 9)

出土地区 :」 ・K-11グ リッド。南に下る緩斜面上。

検出面 :地山上面。ただし、南側の一部はⅥ層上面。これは地山が南側に下り傾斜し、住居北

側を中心とする大部分にはⅥ層が堆積していなかった為である。

平面形 :約 4× 4mのほぼ方形。

堆積土 :堆積土は6層 から成り、住居内には堆積± 1～ 2層、カマ ド内は堆積± 2～ 6層 力蝙忍

められた。各層とも自然堆積状態を示す。

床面 :床面はほぼ水平な平坦面となる。南側はⅥ層中となる為、貼床僻占土。厚さ約10cm以下)

が施こされている。他は地山を床面とする。

壁 :南壁・東壁の一部は検出されなかったが、北壁は良好に残存しており、壁高約50cmを呈する

部分も認められた。

同溝 :東側を除きほぼ全周。幅20cm、 深さ10cm前後。

ピット:床面上で 7個検出されたが、全て深さ10cm前後の浅いもので、柱穴と認定出来るもの

はない。P2は東側コーナに位置する深さ約15cmの浅い土羨状のもので、上端平面形は不整形で

あるが、底面は約80× 40cmの ほぼ長方形を呈している。このピットの上部からは、浅い溝状の

ものが、カマド方向、南壁方向へ 2条延びている。堆積土中よりは鉄津 1点 、土師器片 2点

が出土した。P3は床面ほぼ中央に位置する、上端規模約40X20cmの 上端平面形ほぼ楕円形、深

さ約10cmの ピットで、断面形はスリ鉢状を呈する。堆積土中には炭化材及び炭化粒が多量に含

まれ、ピット内及び周辺部は焼けていた。

カマド:北壁中央部に設置される。燃焼部は地山をU字形に掘 り込み、さらにその両端に濤

状の掘り込みを入れ、袖石として大形の角礫を3個づつ並べている。焚き日付近の底面はかな

り強く焼けている。燃焼部が煙道につながる部分は浅い窪み状となる。煙道部の長さは約1.2m

ある。煙り出し部には、体部下半欠失の須恵器の甕が入れられていた。煙道部壁面はオーバー

ハングしており、また堆積土中にも燃焼部のような崩落粘土が認められず、地山をくり抜いて

構築したものと考える。

出土遺物 :住居堆積土、床面、カマド内より、実測可能な土器 7点、土器片16点、石器 3点、

鉄滓 3点が出土した。

(土器)(第 18～ 20図 )

土師器 :カ マ ド及びその周辺の床面より甕 4点、堆積土第 2層 より甕、郭各 1点が図化され

た。その他、破片資料として甕14点 (口縁部 1、 体部12、 底部 1)が出土している。

郭は、第19図 4の底部片が 1点出土しただけで、製作に際してロクロ使用されている。底部

348241



P■
9

上

μ 島 μ

ぐ
T

上器

礫

鉄1宰

1層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト質粘土
炭化物を多量に含む

2a層  黒褐色  (10Y R%)シ ル ト質粘土
炭化物が溶け込んだ黒色土 を含む

格性 あり

2b層  黒褐色  (10Y R%)シ ル ト質粘土
2a層 に地山プロ ンクを合んだもの

3a唇  黒掲色  (75YR%)シ ル ト

焼土粒  多量の炭化粒 を合む
粘性 なし

3b層  黒褐色  (7 5YR%)シ ル ト

3a層 と同様の層であるが、ブロック状の炭化粒 と少量の

焼土粒 を合む

4a層 極暗赤褐土  (5YR%)シ ル ト質粘土

多量の焼土粒・少量の炭化粒 を合む

粘性が強い

4b層  極暗赤褐土  (5YR%)シ ル ト質粘土

4a層 と同様の層であるが、焼上がブロック状 に含まれる

5層  焼土

6層  褐色～暗褐色  (10Y R%～ %)シ ル ト
3 4層 にⅧ層のブロ ンクが混入 したもの
上色は含まれるⅧ層の量 により異 る

粘性 なし

7層  褐色  (10Y R%)シ ル ト質格土
jII床  多量の地山 (Ⅷ層)がブロック状 に合まれる

第17図 1号 住 居 跡

号住居跡土層誰記

埋 1層 褐色  (床面)シ ル ト質粘土

圏
蔭
炭化材

炭化材及び炭化粒

1洋|:|1焼 土

臨 働粘 土

Ｐ

Ｓ

Ｆ

カマ ド掘 り方埋土

多少汚れている (坦 2層 の上に流れた地山が混ったのか
も知れない)

埋 2層  褐色土   シル ト質粘土
カマ ド掘 り方埋土

地山のブロ ックを合む

粘性 なし

埋 3層  黄掲色土  シル ト質粘土
カマ ド掘 り方埋土

地山と埋 2層 の混合土
粘性 なし

埋 4層  赤褐色   シル ト質粘土
カマ ド掘 り方埋土
4a層 に類似

粘性 あり

i―
―爾―1亀

_住居内炭化物・遺物出土状況

349鬱 0・ 350¢61



沼原 A追跡

7.1号住居跡完掘状況

9.1号住居跡カマ ド完掘状況

8.1号 住居跡カマ ド内遺物出土状況

3519η



Ⅳ 遺構 と追構内出土遺物

の切離し技法は、回転糸切り無調整である。内面はヘラミガキ、黒色処理が施されている。

甕は、全体の器形を観察できるものはなく、第18図 1以外は、すべて破片である。第18図 1

は、底部を欠損する以外はほぼ完形に近いもので、器高は口径より大きく、最大径の位置は体

部にある。製作に際してロクロ使用のもので、体部外面には縦位のヘラケズリ、体部下半には

「RL」縄文が施されている。第18図 2・ 第19図 1は、口縁部から体部の破片で、製作に際し

てロクロ使用されている。第19図 2・ 3は体部下半から底部の破片で、 2は内外面刷毛目・ナ

デ、 3は外面がヘラケズリ・刷毛日、内面が刷毛目・ナデ調整されている。

土師器は、製作に際してロクロ使用のものがカマド、床面より出土していることから、氏家

和典氏の土師器の編年によると表杉ノ入式 (平安時代)に相当する。

須恵器 :甕 2点 が出土しただけである。図化されたものは、煙出し出土のもの (第 20図 1)だ

けで、カマド出土のもの(第19図 5)は、拓影資料である。

1は、日縁部から体部下半が観察される。口縁部は外反し、端部は上下にわずかにつまみ出

している。内外面ともロクロ調整され、体部外面には、縦・横位のヘラケズリ、ナデ調整が施

されている。最大径の位置は体部にある。 5は、口縁部の小破片である。口縁部は外反し、端

部は上下にわずかにつまみ出している。外面には、ロクロ調整以前にタタキ技法を施している。

(石器)(第 21・ 22図 )

床面より砥石、使用痕のある珪化木、珪化木片が、カマド内よりは礫石器が各 1点出土した。

砥石 (第 21図 1)は荒砥と中砥の中間的なもので、表裏面ともかなりの使用痕が認められ、中央部

が窪んだ状態となっている。使用痕は側面にも認められる。礫石器 (第21図 2)は石材が軟質の凝

灰岩で、歪んだ球形を成し、その凸面に掻き傷と思われる使用痕が認められる。表面は火熱によ

って赤変している。珪化木片は長さ×幅×厚さが10cm× 25cm× 0.5cmの 扁平な短冊形で、表面が

火熟により黒変している。

(鉄滓)(第22図 )

床面、2号ピット、カマド上部 (第 22図 2)よ り3点出土した。この内床面出土の坑形淳 (494頁

写真 4)は鍛冶滓という分析結果(479頁参照)が出ており、他のものも同様なものと思われる。

その他 :3号 ピットからカマド付近にかけての床面上から多量の炭化材がまとまって出土した。

3号 ピットを除けば炭化材下の床面に焼土が認められない点、周濤・他のピットの堆積土・住居

内堆積土第 2層 に多量の炭化粒、焼土粒を含まない点より、火災住居に伴 う建材とは異なる。こ

れらはクリ、ブナ属の炭化材であるという同定結果(478頁参照)が得られている。

佐藤甲二・篠原信彦・柳沢みどり

352281

1 刀剣研究宏、中川 高氏の御教授による



沼原 A遺跡

接

表

接
合

表

i I I I I iCm

観 察 表

図 接 地区名 逢 構 名 層位 備考

I 1住 カマド 堆4a

住 床 而

+ fT 床 面

+ lT 床 山

十 住 床面 P13
十 住 堆2a

J-12 lV

図 出 土 地 点 種  類 口径 cm
洛  高  cm
(残 存 高 )

最大 径
外 面 調 整 内 面 調 整 備   考

1 カマ ド・床面 土師器 (300) 22 1
ロクロ、体部ヘラケズリ
RL縄文 ロクロ、ナデ

P5、 6、 9、

10、 11、 13

2 カマ ド・床面 土師器 (250) 25 0 ロクロ、体部ヘラケズリ ロ クロ P16、 17

第18図  1号住居跡出土土器 (1)

353991



Ⅳ 遺構 と進構内出土遺物

_‐
4帝 鍔 _

I I I I I iCln

接

　

ハ
ロ
　

表

接
　
八
日
　
表

表察観

凶 接 合 違構名 層 位 備  考
1 1住 堆2a P2、 P8
十 1住 堆2a

図 践合 地区名 遺構 名 層 位 備湾
2 1住 カマド 底  面
十 Iイ主 堆2a Pl

十 1イ主 底  面
」-13■ 4 Ⅳ

」-13 Ⅳ～Vb
」-13

図 接合 地区名 進 構 名 層 位 備 考

3 1住 カマ ド 堆4a P5

+ 1住 床  面 Pl、 P4

」 IW

Ⅳ

図 出 土 地 点 種  類
口 径 底 径 釦

講
高
存
器
崚 外 面 調 整 内 面 調 整 備  考

] 堆積± 2a層 土師器 24 3 (49) ロクロ ロ クロ P2、 8

2 カマ ド・床面 土師器 10 5 (81)) ハケメ、ナデ ハケメ、すデ P2、 4

3 カマ ド・床面 土師器 (9.2) (53) ヘラケズリ、ハケメ ケヽメ、すデ Pl、 2、 4

4 堆積± 2a層 土師器 ロクロ、底部回転糸切り ヘラミガキ、黒色処理

5 カマ ド 須忘器 タタキ後ロクロ ロクロ P15

第19図  1号住居跡出土土器 (2)

354 elll



沼原 A遺跡

図 接合 地 区 遺構 名 層位 備 考

1住 煙出 P18
+ K-13 Ⅳ

図 出土地点 種  類
径

ｍ

口

ｃ

器 高 cm

(残存 高 )

最 大径
外 面 調 整 内 面 調 整 備 考

1 煙 出 し 須恵器 186 (221) ロクロ、体部下半ヘラケズリ、ナデ ロ ク ロ P18

第20図  1号住居跡出土土器 (3)

355 el)



Ⅳ 迫構 と遺構内出土追物

I I I I l iCIn

観 単位 :mm

図 出土地点 長 さ 幅 厚 さ 使  用  痕   。 他 石    材 備 考 登録番号

l 床  面 52 5 14 3
長軸方向の両側縁及び a、 b両面に磨痕 (a)
短軸方向の一側縁及び a面に鋭い傷痕

珪質凝灰岩 S2 130

図 出土地 点 長 さ 厚 さ 重量 礫の形態 使 用 痕  価 分類 石  材 備 考 登録番号

2 カマ ド 67 0 A a、 も、c、 d面の凸部に掻疵痕 (d)が分布 皿 凝灰岩 S3 132

第21図  1号住居跡出土石器 (1)

単位

356021



1号住居跡カマ ド内

礫石器 (第 21図 2)の拡大

沼原 A遺跡

単位 :mm、 9

(カ マ ド上部出土)

図 出土地点 長 さ 幅 厚 さ 重量 礫の形態 使 用 痕 ・ 他 分 類 石  材 備 考 登録番号

1 床面直「 37 0 G
イ貝1面の突端部に敲打痕 (b-1)

長軸方向のイ貝↓面に磨痕 (a)
Ⅵ l 珪化木 Sユ 187

第22図  1号住居跡出土石器 (2)。 鉄滓

35780



Ⅳ 遺構 と遺構内出土遺物

3.時 代 不 明
12号土墳 (第23図 )

第 1地点南西側下り緩斜面上に設定したCト レンチで検出された。検出面はI層 排土後の地

山上面である。上端辺約 lm、底面辺約80cmの上端・底面平面形とも隅丸正方形、深さ約40cmの

土装である。壁は強く立つ。堆積土は単層であるが、底面近 くでは小片の炭化材を多量に含

み、底面には焼け面が認められた。また壁面の一部にも焼け面が認められた。底面北東側コ

ーナー際には上端の一部が崩れているが、上端辺約20cm、 下端辺約15cmの上端・下端平面形と

も方形、深さ20cmの ピットが 1個検出された。ピット内には焼け面は認められなかった。

土装底面、堆積土中、ピット内よりは何ら遺物は出土しなかった。従って検出面の点からも

出土遺物の点からも、当土装の所属する時代は不明である。

尚、堆積土下層出土の炭化材はクリであることが同定結果 (478頁参照)で得られた。

佐 藤 甲 二

12号 土 嬢

第23図  12号土嬢

358G41



沼原 A追跡

V.出 土 遺 物

1.土 器  (第 1～ 2表、第24～32図 )

縄文土器 :基本層位 (表採 も含む)よ り完形及び復元土器 3点、破片資料527点 (口縁部44点、

体部454点 、底部破片29点 )、遺構内(1,3,4・ 5。 6号土装)よ り破片資料37点 (全て体部破

片。基本層位と接合、同一個体のものは合めず。)が出土 している。時期的には前期前葉、中期

中葉・後葉。末葉、後期初頭。中葉・後葉。後葉～末葉、晩期前葉・後葉までの早期 を除 く各時期のも

のが出土しているが、時期的なかたよりは認められない。ただし、晩期前葉の出土遺物中には

ほぼ完形のものが 1点含まれる。層位的にはⅦ層を中心に出土 している。

弥生土器 :基本層位より破片資料3点 (口縁部・体部・底部各 1点、遺構内出土の 1点は基本

層出土のものと同一個体)が出土している。これらは全て弥生時代中期桝形期に属する。

土師器 :基本層位 (表採 も合む)か らはⅣ層を中心として、lTh 3点、高台付lTh l点、甕 2点 が

図化 された。その他、破片資料として、郭 9点 (口縁部 5点、体部 3点、底部 1点 )、 甕70点

(口縁部 8点、体部60点、底部 2点 )が出土 している。

郭は、いずれも製作に際 してロクロ使用され、内面にはヘラミガキ、黒色処理が施 されてい

る。底部の切 り離 し技法は、回転糸切 り無調整のもの (第 31図 2・ 3)、 切 り離 し技法は不明

で、手持ヘラケズリされるもの (第 32図 3)がある。ヘラミガキの方向は、口縁部・体部が口

縁部と平行、底部が放射状である。

高台付lThは 、第32図 4の底部片が 1点 ある。製作に際 してロクロ使用 され、内面 にはヘラ

ミガキ、黒色処理が施 されている。高台は付高台である。

甕は 2点 あり、製作 に除 してロクロ未使用のもの (第31図 1)と ロクロ使用のもの (第 32図

1)がある。第31図 1は、器高がわずかに口径より大きく、最大径の位置が口縁部 にある。調

整は、回縁部内外面が横ナデ、体部外面が縦・横位の刷毛日、内面がヘラナデ、ナデされてい

る。底部には席凋王痕があり、底部の周辺はヘラケズリされている。

第32図 1は、器高が口径より大きく、最大径は体部にある。外面の調整は、体部から底部に

かけて、縦・横位ヘラケズリ、内面の調整は、体部下半から底部に刷毛日・ナデされている。

赤焼土器 :基本層位からは図化されたものとしてH-14グ リッドVb層 より郵 1点 (第32図 2)

が出上 している。その他、破片資料として不体部 2点がある。いずれも製作に際 してロクロ使

用のもので、内面には、ヘラミガキ、黒色処理は見られない。

須恵器 :基本層位からは郭口縁部片 2点 (Ⅳ・ Vb層 )、 甕体部片 1点 (I層 )が出土 した。

2. 石 番ま第 3表、第33～ 37図 )

基本層位 (表採も含む)よ り48点、遺構内(1・ 4号土装、 2号住居跡)よ り5点出土している。

359851



V出 土 遺 物

基本層位出土数量中、Ⅳ層出上のものは28点 と全体の約60%を 占め、さらに象」片が追跡全体で

約40%を 占めているのが特徴的である。

3.鉄   滓 (第37図 )
K-13グ リッドI層 より1点出土した。茶褐色のやや粗慈な不定形塊状のものである。

佐藤甲二・篠原信彦・柳沢みどり

第 1表 縄支時代・弥生時代土器出土数量表

出 土 地 点

文 時 代 弥 生 時 代

完 形 ・
復元土器

破 片 前 期 中 期 後   期 晩   期 破 片

総 数 日緑部 体 部 底 部 破 片 破 片 復 元 破 片 復 元 破 片 総 敷 日縁部 体 部 底 部

基

本

層

位

2

6 1 5

Ⅳ 120 4 5 2 I

ｎ

ｂ (1)

6 1 2 2

Ｒ

も

リ

ム
(1)

Ⅵ 3 312 9 3 4 I 2 ユ 1

b

８９

一

つ
一の
一ハ

(

(1) (1)

門
一ｐ
〓

(1)
６５

一
４５

(

(5)

表   採 8 1

小   計 3 527 4 ユ 2 12 3

進 構  内
合   計 3 3 12 3 , 1 1

第 2表 平安時代土器出土数量表

出 土 地 点

土    師    器 赤 焼 土 器 須 恵 器

実測土器
破 片

実測土B
破 片

実測土署
破 片

総  数 口縁部 体  部 底  部 総 数 口縁部 体  部 底  部 総 数 口縁部 体  部 底  部

基

本

層

位

I 4 4 ユ ユ

Ⅱ 2 2

Ⅳ 3 7 3 2 1 l

(a)

W 3 4 8 1 1 1

(a)

(1) (1)

l

表  採 1 l

小 計 6 3 1 2 2 3 2 1

遺 構 内 6 4 1 1 1 1

合 計 4 1 2 2 1 4 3 1

第 3表 石器出土数量表

出 土 地 点

石

　

鏃

石

　

錐

石

　

匙

ポ
イ
ン
ト

ス
ク
レ
４
パ
ー

Ｓ

，

Ｆ

Ｍ

・

Ｆ

剖

　

片

石

　

核

石

斧

砥

　

石

礫 石 器

合  計
Ⅲ Ⅵ l

基

本

層

位

I 2 2

Ⅱ 1 ユ

Ⅳ 2 2 1

V ユ l

Ⅵ 4 1 2 4 2 l 9 2

表   採 8

小  計 9 1 2 ユ 4 4 1 l 2 3

遺 構 内 ユ 1 1 l l 5

合 計 9 1 2 1 4 4 2 2 2 1 4 1



土 器

ρ

周

Ｈ

Ｕ

麹Ⅲ
3

I I I I I iCm  =

.鵡攀警
観察表

図 地 区 名 層位 器種 部   位 口縁形態
施 文 ・ 調 整

時  代 備  考
外     面 内面

〕 IB-1 Ⅵ b 深鉢
口豚 営b～
体 部 上 半

平 縁 横位 LR縄 文、貫通子し 縄文前期前葉 内外面磨滅

2 ⅡB-2 Ⅵ b 深鉢 体  部 横位 LR多条縄文+横位 LR多条羽状縄文 縄文前期前葉

3 ⅡA-2 Ⅵ a 体部 下 半
～底部

体部下半 :横位 LR縄 文
底部 :LR縄 文 縄文前期前葉

器 (1)第24図



V出 土 遺 物

為

′

瞬

――

∬

拭
ド
〃

踊

　

５

働

♀尋1ゞ

ヽ

Ⅵ

Ｉ‐

―‐

〃

ヽ

、

キ‐

〃

内
声
ヽ

逮欝『
6

I I I I I「
Cm

観察表

図 地区名 層位 器種 部 位 口縁形態
施  文  ・  調  整

時  代 備 考
外 面 内面

1 G-25 Ⅵ 深鉢 口 縁 部 平 縁
口唇部 :沈線
国縁部 :貼付 +隆線文→刺突文 縄文中期中葉 内外面磨減

2 F-25 Ⅵ 深鉢 日縁 部 平 縁
口唇部 :沈線
口縁部 :縦位 RL縄 文→隆線文→沈線文 磨 き 縄文中期中葉 外面磨

減
図 1と 同一

3 F-27 Ⅵ 深鉢 口稼詈い
～

体部上半
体部 :縦位RL縄文→隆線文 磨 き 縄文中期中葉 外面磨滅図 1と 同一

4 F-26 Ⅵ 深鉢 体部上半 縦位RL縄文→隆線文 屠 き 縄文中期中葉 外面磨減図 1と 同一

5 H-12 Ⅵ 深鉢 体部上半 隆線文→縦位RLR縄文→沈線、磨き 磨 き 縄支中期中葉

6 G-25 Ⅵ 深鉢 回 縁 部 平 縁 沈線文→磨き 磨 き 響薬皇期後葉外面磨滅
7 F-23 Ⅵ 深鉢 体   部 沈線文、縦位LR縄文→磨き 磨き

縄文中期後葉
～末葉

外面磨滅
図 6と 同一

36280

第25図 出 土 土 器 (2)



沼原 A遺跡

磯 |

到 接合 地区名 ξl豆

2 IC-51
+ ⅡC-5
+ ⅡC-9
+ ⅡC-11
+ ⅡC-5
+ IB-3 b

+ ⅡB-41
+ ⅡC-4 b

+ ⅡD-3
+ ⅡC-5 b

十 ⅡC-6
+ IB-41
ⅡC-7
ⅡC-8
ⅡD-4

採

観察表

図 地 区 名 層位 器種 部 位 口縁形態
施  文  ・  調  整

時  代 備  考
面 内面

l ⅡC-12 Ⅵ b 鉢 体  部 隆線文→縦位LR縄文→沈線文→磨き 磨 き 縄文中期末葉

IC-5 Ⅵ c 深鉢
口縁言Б
～体部 平 縁

口縁
=L:暦
き

体部 :横位LR縄文 磨 き 縄文後期 口径(30cm)

第26図 器 (3)

363091



V出 土 遺 物

1↑

日

――

挿鐵

0             5cln

IIIIII
凶 接合 地区名 遺構 層位

5 F-27
+ G-25 Ⅵ b

F-26 Ⅵ っ

観察表

図 地 区 名 層位 器種 をI 位 口縁形態 時   代 脩  考
面

1 ⅡD-3 深鉢 屎録型平 突  起 屎覇ュ皐r緩造ご弯罐受璧嘉線文一首孔一磨き 磨 き 縄文後期初頭 内面一部 剣 離

深 鉢 体   部

I-13 VI 深 鉢 展緊拌蘇 平  縁 屎覇甦単r扮ブ管泉沈線支 磨 き 縄文後期

層 位 器 種 部   位 |口 縁形態 1   内 面 施 文  調 整    1 時  代 備 考

口稼部～底部 1 半 縁  |     ―――         1 縄 文 後 期

内外面磨滅

口径 (最大径)(155)底径SO 器高86 口縁部から底部にかけてやや内沓

第27図 出 土 土 器 (4)



沼原 A追跡

球、IF r隷 2亀
的
口
灯慕軽

騎
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∩
＝
Ｗ

ハ

Ｖ

灯

月

ロ

ド

照
向

ｌｒ

卜

郎

爾

鷲 r雛謎缶
離:隠ゝ
蹴

郎曳

0              5cm

llttII

観察表

園 地 区 名 層位 器種 部 位 日縁形態
施  文  ・ 調  整

時  代 備  考
面

1 J-12 Ⅵ 深鉢 日 縁 部 波 状 沈線文、横位 RL縄 文→磨 き 磨 き 縄文後期中葉

J-13 Ⅵ 深鉢 体部上半 沈線文、 RL縄 文 ?→磨 き 磨 き 縄文後期中葉 笛早伊簡_
3 F-22 Ⅵ 深鉢 体  部 沈線文、横位LR縄文→貼瘤→磨き 縄文後期後葉 内面磨滅

4 G-17 Ⅵ 深外 体  部 沈線文、横位LR縄文→貼瘤→磨き 縄文後期後葉 団聟ケ簡_
5 J-14 Vも 深鉢 覇卍卒 平 縁 沈線文→貼瘤→磨き 磨 き 縄文後期後葉

6 G・ H-15■ 6 Ⅵ 深鉢 覇ギ革 平 縁 貫通孔、沈線→貼瘤→磨 き 磨 き 縄文後期後葉

7 IA-16 Ⅵ a 深鉢 体   部 沈線文、 RL縄 文→寄せ上 げ→磨 き 磨 き 縄文後期後葉
図 地 区 名 層位 器 種 詈L  位 口縁 内面施文・調整 1 時  代 傭 考

8 H-13 Ⅵ 鉢 口縁部～底部 |オ 波ヽ状 1  磨  き  1縄 文晩期初頭 ほぼ完形
法 量 (cm) 口径 大径)125 底部50 器高108
外 面施 支・ 調 整 日縁郡～体部上半 :沈線文+刺突 (玉抱三叉文)体部 :横位LR RL羽 状縄文 体制下半 :沈線一磨き 底部 :磨 き
器 形 口縁部 からほ部にかけて看千内弯

土

365141)

土 器 (5)第28図



V出 土 遺 物

凶 接 合 地区名 層  位
5 I Ⅵ b

+ G 4 Ⅳ～Vb
日 Vb

G― 4 IV b

G 3 Ⅵ

臨

'

ゝ
１ｌ
ｌｉ
〃

Ｑ

ＩＩ

欝
′

ｑ

‐―

〃

♂

〃

＝

＝

癌

'ゝ
_募

計 6′

接

合

0           5cm

lIIIII

ハ
Ｈ
日
――
夕

出

観察表

図 地 区 名 層位 器種 部 位 口縁形態
施 文 ・ 調 整

時  代 備 考
面 内面

1 ⅡB-4 Ⅵ a 浅鉢 口縁部 平  縁
刻 み 目

沈線文 (羊歯状文)→磨き 磨 き 縄文晩期前葉

2 ⅡB-3 Va 浅鉢 口縁部～体言5
体部上半 :沈線文 (羊歯状文)→磨 き
体部 :縦位 RL縄 文 磨 き 縄文晩期前葉 図 1と 同一

3 ⅡA-15 Ⅵ b 鉢 国縁 部
～ 体 部

平  縁 口縁部 :沈線文→磨 き
体部 :横位 LR縄 文 ,書 き 縄文晩期

4 ⅡC-2 Ⅵ b 深鉢 口縁 部～体 著焉
縁

日み
平
刻 横位LR羽状縄文 ナ デ 縄文晩期

5 I-13 Ⅵ 深鉢
口縁言獨
一体部

縁

日み
平
刻 横位LR縄文 磨 き 縄文晩期 口径(19cln〉

6 H-14 Ⅵ 深鉢 口縁部
平  縁
刻 み 目 横位ナデ 磨 き 縄文晩期

7 ⅡC-02 Ⅵ b 深 鉢 口縁部～体著焉 平 縁 文縄Ｒ
磨
位
‥
横
部

‥

縁
部
口
体 磨 き 縄文晩期

3661421
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沼原 A追跡

蝉 1で
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戸 ―

2

0           5cm
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駆

地 区 名 遺樗名 層  位
Vヽ

十

I― 4 Ⅳ

H 6 Ⅳ

G 6 3号土塀 堆

饉

観察表

図 地 区 名 層位 器種 を[位 日縁形態
施 文 ・ 調 整

時  代 備  考
面 内面

1 H-16 Vb 笠
口縁部
～頸部 平縁 ? 沈線文

→磨 き 磨 き 弥生中期後半 口再部欠損

2 I-15 Ⅳ 鉢 体  部 徐こ:半華:護経ご籐 字支)→磨き 磨 き 弥生中期後半
3 G・ H-15・ 16 Ⅳ 体部下半

～底部

線沈…
代
半
網
下

‥

部
部
体
底

横位 LR縄 文
弥生中期後半

内タト面磨減
底径(6 cF)

4 ⅡD-1 Ⅵ a
体部下半
～底部

体部下半 :磨 き
底部 :網代 縄  文 内面磨減

5 G-15 Ⅵ 底  部 底部 :網代 縄  文 内外面磨滅

6 I―-14 V 辰  部 底部 :網代 縄  文 内面磨減

7 G-14 Ⅵ 底  部 底部 :網代 縄  文 内外面磨減

8 ⅡA-15 Ⅵ b 体部下半
～底部

体部下半 :磨 き
底部 :網代 磨 き 縄  文

9 ⅡC-6 Ⅵ b 体部下半
～底部

体部下半 :磨 き
lk~部 :網代 縄  文 内面磨減

底径8 4cm

第30図 出 土 土 器 (7)

8671431



V出 土 連 物

々
一

ヽ

表

I I I I I iCm

表観 察

曲鵜Ⅷ
図 接 合 地 区 層  位
1 IT D-4
+ ‖C-4 IW

十 tt C-4 V

十 ⅡC-4
十 ⅡD-4 Ⅳ

+ ]D-4 IV b

図 接 合 区 層  位

2 B-3
+ ⅡB-3 IV a

十 ⅡB-7 Ⅳ a

EB-5 Ⅳ b

B-3 b

図 接 合 区 位

3 ⅡC-4 V

十 EC-4 Ⅳ

図 地区名 層位 種  類
口 径 底 径 Ｃ

一局
高
存
器
崚

最 大 径
外 面 調 整 内 面 調 整

1 ⅡD 4 VЭ 土師器 26 0 26 7 26 0
口縁 部 ヨコナ デ、体 部 ハ ケ
メ、底部席 状圧 痕

口縁部 ヨコナデ、 1本部 ヘ ラ

ナデ  ナ デ

2 ⅡB 3 Va 土師器 57 (15) ロクロ、底部 回転糸切 り ヘ ラ ミガキ、黒色 処理

3 ⅡC 4 V 土師器 13 8 58 ロクロ、底部 回転糸切 り
ヘラミガキ、黒色処理、付
着物

第31図 出 土 土 器 (8)
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沼原 A遺跡

図 接 地 区 層  イ立
1 ⅡD-4 Ⅳ a

+ ⅡC-3 Ⅳ a

C-4
C-4 V

■C-4 Ⅵ

十 ⅡC-5 Ⅳ

+ ⅡC-8 Ⅳ

D-2 TV

D-3
ⅡD-3 皿

+ ⅡD-3 Ⅳ

ⅡD-4 I

D-4
~刊

D-4 IV b

図 接 合 地 区 層  位
3 3 IV

+ 4 I

+ TV

+ 5 Ⅳ

4 Ⅵ

4 Vb

接 合 地 区 層  位
2 H-14 Vb

+ H-13 lV

H二 14 Ⅳ

J}

表

観 察 表
図 地 区名 層位 種  類

口 径 ほ 雀 釦
詢
高
存
器
俄

厳 人 盗
外 面 調 整 内 面 調 整

1 ⅡD 4 IVa 土 師 番 21 8 123 30 0 23 8 ロクロ、体部ヘラケズリ ロクロ、体部ハケメ・ナデ

2 H-14 Vb 赤焼土器 15 0 (15,0 (39) ロクロ

3 」-13 IV 土師器 18 8 85 56
ロ クロ、底部 手持 ちヘ ラケ
ズ Ⅲ,

ヘ ラ ミガキ、 黒色 処理

4 ⅡD 3 Vb 土師器 (20) ロクロ、付高台 含猛甚
ガキヽ 高台ナデ、黒

第32図 出 土 土 器 (9)
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V出 土 追 物

石 器

6

，撫
観察表 単位 :mn

金

図 地区名 層位 名 称 長 さ 厚 さ 備 考 分  類 石 材 登録番号

l H―■ Ⅵ 石 鏃 27.0 125 Ⅷ ωCD 珪質頁岩 110
2 I-14 Ⅵ 石 鏃 29 0 15 3 Ⅱα ② チャー ト 124
3 ⅡD-8 Ⅵ a 石 鏃 21.5 15 5 Ⅶω⑩ 珪質頁岩 129
4 ⅡC-6 Ⅳ 石 鏃 27.5 18 2 Vγ ⑩ 珪質頁岩 24

5 J-13 Ⅳ 石 鏃 25 0 18 5 Ⅶωの 珪質細粒砂岩 37

6 ⅡD-2 Vb ポイント 41 5 20 0 基部欠損 I 流 紋 岩 161
7 ⅡA-16 Ⅵ a 石 錐 41 2 26 0 10 7 珪質頁岩 233
8 G-20 Ⅵ 石 匙 66 5 17 0 60 珪質頁岩 152

370140

第33図 出 土 石 器 (1)
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沼原 A遺跡

単位 i nn観察表

図 地 区 名 層位 名称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分類 石  材 登録番号
l ⅡC-11 Ⅵ b 石匙 刃部の形状が整っている 珪質頁岩

2 」-12 Vl 石核 38.5 珪質頁岩

第34図 出 土 石 器 (2)
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V 出 土 造 物

観察表 単位 :mm

図 地 区 74 層位 長 さ 厚 さ 備 考 分類 石  材 登録番号

1 ⅡC-6 VI a 20 5 基部及び両イ貝J縁中央部に敲打痕 (A) 砂   岩 18

2 I-12 Ⅵ 基部欠損、側面の一部に敲打痕(A) 角閃石安山岩 174

第35図 出 土 石 器 (3)
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沼原 A追跡

単位 :mln、 9観 察

第36図 出 土 石 器 (4)

図 地 区 名 層位 長 さ 幅 厚 さ 重量 礫の形態 使 用 痕 ・ 他 分類 石  材 登録番号

1 ⅡB-1 Ⅵ C a、 b両面とも磨痕 (a) 皿 安山岩 l

373191



V出 土 遺 物

5cm

日 日 |

観察表

K-13グ リノド
I層出土

第37図 出土石器 (5)。 鉄滓

単位 :mm.9

滓

図 地 区 名 層位 長 さ 幅 厚 さ 重量 礫の形態 使 用 痕 ・ 他 分類 石  材 登録番号

] ⅡC-5 Ⅵ c B
a、 b両 面に磨痕(a)と 敲打痕(b-2)
全周に敲打痕 (も-1)

Ⅲ 安山岩 203

374601



沼原 A追跡

Ⅵ.ま と

1.縄文時代の遺構と遺物

沼原A遺跡において検出された縄文時代の遺構は土羨11基である。土袋の配置は、第 2地点

の谷部では谷心線 (河道の横断面内の最大水深の点を上・下流に結んだ線。当遺跡では河道は

検出されなかったが便宜上使用する。)に沿って 5基、第 1地点では西側の平坦部に 2基、東側

では北斜面のすぐ下を東西に走る浅い谷の谷心線に沿って4基がある。総 じて土墳の配置は

弧状を呈し、谷及び浅い谷の谷心線に制約を受けている。
P12)           J13)

これらの土羨の中で 8号土壌、10号土壊を除く9基の上羨は従来「陥穴」
。「陥し穴状遺構」・

「Tピ ット」等と称されてきたものである。 7号土竣は上端平面形が円形であるが、他の 8基は

上端平面形が楕円形、下端平面形が隅丸長方形、断面形が逆台形もしくはその上半がさらに外

に開く形態をしている。底面は平坦なものが多く、 2号・ 6号・ 9号土残はピットを有する。

規模においては下端平面形の長軸が152～ 118cm、 短軸が56～ 24cm、 深さは190～ 124cmで ある。

土壊の堆積土は地山崩壊土・基本層・基本層対応の層
。その他の層で構成されており、全て自

然堆積により埋まっている。 3号 。4号・ 5号・ 6号・ 9号・11号土墳は最下層に地山崩壊土

が堆積し、その上層に基本層最下層のⅥ層が堆積している。 2号土壊の最下層は不明であるが、

1号土渡は地山崩壊土の堆積が見られずⅥ層により土竣のほとんどが埋まっている。また 8号

土竣、10号土羨は平面形が隅丸長方形と長楕円形と差異はあるが、共に底面にピットを1基有

していること、規模においてはほぼ同様であること、堆積土がⅥ層であることに共通性が認め

られる。沼原A追跡で検出された11基の土羨は、 2号 。7号土渡の堆積状況に不明な点はある

が、他の土壌はⅥ層の雄積状況から、土躾の構築された時期はⅥ層の堆積時期以前であり、全

ての土墳が谷心線に制約を受けた配置をしていることから同一時期の上墳群と考えられる。

2.平安時代の遺物と遺構

沼原A遺跡出土の土師器、赤焼土器、須恵器は全て平安時代に属する。これら土器の分布は

1号住居跡周辺、谷部分に集中的にみられ、第 1地点平坦部17ラ イン以東になると、ほとんど

分布を示さない。遺物の分布状況、調査経過からすると、当時代の住居は平坦部に1軒 しか存

在していなかったことになる。さらに、①住居跡床面出土の炭化材が、出土状況より燃料用の

薪炭材である公算が強く、しかもクリ、ブナ材がひろく製鉄用燃料として利用されている点、

②住居跡床面より鍛冶滓が出土した点 ③住居跡中央部検出 3号 ピットが、他遺跡の鍛冶遺構

に認められるほどの強い焼け面は認められはしなかったが、規模、形態の上では鍛冶炉との類

似性が強い点、を考え合せ 1号住居跡は製鉄関連遺構―鍛冶遺構一と推定される。また、 1号

住居跡南側で検出された12号土墳は、時期決定遺物を欠くが、住居に隣接し、壁面、底面に焼

め

37561)



Ⅵ ま と め

け面が認められ、クリの炭化材を出土しているという点で、 1号住居跡に伴 う鍛冶関連遺構と

考える。

3,1号住居出上の礫石器 (第21図 2)

この種の石器は、中本遺肋、大平山元遺跡等でstone― retacherと 報告されているものに類似

しているが、それらはいずれも旧石器時代に属するものである。同種の傷はさらに追跡され、

縄文時代早期から中期後半の礫、及び縄文土器片、弥生土器片、土師器片にも確認されたとい

う報文もある。しかし、本追跡出上の礫石器が果してstone― retacherと して認定できるか否か

は、同種の資料の追加を待つ必要がある。また、カマド内より上師器と混在して出土しており、

1号住居跡に伴 う出土遺物ではあるが、当時代に転用された可能性も十分考えられ、この石器

の所属時期については不明である。

斎野裕彦・佐藤甲二・柳沢みどり
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沼 原

連跡所在地

調 査 期 間

対 象 面 積

発 掘 面 積

担当
・職 員

(C-245)

仙台市茂庭字沼原30

第■地点 1次調査 H召和54年 8月 23日～10月 5日

2次調査 昭和55年 6月 16日 ～3月 19日

第2地点 2及調査 昭和55年 4月 23日～4月 26日

第1地点 1.次調査 1600m2  2次調査  300∬

第 2地点 2次調査1 900ゴ

第 1地点 1次調査  500証  2次調査  300∬

第 2地点 2次調査  120ゞ

渡部弘美・斎野裕彦・加藤正範 ,佐藤 洋

877(1)



I 進跡の立地

IB遺 跡 の 立 地 (第 1図、写真 1)

沼原B遺跡は造成地のほぼ中央部南側の窪地に立置する。標高156～ 160mの間にひろがる約

4,000∬ の窪地で、四方を標高180～ 190mの丘陵に取り囲まれており、丘陵との比高は約20～ 30

mである。窪地は中央部が湿地帯になっており、】ヒ西側、南東側に比較的水の影響を受けない緩

斜面を持つ。また、南東側丘陵に移行する緩斜面上の標高160～ 165mの間には、緩やかな傾斜

の狭い平坦部がある。

遺跡の南東丘陵下の谷部には沼原C遺跡、南西丘陵には嶺山B遺跡が隣接する。

佐 藤 甲 二

Ⅱ.調査の方法 と概要 (第 1図 )

沼原B遺跡は昭和54、 55年の2年次に渡って調査された。1次調査 (昭和54年度)は、湿地帯

南東側の緩斜面、狭い平坦部分(以上、第 1地点)、 2次調査 (昭和55年度)は、第 1地点の拡張、

湿地帯北西側の緩斜面下の湿地帯 (第 2地点)の調査を実施した。

1.調 査 の 方 法

(第 1地点〉縦軸ライン(A～ F)を N-28° Wと し、これに直行する横軸ライン(1～ 11)に よる

Om

徊

篠ジ

378(2)

第 1図 地形・グリッド・ トレンチ配置図



1.調査前全景 (南西より)

2.54年度調査全景 (南西より)



Ⅱ 調査の方法 と概要

4欝鶴錢醤静麟Ⅲ:

:轟滋慕

6× 6mグ リッドを設定し、調査を行う。

(第 2地点〉第 1地点横軸ラインに平行する3× 20mの 2本のトレンチ(A、 B)を設定し、調査

を行う。

2.調 査 の 概 要
1次調査 (写真 2)

(第 1地点〉8月 23日 ～10月 5日 までの約 lヶ 月半調査を実施した。1～ 9ラ インまでの約1.600

∬が調査対象で、調査面積は約500ゴ である。A・ C・ Eラ インを中心として調査を進めたが、

I～ Ⅲ層まで無遺物層で、5ラ イン以西ではⅢ層下が地山となり、A-2・ 3グ リッド地山上

面で自然礫の集中がみられた他、遺物、遺構は検出されなかった。C-7グ リッドでは地山上
にⅣ層が検出され、この層より縄文時代の土器片を出土した為、C-8・ 9、 D-7～ 9グ リ

ッドを拡張したが、Ⅳ層中より縄文時代の遺物を出土したのみで、Ⅳ層中、及びⅣ層下地山上

面でも遺構は検出されず、本の根によるピット状の攪乱が多数認められたのみであった。

2次調査 (写真 3)

(第 1地点〉6月 16日 ～8月 19日 までの約2ヶ 月間調査を実施した。10ラ イン以東を中心とする、

1次調査区の周辺部約300∬ を調査 した。B-2グ リッドを除 く他のグリゥドは、 I～ Ⅱ層ま

3.55年度調査全景 (南東より)

380(4)



沼原 B遺跡

で重機により排土を行い、Ⅲ層より人力による調査 を行った。D-6、 C-10グ リッドでは地

山が浅い窪地状になっており、両地点を中心として、新たに地山 (Ⅷ層)上 にV～Ⅶ層が検出され、

これら各層より縄文時代の遺物を出土 した。B-10グ リッド緩傾斜面よりは縄文時代の土墳が

1基検出された。またB-2グ リッド調査の結果、 1次調査で検出されたA-2・ 3グ リッド

の礫の集中は、自然のものと判明した。

(第 2地点〉4月 23日 ～26日 の 4日 間調査 を実施 した。北西援斜面下の湿地帯の約 900∬ が調査

対象で、調査面積は約 120だ であった。 2本の トレンチとも表土下約1.5m掘 り下げたが、Ⅷ層

は認められず、第 1地点とは異なる層位 を呈 し、湿地帯の様相を顕著に表わしていた。遺物、

遺構は皆無であった。

以上、 2ヶ 年に渡る調査の結果、縄文時代の土壊 1基、縄文時代の遺物を出土するⅣ～Ⅶ層

が検出された。遺跡の範囲は南東側の狭い平坦部を中心としており、湿地帯周辺部では遺物、

遺構は確認されなかった。出土遺物は土器片を中心として平箱 2箱分程度であった。

佐 藤 甲 二

Ⅲ.基本層位 (第 1地点)(第 2図 )

現表土層より地山層までの大別 8層 から成り、これらはさらに10層 に細分される。

第 I層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト層。現表土層。草の根、木の根を多量に含む。厚さ約15cm。

第Ⅱ層 暗褐色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒を含む、厚さ約20cm前後、調査区全域に分

布。

第Ⅲ層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒を多く含む。調査区全域分布するが、 7ラ

イン以東では断片的となる。A-3グ リッド付近では厚さ約30cm程 も厚く堆積する。

第Ⅳ層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト層。多量小礫を合む。C・ D-7・ 8グ リッドの狭い範囲に

のみ分布。起伏の大きな層。厚さ約10cm。 縄文時代の遺物を多く合む。

第V層 黒色 (10Y R%)シ ルト層。炭化粒、小礫、風化凝灰岩粒を合む。D-6、 C-10グ リ

ッド周辺部のみに断片的に分布。厚さ20cm前後。縄文時代の追物を若干含む。

第Ⅵ層 褐色 (10Y R%)シ ルト層。炭化粒微量、風化凝灰岩粒を含む。D-6グ リッド周辺吉5

中心に分布。C-10グ リッド付近にも断片的に分布。厚い部分で約30cm。 縄文時代の

遺物を含む。

第Ⅶ層 3層 に細分される。Ⅶa層 がD-6、 E-8グ リッドで若干の分布を示す他は、C-10

グリッド付近でしか分布せず。いずれの層も縄文時代の遺物を含む。

Ⅶa層  暗掲色 (10Y R%)粘 土質シルト。小礫を少量、風化凝灰岩粒、炭化粒を含む。厚さ15



Ⅲ 基 本 層 位

畔

饂 Ю m D一
Ю

C・ D-10 西壁土層

引C-10

※I・ Ⅱ層削平後の上層断面

碑
645m

C・ D・ E-6 東壁土層

C-6

cm前後。

Ⅶb層 黒褐色 (10Y R%)黒褐色シルト層。小礫を少量、風化凝灰岩粒を多量に含む。厚さ15
cm前後。

Ⅶc層 褐色 (10Y R%)ホ占土質シルト層。地山漸移層。風化凝灰岩粒を含む。断片的な分布を
示す。厚さ5～ 10cm。

第Ⅷ層 黄褐色 (10Y R%)*占土層。地山層。 3～ 5 cmの凝灰岩をまばらに含む。C-8グ リッ

ド周辺では木の根の影響により上面が凹凸状態となっている。

以上 I層 からⅧ層の内、6ラ イン以東の I～Ⅳ層は本の根によってかなり攪乱を受けている。

また、縄文時代の遺物を合むⅣ～Ⅶ層には遺物よりの時期差は見い出せず、堆積状態も起伏が

激しく、不安定な堆積状況である。

佐 藤 甲 二

第 2図 基 本 層 位
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沼原 B遺跡

Ⅳ白遺 構

1号土境 (第 3図 )

1号土壊は窪地東南側緩斜面、B-10グ リッドの南西コーナーに位置し、すぐ耳ヒは標高179.5

mの丘陵頂部があり急斜面となっている。検出面は地山上面である。

土羨の上端平面形は不整楕円形で、長軸規模184cm、 短軸規模110cmを測り、下端平面形は不

整長楕円形で、長軸規模156cm、 短軸規模70cmを測る。深さは22cmと 浅く、底面はほぼ平坦で

ある。底部施設はなく、下端の長軸方向はN-65°一Eである。土羨は黄褐色粘土層で埋まって

おり、人為的な堆積状況を示している。遺物は皆無である。

土竣の検出された東南側緩斜面は中央部がやや窪んでおリレンズ状堆積を呈している。しか

し、土壌は中央部から離れた丘陵際に位置する為に、検出面 (地山上面)上には、Ⅶ層の堆積が

認められず、直接、Ⅵ層に覆われている。Ⅳ層も下層と同様に縄文時代晩期の遺物を含んでい

る点より、当土羨の構築時期は縄文時代晩期以前と考えられる。尚、土壌の性格は不明であ

る。

1号 土 城

乳

釉

第 3図 1号 土 媛

383(7)



V出 土 遺 物

V口 出 土 遺 物

1.土器 (第 1表、第 4～ 7図 )

出土土器は全て縄文土器で、基本層位を中心として、復元土器 5点、破片資料122点 (口縁部

10点、体部108点、底部 4点 )が出土している。時期的には中期後葉、晩期末葉のものが認めら

れるが、大多数が晩期の時期に包括される。層位的には、Ⅳ層の出土量が最も多い。

佐 藤 甲 二

第 1表 縄文時代土器出土数量表

出 土 地 点 復元土器
破 片 資 料 中  期 晩 期 不  明

総  数 口縁 言[ 体  部 底  部 破  片 復  元 破  片 破  片

基

本

層

位

I 3 3

Ⅲ 1 1 1 1

Ⅳ 4 3 3 4 5

V 1 l 1

Ⅵ 1 l

(a) (1)

Ⅶ 1 3 8

(a 1) (2) (3

1 (2

(c (5 1) 2 (3

表   採 7 5 2 5

合 計 5 4 ユ 5

2. 石番Ж第2表、第8・ 9図 )

基本層位を中心として19点出土した(表採資料 4点合む)。 これらの内、礫石器はわずか 1点

である。層位的にはⅣ層出土のものが多い。尚、A-3グ リッドT層 出土の砥石は、出土状況

より新しい時代のものと考えられる。                柳 沢 みどり

第 2表 石器出土数量表

出 土 地 点

石
　
　
鏃

石
　
　
匙

箆
状
石
器

不
定
形
石
器

S

F

M

F

剣

　

片

石
　
　
核

祗
　
　
石

礫
石
器
Ⅲ

本
口
　
　
計

基

本

層

位

I 1 1 l 3

Ⅳ 1 2 2 1 8

V 1 1

WI ] 4

表 採 l l ユ 3

合   計 4 1 1 l 3 2 2 3 1 1
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沼原 B遺跡

器土

図 接合 地 区 名 層位

1 C-10 hllも

+ C-11 V

接

表

図 接合 地 区 名 層位

2 C-7 ■l

+ D-7 I

C・D-7 8

観察表

図 地区名 層位 器種 1 部 位  1口縁形態 1内面施文 調整 1 時 代 備 考

1 C-10 Ⅶ b 深鉢 1口縁部～体部 1 平 縁 1 磨 き   1縄 文中期後葉
法  量  (cm) 口径 (最大径 )(220)

外面施文 調整 口縁部 :磨 き 体部 :RLR縄 文→沈線文→磨 き
器 形 口縁部外反、体部上半でくびれ、体部中位で膨らむ。国径と体部最大径力Hまば等しい。

図 地区名 層位 器種 1 部 位  十 日縁形態 1内面施文・調整 1 時 代 備 考

C-7 Ⅳ 深鉢 1口 縁部～底部 1平縁、刻み目 1 磨  き   1縄 文晩期 底部穿孔の可能性 もある。
法  量  (cm) 口径 (185)最大径 (体部上半)(220)底径53 器高266

外面施文・調整 国縁部 :磨 き 体部 :R撚 糸文 体部下半 :磨 き 底部 :磨 き
器 形 最大径 を体部上半に持 ち、口縁部やや外反、体部上半で膨 らむ

第 4図 出 土 器 (1)

385(9)



V出 土 遺 物

魂蒻笏鯵

図 接 合 地 区 名 層位

I C-7 Ⅳ

十 C-7 皿

D-7 I

D-7 Ⅲ

D-7 Ⅳ

C・ D-7・ 8 Ⅲ

観察表
図 地区名 層位 器種 部  位 口縁形態 内面施文・調整 時 代 備 考

1 C-7 Ⅳ 深鉢 口縁部～底部 平縁、刻み目 磨 き 縄文晩期 内外面磨減。体部外面に黒斑あり。

内面に輪積痕明瞭に残す。法  量 (cm) 口径(300)最大径(体部上半)380 底径87 器高385
外面施文・調整 回縁部 :磨 き 体部 :横位LR縄文
器 形 口縁部ほぼ直立、体部上半でやや膨らむ

第 5図 出 土 土 器 (2)
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轡一薪

V 出 土 進 物

itti
戦 争
1・F

簾 上
β

5

学 苺

観察表

図 地区名 層位 器種 部 位 口縁形態
施  文  ・  調  整

時  代 備  考
面 内面

1 C-8 Ⅳ 深鉢
口縁部～

体部上半
平  縁
亥」み 目

口縁部 :貫通孔、磨 き
体部 :横位 LR縄 文 磨 き 縄文晩期

外面黒班あり
日径25 3cm

2 C-8 Ⅱ 士電
ltk 部
～底 部

体
底 層g→
顔料

ナデ 縄文晩期 内外面磨減
底径 5 cm

3 D-6 表採 鉢 口 縁 部 平縁 ? 沈線文 縄文晩期後葉 内外面磨滅

4 C-7 Ⅳ 鉢 口 縁 部 平縁 ? 沈線文→磨き 沈線
磨 き
縄文晩期後葉

5 C-7 IV 9tN 口 縁 部 平  縁 沈線文 沈線 縄文晩期後葉 内外面磨滅

6 C-7 Ⅲ 鉢
口縁部～

体部上半
波状 ?
刻 み 目

口縁部 :磨 き
体部上半 :沈線文、横位 LR縄 文 磨 き 縄文晩期

7 D-10 Ⅶ b 鉢 体  部 横位R撚糸文→磨き 磨 き 縄文晩期

C-7 Ⅳ 浅鉢 体  部
捺球十華 :警響

文+捗去 (変形工字文)→磨 き
磨 き 縄文晩期後葉

C-10 Ⅶ c 士望 頸部 ～
体部上半

頸部 :沈線→磨 き
体部 :横位 LR縄 文 磨 き 縄文晩期

388 tD

第 7図 出 土 土 器 (4)



沼原 B追跡

器石

Δ↓迅
ハ
船
―――
‐――
門
Ｖ

O 5cm

lllll

観察表 単位 :mln

図 地区名 層位 名 称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分 類 石  材 登録番号

1 E-8 Ⅶ a 石   鏃 (269) (205) 突頭部 と脚部欠損 Vω⑩ 珪 質 頁 岩 105
2 C-11 Ⅶ b 石   鏃 29 6 14 0 Ⅶω⑩ 珪 質頁岩 116
3 表  採 石   鏃 37 6 19 4 Ⅶω⑩ 畦質頁岩 石 10

4 D-10 Ⅶ b 石   鏃 (19_7) 13 3 尖頭部 と碁部欠損 Ⅶω⑩ 130
C-10 Ⅶ 石   匙 77 0 37 0 14 0 Ⅱ 珪 質 頁 岩 124

C-7 Ⅳ 箆状石器 61 0 42 5 16 6 I チ ャー ト

第 8図 出 土 石 器 (1)

3891131



V出 土 迫 物

I

5cm

lllll

単位 :mm.9
図 地区名 層位 名 称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分類 石  材 登録番号
1 D-7 表採 不定型石器 27 5 一部 に自然面 を残す IB 珪質擁灰岩 106
D-7 1 石 核 52 0 18 5 珪質頁岩 5

図 地区名 層 位 長 さ 幅 厚 さ 重 量 礫の形態 使 用 痕 ・ 他 分 類 石 材 登録番号

3 D-6 Ⅳ a 1190 47 5 C
再黎寄寝盈ず1面

1を
1熟膳T再 ,冠劣部分 Ⅲ 安山岩 191

第 9図 出 土 石 器 (2)390110



沼原 B追跡

Ⅵ.ま と

沼原 B遺跡の地形環境について

沼原B遺跡は窪地に立地 している。調査の結果、第 2地点の窪地周辺部からは遺構 。遺物は

全く検出されなかった。また第 2地点は調査時点において湿地的な性格が強く水が湧いてくる

ため、一部水溜めを作 りながらの調査 となった経緯がある。第 2地点のセクション図を示すこ

とはできなかったが、概略を述べると表土下約60cmま では湿1生の強い明黄褐色～黄褐色のシル

ト層であり、それより下層は一部黒褐色土層をはさむが粘性・湿性の強い黄褐色～褐色の粘土

質シル ト～粘土層が堆積 しており、地表下約1.8mま で確認された。また各層が窪地中央部へ向

けて傾斜 していることが観察され、これらの層の多くは流水が窪地へ運んだ堆積物であり、沖

積層と考えられる。

第 1地点の 2次調査は 6月 に始められたが、 7月 上旬に多量の降雨があり窪地の大半は水面

下に没 してしまった。水面は標高161mま で上がり窪地中央部では水深約4.5mを淑1り 、A・ B

-2～ 4グ リッドの調査は不可能となった。窪地西方の丘陵頂部Dが造成工事により崩されて

おり普段よりも流れ込む水量が多かったことにもよるが、水面はなかなか下がらず、A・ B―

2～ 4グ リッドの調査再開は 8月 上旬となった。最終的にはポンプにより排水を行い、水を全て

汲み上げたが、このことは梅雨期及び多量の降雨の際には通常起こり得る現象と考えられる。

現に一次調査においても今回同様水没 している。 8月 19日 調査終了時における沼原B遺肋の状

況は写真 3に水面及び水中ポンプのホースが見えることからも明らかである。

地形的に窪地は集水域であり、窪地に集まった水は梨野層に地下水として滞水されることは

事実であるが、沼原 B遺跡では梨野層の上層に粘土層があることから地下への水の浸透する速

度が極めて遅いものと考えられる。沼原B追跡同様に窪地に立地する嶺山A追跡においては 7

月の多量の降雨に際 しても水が溜まることがなかった。これは集水量にもよるが嶺山A遺跡には

沼原B遺跡のような粘土層が存在しないことや複雑な地質構造に起囚するものと考えられる。

以上の事は、水理地質的に重要な窪地では地質構造の相異により地下への水の浸透する速度

が大きく異なること、沼原B遺跡においては、窪地中央部が不定期的に水の溜まりやすい所で

あることを示している。

この点で遺構の検出された窪地東南の比較的標高の高い緩斜面は定住地としては道 さないが、

不定期的、短期間の居住の場及び水場としての水利条件は備えているものと考えられる。

め

斎 野 裕 彦

3911151
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沼 原 壇厘 跡

(C-248)

遺跡所在地 :仙台市茂庭字沼原28

調査 期 間 :昭和55年 6月 19日～9月 11日

対 象 面 積 :2899∬

発 掘 面 積 :530∬

担 当職 員 :加藤正範・佐藤甲二・斎野裕彦



I 追跡 の立地

IB遺 跡 の 立 地 (第 1図 )

沼原 C遺跡は造成地のほぼ中央南側の谷地形に立地する。南東にひらく標高160～ 164mの

間の幅約45m、 長さ約75mの谷で、周囲の丘陵との比高は約20～ 30mで ある。南東に向ってゆ

るやかに傾斜しており、谷開口部より南東側は沼原堤へ至る下りの急斜面となる。

遺跡の北側丘陵下の窪地には沼原B遺跡が、西側丘陵の窪地には嶺山A遺跡が立地する。尚、

用地買収前までは、この谷は畑地となっていた。
            佐 藤 甲 二

Ⅱ日調査の方法と概要 (第 1図、写真1)

1.調 査 の 方 法
谷部の長軸方向に試掘 トレンチとして、3× 64mの Aト レンチ(AT)、 これに直交する3×

39、 3× 25mの B、 Cト レンチ(BT、 CT)、 】ヒ西の斜面部には3× 12mの Dト レンチ(DT)

を設定し調査を行ったが、その後、谷部の拡張に関してはB、 Cト レンチを縦軸ライン(A

～E)、 Aト レンチを横軸ライン(1～ 11)と する6× 6mの グリッドによる調査に切り替えた

が、一応、拡張部にもE～ Iの トレンチ名を付けた(ET～ IT)。

2.調 査 の 概 要
昭和55年 6月 19日 ～ 9月 11日 までの約 3ヶ 月間調査を実施 した。谷部分2.800∬ を調査対象と

し、530∬ の調査 を行った。A～ Cト レンチを入れた結果、C-3グ リッドⅢ層上面で、時期
不詳の人骨片を伴 う土壊が 1基検出され、C-2、 C-9グ リッドを中心とするⅥb層 中では若
干の縄文土器片を出土した。この為拡張を行ったが(E～ Iト レンチ)、 いずれの拡張区からも

遺物、遺構は検出されなかった。北側斜面上に入れたDト レンチでも同様に遺物、遺構は検出

されず、谷部で、 I層 (表土)よ り地山まで深い部分で1.5mあ ったのに比べ、20～30cmの I層

下が直接地山層となる状態であった。

以上、時期不詳の土羨が 1基検出された他は、若干の縄文時代 (中期・後期)の遺物を含む層

が確認されたのみで、出土遺物量も平箱 1箱に満たない程度であった。

394(2)

佐 藤 甲 二
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第 1図 地形・ トレンチ配置図

1.全  景
(西より)



Ⅲ 基 本 層 位

Ⅲ.基 本 層 位 (第 2図 )

現表土層第V層 より地山層第V層 までの大別 5層 から成り、これらはさらに 7層 に細別され

る。第Ⅱ層から第V層 は谷部分にのみ分布し、斜面部には分布は認められない。

第 I層 暗褐色 (10Y R%)シ ルト層。現表土層で、谷部では畑地耕作土。厚さ40cm前後。
第 E層  2層 に細分される。

Ⅱa層 暗褐色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒を合む。炭化粒を少量含む。厚さ20cm前後。
谷部調査区全域に分布。無遺物層

Ⅱb層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト層。混和物、分布範囲も第Ⅱa層 と同様。厚さ15cm前後。制
土羨はこの層中より掘り込まれている。

第Ⅲ層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒を含む。炭化粒を多く含む。下部に灰白色
火山灰を部分的に含む。厚さ10～ 20cm。 谷中央部の調査区を中心に分布。無遺物層。

第Ⅳ層 2層 に細分される。二次堆積の可能性が強い層。

Ⅳa層 黄褐色 (10Y R%)砂質シルト層。風化凝灰岩粒、炭化粒を含む。厚さ10cm前後。谷部
調査区全域に分布。縄文時代の遺物をまばらに合む。

Ⅳb層 黄褐色 (10Y R%)砂質シルト層。風化凝灰岩粒、 2 cm前後の凝灰岩を多量に含む。厚
C-1グリッド

I

b

Ⅲ

標高 163m

162m

※各 グリ ンドとも耳[西 コーナー土層

C-7グ リッド

C-9グリッドI

b

Ⅲ

Ⅳa

b

C-11グリンド
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沼原 C追跡

さ10cm前後。谷部調査区全域分布。無遺物層。

第V層  明黄褐色 (10Y R%)粘土層。地山層。 5 cm前後の凝灰岩をまばらに合む。

以上、第 I層～第Ⅳ層は谷地形に沿ってレンズ状に堆積しており、谷心線では厚く、谷際で

は薄いという状況を示す。第Ⅳa層 中の縄文時代の遺物は、第Ⅳa層上部、下部に於いて時期差

は見い出せない。

佐 藤 甲 二

ⅣB遺 構

1号土境 (第 3図、写真 2～ 4)

C-3グ リッド西隅、Ⅲ層上面で検出された。掘り込み面はⅡb層中と考えられる。試掘 トレ

ンチにより、南西側の壁を削平してしまったが、上端推定規模90× 70cm前後の土壊と考えられ

る。底面は隅九の台形状を呈しており、ほぼ平坦な面を持つ。検出面よりの深さは約15cmで あ

る。堆積土はⅡb層 とほぼ同じ、黒褐色シルトの単層であった。土羨検出面から底面にかけて、

多量の炭化材と伴に人間とニホンザルの骨片 (504頁参照)が混在して出土した。炭化材はある

程度のまとまりがみられる。骨片は全て火を受けており、堆積土内、壁面には焼土力壻忍められ、

この土羨内で火を焚いたと考えられる。

当土墳は、人骨片を出土したことより土鍍墓の可能性も十分考えられるが、ニホンザルの骨

片も出土したこと、加えて土壌が 1基 しか検出されなかったことは多分に不可解な点といえる。

土渡の所属する時代は、Πb層 の堆積時期が不明な上、土羨内より時代決定遺物が出土しなかっ

たことより、不明であるが、おそらく新しい時代のものと考える。

佐 藤 甲 二
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1号土境骨片出
土状況 (1)
(南西より)

1号土壌骨片出
土状況 (2)
(南より)

1号土境完掘状況
(北西より)
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FttCI造跡

V.出 土 遺 物

1.土   器 (第4,5図,第 1表)
出■土器は全て縄支土1器で、基本層位IVa層からのみ出上しているα復え土器Iよ 1点も出土せ

ず、会て破片資料で、総出工数量―わずか34点 .(大型破片1点 )である。時期的には中期中葉、後

期前葉のものが認められ―るが、全体的には中期の資料が多い。
      佐 藤 甲 二

2.石   器 彿 5図(第 1翔
わずか1看鏃1点.(3)、 小型踏製石斧1点(4)の1計 2点しか出土していない.。 いずれもⅣa

層より出上している。

柳 沢 みどり

:第 1.表 追物出土数量表

基 本 層位

縄 文 土 器 石 番

破 片 資 料

申 期 後 期 不 明 総 数 石 鏃 石 斧
総 数 日劇 体 郡 底 部

IV a 25 7 3 24 ユ ユ
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V 出 土 遺 物

土  器

接

合

表

向
―Ｉ
Щ

0        5 cm
lIIIII

∩
Ｈ
川委

ｈ
Ｈ
γ一一騨

隣
＝
抄

弾

寛

与
息:::二
::二
;二
::4

図 接合 地 区 名 層位

1 C-1・ 2
+ C-9
十 C・ D-3

観察表

図 地区名 層位 器種 部 位 口縁形態
施 文 ・ 調 整

時   代 備  考
面 内面

1 C-1・ 2 Ⅳ a 深鉢 口縁部
～

体部上半
平 縁 体鏡翌単攣鍵とこ響箔夏

隆線文
磨 き 縄文中期中乗 口径 (25cm)

2 C-2 Ⅳ a 深鉢 体 部 縦位LR縄文→隆線文 縄文中期中葉 内面磨減

3 C-2 Ⅳ a 深休 体 部 縦位LR縄文→隆線文 磨 き 縄文中期中葉 図 2と 同一か

4 C-1・ 2 IV a 深鉢 口縁部 平 縁 縦位LR縄文→隆線文 縄文中期中葉 内面磨減

5 C・ D-3 Ⅳ a 深鉢 口縁部 平  縁 縦位LR縄文→隆線文 磨 き 縄文中期中葉

6 ・ 2C-1 Ⅳ a 深 鉢 口縁部 波状 ? 横位・斜位LR縄文→沈線文 磨 き 縄文後期

第 4図 出 土 土 器 (1)

402101



沼原 C遺跡

2｀ 輩
1

石  器

観察表

観察表

図 地区名 層位 器種 部  位 口縁形態
施 文 。 調 整

時  代 備  考
面 内面

l AT Ⅳ a 深鉢 口 縁 部 突  起 貫通孔、沈線文 磨 き 縄文後期前葉

2 AT Ⅳ a 深 鉢 体部上半 沈線文 ,琴 き 縄文後期前葉 図 1と 同一

3

単位 :mm

図 地区名 層位 名称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分類 登録番号

3 C-9 Ⅳ a 石鏃 (422) 基部破損 I―① 006
4 D-3 Ⅵ a 石斧 磨痕(a)が全面に認められる。全面ツルツルし光沢がある。 002

第 5図 出土土器 (2)。 石器

403111)



Ⅵ ま と め

Ⅵ日ま と

沼原C遺跡は隣接する嶺山A遺跡で縄文時代の上墳群が検出されていることより、調査前に

は当遺跡に於いても同種の土墳群が検出されるのではないかと考えられた地点であった。しか

しながら、若干の縄文時代の遺物は認められたものの、縄文時代に属する遺構は皆無であり、

新しい時期のものと考えられる土羨 (1号土装)が 1基検出されただけであった。

1号土渡は口b層中より掘り込まれている。また、Ⅲ層下部には灰白色火山灰が断片的に合まれ

ている。Ⅲ層中からは遺物を出土しなかったが、周辺遺跡との土層対比から、Ⅲ層は平安期の

堆積層であることが十分考えられ、コb層 の堆積は平安時代の後、すなわち中世以後と推察され

る。従って 1号土壊の構築時期は中世以後であると思われる。 1号土壊内よりは焼けた人間の

骨片が出土し、土竣底面が焼けていることより、火葬による土獲墓ということも考えられるが、

人骨の他にニホンザルの骨片を伴ったという点、他に同様な土壊が検出されなかったという

点、出上場所が、人里離れた丘陵中であったという点などの不可解な点も多く、現段階では当

土装の性格については言及を避けざるを得ない。

佐 藤 甲 二

め

4041D
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］領 跡

(C-246)

遺跡所在地 :仙台市茂庭字嶺山19

第 1地点 1次調査 昭和54年 19月 9日 ～10月 11日

2次調査 昭和55年 9月 1日 ～11月 6日

第 2地点 1次調査 昭和54年10月 12日 ～10月 19日

第 1地点 2300ゴ

第 2地点 39004f

第 1地点 1次調査  454f

2次調査 1900蹴

第 2地点 1次調査  225鷲

渡部弘美・斎野裕彦・佐藤甲二 。加藤正範

連逗

調査期間

' 対象面積

発 掘面積

担当職 員



I 追跡の立地

I.遺 跡 の 立 地 (第 1図、写真 1)

嶺山A追跡は、造成地ほば中央部南側、丘陵中の窪地に立地する。丘陵頂部 E(201.6m)の

南東側斜面上、標高160～ 165mの間には、南東に向って緩やかに下り傾斜を示す、長さ約120

m、 幅約40mの舌状形の緩斜面が形成されている。この北西奥の標高168～ 172mの間には三方

を丘陵に囲まれ】ヒ東にやや上り勾配の、幅約25m、 長さ90mの、細長い窪地が見られる。遺跡

はこの窪地に立地し、周囲の丘陵との比高は約10～ 20mで ある。

窪地北西側丘陵上位のテラスメ大部分には嶺山B遺跡が、緩斜面部】し東下の谷には沼原C遺跡

が立地する。用地買収前には、窪地は栗林、緩斜面は梅林となっていた。

佐 藤 甲 二

Ⅲ.調査の方法と概要 (第 1～ 2図、写真 2・ 3)

嶺山A追跡は昭和54、 55年の2年次に渡って調査された。1次調査(昭和54年度)は窪地部

分(第 1地点)、 緩斜面部分(第 2地点)の試掘調査、2次調査(昭和55年度)は第1地点の本調査

を実施した。

1.調 査 の 方 法
(第 1地点〉窪地の長軸方向に沿ったN-67° Eを横軸ライン(1～ 16)、 これに直交する縦軸ラ

イン(A～ H)に よる6× 6mグ リッドを設定し、調査を行う。

(第 2地点〉丘陵緩斜面の長軸方向に沿ったN-33生Wを横軸ライン(1～ 19)、 これに直交する

縦軸ライン(Ⅱ A～ ⅡF)に よる 6× 6mグ リッドを設定し、調査 を行 う。

両地点のグリッドとも4分害」し、グリッド杭イ則(第 1地点では西側、第 2地点では北側)よ り

時計廻 りに a、 b、 c、 dの小区を設けた。

2.調 査 の 概 要
1次調査

(第 1地点〉lo月 9日 ～10月 11日 までの3日 間調査を実施した。窪地の試掘調査でCラ インを中心

としてC-4(a)、 C-7(a)、 C-10(a)、 C-13(a)、 C-15(b)グ リッドの45∬ を調査

した。その結果、縄文時代の遺物を含む層、遺構が確認され、次年度、本調査の運びとなっ

た。

(第 2地点〉10月 12日～10月 19日 までの約1週間調査を実施した。丘陵緩斜面の約3,900言 が調査対

象で、ⅡC、 ⅡDラ インa区 を中心として25グ リッド、225∬ を試掘調査した。その結果、 I層
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嶺山 A遺跡

(表土)下が粘土及び凝灰岩の地山となり、遺物、遺物包合層、遺構は検出されなかった。 I層

は厚い部分で約20cm、 薄い部分では約 5 cmであった。

2次調査

(第 1地点〉9月 1日 ～11月 6日 までの約 2ヶ 月間調査を実施した。窪地全体の約2.300ゴ を調

査対象とし、ほぼ全域の約1,900∬ を調査した。試掘調査により、 I層 (表土)か らⅣ層まで無

遺物層であることが確認されていた為、 I～ Ⅲ層は重機により排土し、Ⅳ層より人力による調

査を行った。ほぼ全域でⅣ層下地山までの間に、V～Ⅶ層の堆積が確認され、C-4グ リッド

付近ではかなり地山がへこんでおり、V～Ⅶ各層も厚い堆積状況を示していた。Ⅵ～Ⅶ層から

は縄文時代の遺物を少量出土し、Va層 よりは平安時代の土師器が 1点出土した。検出遺構は、

縄文時代の土竣がⅥ層上面で 3基 (1・ 5,8号 )、 地山上面で13基 (2～ 4・ 6・ 7・ 9～ 16

号)、 合計16基が検出された。尚、Ⅵ層上面検出の 3基は、沼原A追跡同様に、Vb層中に灰白色

火山灰を含む為に、この落ち込みにより実際の掘り込み面より上層で検出されている。窪地か

ら緩斜面へと移行する部分のGラ イン以南及び 16ラ イン以東になると、地山はかなりの登り傾

斜になり、 I層下が直接地山となる。また遺構、遺物のひろがりも認められなくなる。

以上 2ヶ 年に渡る調査の結果、第 1地点の窪地では縄文時代の土渡が16基検出された。しか

し、これら土渡群は第 2地点の丘陵緩斜面へのひろがりはみられなかった。出土遺物は窪地か

ら縄文時代 (後期、晩期)の遺物が平箱 1個程度と、土師器 1点が出土したのみであった。

佐  藤 甲

津
く
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ゲ
ド配置図第 1図 地形・ グリッ
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Ⅱ 調査の方法と概要

号土羨の

第 2図 遺構配置図 (等高線は地山面)
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1.第 1地点
調査前全景

(西より)

2.第 1地点
調査後全景 (1)
(南より)

3.第 1地点
調査後全景 (2)
(北より)



Ⅲ 基 本 層 位

Ⅲ.基本層位、(第 1地点)(第 3図 )

現表土第 I層 より地山第Ⅷ層までの大別 8層 から成り、これらはさらに11層 に細別される。

第二層 暗褐色 (10Y R%)シ ルト層。現表土層。砂粒を少量合む。厚さ20～ 40cm。

第Ⅱ層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒を少量含む。厚さ10cm前後。

第Ⅲ層 暗褐色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒、黄褐色粒を含む。厚さ10～ 20cm。

第Ⅳ層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒、黄褐色粒を含む。下部では炭化粒を微量

合む。厚さ40～ 60cm。

第V層  2層 に細分され、ともに遺物を若千含む。

Va層 黒色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒を含む。 3 cm前後の凝灰岩を少量含む。平安

時代の土師器 1点 を出土する。厚さ10cm前後。調査区全域に分布する。

Vb層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒を含む。上部に灰白人山灰を部分的に含み、

下部には縄文時代の遺物を若千含む。厚さ10cm前後。調査区全域に断片的に分布す

る。

第Ⅵ層 2層 に細分され、ともに縄文時代の遺物を若干含む。

Ⅵa層 暗褐色 (7.5Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒を含む。厚さ10cm前後。調査区全域に分

布するが、11ラ イン以東では断片的となる。

Ⅵb層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒、黄褐色粒を含む。厚さ10cm前後。

第Ⅶ層 2層 に細分される。

llla層 黒褐色 (7.5Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒、砂粒を合む。厚さ10～ 20cm。 調査区全

域に分布するが、13ラ イン以東では断片的となる。縄文時代の遺物を若干合む。

Ⅶb層 褐色 (10Y R%)シ ルト層。地山漸移層。風化凝灰岩粒、黄褐色粒を含む。厚さ10cm前

後。無遺物層。

第Ⅷ層 明黄褐色 (10Y R%)米占土層。地山層。10cm前後の凝灰岩を多く合む。

以上、第 I層 から第Ⅶ層までは窪地地形を反映して、レンズ状堆積を示し、窪地中央線上で

はほぼ基本層の分布がみられ堆積も厚い。しかし、丘陵際に近づくに従い第Ⅲ～Ⅶ層は薄くな

り、断片的な分布、あるいは分布を示さない。また地山粘土層のすぐ下層は凝灰岩層となって

おり、B-8グリッド周辺及び丘陵際では、地山上に凝灰岩層が顔を出す部分も見受けられるc,縄

文時代の遺物は第Vb層 ～Ⅶa層 の各層より出土するが、遺物の上からは時期差は見い出せない。

佐 藤 甲 二
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IV 縄文時代の追構 と遺構内出土遺物

Ⅳ.縄文時代の遺構と遺構内出土遺物 (第 4～ H図 )

1号土境 (D-13グ リット)

謹
′
    lu3

単位 i cm

_i    ,滞 中   段 下   端 深   さ 長軸方向 上端平面形は楕円形、下端円面形は不整隅丸長方形、底
面は平坦である。196× 122 150× 72 と30× 40 N-73° 一W

嘉舞1嵌短募:―1募i轟逸孝
2号土墳 (C・ B-8グ リット)

IIIIII♂
軋

名

A
引

T

注

■ V iJ: iど
1 10VRラ イ 翠色シルト (Va17)
2 10VR% ⅢllA」色ンルト(V bAF)
a10YR23 川偶とシルトイWbw)
4 75YR%押 IIAlrr・ シルト(Ⅶ aW)
510 ・ヽR% ,`門 色シルト
610ヽ'R% i.J色 シルト (Ⅷ b1/) 単位 i cm

上   端 中   段 段 渫     さ 長軸方向

182× 78 170× 50 45× 34 N-47° 一W
上端平面形は隅丸長方形、底面は階段状 を呈する。
梨野層 を掘 り込んでいる。

412(8)

第 4図  1号土境 。2号土嫉



嶺山 A追跡

3号土墳 (C-7グ リット)

ltU   阜

0        1rn
ll II

A
北 解 i[ iど

Prウ :警鼻 R%早術也シルト(Ⅵ a附サ応 )

単位 :cm

3 10VR% llJ色 シルト (Ⅶち、女1応 )
4 10ヽ R% 冊色イIⅢ■Tじ ルト(地山崩壊■)

5 10VR% ‖lh色 シルト(炭化物を含む)
610ゝ rRχ  ltttlN色 ンルト(炭化物を介む)
7 7 5VR%鶴 色‖■■ンルト(崩壊際を少it命 む)
8 10VRイ  ,I州 色シルト(ll壊 際を少Ittt b)
910 ・ゝR% FkJ色 *あ ■,Fシ ルト(地 11崩壊■ )

10 10YR% ‖th」色シルト(地山加壊■が泥入)
11,OV R% 女拙色砂Ttシ ルト

(地 1,ll崚■ ‖也■を多上tに 命む)
12 10YR% 切htkj色砂Tシ ルト(地山崩壊 1)
iO～ 12ま しまリカ

'ほ
とんどない.

上   端 中   段 下   端 宋   さ 長軸方向 上端平面形は円形、土残下半は東北方ヘ オーバーハ ング
している。梨野層 を掘 り込んでいる。

123Xl18 67× 32 64× 44

4号土娠 (C-7グ リット)

ヾ
も`ヽ 太

注
′ μ星

IIIIIド早
ム

単位

■ 耳 iF 記
10VR% ∫RIAl色 シルト(Ⅵ 将ヽ女fib)
夕5Y R%lヽ 円色シルト(Ⅷ al■ f文サ応 )

二0ヽ
′R% 樹色シルト (Ⅶ h坪 対rL)
iOYR晃  黄PI色粘J!Tiシ ルト(地山lltt■ 無色J:を 含む)
10YR% 貴lkj色粘上質ンルト0し 111崩 jpt ll)

上   端 中   按 下   端 深   さ 長軸方向 上端平面形は隅丸長方形、壁面が一部オーバーハングし
ている。1層中より縄文土器片が1点出上している。134× 70 122× 56 28× 16 N-42° 一W

第 5図  3号土境 。4号土境

413(9)



Ⅳ 縄文時代の進構 と遺構内出土遺物

5号土境 (C-5グ リット)

軋

手密I藍
■,Iじ■|

上   端 中   段 下   端 イ朱   さ 長軸方向 上端 下端平面形は共に隅丸長方形、 4層 中より縄文土
器片1点出土190× 94 174× 50 154× 32 120 N-34° 一E

に lf iモ 「ど
775ヽ R%ⅢⅢ門色シルト(Ⅶ aオわ
S10ヽ R% 門色ンルト イllbrr)
975ヽ A%■ lr J色 ラルトイヽ10M文 lib,
10 1tl RIf lkl色 シL卜 (地 11加I塑 に,
H10ヽ.R,ィ  l許禍色シルトFⅢ‖ :

1210ヽ R% I洋おヒシルIP:hi L(ヽ l Ⅲ14文「ib地山れI壊 上を少ittt t)

6号土墳 (c-4グ リット)

伊

津名

虔
′

錦 L↑

: V il it
i 10ヽ R24 ■ll・ l色 シルト(ヽlbV■ ,b,
275ヽ R%“ !iltlヒ シルト(Ⅶ a17文 |,b)
310ヽ R% lllrrシ ルト (Ⅶ 席ヽ対応)
И 10ヽ R% 押IttJFrン ルト
1-1の 各席に小碑を多く命と

中   投
~F   
夕吊 1朱    さ 長軸方向 上端平面形は隅丸長方形、底面はゆるやかな傾斜 をもつ

2層 中より土器片 1点 出土224× 134 124× 68 N-44° 一E

第 6図  5号土嬢・ 6号土嬢
414110



上  端
196× 122

中   段

168× 78

下  端
168× 62

深    さ

長軸方向

N-34° 一E

は
端
形
梨
込
底
あ

形
下
方
は
り

がヽ

面

長ヽ
半
掘
り
凹

平
形
九
下
を
お
凸

端
円
隅
城
層
で
は

ｏ

上
惰
は
上
野
ん
面
る

単位 :cm

嶺山 A追跡

7号土媛 (B-10グ リット)

ml

8号土境 (C・ D-11グ リット)

上 席 il iじ
76ゝ R%■ ll」色ラルト十ドcM)

101 Rχ  ‖也ラルド  をヽ耶〕
iOゝ R% H州也ラル|(ヽ L呼 )

75ヽ Rχ  l卜鴻也ウル|イ lヽalI)

10TR夕

` !‖

‖ヽtと シ|レ トイキlⅢ ,イ )

75ゝ R%■ ll」とウ
"ト
イⅦdr)

710ヽ R% ilを ラルト (輛 b席 )

S10ヽ R'` lllll色ラルド
910ゝ R% 上州也Ih■  十地山脱lPt i l半 也上の混入イin)
ユ010ヽ R% 半州也ラルト
11 10TRX Ftlt tll土  イO trと 同し壻であるがll‖:が之しい)

1210ヽ RIjl ,Iill色 ウルトイ地山崩壊上のlt入イ「う)

,310了は
'` 1干

itJtttIIPiシ ルト
1110ヽ R,イ  X出とI∴

'Iラ

ルト(地山れ壌「 )

に r iF iど
1 7 5TR%'洋門色シルト(ヽla坪た,オb)
210ヽ R% 押〔FtJ色 シルトイヽlb1/女サ,b月 礫ヽを含む)
310ヽ Rtt l!円 色シルト(ヽ l blV ttib)

475ヽ R%ナ■tll色 ンルト(Ⅷ aV■ ,b)
575ヽ R%極‖干郷色ラルト(Ⅶ aAは十オト小際を含む)
610ヽ R% 門rrシ ルト (Ⅶ b増 対応)

7]0ヽ R,て  ,洋問也シルト(Ⅶ 1ヽ4対応)

810ヽ R% Ⅲ!IIJ也 ンルト(地山れI壊 J:の lt入 あり,
91い・R'` 賛冊色ンルト(却 l色 にが浮ど入)
1010ヽ R% り1資州也シルト("ilpt礫 席 ll色 ■を 削;介 む)
■ 10ヽ R,イ  II」色枯にPiン ルトけ也||"I壌 Lの淀人あり,

12 10YR% llill也 ンルト0と Inlli)

″
／

占

Ol
上  端
223× 136

中  段
166× 75

下  端
153× 48

深   さ

長軸方向

N-87° 一E

上端平面形は
格円形、下端
は隅九長方形
土壌下半は梨
野層 を掘 り込
んでおり、底
面は凸凹があ
る。壁面は一

部 オーバーハ
ングす る。

単位 i cm

β 亀

第 7図  7号土境・ 8号土壊
415111)



Ⅳ 縄文時代の遺構 と違構内出上進物

9号土墳 (B・ c 10。 11グリット)

単位 i cm

■ h・・ 註 記
10YR% 黒tlNJ色ンルト(Vb用対応)
二〇YR/34 '詐 鶴色シルト
7 5VR%Π ttth色 シルト(Ⅵ a層 対応 )
iOYRえ  黒拙色シルト(ITb層 対応)

ぱ翼×晩量鴛琶:仔 t瑞 !傷昇84鵬体てゃ却明和ぅ

8彰 絶,を十
卜
酬謂件
珈腹i蠅蹴

"
10了 R% 賛tlJttwi■  (地山崩壊■ ,rrI Iのかど人イ∫つ)

警
エ

1挙,

，
守
溝

■   端 中   段 下   端 深   さ 長軸方向 端

ｏ

上

る
下端平面形共に隅丸長方形、底面はほぼ平坦 であ

194× 100 164× 78 と46× 44 112 N-56° 一W

10号土墳 (B-10グ リット)

ヽ
礫
||I II

当          崖
′

¬_√
阜     津

′

土 肝 .i 記
1 7 5YR%躍 lf」色シルト(Ⅷ a痛 対応)
2 7 5VR%黒樹色シルト(Ⅶ a席 対応、小際を含b)
9 10YR% キthJ色 シルト(地山崩l■t山 を少tヽ含む)
4 10YR% 鶴色ンルト (Ⅶ b用 対応)
S iOTR% 資tlt」色 FI■ 質シル ト(地山崩壊■ )

単 |ユ i cm   S IoYR% 明女鶴色砂質粘王 (地 山崩壊土)

k  端 中  段 下   端 深   さ 長 軸方 向 上端平面形は、楕円形、底面はゆるやかな傾斜をもつ。
152X88 40× 40 N-79° 一E

第 8図  9号土垢 。10号土壊
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Sk

上  IIl ir it
l 10Υ R% け,貨 llJ色 ンルト (Vh用人 11灰 )
2 10YR% 資IAJ色粘■質シルト(地山崩壊■)

3 10VR% lllA」 色シルト  (ヽ lhv ttlt)
475ヽ R%‖ llJ色 シルト  (Ⅶ awttlL)
510ヽ R% lllと シルト   (Ⅵ bw対応)

0 10ヽ R% 上冊ヒVi LTけ
"卜
けとII崩壊上)

12号土境 (E-14グリット)

単位 :cm

嶺山 A追跡

11号土境 (C-11グ リット)

ド名

農星

単位 :cm

Щヽ

上 端 172× 76

上端・下端平面形共に
隅長方形、底面に2つ
のピットがある。

下 端 156× 68

深 さ

長軸方向 N-46° 一W

上  端 下  端 深

1 P 54× 43 46× 15 14

2  P 49× 49 35× 23

上 端 中   椴 下 端 深 長軸方向 上端・下端平面形共 に椿円形、底面は平坦である。縄文
土器 1点 が出土 している。172× 132 90 118× 90 N-74° 一W

I イヽ 岳| :じ
1 10YR% 里色シルト
2 10YR% ■IIA色 シルト(Ⅵ bV対応)
3 10YR% れヽIAJ色 シルト(Ⅶ bh・ lttlL、 炭化物を含む)
4 7 5VR%llllJ色 ンルト(Ⅷ aA・ lttlt)
5 10YR% llj色 シルト (IIbVttft)
6 10YR% 従lh色粘■,tシ ルト(地山加壊■)

0             5cm

lIIIII

ノ

紳図 11号土垢
。12号土竣

4171131



Ⅳ 縄文時代の進構 と迫構内出土迫物

13号土境 (D-15グ リット)

yメ柊＼冬
Ⅲ
処

研∞

、

農星 亀

10ヽ R,I Ⅲll」也ンルト(Ⅵ blイ ★1に )

75ヽ R%JljI」也シL卜 (ttaⅢI■に,

10ヽ Rtt ■ilJ色 ンルト
10ヽ Rtt IIJヒ シルト (削 h席 llk心 )

iO]0ヽ RR・  IItt r・ テルト(Ⅶ b“ 対心 )

1175ヽ Rえ WIrkJ色 林 i tiン ルトけ也 |れ I媒 :J!色 |

1210ヽ Rイ  lt出色シルトけじ I ⅢI政 L)
1310ヽ R'イ  |二 上rとの斑スイれ,コ憮 II
1410ヽ R% コヤl色 シルト(河 r4を 命t)

単 布拡 :crn  l'10｀ R'I II il也 ンルトけ也 II),攻 L ttV・ を介t,

J:    ,常 中  段 端 イ朱   さ 長軸方向 i端平面形は脩円形、下端は隅丸長方形、土残下半は梨野層を掘り

込んでいる。底面は凸凹がある。壁面は一吉bオ ーバーハングする。234× 162 188× 82 158X60 N-23° 一W

14号土壊 (C-5グ リット)

⊆ゝ動占桁
農甲       L 韓

|1日 1,＼ム
名          注

単位 :cm

75ヽ R,ぢ ユlr lで生)ル トイⅧarナ↓に ,

10ヽ R% ⅢⅢ村とイhに |(ン ルト
75ヽ RIl ll」 也 lヽL∵ iシ ル |

10ヽ R% !raJと シ■卜(ヽlal↑ ナjに ,

75ヽ R!て ,士冊色シルト(ヽ l ⅢⅢl対心)

上     端 中   投
~F    '吊

1架    さ 長軸方向 L端 下端平面形共 に隅丸長方形、底面は平 Jとである。
168X74 126× 36 116 N-40° 一W

4181141

第10図  13号土境 。14号土嬢



嶺山 A追跡

名

15号土帳 (C・ D-13グ リット)

ど

0        40cm

III I
r 卜1 ,k ,ど

1 7 5YR%lllll色 シルト(Ⅷ allttib)

25ヽ R% 極‖許赤14j色 ンルト(焼 に炭化物を少 hヽ 含む)
375ヽ R髯 ‖汁ill色 ンルト(焼 L"t化物を多itに 命む)
1いイ%  ‖常赤門色シ

'レ

トイ大14が碇「であるが成化物も少I(介 と)

510ヽ R% IttlIJ也 ンルト

単位 i cm 6 10ヽ R%鴻 &ン ルト (河餘を含む)

崖
′

星

上   端 中   殺 下   端 渫    さ 長轍方向 上端平面形は長楕円形、底面はゆるやかな傾斜をもつ。
164× 64 68× 38 N-43° 一W

16号土墳 (D-2グ リット)

上m

名 ヾ 津
′

に lr it 'ど
1 10VR% IIJll色 シルト(小際を命む)

2 10YR% ■1濁色ンルト
3 75YR%t・y‖許門色ンルト(炭化物を命む)
1 75YR%■ llj色 シルト(llaV対 ,い )

510ヽ R% 鴻色シルト (鳩 b席 対応)
675ヽ R/門色ンルト (¶ bV対 Ib)

i    ど
II I∵和＼

単イ立 i cm

上   端 中   段 下   端 深   さ 長軸方向 上端・下端平面形共 に隅丸長方形、底面は段差がある。

150× 60 142X36 N-57° 一W

第11図  15号土墳 。16号土境
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V出 土 造 物

V.出 土 遺 物

1.土   器 (第 1表、第12・ 13図 )
縄文土器 :基本層位より復元資料 1点、破片資料40点 (口縁部 4点、体部29点、底部 6点、

脚部 1点 )、 遺構内(1・ 4・ 5。 6・ 12号土装)よ り破片資料 5点 (体部 4点、底部 1点 )が出

土している。時期的には後期中葉 。後葉・末葉、晩期中葉までの後期以後のものが出土してい

る。時期的なかたよりは認められない。層位的にはⅦ層中よりの出土が最も多い。

土師器 i Va層 より1点底部破片 (第13図 3)が出土している。ロクロ使用で、内面はヘラミガ

キ、黒色処理が施こされている。底部の切り離し技法は、回転糸切り無調整である。平安時代

に属する。                             佐 藤 甲 二

第 1表 土器出土数量表

出土地点

縄 一又 土 器 土 師 器

復元土器
破 片 資 料 後 期 後期～晩期 晩   期 不  明 破片資料

総  数 口縁部 体  部 底  部 脚  部 破  片 破  片 復 元 破 片 破  片 底  部

基

本

層

位

I 1 6 3 ユ 9

Ⅳ 2 1 1 2

V 5 5 5

1

llI ユ 7 2 5 l ユ l 1 4

(1)

Ⅶ 6 2 2 l 3

(11) (1)

小 計 ユ 6 1 3 4 1 1 1

遺 構 内 5 4 l 1

合計 ユ 4 7 1 4 4 l 1 ]

2.石   器 (第 2表、第13～15図 )
石器は基本層位を中心として17点 (表採資料 7点 を含む)出土した。礫石器 1点 を除き他は全

て打製石器である。Ⅶ層からの出土数が若干多い。           柳 沢 みどり

第2表 石器出土数量表

出 土 地 点

石
　
　
鏃

石

　

　

匙

ポ

イ

ン
ト

ス
ク
レ
イ
パ
ー

S

F

M

F

石
　

　

核

礫 石 器
合  計

Ⅲ Ⅳ

基

本

層

位

D l 1

IW 2 と 3

V 1 1

Ⅶ ] 1 1 1 1 5

採表 2 1 2 ユ 1 7

合  計 5 2 l 3 1 1 2 1 1 17

4201161



嶺山 A追跡

1.土 器

″

〃一呻Ⅷ
2

1

I I I I I iCm

〃

Ц

〃

局

――

即

3

藝
弾

謬
Ψ  6

観察表

図 地 区 名 層位 器  種 部  位 口縁形態
施   文   ・   調   整

時 代 備   考
外 面 内  面

1 C-6(b) 表採 浅  鉢 体   部 横位 RL縄 文→沈線文 暦  き 縄 文 後 期 中 葉

2 C-4(d) Ⅶa 沈線→磨 き→赤色顔料 縄文後期～晩期 内面磨減

3 C-6(d) Ⅶa 注  目 体  部 注目部貼付→ LR縄 文→沈線文→磨 き ナ  デ 縄文後期 後 葉

4 C-5(c) Ⅵ b 深  鉢 「W縁 =“
～

体部上半
平 縁

口縁 部 :暦 き
体部 : クシロ】犬ゼ売線 文 縄文後期～晩期 内面磨滅

5 E-14(c) Ⅶa 深  鉢 口縁 部
～

体 部 に半 平 縁
田縁部 :磨 き
体部 :横位 R縄文 磨  き 縄文後期～晩期

6 C-13(a) Ⅵ a 口 縁 部 平 縁 沈線文→磨 き 磨  き 縄 文 晩 期

第12図 出 土 土 器 (1)

42111わ



V出 土 造 物

接
合
表

図 接合 地 区 宅 層位

2 C-13(d)
) Ⅶ a

観察表

図 地 区 名 層位 器種 部  位 口縁形態
施 文 調 整

時   代 備   考
面 内   面

1 C-3(d) Ⅶa 脚  部 横位LR縄文→沈線文(入組文)→磨き ナ   デ 縄文後期末葉

2 C-13(d) 浅鉢
口縁部

～底部

縁

目み

平

刻

日縁部:沈線→刻み→磨き、体部:横位LR・ RL羽状縄文
体部下半:沈線→磨き、底部:沈線→層き

口唇吉Ⅲ!沈線

磨き
縄文晩期中葉

日径(21cm)、 底径

6 7efF、器高(15cm)

3 C-12(a) 必
体部下半

～ 底 部

体部 :ロ クロ

底部 :回転糸切

磨き→黒色処

理
平   安

2.石

盈‖≦
倫止銀己

観察表 単位 :mm

図 地 区 名 層位 名 称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分 類 石   材 登録番号
4 B-7(d) Vl b 石  鏃 先端部欠損 Ⅶω⑩ チャー ト

5 C-3(c) Ⅵ a 石  鏃 15 2 先端部欠損 Ⅶω⑩ 珪質頁岩

6 表  採 石  鏃 26.8 Ⅷψ④ 珪質頁岩

第13図 出土土器 (2)。 石器(1)
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嶺山A遺跡

観察表

3

単位 :mn

図 地 区 名 層位 名   称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分 類 石   材 登録番号

l C-7(a) Ⅶ 石 鏃 (40.3) 5.0 尖頭部欠損 Iα① 珪質頁岩

2 表  採 石 匙 珪質貢岩

3 D-4(a) Ⅶ a スクレイパー Ⅲ 咤質頁岩 172

4 C-2 Ⅵ c 石 核 31 0 珪質頁岩

第14図 出 土 石 器 (2)
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V.出 土遺 物

I I I I I iCln

単位 i nln、 9

第15図 出 土 石 器 (3)

図 地   区 層位 長 さ 幅 厚 さ 重量 礫の形態 使 用 痕 ・ 他 分 類 石  材 登録番号

C-2(c) Ⅵa 40.5 B
a・ b両 面 I第痕  (a)
rgl面 の一部 に敲打
痕 (b-1)

Ⅲ 安 山 岩

424201



嶺山 A遺跡

Ⅵ。ま  と  め
嶺山A遺跡では第 1地点の窪地と第 2地点の舌状に張り出す丘陵緩斜面の調査が行われた。

検出された遺構は第 1地点の縄文時代の土壊16基である。第 2地点からは遺構・遺物は検出さ

れていない。土装の配置は弧状を呈し、谷心線 (河道の横断面の最大水深の点を上・下に結ん

だ線。当遺跡では河道は検出されていないが、西方・東方から窪地中央に向かう谷状の地形の

横断面の最低標高と結んだ線を便宜的に谷心線とする。)|こ制約を受けている。これらの上竣

には沼原A遺跡同様「陥穴」。「陥し穴状遺構」・「Tピ ット」等と称 されてきたものが 9基 ある

(1・ 3・ 5・ 7・ 8・ 9・ 13。 14。 16号土羨)。 3号土壊は上端平面形が円形のものである。

他の8基は上端平面形が楕円形ないし隅九長方形、下端平面形は隅九長方形、断面形が逆台

形もしくはその上半がさらに外に開く形態をしている。底面は平坦なもの(1・ 5・ 9・ 14・

16号土壊)と 凹凸のあるもの(7・ 8・ 13号土墳)がある。後者の土竣下半は、凝灰岩を掘り込

んで構築している。底部施設は 7号・ 8号の底面壁際に斜めのピットが 1基ずつある。規模

においては下端平面形の長軸が168～ 126cm、 短軸が62～ 32cm、 深さは193～ 104cmと 沼原A遺跡

に比べ大小の差がある。土残の堆積土は地山崩壊土、基本層、基本層対応の層、その他の層

で構成されており全て自然堆積により埋まっており、最下層に地山崩壊土が堆積 しているも

の(1・ 7・ 8・ 9。 13号土羨)と 、基本層最下層対応の層が堆積しているもの(5。 14・ 16号

土装)と に分けられる。前者では地山崩壊土の上層には基本層最下層及び最下層対応の層が堆

積している。また、前者と後者では上端平面形にやや差異が認められ、前者では楕円形を呈

するものが多いが、後者は隅九長方形を呈する。前者の地山崩壊土は土羨が使用されなくなっ

てから壁面が崩壊し、それが堆積したものと考えられ後者の方がより使用されていた時の形態

を留めているものと判断される。

これらの「陥穴」等と称される土渡以外には 7基の土装が検出されている。上端平面形は長

楕円形・楕円形・隅丸長方形を呈し、土鍍内に段を有するものが多く、下端平面形は種々の形

態を示す。堆積土は「陥穴」等とほぼ同様であるが、地山崩壊土が多量に最下層に堆積 してい

るものはなく、あっても極めて少ない量である。これは土羨の深さと関係するものと考えられる。

嶺山A遺跡で検出された16基の土壌は、基本層Ⅶ層の堆積状況から構築時期はⅦ層の堆積以

前であり、全ての土竣が谷心線に制約を受けた配置をしていることから、同一時期に機能して

斎 野 裕 彦いた土装群 と考 えられ る。

1_町田貞他『地形学辞典』1981

2 霧ヶ丘調査団『霧ヶ丘』1973

3.瀬川司男「陥し穴状遺構について」『紀要 I』

4 札幌市教育委員会『札幌市文化財調査報告書』

(財)岩手県埋蔵文化財センター Pl～ 16 1981

XⅣ 1977

註
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Ⅵ ま と め

4.第 1地点調査風景 (遠く太白山を望む)
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山領 壇逗

遺跡所在地

調 査 期 間

対 象 面 積

発 揮 面 積

担当職 員

(C-293)

仙台市茂庭字嶺山26

昭和55年 7月 26日 ～ 9月 1日

2000∬

560Hf

佐藤甲二・斎野裕彦・加藤正範



I 遺跡の立地

I.遺 跡 の立地 (第 1図、写真 1～ 3)

嶺山B追跡は、造成地ほぼ中央南側、丘陵内上位のテラス状に広がる緩斜面に立地する。こ

のテラス状緩斜面は、丘陵項部E(201.6m)の 南東側斜面上、標高186～ 189mの間に形成され

た北東一南西に細長い、長さ約 100m、 幅約20mの平坦部で、】ヒ東、南東、南西の三方向は比

高差15～ 20mの窪地、谷に至る急斜面となる。

遺跡は用地買収前までは梅林となっており、その後、調査前までは資材運搬用の道路となっ

ていた。その為、遺跡東側縁辺部及び南東側では、地山がすでに顔を出している部分も認めら

れた。北東側、南西側の窪地には、沼原 B、 嶺山A遺跡が立地する。

佐 藤 甲

♀           l           i° m

一
一　
／

Ｎ

／

／
　
／　
　
／
　
　
＼

姥

第 1図 地形 。グリッド・ トレンチ配置図
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1.調査前全景 (南西より)

2.遺跡遠景 (南東より)下は嶺山 A遺跡



Ⅱ 調査の方法 と概要

Ⅲ.調査の方法 と概要 (第 1・ 2図、写真 4)

1,調 査 の 方 法

地形に沿ってAト レンチ(3× 12m)、 Bト レンチ(3× 9m)、 Cト レンチ(3× 30m)の 3本

のトレンチを設定し(B、 Cト レンチは直交)、 試掘調査を行う。その後のB、 Cト レンチの

拡張 に際 しては、 Bト レンチを縦軸ライン(A～ F)、 Cト レンチを横軸ライン(1～ 11)と す

る、 6× 6mグ リッドによる調査に切 り替える。

2.調 査 の 概 要

昭和55年 7月 26日 ～ 9月 1日 までの約 lヶ 月間調査を実施した。テラス状緩斜面部分約2.000

∬が調査対象で、560活 の調査を行った。

Aト レンチ、Cト レンチ南西側では遺物、遺構は検出されず、約 5～ 20cmの表土 (I層 )下が

直接地山面 (Ⅵ層)と なる状態であった。Bト レンチでは表土層下から地山面までの間に、Ⅱ

～V層 が確認され、V層 を中心として若干の縄文時代の遺物を出土 した。また地山上面で、

縄文時代の土羨が 1基検出された。この為、V層堆積部分を中心として拡張を行ったが、v層

よりわずかに縄文時代の遺物を出土したのみで、遺構は検出されなかった。

以上、縄文時代の土渡 1基が検出されたのみで、他に遺構は検出されなかった。出土遺物も

V層 を中心として縄文時代 (早期、中期、後期、晩期)の遺物が平箱半箱も満たない程度であっ

た。                                  佐 藤 甲 二

Ⅲ.基 本 層 位 (第 3図 )

現表土層第 I層 から地山層第Ⅵ層までの大別 6層 から成り、これらはさらに8層 に細分され

る。第Ⅱ層から第V層は、テラス状緩斜面奥の丘陵際(B・ C-4～ 6、 D-6～ 11グ リッド)で

地山力1麦い谷状の地形になる部分においてのみ分布する。

第 I層 暗褐色 (10Y R%)シ ル ト層。現表土層。草の根、風化凝灰岩粒を含む。厚さ5～ 30

第Ⅱ層 暗褐色 (10Y R%)砂質シルト層。砂、風化凝灰岩粒を含む。厚さ10cm前後。

第Ⅲ層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト層。炭化粒を少量、風化凝灰岩粒を含む。厚さ20cm前後、場

所によっては40cm以上厚く堆積する場合もある。

第Ⅳ層 2層 に細分される。
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Ⅲ 基 本 層 位

IVa層  暗掲色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒を含む。上部に灰白火山灰を部分的に合む
場合がある。断片的に分布する。厚さ10cm前後。

Ⅳb層 暗褐色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒、 2～ 3 cmの凝灰岩 を含む。厚 さ10cm前

後。

第V層  2層 に細分される。いずれも縄文時代の遺物を若干合む。

Va層  暗褐色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒、 2～ 3 cmの凝灰岩を含む。炭化粒を少量
含む。厚さ10cm前後。

Vb層 暗褐色 (10Y R%)ホ占土質シルト層。地山漸移層。風化凝灰岩粒、 2～ 3 cmの凝灰岩を
多量に含む。炭化粒を少量含む。断片的に分布。厚さ10cm前後。

第Ⅵ層 褐色 (10Y R%)*占土層。地山層。 5 cm前後の凝灰岩を多く合む。

以上、第 I層 から第V層 の内、第Ⅲ層以下の各層は起伏が大きく、余り安定した堆積状況は

示していない。特に第Ⅲ層の起伏は顕著である。第Ⅱ層、第Ⅳa層 からも縄文時代の遺物を若千

出土したが、第V層 中の遺物が何らかの理由で、第Ⅲ層、第Ⅳa層 中に混入した可能性が強い。

第V層 中には縄文時代の遺物を含むが、細分層第Va層 、第Vb層 の間には遺物上の時期差は認

められなかった。 佐 藤 甲 二

3.遺跡よりの遠景 (生出地区・高舘丘陵)
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嶺山 B追跡

4.発 掘 風 景 (南西より)

Ⅳ.遺 構

1号土城 (第 4図 )

嶺山B遺跡で検出された遺構は 1号土墳 1基である。土墳は遺跡中央やや東方寄りのE-8
。9グ リッドに位置する。谷心線はすぐ北を走っている。

土羨の上端平面形は楕円形で、長軸226銅、短軸124cm、 中段長軸164cm、 短軸80cm、 下端平

面形は隅丸長方形で、長軸150cm、 短軸72cmを測る。深さは116cmで底面はやや凸凹はあるが平

坦である。底部施設はなく、下端の長軸方向はN-37°一Eである。土羨の堆積土は地山崩壊

土、基本層、基本層対応の層、その他の層で構成されており、全て自然堆積により埋まって

いる。遺物は皆無である。 1号土竣は従来「陥穴」・「陥し穴状遺構」・「Tピ ット」等と称されて

きたものであり、沼原A遺跡、嶺山A遺跡でも検出されており、両遺跡では土壊が群 をなす

のに対 し、嶺山B追跡では 1基のみの検出である点相違する。土羨内には基本層Va層 が堆積

しており、va層 からは縄文土器が出土しており、縄文晩期の遺物が最も新しい。このことか

ら、構築時期については晩期以前と考えられる。

斎 野 裕 彦



Ⅳ 遺

1号 土 壌

軋

名

1  10YR%
2a  10YR%
2b  10YR%
3a  10YR%
3b  10YR%
3c  10YR%
3d  10YR%
4a  10YR%
4b  10YR%
4c  10YR%
4d  10YR%
4e  10YR%
5a  10YR%
5b  7.5YR%
5c  7.5YR%
5d  10YR%

れ 岸

I111 ド鑢
1号土境土層誰記

褐 色 シ ル ト (Ⅳ a層、灰白色火山灰を多量に合む)
暗 褐 色 シ ル ト (炭化物を多く合む)
暗 掲 色 シ ,レ ト (炭化物、凝灰岩粒を含む)
暗 掲 色 シ ,レ ト (Ⅳ a層対応、凝灰岩粒を合む)
暗 褐 色 シ ,レ ト (Ⅳ b層対応、凝灰岩の小礫を含む)
暗 掲 色 シ ,レ ト (Ⅳb層対応、凝灰岩の小礫を含む)
暗 褐 色 シ )レ ト (Ⅳb層対応、砂粒を多く含む)
暗掲色粘土質シルト (Va層 、凝灰岩粒及び小礫を少量含む)
暗褐色粘土質シルト (凝灰岩粒を多量に含む、炭化物を少量含む)
暗褐色粘土質シルト (凝灰岩の小礫を含む、炭化物を少量含む)
暗褐色粘土質シルト (凝灰岩の小礫を含む)
暗tF」色粘土質シルト (凝灰岩粒を少量含む)
暗 掲 色  粘 土  (地 山崩壊土。黒色土を含む、凝灰岩の小礫を含む)
褐  色  粘 土  (地山崩壊土。凝灰岩の小礫を多量に合む)
掲  色  粘 土  (地 山のブロックを含む、凝灰岩の小礫を含む)
暗 褐 色  粘  土  (腐植土)
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嶺山 B追跡

V口 出 土 遺 物

1.土 群|(第 5。 6図 )

出土土器は全て縄文土器で、基本層位より出土している。復元資料は 1点も出土せず、全て

破片資料で、総数土数量わずか31点である。時期的には早期後～末葉、中期末葉、後期、晩期

前葉・後葉の前期を除く各時期のものが出土しているが、時期的なかたよりは認められない。

層位的にはV層 を中心に出土している。 佐 藤 甲 二

2.石   器 (第 6図 )

石器は「スクレイパー」2点 (第 6図 4・ 5)の他に、劉片が 1点出土した。この鋼片の石材は

周囲に本皮部分を残した珪化本であることから、断面形が長さ73.541m、 幅71Hlmの 丸太状の珪化

木を輪切りにしたものであることが理解できる。表採の 1点 を除き他の 2点はV層中より出土

している。 柳 沢 みどり

第 1表 遺物出土数量表

出 土 地 点

文 土 器縄 器石

片 料破 資
早

　

　

期

中

　

　

期

後

　

　

期

晩

　

　

期

不
　
　
　
明

ハ
ロ
　
　

計

ス
ク
レ
イ

バ

ー

剣

　

　

片合  計 口 縁 部 体  郡 底  部

基

本

層

位

Ⅲ 6 8

IV l 1 l

V 6 5 1 3 2 1 1

(a)

1

表 採 1 1

合 計 6 5 5 1 3 2 3 l
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V 出 土 遺 物

土  器

鶴 3解

偽

‐十

日

Ｈ

１ｌ

Ｈ

解

悧浮暫B
8

静

観察表

図 地 区 名 層位 器種 部  位 口縁形態
施 文 調 整

時   代 備 考
外 面 内   面

D-7(d) 深抹 体  部 横位RL縄文 翠L文 Jャリ町変～末豪
植物繊維含む

内外面磨減

2 D-7(d) 深鎌 体  部 横位RL縄文 礼文与判後～末蓼
植物綾維合む、内外

面磨滅 図1と同一 ?

3 C-6(d) V 深鉢 体  部 隆練文 刹文与dIH後～末葉
植物繊維含む

内外面磨滅

C-6(d) V 深鉢 体  部 横位多条LR縄文 繊文‖期後～末業
植物繊維合む、内外

面磨滅 図3と 同一 ?

C-6(a) Vb 深鉢 体  部 縄文 糾文与判後～末義
植物繊維合も

内外面磨滅

6 D一 H(d) 深鎌 体  部 隆線文 縄文中期末葉 内外面磨滅

D― ■(d) Vb 深鎌 口縁部 平縁 ? クシロ状沈線文‐磨き 縄 文 後 期 内外面磨減

D-11(d) Vb 鉢
口縁部～

体部上半
平縁 ?

口縁部 :沈練文、横位LR縄文
体部 :横位LR羽】夫縄文

磨 き 縄 文 後 期

9 8-5(c) W 鉢 体  部 沈線文 (工抱三叉文)‐磨き 磨 き 縄文晩期初頭

第 5図 出 土 土 器 (1)
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議山 B遺跡

孝::I
A●●

持

0           5cm
111111

観察表

図 地 区 名 将位 器種 部  位 口縁形態
施 支 調 整

時   代 備   考
面 内   面

1 D-7(a) 鉢
口縁部～

体  部
小波】大

口唇部 :沈線、口縁部～体音b上半 :沈線文 (工字文 )

体をI:横位 LR縄 文
口縁部 :沈線

磨 き
縄文晩期後葉 外面磨減

2 E-10(b) Ⅲ
体音I下半

～ 底 部

体部下半 :磨 き

底著bi無文
縄   文

内外面磨滅

底径 5 5cm

3 D-4 ul

体部下半

～ FA部
体部下半 :磨 き

底部 :無支
磨   き 縄  文 底径 (6 cm)

器石

4

観察表 単位 :mm

図 地  区 層位 名 称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 石  材 登録番号

4 表  採 「スクレイパー」 ●3.① (27.0) (75) 両端欠損 珪質頁岩

5 C-5 Va 「スクレイパー」 39_0 65 0 珪質頁岩

第 6図 出土土器 (2)。 石器
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Ⅵ。 ま と め

Ⅵ日ま  と  め

嶺山B遺跡は丘陵項部Eか ら嶺山A遺跡へ下る急斜面中位のテラス状に広がる緩斜面にあ

り、西方から東ゴヒ方へ向けて弧状の谷心線が走る浅い谷状の地形をしている。

検出された遺構は1号土壌 1基である。縄文時代晩潮以前に構築されたと考えられる。同様

の形態の土療は沼原A遺跡、嶺山A遺跡で検出されており、土羨群として存在するのに比べ当

違跡では1基のみの検出であった。当遺跡東南線の斜面下の嶺山A遺跡の土羨群と関係するも

のであろうか。

また遺物はV層中から縄文土器片が出上している。遺物は縄文時代早期・中期～晩期の時期

のものを含んでいる。沼原Ⅲ嶺山地区で早期の遺物を出土したのは当遺跡だけである。

斎 野 裕 彦
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追跡所在地

調 査 期 間

対 象 面 積

発 掘 面 積

担 当 職 員

(C-249)

仙台市茂庭字嶺山15、 16、 20.

第 1地点 昭和55年 4月 14日 ～ 4月 22日

第 2兇味ミ ロ召和55年 9月 16日 ～11月 28日

第 3地点 昭和55年 4月 29日～5月 1日

第 1地点 1200言 第 2-地点 1400ピ

第 3地点  300∬
―

第 1地点  120∬  第 2地点  900言

第 3地点  40∬

斎野裕彦・加藤正範・佐藤甲二



I 遺跡の立地

遺 跡 の 立 地 (第 1図 。写真 1)

嶺山C遺跡は、造成地南端、越河堤西側の谷地形に立地する。越河堤は、東へのびる深い沢

の上流部を堰止めた、約6.000∬ の人工の農業用貯水池で、四方を丘陵に囲まれている。丘陵と

の比高は約20～40mである。堤北岸には、標高128～ 130mの間に形成 された、緩やかに南ヘ

傾斜する谷が、西岸には、標高130m前後の南北に細長い、幅25m、 長さ80mの 谷 が入 り込ん

でいる。西岸の谷の西方丘陵上 (比高差約40m)|こ は狭い平坦部が見られる。用地買収前まaよ、

堤北岸は栗林、堤西岸は梅林となっていた。

堤南東には、北側を自然の沢で利用した峯館が、沢の下流約150mの耳ヒ側丘陵中には沼原A

遺跡が立地する。                          佐 藤 甲 二

Π.調査の方法と概要 (第 1図、写真 2・ 3)

堤北岸の谷部を第 1地点、西岸の谷部を第 2地点、西岸の谷の西側丘陵上平坦部を第 3地点

として、昭和55年度に調査を実施 した。

1.調 査 の 方 法

(第 1地点〉ほIF南北方向に並列する、3× 20mの 2本のトレンチ(A、 B)を設定し、調査を行

う。

(第 2地点〉谷の長軸方向を横軸ライン(01～ 11)、 これに直交するN-2°一Wを維軸ライン(A
～F)と する6× 6mグ リッドを設定し、調査を行う。尚、グリッドを4分割 し、北西側より

a、 b、 c、 dの 月ヽ区を設けた。

(第 3地点〉ほぼ東西方向に2本の2× 10mト レンチ(C、 D)を 設定し、調査を行う。

2.調 査 の 概 要

(第 1地点〉4月 14日 ～22日 までの約 1週間調査を実施した。 堤北岸の谷部約1,200ド が調査

対象で、A・ Bの トレンチにより約120ど の試掘調査 を行 う。その結果、Aト レンチでは表土

下約70cm、 Bト レンチでは表土下約150cmで地山となり、両 トレンチとも遺物、遺物包含層、

遺構は検出されなかった。Bト レンチでは、表土から地山に至る間、砂層が幾重にもレンズ状

堆積し、この地区が以前、水の流跡であった様相を呈していた。

(第 2地点)9月 16日 ～11月 28日 までの約 2ヶ 月半調査 を実施した。堤西岸の谷部分、約1.400

∬が調査対象で、約900∬ の調査を行った。Cラ イン及び3ラ インの a区 を中心とした試掘調
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積山 C追跡

__+可
/∠
三二ととェN

―ヽ

―
第 1図 地形・グリッド・ トレンチ配置図
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1.調査前違景
(東より)

2.調査風景
(南より)

3.調査後全景
(西より)



嶺山 C遺跡

査の結果、IV層 に平安時代の遺物を含むことが確認され、重機により谷全体の I～ Ⅱ層を排土

し、Ⅲ層より人力による調査を行った。調査は 7ラ イン以東では湧き水によりⅣ層下の調査が

困難であった為、 6ラ イン以西を中心として行った。Aラ イン以北、 2ラ イン以西では、Ⅳ層

下に断片的にV層 が確認されたが、ほとんどがIV層下地山となる状況であった。耳ヒ側の谷際、

A-3～ 6グ リッドより、地山上面で平安時代の遺物と伴に製鉄遺構が検出された。この南側、
C-5・ 6グ リッドを中心とするⅣ層中からは、多くの平安時代の土師器片と鉄滓が出土した。
C-5グ リッドでは、V層下から地山までの間にⅥ層が検出され、Ⅵ層中より糸亀文晩期の一括
土器が 1点出土した為、C-6(a・ d)、 D-5(a・ b)、 D-6(a)グ リッドを拡張したが、

Ⅵ層中よりは遺物は 1点 も出土しなかった。また一括土器に伴う遺構は見当らなかった。西側、

D-3グ リッドa、 b区でもⅦ層が確認されたが、堆積も薄く、若子の縄文時代の遺物を出上し
たのみで、遺構は検出されなかった。最終的には、 7ラ イン以東の湧き水地区にも調査区をひろ

げたが、 9ラ イン以東になるとⅣ層下の地山がかなり粘性を帯び沼地状の土質となり、調査は

不可能であった。D-9、 C-11グ リッドⅣ層中よりは遺物の出土は認められず、遺構も検出

されなかった。尚、製鉄遺構に伴 う炭窯を検出する為に、谷の耳ヒ側斜面に3本のトレンチ(E

～G)、 北側、西側斜面にボーリングによる調査を行ったが、遺構らしきものは検出されなか

った。

(第 3地点〉4月 29日 ～ 5月 1日 までの2日 間調査を実施 した。第 2地点西側の丘陵上平坦部、

約800ド が調査対象で、C・ Dの トレンチによる約40∬ の試掘調査を行った。その結果、両 ト

レンチとも数Cmの表土下が地山となり、地山上にほとんど堆積土がみられない状態で、遺物、

遺構とも皆無であった。

以上、 3地点の調査の結果、第 1・ 第 3地点では遺物、遺構は検出されなかった。第 2地点

では、平安時代の製鉄遺構が北側の谷除で検出された。また、遺物はⅣ層中より平安時代、Ⅵ

層中よりは縄文時代 (後・晩期)の上器を中心に平箱 4箱程度出土した。

佐 藤 甲 二
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lll基 本 層 位

Ⅲ.基本層位 (第 2地点)(第 2図 )

現表土第 I層 から地山第Ⅶ層までの大別 7層 から成り、これらはさらに9層 に細分される。

第 I層 褐色 (10Y R%)シ ルト層。現表土層、本の根を多量に合む。厚さ30cm前後。

第Ⅱ層 暗褐色 (10Y R%)シ ルト層。地山ブロックを多量に合む場合がある。調査区全域に分

布。厚さ20cm前後。

第Ⅲ層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト層。地山ブロックを少量含む。B-5グ リッド北側では焼土
ブロックを含む。調査区全域に分布。厚さ20～ 30cm。

第Ⅳ層 3層 に細分される。調査区全域に分布。各層とも平安時代の遺物を含むが、 7ラ イン

以東、 2ラ イン以西ではほとんど含まなくなる。

Ⅳa層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト層。焼土粒、炭化粒を少量、風化凝灰岩粒を含む。厚さ10～
20cm。

Ⅳb層 黒色 (10Y R/)シ ルト層。焼土粒、炭化粒を多量、風化凝灰岩粒を含む。厚さ20cm前

後。

Ⅳc層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト層。風化凝灰岩粒を含む。焼土粒、炭化粒を多量に合み、A
・B-4・ 5グ リッドでは下部に焼土ブロックを集中的に含む場合がある。厚さ10cm

前後。

第V層 黄褐色 (10Y R%)シ ルト粘土層。地山ブロック、黒褐色土ブロックを多量に合む。C
-5グ リッド付近では灰白色火山灰を上部に部分的に合む。谷際では断片的、9ラ イ
ン以東では全く分布せず。C-5グ リッド周辺では堆積が厚く約30cmの堆積をみる。

第Ⅵ層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト質粘土層。地山ブロック、酸化鉄、マンガン粒を多量に含む

水の影響を強く受けた層。C-5グ リッドを中心とする谷部の中央部分にしか分布せ

ず。厚さ20～ 30cm。 縄文時代の遺物を含む。

第Ⅶ層 黄褐色 (10Y R%)米占土層。地山。 3ラ イン以西では 5～ 10cmの凝灰岩が混じる。 9ラ

イン以東では強い粘性を帯び、沼地状の土質となる。

以上、 I層 からⅥ層中には、かなりの地山ブロックが合まれる。これは谷を取 り囲む丘陵面

の地山崩壊土の混入と考えられる。特に第Ⅱ層、第V層 には混入が顕著で、一見、地山と見誤

る部分もあるほどであった。第VI層は、水の影響を受けた層で、第Ⅵ層の時代 (縄文時代 ?)

444(6)

に、この谷の中央部が湿地帯となっていた可能性も考えられる。 佐 藤 甲 二



標高
判

標高
判

標高
判

B-2～ 7グリッド北壁■層

本～C一 ξグリッド西壁上層

第 2図 基 本 層 位

※I・ I層削平後の上唇断面
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献山 C逮跡

Ⅳ .遺構 と遺構 内出土遺物

製鉄遺構 (第 3～ 10図、写真 4～ 10)

製鉄追構は追跡の北側ほぼ中央、A-3～ 7グ リッドの谷除に位置する。丘陵南斜面が谷に

移行する緩斜面に、東西に長い平場を作り出し、この内に各種の遺構を配している。平場の南

端は谷面と接するため明確ではない。しかし、南端を画すると思われる濤により、平場の規模

は、東西幅約20m、 南北最大幅約 5mである。平場は斜面上方で地山層を約0.8～ lm掘 り下げ

形成している。平場上にはIV層 の堆積が認められた (第 2図 A・ B-5グ リッド西壁セクショ
ン)。 平場中央にはゆるやかな傾斜を持たせた地山張り出し部があり、平場を東西に三分して

いる。東側の平場には製鉄炉 (製練炉)と 東平坦面、西側の平場には西平坦面、地山張り出し

部前方の平場には 3号土竣が位置する。

(製鉄炉〉 (第 4図、写真 5～ 7)

製鉄炉 (製練炉)は、製鉄遺構の中央で焼上のひろがりをもって検出された。南北に主軸を

持ち、底辺の開いたカキ穴形を呈する、上端規模 3× 2m、 深さ約 5 cmの浅い掘 り込み部 を作 り、

その北側底面に炉体を構築している。炉体下の底面はほぼ水平であるが、炉体より南になると

やや下 り傾斜の底面となり平場南端に至る。この付近では掘 り込み部の上端と下端のラインは

不明瞭となる。炉体は人為的な破壊、本の根による攪乱により原形は著 しく損われており、わ

ずかに炉壁下部の一部と炉底部を残存する状態であった。炉底部は炉体下に上端規模115× 8∝m、

深さ約25cmの ゆるやかな壁面をもつ楕円形の小掘 り込み (南東壁の上部がやや崩れている。)

を作り、下部約15cmの厚 さに砂 を敷きつめ、上部に粘土が張られている。砂は下層に糸田いもの、

上層にやや粗いものが使われている。炉底上部もかなり破壊を受けていたが、上面に強い火を

受け焼け固った平滑部が、径45～50cmの 不整円形の範囲で認められた。この周縁部で断片的で

あるが炉壁が確認された。最大残存高13cm。 内面は崩落していたが、厚さは最下部で38cm、 上

吉bで 20cmを測る。炉底上部、炉壁ともスサ入り粘土が使用されている。南東側炉壁内には大型

の角礫 (40× 18× 30cm、 Sl)が 入れられ、小掘 り込み底面には礫の為の堀 り方 (60× 20cmの

楕円形、深さ20cm)が設けられていた。また、南側炉底上面より平らな円礫 (20× 15× 5釦、 S

2)1個 と、その西側より径約15cm、 深さ約15cmの落ち込み状のビット (Pl)が検出された。

このほかに同規模なピットが掘 り込み部内底面で 3個 (P2～ P4)み られた。炉体内堆積土最下

層中には多量の焼土と小炉壁片が含まれていたが、鉄滓は検出されなかった。炉底上面、残存

炉壁内面には出土炉壁面にみられた鉄淳・ガラス質成分の付着は全く認められなかった。炉床

部が取 り出された可能性もある。炉掘 り込み部南側は底面が焼け、堆積土最下層中には多量の

焼土と炭化物が含まれていた。排滓口の可能性もあるが、鉄淳の出土はない。遺物は土師器の
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Ⅳ 遺構 と進構内出度遺物
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IV 遺構 と違構内出度進物

郭が 1点 (第 4図 Pl.第 9図 3)炉底上面より出土 した。

(東平坦面)(第 3・ 5図、写真 8,9)

製鉄炉の東側に接 して位置する。底面は東西約10m、 南北 2～ 5mの 不整方形で、やや南傾

する。西側に 1・ 2号土壊が並列 して検出された。南端は東西に走る 1号濤によって画されて

いる。底面には焼土が数ヶ所広がっていたが、強い焼け面は確められなかった。底面上からは

鉄滓・炉壁片 。炭化材を合め出土遺物は皆無であった。

1号土境 :製鉄炉の】ヒ約1.5mに位置する。上端・下端とも円形。上端径約100cm、下端径約90

cm、 深さ約15cm、 底面がほぼ平坦な浅い土羨である。堆積土は 5層 から成る。最下層は小炭化

材から成る炭化物層で、その上層には焼土層が乗る。炭化物層周辺の底面・壁面には焼面が認

められたが、炭化物層下の底面には明瞭な焼け面はみられない。須恵器片が 1点 3層 より出土。

Ｎ
，川
川
＼
止
―

5ヽ R%
10ヽ R%
攪帝L
10ヽ R%
10ヽ R%
ユOゞ R%
10ヽ R%
ユ0ヽ Rラ

`10ヽ R男
10 10 ・ゝR%
H 10ゞ R/

12 10YRχ
13 5ヽ Rχ
14 5了Rχ
15 SIR/
16 5ヽ R,イ

17 10YR%
18 10ヽ R,イ

「 肝 証 記

けI tthkJ色 シルト (焼■ ,

黄 禍 色シルト

賛 鴻 色 ンルト (北

"崩
練■ )

1青 lA色 シルト (焼上の混入有り)
‖ 間 色シルト (焼上を多く含む。地山脱 j・k上 を合む。)
!工 樹 色シルト (焼■ 決化物 を多く含む。地山 lll滅 上の農人なり。)
貯 栂 色シルト (径 2～ 3 cmの 礫 を少 Iと 含と。)
明黄t.tJ色 シルト (焼■ )ヽ

X IA色 シルト (焼 」: 炭化物を多く含む。)
樹 色 ンルト (焼■を多L尊こ含む。 Il・里をプロ ック状に命む。

「
|〈

焼 きしまった灰色の粘上を多 hヽに含む。)

報 fh色 シルト (焼土を含む。)
Hltttth色 シルト (焼上 炭化物 を少■介●。)
灰 色    (炉 墜 :問 く焼 きしま ,て いるが、ややもろいっ)
妖 色 粘 f(樋 めて1翻 く焼 きしまっている。)
1/R tt M 土 (引 く焼 きしまっている。)
14 色  砂  (やや期ユ粒。)
問 色  砂  (組 I粒 ,

引       隣0        1m
l111 1

隣

匠三コ 炉壁    医更目 強く焼 けた炉底部

鉄  炉

4501121

掘 り方平面図

第 4図 製



5.製鉄炉
炉底検出状況

6.製鉄炉
炉底部セクション

7.製鉄炉内
土器出土状況

鸞
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Ⅳ 造構 と進構内出度遺物

2号土墳 :1号土墳東約50cmに並列し位置する。上端・下端とも楕円形。上端約115× 100cm、

下端約55× 35cm、 深さ約25cm。 南西壁に弱い段を有するスリ外状の土墳である。堆積土は 3層

から成る。 1号土墳のような焼土層、炭化物層、焼け面は認められなかった。出土遺物はない。

1号溝 :平坦面南端に位置する。幅約25cm、 深さ約10cm。 断面ひらいた「∪」字状を呈する

小規模な濤である。南端部全域に走らず、ほぼ平坦面中央部で南方向に曲っている。この屈曲

点より南方向にかけて濤は浅くなり、加えて幅も広く乱れた形となり、ついには上端・下端ラ

インも不明瞭となる。また、平坦面東端以東でも濤は不明瞭となる。堆積土は炭化物、焼土粒

を合む単層より成る。出土遺物はない。

(西平坦面〉 (第 6図、写真10)

地山張 り出し部の西側の平場に位置する。底面は東西約 6m、 南北約 2mの 東辺のくずれた

方形を呈する。底面に4本の柱穴、北壁にカマ ドを持ち、西側には西側施設、北壁上段部には

北側テラスがある。南端は西平坦面を画する2号濤が東西に走る。底面はほぼ平坦を呈する。

底面、及び 2号濤に接 して14個の小ピットが検出された。しかしP5～ PSの 4ピ ットを除 く他は

10cm前後の浅い落ち込み状のものであった。R～ Psは上端規模が20～ 30cmと 若干不整いはある

が、いずれも深か力MOcmを越えるものである。配列も東西約3.2m、 南北1.4mの長方形を呈して

おり、西平坦面に伴 う柱穴と考える。尚、Pcの底面には粘土が敷かれていた。カマ ドは東西柱

穴のほぼ中央線上北壁に位置する。北壁をくり抜いて構築されており、幅60cm、 奥行70cmを測

る。角礫の支脚が奥壁近く東壁よりに直立した状態で検出された。支脚より焚き口にかけての平

坦な底面が燃焼部に当り、底面下約 5 cmま で強 く焼けていた。袖は素掘 りの両壁がその機能を

果しており、両壁とも焼けている。奥壁はきつく立ち上がり、その上面に煙 り出しが造られて

おり、煙道は検出されなかった。遺物はカマ ドの焚き口及び燃焼部を中心とする底面より土師

器、須恵器、赤焼土器、 (第 7・ 8図、第 9図 1・ 2、 第10図 1)が出土 している。カマ ド右

袖付近の床面には10cm大 のやや扁平な円礫が破損した状態で、100点近 くまとまって出土 した。

これらは全て焼けており、その内の幾つかは接合する。また、底面には多くの焼土が認められ

たが、カマ ド焚き口から2号濤にかけての底面上では著 しく、その周辺より炭化材が出土 して

いる。

西側施設 :西側には北壁力鴻千張 り出した西側施設がある。底面約2.4× 1,lmの南北に長い方

形を呈する。北壁 。西壁際の底面には、上端幅約 10cm、 深さ約 5 cm、 断面「V」 字状の周濤が

めぐる。底面より東西方向に整然と並べられた状態で多くの炭化材が出土 した。また、これに

混って土師器の邪が 1点 (第 10図 2)出土している。

北側テラス :カ マ ド西狽」から西側施設にかけての北壁上部に位置する。床面より約70cm高 い。

東西に細長い約 2∬ 足らずの平坦面である。底面より赤焼土器の邪が 1点 (第 10図 3)出土 した。

4521141
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散山 C進跡

10.西平担面
カマ ド内遺物

出土状況
(南より)

2号溝 :南端に位置する上端幅75～ 150cm、 深さ約15cm、 断面大きく開いた「∪」字状を呈す

る浅い濤である。東側は 3号土城につながる。西狽」は上端幅が徐々に狭まり、西側施設前方で

は、上端、下端ラインは不明瞭となる。堆積土は単層から成り、焼土粒、炭化粒を多く合む。

出土遺物は堆積土中より土師器片が少量出土したのみであった。

(3号土境)(第 2・ 3図 )

地山張 り出し部の前方の緩斜面上に位置する。底面を水平に作る為に、北側では約15cm、 南

側では若干の掘 り下げを行っている。従って南半分の下端ラインは不明瞭となっている。上端

3.2× 2mの不整形であるが、下端は約1.7× 2.1の方形になると想定される。堆積土は単層で若

干の焼土粒、炭化粒を含む。出土遺物はない。

(そ の他の遺構)(第 3図 )

土媛 :西平坦面東壁上に4号土壊、東平坦面東壁際に 5号土壊を検出した。調査の段階及び

略報で、攪乱として処理 したものである。しかし、その後の上層断面の検討及び製鉄遺構との

関連において、単なる攪乱として認定出来ない点もあり、本報告では一応、遺構として取 り扱

った。 4号土壊は上端約2.5× 1.5mの不整形、深さ約 lm、 断面スリ鉢状。堆積土は地山層と黒

色土の混合層である。 5号土壊は上端約1.6× lmの上端・下端とも楕円形、深さ約30cm、 断面

「∪」字状。堆積土は最上部に約 2 cmの 厚さの地山近似層があり、この下層は黒色土で占めら

れる。両土竣中よりの出土遺物はない。また堆積土中に焼土・炭化物の混入はほとんど認めら

れない。両土娠とも製鉄炉操業前、または操業中に人為的に埋め戻されている可能性もある。

従って、調査の不備で 4号土竣の方が西平坦面より新しいとしたが、その逆も十分成り立つ。
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Ⅳ 遺構 と進構内出度遺物

ピット:西平坦面周辺部を中心として大小のピットが検出されている。これらピットは西平

坦面内で認められた深さ10cm前後の浅い落ち込み状のものと同様なもので、配列等に規則制は

見出せない。全てが当遺構に伴 うものかどうかは判然としない。

(出土遺物)(第 7～ 10図 )

土師器 :製鉄炉・西平坦面底面より郭 3点、甕 6点 が図化された。その他、破片資料として

は、堺 7点 (口縁部 2、 体部 3、 底部 2)、 甕16点 (口縁部 1、 体部 14、 底部 1)がある。

界はいずれも製作に際 してロクロ使用のもので、内面にはヘラミガキ、黒色処理が施されて

いる。底部の切 り離し技法は、回転糸切 り無調整のもの (第 9図 3、 第10図 2)で、他の1点 は

底部欠損のため不明である。内面のヘラミガキは、日縁部・体部が口縁の水平、底部が放射状

である。第 9図 3は、口縁部付近に焼成後 3個の小孔が穿けられている。

甕は、第 7図 1以外は全て破片で、全体の器形は不明である。いずれも製作に際 してロクロ

使用されている。第 7図 1は、器高が口径よりも大きく、最大径の位置は体部にある。調整は

体部外面が縦・横位のヘラケズリ、内面がヘラナデされている。口縁部から体部のもの (第 7

図 2、 第 9図 1)、 体部から底部のもの (第 8図 1・ 2)があり、調整は体部外面がヘラケズリ、

内面がヘラナデされている。体部から底部のもの (第 9図 2)で、体部下端までロクロ調整さ

れ、底部の切 り離 し技法は回転糸切 りされているものもある。

土師器は、製作に際してロクロ使用のものが製鉄炉、西平坦面底面・カマ ド・西側施設より

出土 していることから、氏家和典氏の上師器の編年によると表杉ノ入式 (平安時代)に相当す

る。

赤焼土器 :図化されたのは、西平坦面北側テラスより出土 した郭 1点 (第 10図 3)だ けであ

る。その他、破片資料として、17xll点 (口縁部 2、 体部 9)が出土 している。いずれも製作に

際 してロクロ使用されている。 3は、底部の切 り離し技法が回転糸切 り無調整である。

須恵器 :1号土羨より不口縁部片 1点、西平坦面カマ ド底面より甕体部片 1点が出土 してい

る。

(そ の他)

西平坦面西側施設・カマ ド周辺底面より多量の炭化材が出土している。これらの内、西側施

設出土中の 3点は全て「クリ」という同定結果 (478頁 )が得られている。

佐藤甲二・篠原信彦・斎野裕彦
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察

猟Il,C逢 跡

0            5cm

llllll

単位 i cm

図 接 合 地 区 名 遺構 名 層 位

2 A―-4 西平■1面 庶 面

B-5(a)

1劇 出 土 地 点 種  類 口径 底 径
器  高
(残存高 )

最大径 外 面 調 整 内 面 調 整

ユ 西平坦面カマド1は面 土師器 19 8 ロクロ、体部ヘラケズリ ロクロ、ヘラナデ

2 西平士H面 カマド広面 土師器 4) ロクロ、体部ヘラケズリ ヘラナデ

第 7図 製鉄遺橋出土土器 (1)
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Ⅳ 遺構と遺構内出度遺物

0              5cm

LIIIII

図 接谷 地 区 名 遺構名 層位

1 A-4 蜘半オ!適 庶 面

B-5(c) Ⅳ b

図 出 土 地 点 種  類 口 径 底径
器  高
(残存高)

最大径 外 面 調 整 内 面 調 整

1 西平坦面カマド底面 土師器 (166) ヘラケズリ ヘラナデ

2 西平坦面カマド底面 土師器 (79) (140) ヘラケズリ ヘラナデ

第 8図 製鉄遺橋出土土器 (2)

458901



祇山 C迫跡

単位 i cm

ぐ
0           5cm

111111

接
合
表

接

表

察

図 接 合 地 匡 名 遺構 名 膚 位

ユ A-4 西半】l直 Tjk面

十 C-4 Ⅳ c

B-5 d V

C-5
C-5 b
C-5 Ⅳ

図 接 合 地 区 名 遺構 名 層 位

2 A-4 獅平坦 面 底 面

B-5(a) Ⅳ b

図 出 土 地 点 極  類 口 径 底 径
器  高
(残存高)

最大径 外 面 調 整 内 面 調 整

1 西平坦面方マド広面 土lll器 ロクロ、体部ヘラケズリ ロクロ

2 西平埋面カマド(底面 土師器 (74) ロクロ、底部回転糸切 り ロ クロ

3 製  鉄  炉 上白,器 60
ロ クロ、底部 回転 糸切 り、
日縁 部 3個の月ヽ 孔 ガキ、黒色処理

第 9図 製鉄遺構出土土器 (3)



Ⅳ 遺構 と造構内出度遺物

単位

接

合

表

　

表察観

図 接 合 地 区 名 澄構 名 層 位

3 A-3 西平坦面 底 面

十 西平 lll面 Ⅳ c

十 C-6(a) Ⅳ b

図 出 土 地 点 種  類 口径 底 径
器  高
(残存高)

最大径 外 面 調 整 内 面 調 整

1 西平坦面底面 土 師 器 ロ クロ ヘラミガキ、黒色処理

2 西平坦面西側施設広面 土 師 器 56 51 ロクロ、底部回転糸切 り ヘラミガキ、黒色処理

3 西平坦面】し側テラス底面 赤焼土器 47 42 ロクロ、底部回転糸切り ロクロ

第10図 製鉄遺構出土土器 (4)



機山 C進跡

VB出 土 遺 物

1.土  器

縄文土器 :基本層位 (表採も含む)よ り復元土器資料 1点、破片資料53点 (口縁部15点、体部

36点、底部 2点 )出土のほか、平安時代の遺構の堆積土中より破片資料 2点 (体部、底部各 1

点)が出土している。これら資料中、時期判別が可能なものは12点であった。後期初頭の 1点

を除けば他は全て晩期に属す(中葉 2点含む)。 層位別にはⅣ層中よりの出土量が多いが、平安

期の攪乱により、下層より混入したものと考えられる。

土師器 :基本層位 (表採も含む)よ り郭 3点、高台付郭 1点、甕 5点のほかに、破片資料とし

て、邪85点 (口縁部24、 体部44、 底部17)、甕190点 (口縁部13、 体部171、 底部 6)が出土してい

る。層位的にはⅣ層を中心としている。

lThは、多く出土しているが図化されたのは 3点だけである。いずれも製作に際してロクロ使

用され、内面にはヘラミガキ、黒色処理が施されている。ヘラミガキの方向は、口縁部・体部

が口縁部 と平行、底部が放射状である。底部の切り離し技法は、回転糸切り無調整のもの (第

13図 18。 10)、 図化されていないが、回転糸切りされ、体部下端に手持ちヘラケズリされるも

の、切り離しは不明で、体部下端・底部に手持ちヘラケズリされるものがある。

高台付郭は第14図 1だけである。製作に際してロクロ使用され、内面はヘラミガキされてい

る。底部の切り離しは回転糸切りされている。高台は付高台で、短く下方に付けられ、断面三

角形を呈している。

甕は 5点あるが破片のため全体は不明である。製作に際してロクロ使用され、口径が15cm未

満で小型のもの(第14図 4・ 5、 第15図 1・ 2)がある。第13図 7は底部片で、内面に横位の刷

毛目調整がされている。

赤焼土器 :基本層位 (I・ Ⅳ層)よ り、皿 1点 (第 14図 3)、 高台付郭 1点 (第 14図 2)があり、

その他、破片資料として、17h24点 (口縁部 10、 体部13、 底部 1)が出土している。いずれも製作

に際してロクロ使用されている。 2は底部の切 り離 し技法は回転糸切 され、高台は付高台

で、「八」の字状を呈している。 3は底部の切り離し技法は回転糸切り無調整である。

須恵器 :基本層位Ⅳ層より郭口縁部片 4点、甕体部片 3点、壺体部片 1点が出土している。

甕には、格子目ふうタタキロ文のもの(第15図 3)がある。壼は長頸重と考えられる体部片であ

る。 篠原信彦・佐藤甲二

2.土 製 品

羽口 :B-6グ リッドVb～ C層中より5点出土している。全て破片資料で外径、孔径の計波J

可能なもの 3例で、外径4.4～ 7.4cm、 孔径約2.5cmを測り、比較的小型の羽口である。孔径面には

461931



V 出 度 遺 物

斜位の擦痕が認められるものが 3例あり、棒状のものに粘土を巻 き付けて製作したものと考え

られる。形態的には小破片 。部分的資料の為、言及出来ないが、ラッパ状のものは検出されて

いない。尚、第15図 4は端部に鉄 1宰の付着が著 しく、炉内挿入部側のものと考えられる。

3.石 器・石 製 品 佐 藤 甲 二

石器 :基本層位 (表採を含む)、 遺構内より27点出土 した。内訳は打製石器23点、礫石器 4点

である。打製石器中剥片は 3点 を占めるに過 ぎない。

石製品 :Ⅳ b層 中より円盤状石製品が 1点出土 している。径約 5 cm、厚さ1.3cmの もので全面に

磨痕が認められる。 柳 沢 みどり

4.鉄 製 品

鉄滓 :320点 出土した。表採資料 1点 を除き他は全てⅣ層中より出土している。地区別では

東側平場南側 B-6グ リッドより多量の出土が認められた。これら鉄滓中 5点の分析結果 (479

頁参照)では、炉壁の可能性のある1点 を除き他は全て製練滓という結果が得られており、他の

資料も同様のものと考えられる。 佐 藤 甲 二

第 1表 縄文時代土器・石器・石製品出土数量表

出土 地 点

X 土 器
石

鏃

石

匙

ポ

イ

ン

ト

箆

状

石

器

ス
ク
レ
イ
パ
ー

Ｓ

　

・　

　

Ｆ

Ｍ

　

・　
　
Ｆ

主」

片

石

核

礫石器 石

製

品

実測土器

破 片 後期 晩  期

Ⅲ

Ⅵ

１

２
総 数 雌
部
体 部 底部 破 片 復 元 破 片

基

本

層

位

I 1 1

IV 9 2 1 6 1 1 1 1 l ] 3 1 ユ

(a) l 1) 1)

(11 (2) R r riⅢ ヽ
一
一
一

(1)
(c) (6) (1) 3)

V 9 6 3 3 1 ユ

Ⅵ 1 8 8 1 ] l 1 ユ

表 採 3 3 l 1 ユ 1 1

卜 計 1 15 2 l 1 4 ユ 1 2 3 6 1 3 l 3 ユ 1

遺 構 内 2 1 1 〕

合 計 1 3 1 l 10 4 1 1 2 3 7 ユ 3 1 3 1 ]

第 2表 平安時代土器出土数量表

出土 地 点

土 器 赤 焼 土 器 須 恵

測
器
実
上

破 片 測
器
実
上

破 片 破 片

総 数 日縁部 体 部 底 部 総 数 日縁部 体 部 底 部 総 数 日縁部 体 部 底 部

基

本

層

位

I 3 17 1 ユ 〕 1

IV 9 ユ 10 1 8 4 4

(1

(b) (1) (5

(151

(8) (3) (5) (4) (2, (2)
(c) (7) (101) (1) (6) 7) 1) (2) (2)
V 12 3 9

表 採 9 9

小 計 9 2 1 8 4 4

違 構 内 3 3 1 11 2 9 2 ユ 1

合 計 232 3 ] 5 5
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損山 C遺跡

接

人
口
表

図 接合 地 区 名 層位

1 C-5(a) Ⅵ d

+ C-5(a) V

図 地 区 名 層 位 器 種 部   位 口縁形態 内面施文・調整 時  代 備 考

1 C-5(a) Ⅵ 深 鉢 口縁部～底部 平  縁 磨   き 縄文晩期 体部外面黒i斑あり

法  量  (cm) 口径 (最大径)288 底径 80 器高 300
外面施文・調整 口縁部～体部 :横位LR縄文 体部下端 :磨 き 底部 :磨 き
器 形 口縁部やや内弯、体部は底部へむかってすぼむ

第11図 出 土 土 器 (1)



V出 度 遺 物

‖
鰈 2〃

彎

ΥⅢ寛響

響 足恥

ノ

３

鸞
呼

5呵

屯露箕
髯馨す
|

表察観

図 地 区 名 層 位 器種 1 部   位 1口縁形態 1内面施文・調整 時  代 備 考

1 B-8 Ⅳc 深鉢 1口縁部～体部 1 平 縁 1 磨   き 縄文晩期 体部外面黒斑あり

面施文・調整 横 位 R多条縄文十綾絡文→磨き(口縁部上端)

法量 (cm)・ 器形 口径 (最大径)(265)口縁部やや外傾

図 地 区 名 層位 器種 言b  位 日縁形態
施 一Ｘ 調 整

時   代 備  考
面 内   面

2 C-4(a) Ⅳb 深鉢 体  部 縄文→沈線文→磨き 磨 き 縄文後期初頭

3 C-3(a) Ⅵb 鉢 体 部 LR縄文→沈線文→磨き 磨 き 縄文晩期中葉

4 A-5 Ⅳ c 浅鉢 口縁部 突  起
日唇部 :沈線

日縁部 :沈線文十彫去、刻み→磨き

沈線十彫去

磨き
縄文晩期中葉

表 採 鉢
日縁部～

体部上半
平  縁 沈線文

口唇部 :沈線

磨き
縄 文 晩 期 外面磨減

B-3(d) Ⅳc 口縁部 平  縁
口唇部 :沈線

日縁部 :沈線文→磨き

線

き

沈

磨
縄 文 晩 期

第12図 出 土 土 器 (2)
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嶺山 C遺肋

)暮
義走>α府

舟4, 隷∫堪震
2韓

=≒

鐵
鶏

【
観 察 表

図 地 区 名 層 位 器種 部  位 口縁形態
施 文 調 整

時  代 備 考
面 内  面

] B-6(c) V 鉢
口縁 部 ～

体 部 上 半

起

目み

突

刻 体部 縄 文 縄文晩期 内外面磨減

2 B-5(c) Ⅵ 深 鉢
口縁部 ～

体部 上半

縁
目み

平
刻

文線沈
文
‥
縄
凱仰
‥

縁
部
口
体

線
き
沈
磨 縄文晩期

3 B-6(a) Ⅳ b 深鉢
田縁部 ～

体部 上半
小波状

文縄
き
Ｌ
摩
位横

部

‥

縁
部
口
体 磨 き 縄文晩期

4
A-4
(2号 濤 ) 堆積土 底  部 網代 縄  文 内外面磨滅

5 B-3(a) Ⅳ b
体部下半
～ 底 部

デナ‥
代
半
網
下
‥

部
部
体
底 房罫き 縄  文

C-9(a) Ⅳ c
体部 下半
～ 底 部

デナ半
磨
下

‥

部
部
体
底 縄  文 内面磨滅

底 径 14cm

察

区 践合 地 区 名 層 位

A-5 Ⅳ c

D-5(a) IW

8 B-6(d)
C-5(a) hrc

C-5(b) Ⅳb

区 接合 地 区 名 層位

9 B-5 d IV

5 I

C-5
C-6

B-5(d) Ⅳ c
B-5(d) Ⅳ

表』

図 地 区 名 層位 種  類 口径 底径
器  高
(残存高)

最大径 外 面 調 整 内 面 調 整

7 A-5(c) IVc 土師器 (1.3) ナ デ ハケメ

8 B-6(d) Ⅳ c 土師器 55 ロクロ、底部回転糸切 り ヘラミガキ、黒色処理

9 B-5(d) Ⅳ 土師器 (39) ロクロ ヘラミガキ、黒色処理

B-5(d) Ⅳ c 土師器 (24) ロクロ、底部回転糸切り ヘラミガキ、黒色処理

第13図 出 土 土 器 (3)
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V出 度 遺 物

観 察 表

接

合

表

接

表

単位 i cm

図 接合 地 区 名 層 位

1 A-4(c) Ⅳc

C-6(

2 A-4(c Ⅳ c

+ A-4(a) Ⅳc

図 接合 地 区 名 遺構名 層位

5 B-5(c) Ⅳb

C-5(a) Ⅳ b

A-4 西平坦面 底 面

図 接合 地 区 名 遺構名 層位

4 B-6 Ⅳ c Ⅳc

+ C-5 d) Na
C-5 b) Ⅳc

A-4 a) 西平坦面 底 面
C-5 )

C-6 ) Ⅳb

C-6 d)
C-5

図 地 区 名 層位 種  類 口径 底 径 器高 (残存高) 最大 径 外 面 調 整 内 面 調 整

1 A-4(c) Ⅳc 土 師 器
高台径
66 (39)

付豊碁
底`部回転糸切 り、 ヘラミガキ

2 A-4(c) Ⅳc 赤焼土器
高台 径

74 (19)
付高台

底部回転糸切 り、 ロクロ

D-5(a) I 赤焼土器 1 6
付高台
底部回転糸切り、 ロ ク ロ

B-6(c) Ⅳ c 土 師 器 14の (3.2) ロクロ ロクロ

5 B-5(c) Ⅳb 土 師 器 (126 (93) ロ クロ

第14図 出 土 土 器(4)
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讚山 C追跡

観 察 表

図 地 区 名 層位 種  類 口 径 底 径 器高 (残存高) 最大径 外 面 調 整 内 面 調 整

l B-6(d) Ⅳ砲 土師器 ロクロ ロクロ、ナデ

C-5(a) Ⅳ c 土師器 (30) ロクロ ロクロ、ナデ

B-5 Ⅳ 須恵器 格子目ふうタタキロ文 スリケシ

圃
鉄津付着部分

観 察 表
図 地 区 名 層位 外径 (cm) 孔径 (cm)

特 徴
備 浩 登録番号タト       面 内    面

B-6 Ⅳ b 鉄 津 付 着 斜 位 の 擦 痕 破片 (炉壁側 ) Ⅱ97Col

5 B-6(b) Ⅳ c
最大 60
最 /1ヽ 40 ナデ・ヘラナデ 斜 位 の 捺 痕 破片 (炉壁側 ?) Ⅱ81Col

第15図  出土土器 (5)・ 羽口 (1)

467,91



V 出 度 遺 物

観 察 表

図 地 区 名 層位 外径 (cm) 孔径 (cm)
特 徴

備 考 登録番号
タト      E写 内   面

1 B-6 Ⅳb ナデ・ヘラナデ 斜位の擦痕 破片 (送風側 ) Ⅱ85Co2

2 B-6(d) Ⅳ c 2.6? ナ デ 破 片 Ⅱ85Col

観 察 表 単位 i mm.9

図 地 区 名 層位 長 さ 幅 厚 さ 重 量 礫 の形態 使 用 痕 。 他 分類 石    材 登録番号

3 A-5(d) Ⅳa (1132)
先端部 が焼 けて黒変

a・ b両面 に磨痕 (a)
短軸方向の側 面 に弱
い敲打痕 (b-1)

Ⅲ 安 山 岩

第16図 出土羽口 (2)・ 石器 (1)
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欲山 C遺跡

S

観

図 地 区 名 層 位 長 さ 幅 厚 さ 重 量 礫の形態 使 用 痕 ・ 他 分 類 石  材 登録番号

1 C-5(a) Ⅳ d F 全面に磨痕 (a) Ⅲ 安 山 岩

第17図 出 土 石 器 (2)
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V 出 度 遺 物

I I I I I

単位 :mm.9観 察 表
図 地 区 名 層位 1長 さ 1幅 1厚 さ 重 量 礫の形態 使 用 痕 ・ 他 分 類 石  材 登録番号
l B-6(d) 680 E a・ b両面に磨痕 (a) Ⅲ 安 山 岩

図 地   区 層 位 1 名   称 長 さ 幅 サ早さ 備 考 石  材 登録 番 号

2 B-3(a) Ⅳb  l「スクレイパー 50 珪質頁岩

第18図 出 土 石 器 (3)
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表察観 単位 :mm

図 地 区 察 層 位 名  称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分 類 石  材 登録番号

1 表  採 ポイント 僻94) H3 73 基部破損 Ⅱじ③ 珪質頁岩

C-6 Va 石 鏃 (35,0) 175 先端部破損 Ⅶω⑩ 珪質頁岩

3 C-6(a) Ⅳ 石 匙 65 4 31 3 105 二重パティナ 珪質頁岩

4 D-3(b) Ⅵa 箆状石器 (576) (309) 166 刃部
～伸Jネ景H卜 1こ かけ不規

itl lこれ笠キ〔, Ⅲ 珪質頁岩

表 採 砲状石器 54 8 40 5 93 I 珪質頁岩

第19図 出 土 石 器 (4)
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V 出 度 遺 物

単位 :mm 9

石 製 品

観 察 表

滓

図 地 区 名 層 位 長 さ 幅 厚 さ 重 量 使 用 痕 。 他 石   材 登録番号

l D-3(a) Ⅵ b 53.0 13 2 全面に磨痕 (a)が ぁる。 浮石質砂岩

第20図 出土石製品・鉄滓
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嶺山 C遺跡

1.遺構配置

製鉄遺構は西平坦面、製鉄炉、東平坦面等から成る。これらは丘陵南斜面谷際に造り出され

た、東西に長い平場内に配されている。平場は中央地山張 り出し部により東西に三分され、東

側の平場に製鉄炉 。東平坦面、西側の平場に西平坦面が整然と配列されている。このような平

場の三分、それに伴 う遺構の配置は、東西に分けられた平場の機能上の差異を反映 しているも

のと考える。

東側の平場には製鉄の中心となる製鉄炉が築かれている。その東には隣接 した東平坦面があ

る。この平坦面は製鉄に関わる大部分の作業、中でも炉操業中・操業後を中心とする作業を行

なっていた作業場的な公算が高い。平坦面西奥に同規模な土竣が 2基並列し検出されたが、片

方は明らかな燃焼施設で、この場における作業工程の内で、人の使用を伴ったことを物語る。

従って、東側の平場は実際に鉄を作る場、その後の鉄の処理を行う場としての機能 を有してい

たと考える。西側の平場の西平坦面は、方形に並ぶ 4本の柱穴の存在より上屋 を伴っている。

西狽1施設底面には炭化材が整然と出土 し、外周に排水用と思われる同濤が巡 ることより、ここが

製鉄用燃料材置場となっていたと考える。上屋は燃料を雨露より防ぐために必要であったに違

いない。おそらくは、原鉱も同様にこの平坦面内に置かれたものと察する。耳ヒ壁に検出された

カマ ド付近からは多量の規格性 を持つ焼け石が出土 しており、このカマ ドが単なる芸交用のた

めのものではなく何らかの製鉄に関わる機能を有していたとも受けとれる。西平坦面は、作業

員の休息の場でもあったろうが、それ以上に、資材置場茉準備作業場的な機能に重点が置かれ

ていたと考える。

2.製鉄炉

炉の構造 上部は破壊 を受けて、出土炉壁片からもこれを復元出来るような資料は得られな

かった。下部構造のみが調査で得られた唯―の資料である。

(炉体構築順序)谷側に開く浅い掘 り込み部を作る。その中央北寄 りに炉底用のさらに深い小

掘 り込みを入れる。小掘 り込み底面南東隅に大型角礫用の掘 り方が設けられる。角礫が据えら

れると、小掘り込み内に防湿用の 2種類の砂力H頃に入れられ、最後に粘土 (ス サ入 り)が張ら

れ炉底が作られる。炉底粘土縁辺部に炉壁用粘土 (ス サ入り)がめぐらされる。

(炉壁下部)南東壁内には炉底下に掘 り方を持つ大型角礫が埋め込まれている。また、南西側

炉底上面よリピットと円礫が検出されており、南西壁も南東壁と同様な構造であったと考える。

この南側炉壁下部に、20cm弱 の間隔を置いた礫の使用は、単なる炉壁の強化というよりも、こ

の部位に何らかの用途 を持たせていたという方がより適切かと考える。

めとまⅥ
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Ⅵ ま と め

(送風施設〉谷部より鉄滓を付着したものを含む羽口細片が5点出土した。このことより、炉

体送風孔に取り付けられていたとも考えられるが、その場合の羽口装着位置、送風方法が人口・

自然かは不明である。

炉の形態 炉体の下部形態は、残存炉底・炉壁より推 し測ると、内径50cm、 外径90cm前 後の

円形状 を呈 しており、上部形態もこの延長上に続 くものと考える。従って炉形全体 としては円

筒状が想定される。

3.原鉱

出土鉄滓の分析により本炉に使用された原鉱は砂鉄という結果が得られた (479頁 か照)。  し
かし、遺構内外より砂鉄の出土はみられなかった。砂鉄の産出地に関しては、遺跡の西北西約

600m、高田地区付近の岩ノ川流域が最も有力視される。この地点には砂鉄の鉱床が確認されて
註 1)

いる。また、地元の古老の話によれば第二次大戦中に鉄原料としてこれが採取 され、仙台方面

に積み出されたという。現在は現場付近が崩落 し、詳細な地点の確認、砂鉄の採集 も不可能な

状態であった。従って砂鉄分析による原鉱産出地の割 り出しは出来なかったが、おそらくはこ

の岩ノ川流域の砂鉄が嶺山C遺跡で使用されたのではないかと考える。

4.燃料

西平坦面西側付属施設より出土 した炭化材は分析 を行っていないため、本炭か薪かの区別を

明確に下せないが、薪のみが自然炭化で残存 したとは考え難く、この炭化材が本炭であった可

能性は高い。樹種はクリと同定された。樹種が異なりそうな 3点の同定結果であり、出土炭化

材全ての樹種がクリであると言えないまでも、その大部分はクリであったと断定出来よう。製

鉄燃料用木炭でのクリの使用は新潟県真木山遺跡 (平安時代)でみられる。江戸時代のタタラ

製鉄関係資料「鉄山秘書とにも製練用本炭原本には松・栗・槙がよいとされ、特に松、栗は鍛

冶用木炭原木に最適であるという記載がある。近世のタタラ製鉄において、燃料用材の確保が

可能な地域が、タタラ立地の主要因の一つであったことより、当時、茂庭丘陵地帯には製鉄用

燃料材が豊富であり、とりわけその内でも、クリが多く自生していたと言えよう。出土炭化材

は遺存状態が不良であった為、炭化材の明確な大きさを示す資料が得られなかったが、長さ50

cm前後、幅 5～ 10cmの ものが大半であった。これら炭化材は炉に投入するのには大 きすぎる値

であり、投入前に細断されたものと考える。

5.所属年代

出土炭化材のC14年代測定では1200± 60年 B.P。 (5730年半減期 .506頁 参照)と い う値が得ら

れた。 しかし、lo世紀前後の降下とも言われる灰自色火山灰層が遺構内に堆積 していなかった

点、出土土師器が平安時代の内でも古い段階ではないという点より、所属年代を一応、平安時

代後半に位置づけたい。
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嶺山 C追跡

6.沼原A遺跡との関連性

嶺山C遺跡の東約150mに位置する沼原A遺跡からは平安時代の住居跡1軒が検出されている。

この住居跡は製鉄遺構同様に灰白色火山灰降下後に構築されており、出土土師器も類似性が強

く、床面出土炭化材のCi瀬↓定結果もほぼ同じ年代を示している (506頁参照)。 住居跡の性格と

しては、鍛冶淳の出土、床面施設、隣接 して検出された燃焼施設らしき土羨 (12号土壊)の存

在より、鍛冶工房とも考えられる。これらの点より、嶺山C遺跡の製鉄遺構と沼原A追跡の住

居跡は同時存在し、一方で製鉄、片方で鍛冶が行なわれていたことも十分考えられる。

フ.茂庭地区の鉄滓散布地

造成予定地外の茂庭地区で、現在、鉄滓の散布地としては、西館裏 (仮称)遺跡、高田カナ

クソ遺跡の 2追跡がある。両遺跡とも岩ノ川流域の丘陵斜面に立地 し、それぞれ西館跡の南東

斜面下、大館跡の内部に位置するという興味深い共通点が認められる。両遺跡とも所属時代決

定資料に乏しく、館跡との関連より中世以後の時代が想定されている。両遺肋表採の鉄滓の分

析結果は製練滓 (479頁参照)であった。地元の人の話によれば以前には茂庭丘陵内岩ノ川流域

には、もっと多くの鉄滓散布地があったと言う。また嶺山C遺跡では平安時代の面までの堆積

土力司享く、表採時に全く鉄滓が採取されなかった経緯力あ り、造成予定地内未調査区にもこの種の

追構が存在したことも予測される。

8.結語

東日本に於ける古代製鉄遺構の調査は、1969年 の群 1焉県菅ノ沢遺跡の調査 を契機として年々

増加の一途 をたどっている。しかし、その多くは北 。東関東を中心としており、東北地方では

嶺山C遺跡を加えてもわずか 5例 にすぎない。嶺山C遺跡は、製鉄炉跡を中心として作業場、

資材置場兼準備作業場とも考えうる東西平坦面等から成る製鉄遺構であったが、当遺構に伴 う

炭窯は確認されなかった。製鉄炉は、いわゆるシャフト炉と呼ばれるものに相当するかと考え

るが、関東地方でよく認められる炉体を斜面部に組み込む構築法はとられておらず、浅い掘 り

込み中に単独に直立する構築法がなされている。この追跡で炉体の他に特徴的であったのは、

遺構内に全く鉄滓が残 されていなかった上に、遺構下の谷面出土の鉄滓数 (第 3表、第21図 )

も少なかったことである。これは操業回数、操業後の鉄滓の持ち出し等が関係するものと思わ

れるが、これだけの規模の製鉄遺構が 1回の操業のみでその機能を終えてしまうとは考え難い。

しかしながら、操業回数を堆 し測る資料は調査結果からは得られなかった。

岩ノ川流域での砂鉄の産出、茂庭丘陵内より得られる豊富な製鉄用燃料材より、この地域は

製鉄に良好な自然条件下に置かれており、これに製鉄労働力の集約・技術者の導入が出来る支

配力・資本力が加われば、この地域が鉄生産地と成り得ることは容易であったろう。その開始

は現在得られている資料では平安時代後半頃であり、それは中世頃まで続いたと考える。
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2.新潟大学農学部本材工学教室「真木山製鉄追跡出土木炭の分析結果について」『真木山製鉄遺跡』新潟県豊浦町教育
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飯島武次・穴沢義功「太田市音ノ沢製鉄遺構の補足調査と化学的検討」『考古学雑誌』第56巻第 3号 1971
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群馬県 菅ノ沢遺跡 前掲
埼玉県 大山追跡 高橋一夫他『大山一埼玉県立がんセンター埋蔵文化財発掘調査報告―』 Γ埼玉県遣跡発掘調査
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茨城県 尾崎前山追跡 東京工業大学製鉄史研究会『古代日本の鉄と社会』 平凡社 1982
千葉県 花前遺跡 鈴木定明「柏市花前製鉄遺跡の調査」『千葉県文化財センター研究糸己要 7』 (財)千葉県文化

財センター 1982

7 青森県 大平野Ⅲ号遣跡・大館森山追跡 岩木山刊行会「大平野田号遺跡」・「大館森山製鉄炉遺構」・「大館森山
。大平野両製鉄址について」『岩木山』 1968

宮城県 深谷追跡 和島誠―「製鉄技術の展開」『日本の考古学』Ⅵ 河出書房 1967
福島県 山居遺跡 工藤雅樹「山居製鉄遺跡」『国見町史』第 2巻 国見町 1973

第 3表 鉄滓出土地点及び数量表

出 土 地 点 数  量

基
本
層
位

Ⅳ

2

b

表 採 ]

合  計

EЮ峠雌■25-4味

li150～ 99点 1111～ 24点

洪 b d 合  計

A-5 2 2 4

A-6 ユ 8

B-5 1

B-6 6

B-7 6

C-3 3 3

C-6
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分 析・ 同 定 結 果

沼原A・ 嶺山C。 梨野A各遺跡出土炭化材樹種同定結果

仙台市嶺山C遺跡出土鉄滓の分析調査

沼原C追跡出上の骨片

梨野A遺跡包含層の花粉分析

梨野▲・沼原A・ 嶺山C各違跡のc i4年代測定結果

梨野A遺跡試料リン分析結果



沼原A・ 繊山C・ 梨野A各遺跡出土炭イヒ材樹種同定結果

沼原A・ 嶺山C・ 梨野A各遺跡出土炭化材樹種同定結果

奈良国立文化財研究所 光 谷 拓 実

沼原A遺跡、嶺山C遺跡、梨野A遺跡から出土した炭化材は以下のように同定された。

第 1表 炭化材樹種同定表
違 跡 名 資 料 名 出 土 遺 構 層 位 種 類 備  考
沼 原 A 炭 化 材 1号 住 居 跡 床 面 ク リ

沼 原 A 炭 化 材 1号 住 居 跡 床 面 ブ ナ 属
沼 原 A 炭 化 材 1号 住 居 跡 床 面 ク リ・ ブナ属

沼 原 A 炭 化 材 12号 土 残 底 面 上 部 ク リ

嶺 山 C 炭 化 材 西平坦面西側施設 底 面 ク ,, Cl

嶺 山 C 炭 化 材 西平坦面西側施設 床 面 ク リ C2

嶺 山 C 炭 化 材 西平坦面西側施設 床 面 ク リ C3

梨 野 A 炭 化 材 7号 土 壊 堆 積 土 中 ク



分析 同定結果

仙台市嶺山 C遺跡出土鉄滓の分析調査

宮城県古川工業高校教諭 培島 田 勝 彦

I  はじめに

宮城県内において、鉄滓の分布がかなり広範に及ぶことは知られているがキ
)鉄
淳の形成年代

や種類は殆んど明らかにされていない。また、発掘調査された製鉄炉跡は、自石市深谷の製鉄

群と松島町山下遺跡の 1基、それにこの嶺山C遺肋の一基だけである。

嶺山C追跡の製鉄炉跡は、標高130m前後の東西に細長い谷の北狽」緩斜面上に造り出された細

長い平場で、多量の焼土とともに検出された。炉の形態は、上部構造が炉壁をわずか残すだけ

で破損しているため不明だが、炉底は径50cm前後の円形か楕円形を呈するものと推定される。

また、西側 8mの地点でカマ ド跡が検出されたことに注目しているがここでは触れない。遺構
の年代は、炉上部から出土 した土師器の邪の編年から、平安時代と推定されている。

鉄滓は、原鉱から製鉄を経て鍛造、鋳造して鉄器を製作する過程で発生し、工程毎に製錬滓・

鍛冶滓・鋳物滓に分けられるが、製鉄炉内及び周辺から出土したものはいずれも製錬滓と考え

られる。この中の 5点に、周辺の遺跡から出土、採集したもの 4点 を加えて調査を依頼された

回 C

溶融複合

酸 化 物

回

Ｓｉ０
２

Ａ‐
２
。
３
ｅｔＣ

FeO
2FeOoSi02

(酸化 )

還元期滓

I

分離期滓
!

造滓期滓

Fe]04,FeO,2FeO・ SiOぞ
,

Ti02,Al夕 03,FeO・ Ti02etC

第 1図 製鉄・鉄器製作過程と鉄滓の発生
□ c



仙台市嶺山 C追跡出土鉄津の分析調査

ので、その結果を以下に報告する。

Ⅱ 調査方法

提供された鉄滓に、各々つぎの調査を行った(第 1表 )。

⑥肉眼観察

⑤光学顕微鏡観察

鉄滓は2分割して一方を検鏡試料とし、残りを分析用試料とした。検鏡試料は、グラインダ

で上下底面を平らにして♯320～ ♯2000のエメリーペーパーで研磨した後、酸化クロムを研磨

剤としてバフ仕上をした。 9試料とも、研磨のまま検鏡して構成鉱物の同定を行った。

③粉末X線回折法

鉄滓を構成している元素、酸化物がどんな形をしているかを知るため、粉末X線回折法を用

いた。試料を粉末にし、鉄 (Fe)を ターゲットとしたX線回折計 (X― ray diffract meter)

にかけて回折X線図を記録、ASTMカ ードと照合して物質の同定をした。

①化学組成

鉄 (Fc)・ 硫黄 (S)は湿式化学分析、二酸化チタン (Ti02)° 二酸化碓素 (Si02)° 酸化ア

ルミニウム (A1203)の 酸化物は蛍光X線分析で求め、他は原子吸光法で検出した。

皿 調査結果

第1表 に示した試料の順に従って述べる。顕微鏡組織は図版 1～ 4に、X線回折による物質

の同定は第 2表に、そして化学組成は第 3表に示す。

1.MCS-1 (写 真 1)

嶺山C遺跡A-5(d)グ リッドⅣc層出土の鉄滓で、表皮は全体的にくすんだ赤灰色を呈し、

飴状の平滑面をもつ。破面は黒褐色を呈し、小さな気孔が多い。製錬流出滓と思われる。全長

第 1表 供試鉄滓と調査項目

試 料 種   類
調 査 項 目

備  考
金属顕微鏡 X線 回折 化 学 分 析

庭
跡
滓

茂
追
鉄

市

Ｃ

台
山
土

仙
嶺
出

MCS-1 製 錬 淳 ○ O ○ 平 安 時 代

MCS-2 O ○ O

MCS-3 O O O

MCS-4 O ○ ○

MCS-5 ○ ○ 表 採

跡遺
―
裏
称
館
仮
西
ぐ
同 SN― 〕 ○ ○ O 表 採

SN-2 O O ○ 表 採

同高田カナクソ追跡 ST-1 O O ○ 表 採

同沼原 A遺 跡 NA-1 鍛 冶 津 O ○ O 1号住居跡床面(平安時代)



分析・同定結果

が約6.5cmあ り、比重は2.9と 比較的重い。

(鉱物組成〉成長 した自色多角形状のマグネタイト (Magnetite:Fe304)と 淡灰色の長柱状

結晶のフェアライト (Fayalite:2FeO・ Si02)か ら成り、間隙にガラス質 (Glass i Si02、

Al?03、 CaO、 MgO)および、ウスタイト (wustite I FcO)、 フェアライ ト、ガラス質等の微

結晶で構成された共晶部が認められる。大きく成長した雪花状のマグネタイ トが観察された部

分 (b)を さらに拡大すると自色の小さな晶出型マグネタイトが認められた (bつ 。

X線回折法では、マグネタイト (Fe304)と フエアライト (2FeO o Si02)の 鉱物組成が同定

され、当然のことながら、顕微鏡組織を裏付けている。

(化学佃成〉全鉄分 (TotalFe)が39.0%、 造津成分 (Si02+A1203+CaO+MgO)が28.49%、

二酸化チタン (Ti02)11・ 99%で、古代製鉄の製錬津として中程度の操業レベルだと思われる。

2.MCS-2 (写 真 1)

嶺山C遺跡B-6(d)グ リッドⅣ c層出土の鉄滓で、表皮はくすんだ灰色を呈 し、一部に舘
状平滑面が見られる。全体的に大 きさの異なる気孔がある。破面は暗褐色 を呈 し、無数の小 さ

な気孔がある。MCS-1に 似ており、流出製錬滓であろう。全長 5 cm。 比重2.8。

(鉱物組成〉検鏡では、MCS-1と 同じく2種のマグネタイト (Fe304)が認められた。1つ
はスラグ溶液中で、溶解析出機構によって、粒成長した白色多角形状、および雪花状のマグネ

タイトであり、もう1つ は、樹枝状品の細かい晶出型マグネタイ トである。鉱物組成は、この

マグネタイトと、大きく成長 した短柱状 (b、 c)の フェアライト (2FeO o Si02)か ら成る。

第 2表 供試鉄滓のX線回折 (東北金属工業KK分析室)
試 料 Fa IVu Ma GO M・ Fe Di

嶺山C遺跡

MCS-1 1

MCS-2 ]

MCS-3 1

MCS-4 2 l 3

西館裏遺跡
(仮称)

SN-1 2 ユ

SN-2 2 1

高田カナクソ遺働 ST-1 3 2 1

沼原 A遺跡 NA-1 8 ユ 2

Fa: Fayahte 2FeOoSi02

Wu:Wustite FeO
Ma:Magnetite Fe904

G。 : Goethite Fe203・ H20

M・ Fe:金属鉄
Di   : DiOpside CaO・ MgO・ 2Si02

11    1 11menite FeO・ Ti02

1～ 4:推定判定順位
(多 )(少 )



仙台市嶺山 C追跡出土鉄津の分析調査

地は黒灰色のガラス質である。

X線回折法による鉱物組成は、マグネタイト (Fes04)と フエアライ ト (2 FeO・ Si02)が

同定されている。

(化学組成〉全鉄分が39。 25%、 造滓成分が27.83%、 Ti0211・ 59%で、MCS-1に 類似した化

学組成を示し、同種の砂鉄を使用した製錬時に形成されたものと考えられる。

MCS-3 (写 真 2)

嶺山C遺跡A-5(d)グ リッドⅣ c層 出上の鉄滓で、表皮はにぶい灰色 を呈 し、きめの細か

い円滑部分に多数の気孔が見られる。裏面に溶けた炉壁粘土の付着が見 られる。破面は明るい

灰色を呈し、気孔力光日かく分布 している。全長が 7 cmあ り。比重は1.4と 非常に軽い。

(鉱物組成〉ガラス質が大部分で、一部にマグネタイト(Fe304)の樹枝晶が認められる程度

で鉄分はほとんど残存していない。やきものの顕微鏡組織に類似している。

X線回折法では、透輝石 (Diopside i CaO・ MgO・ 2 Si02)が同定 されているが、それ以

外の鉱物組成は同定されなかった。

(化学組成)Ti02カ泊・42%と 、砂鉄製錬洋と思えないほど少ないが、全鉄分も6.01%と 少なく、

ほとんどが炉壁材の成分と見てよいだろう。

4.MCS-4 (写 真 2)

嶺山C遺跡B-5(b)グ リッドIV b層 出土の鉄滓で、赤褐色の表皮はやや粗雑で気孔が見ら

れる。破面は黒掲色を呈し、大きさの異なる気孔が多い。全長が8.5cmで、比重は3,2と 重い。

(鉱物組成)検鏡では、多角形状に大きく成長した灰白色のマグネタイト (Fe304)と 灰`色で

第 3表 鉄滓の化学分析結果

試 料

全鉄

TOtal

Fe

化

素

酸
　
　
ｉＯＳ

一
一
准

酸化 アル

ミニウム

A1203

酸化 カル

シ ウ ム
CaO

酸化 マ グ

不 シゥム

MgO

マ
　
ン

化

ガ

Ｍｎ。

酸

ン

嶺 山 C遺 跡

MCS-1 39,00 18.22

MCS-2 39.25 17.69 1.37

MCS-3 20_73 20.36 1.21 0_30

MCS-4 43 35 14.39

MCS-5 35.79 21.41

西館 裏追 跡
(仮称)

SN-1 19 25 34 49 9 75 4.13 0_75

SN-2 20 98 26.29

高田カナクソ違跡 ST-1 33.25 19 53 7.45 2 22

沼原 A遺 跡 NA-1 49 60 15 07 0.58 0,36

※ 造津成分は (Si02+A1203+CaOttMgO)で ある。
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長柱状のフェアライト (2 FcO o Si02が占めているのがわかる。その間隙にガラス質が見られ

るが、この鉄滓の特徴は自く輝 く金属鉄 (Metal Fc)が認められることである(a)。 還元鉄が

うまく分離 しないで残ったものか。

X線回折法による鉱物組成は、マグネタイ ト (Fe,04)と フエアライト (2 FeO o Si02)、 そ

れに金属鉄等で構成されている。

(化学組成)MCSl～ 3と 異なり、全鉄分が43.35%と 高く、造滓部分 (Si02+A1203+CaO+
MgO)は 22,75%と 低い。その比は0.525と 供試製錬滓中最少で、顕微鏡による鉱物組成を加え

て鑑定すると、この鉄滓は製錬初めの還元期淳であると考えられる。Ti02は 、12.34%で あった。

5.MCS-5 (写 真 2)

嶺山C遺肋で表採された鉄滓で、黒褐色の表皮は全体的に気孔を有し、飴状のものと粗慈な

ものの中間的な外観をもつ。破面は黒褐色を呈し、無数の小さな気孔が見られる。比重2.6。

(鉱物組成〉半還元砂鉄粒子と白色多角形のマグネタイト (Fe304)、 それに、フェアライト

(2 FeO・ Si02)、 ガラス質から構成されている。MCSl～ 4と 比べて、フェアライトの結晶
が小さく比較的急冷されてできた製錬滓と思われる。

(化学組成〉造滓成分が33.03%と 全鉄分の0,923倍 あり、炉壁付着滓のMCS-3を 除けば最も

高い。Ti02は 11.21%あ った。

6.SN-1 (写 真 3)

茂庭西館の南西谷部分で表採された鉄滓で、形式年代は不明である。表皮は黒褐色を呈し、

全面に大きさの異なる気孔があり、一部に飴状円滑部が見られる。破面も黒褐色を呈し、細か

(東北金属工業KK分析室)
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Total Fe

11 99 0,0193 0,0205 0.006 28.49 0.730 0 305

11.59 0.0183 0.0463 0 006 27.83 0,709 0.295

0 0022 0 1690 0.005 44.3] 0 070

12.34 0.0211 0.0890 0 005 22.75 0.525 0.285

11.21 0.0096 0.0822 0,75 0.005 33 03 0.923 0,313

1071 0.07 0 0053 0 2801 0 64 0.005 52.41 2.72 0.556

11.86 0 15 0.0050 0.1754 0.86 0.005 41.53 0.565

15.93 0 09 0 0201 0 0442 0,71 0,015 30.51 0.918 0.479

0,08 0 0017 0,7803 0.015 20。 11 0.405 0.0016
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い気孔が無数にある。全長が約7.Ocmあ り、比重は2.2と 比較的軽い。

(鉱物組成〉検鏡ではその箇所によって幾分様相がちがうが、主組織は自色の微小板状結晶プ

シュド・ブルーカイト (Pseude― brOokite i Fe203・ Ti02)で ある。(a)では、それが棒状に

通なっており地はガラス質、フェアライト (2 FeO o Si02)等 の共晶である。ωでは、棒状の

プシュド・ブルーカイトの他に、晶出型マグネタイト (Fe304)が認められた。(C)で は、ガラ

ス質を地にして、板状プシュド・ブルーカイ トが成長しているのがわかる。

X線回折では、イルミナイト (IImenite i FeO・ Ti02)が最も強く検出され、ついでフェア

ライト (2 FeO o Si02)が 同定された。

(化学組成〉全鉄分が19.25%と 少ない。それに対して造滓部分は52.41%と 極めて高日で全鉄

分の2.72倍 にも達している。鉄J又率が良好だったことを示している。Ti02は、鉱物組成からも

っと多いと予想したが、10。 71%と MCSと大差なかった。

7.SN-2 (写 真 3)

SN-1と 同じ谷で表採された鉄滓で、形成年代はやはり不明である。にぶい灰色 を呈す表皮

の全面に細かい気孔が見られるがSN-1ほ どではない。一見、自然風化 した礫状の外観を有し

ている。破面はSN-1と 同じ。全長5.5cmで比重は2.5。

(鉱物組成〉白色の板状結晶のプシュド・ブルーカイト (Fe203・ Ti02)が成長 しているのが

あらゆる箇所で観察された。フェアライ ト (2 FeO・ Si02)は余り見られず、地はガラス質であ

る。このガラス質の中から糸状にプシュド・ブルーカイトが晶出するのがわかる。

X線回折の結果は、SN-1と 同じく、イルミナイト (FeO・ Ti02)が強 く同定 され、つい

でフェアライトが同定された。

(化学組成〉造滓成分力沌1.53%と 高日で、全鉄分 (20.98%)の 1.98倍もあり、やはり鉄収率

の良好な操業時の製錬滓であると思われる。SN-1と 同じく酸化カブレシウム (CaO)が高く、

嶺山C遺跡出土製錬滓の 2倍以上あるのも特徴の 1つだ。Ti02は 11・ 86%で あった。

8.ST-1 (写 真 3)

高田カナクソ遺跡で表採された全長 4 cmの小さな鉄滓である。表皮はくすんだ赤灰色を呈し、

飴状の平滑面をもつ。破面は黒褐色を呈し、大きさの異なる気孔がある。製錬流出淳と思われ

る。比重は2.8あ る。

(鉱物組成〉棒状に伸びた白色微小板状結晶のプシュド・ブルーカイト (Fc,03・ Ti02)が主

体で、一部 に自色多角形状のマグネタイト (Fe304)が見られる。地はガラス質で、小さな

金属鉄が認められた。

X線回折法による鉱物組成は、イルミナイト (FeO・ Ti02)を はじめとして、マグネタイト

(Fe304)、 フエアライト (2 FcO o Si02)等 で構成されているのが確認された。
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(化学組成〉造滓成分は30.51%で 余り多いとはいえないが、全鉄分 (33.25%)の O.92倍 にあ

たる。Ti02は 供試鉄滓中最高の15.93%あ り、プシュド・ブルーカイト (Fe203 ・Ti02)の存

在を裏付けている。古代の製鉄とすれば、中程度の操業レベルであったと思われる。

9.NA-1 (写 真 4)

嶺山C遺跡より東方150mの位置にある沼原A遺跡で検出された 1号住居肋の床面から出土

した鉄滓である。赤褐色の表皮はやや粗慈で、焼けただれたようなブツブツが見られる。椀形

鍛冶滓に似た形態をもっている。破面は黒褐色で光沢がある。全長約1lcmぁ り、比重は4.1と

重い。

(鉱物組成〉フェアライト(2 FcO・ Si02)を地にして、白色粒状のウスタイト(Wustite:FcO)

が全体に分布 しており、典型的な鍛冶津の組織を示 している。また、大きな円形のゲーサイ ト

(Goethtei Fe203・ H20)が観察 (a、 c)さ れた。これは金属鉄が赤さびしたものである。

X線回折では、ウスタイト (FcO)、 フェアライト(2FeO o Si02)ゲ ~サイト(Fe203・ H20)

が同定され、NA-1が これらで構成されていることがわかった。

(化学組成〉全鉄分が49.6%と 高日である。造滓部分は20.11%と やや高いが、Ti02が 0・ 08%

と極めて低い。これらの成分値は鍛冶滓としての性格をよくあらわしている。鉄収率の良い、質

の高い還元鉄を素材にして鍛造したことを示唆している。

Ⅳ 考  察

1.鉄滓の形成温度

嶺山C遺跡出土鉄津MCSの形成温度 (凝固温度)を求めて、製錬温度を推定してみる。

化学組成および鉱物組成を見ると、MCS-3を 除いてほぼ同じ鉄滓とみていいので、分析値
は 4つの平均値をとった。すると、T・ Fe i 39.35(FeO i37.44、 Fe203:14.37)許

5も

i。 ,:17.93、

A1203:6.15、 CaO:1,29、 MgO:2.67、 Ti02:11,78%等 となり、鉄滓はFeO― Fe203~Si02

-A1203~Ti025元 系と考えられる。この中で、A1203は 比較的低濃度であり、凝固温度に与え

る影響は少ないと考えて除外する。またX線回折の結果 (第 2表 )、 チタン化合物が認められな

かったので、考察の対象からはずした。このように仮定すると、この鉄滓はFeO一 Fe203~

Si023元系滓に単純化して扱うことができる。

そこで、FcO、 Fe203、 Si02各成分の濃度を計算し直すと、順に53,7%、 20.6%、 25.7%と

なる。これを第2図のFeO一Fe203~Si02系状態図にプロットすると※にあたり、凝固点として
註 6)

約1260℃ が得られる。そして、初晶の一次がマグネタイトになることがわかる。これは、実際

の顕微鏡写真 (図版 1・ 2)と よくあう。この結果、製錬温度は1300°C前後と推定できる。

2.原料砂鉄と鉄収率

ここでは、はじめ、製錬滓と原料砂鉄、鉄収率の関係を考え、ついで、嶺山C遺跡の製鉄炉
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第 2図  FeO― Fe203~Si02 3元系状態図

で用いた砂鉄の種類とその鉄収率を推定してみたい。

砂鉄製錬においては、還元鉄を分離させることと同時に、チタン (Ti)を いかに製錬洋中に

濃縮させて除去するかが課題となる。Tiの多い砂鉄の場合は尚更である。考察を単純化するた

めに、砂鉄中のTiがすべて製錬滓に濃縮されて除かれたと仮定する。つまり、砂鉄中のTi/Fe

が製錬津中のTi/Feに 濃縮されたとする。このとき、鉄J又率ηはつぎの式で表わすことができ
註 7)     ____― ―――――――――る。
  lη =I一ξ: ただし G:砂鉄のTiだe S:製練滓のTi/Fe
第 2図はこれの計算図表である。

例えば、大山遺跡の場合、
)Gが
平均0.091で、鉄滓No l～ 10の平均S力地.162な ので、鉄収率

ηは43.7%に なる。この他いくつかの遺跡のものをプロットしたのが図中の点である。砂鉄中
註 9)

のTi/Fcが 0,008と極めて少ない福岡県八熊遺跡を除けば、古代の製鉄技術における鉄収率は

30～ 50%と みなすことができる。

さて、嶺山C遺跡の場合は、鉄津の流動性も良好なことから、η-35～45%と 考えることが

できよう。砂鉄中のTi/Feは第3図で、0,09～ 0,11を示し、砂鉄中の全鉄分を55%と みれば、

2 FeO・ SiO

MACNETIT
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第 3図 製練滓のT7Fe一砂鉄のTアFe―鉄収率の計算図表   註9.11)

あこ め  註 10)
砂鉄に合まれるTi02は 8.2～ 10.2%と なる。赤目砂鉄である。とすると、嶺山C追跡の製鉄炉で

では、砂鉄 ltか ら190～ 250k9の鉄を生産できたものと推定される。

同様に、高田カナクソ遺跡ST、 西館裏 (仮称)遺跡SNの場合は、鉄収率を広くとって30～ 50

%と すると砂鉄中のTi/Fcが0.144～ 0.20、 0.168～ 0.236と なる。これはTi02を 13.2～ 18.4%

および15.4%～ 21.6%も含む赤目砂鉄を用いたことになる。また、嶺山C遺跡SCMと 同じ砂鉄

を原料としたと仮定 (いずれも、戦時中採集したと古老がいう岩ノ川の砂鉄の可能性がある)す

ると、SN、 STは 、鉄J又率がそれぞれ62～ 73%、 66～ 77%と 操業レベルの高い製鉄炉が発生し

た製錬滓ということになる。これほど高い鉄収率とは考えられないが、化学組成と鉱物組成を

見る限りは、どちらも嶺山C遺跡よりも鉄収率は良好だったと推定できる。

3.宮城県下出土滓の製錬滓と鍛冶滓の区分

鉄滓の区分は、原則として遺構とのかかわりで決定すべきであるが、化学組成に鉱物組成を

加味すれば、大体きめられる。化学組成ではTi02量が決め手の一つで、埼玉県下出土滓の調査

をした大澤氏は、 4～15%の とき製錬津で、 3%以下の時鍛冶津とみた。

Л
＝
―
田
―
。」＼Ｆ
Ｇ
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今回、沼原A追跡の住居跡床面から出土した鉄滓NA-1は Ti02が0.08%と 非常に少なく明
らかに鍛冶滓であることがわかるが、瀬峰町かんげつ遺跡のG・ Aは6.84%も あり、豊里町沼

崎山遺跡のN-1l Aが 5.40%、 N-25Bが 5.58%で あった。これでは、化学組成からは区分が
つきかねる。しかし、後者の場合は鍛冶炉から出上したのである。そこで、筆者は第 3図をつ

くり、過去のデータをプロットしてみた。その結果、Ⅲの区域を境にして、 I・ Ⅱ区に鍛治滓

が、Ⅳ区以降に製錬滓が入ることがわかったf)宮城県下の集落跡から出土した鍛冶滓は、鍛冶

素材の一部に付着していた製錬滓をも合んでいるものと解される。

※

MCS-3

離 15)

第 4図 宮城県下出土滓の製錬津・鍛冶滓の区分

NA―ュ  :沼 原 A遺跡
GN-1  :が んげつ遺跡
G・ A,G・ C:がんげつ遺跡
N・ A,N・ B:沼崎山遺跡
TK-1  :多 賀城
MCS   :嶺 山C追跡

講  :§与零甘ぞ按
選詠
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V ま と め

1.嶺山C遺跡出土鉄滓は、Ti0210%前後含む赤日系砂鉄を原鉱とした製錬滓であり、検出

された遺構が製鉄炉であることを裏づけた。

2.鉄滓の鉱物組成と化学組成から、鉄1宰の形成温度が約1250℃ と推定され、炉温が1300℃

を越える部分もあったと思われる。

3.鉄滓の鉱物組成および流動性が比較的良いことから、平安時代の製鉄技術としては中程

度の操業レベルで、鉄の収率は40%前後であったと推定される。

4.宮城県下の鉄淳の区分が、 (造滓成分/T・ Fe)― (Ti02/T・ Fc)本目関図をつかうことに

よって、ある程度明らかにできた。

5,沼原A遺跡出上の鍛冶滓はTi02分が非常に小さく、質の良い還元鉄を素材に鍛造したこ

とをうかがわせる。

6.西館裏 (仮称)遺跡および高田遺跡の鉄滓は、時代不明だが、Ti02の高い赤日系砂鉄を原

鉱とした製錬滓である。

謝辞 本稿作成に当り、成分分析やX線回折を行って下さいました東】ヒ金属工業佛のご厚意と

同社課長遠藤貞氏はじめスタッフの方々、および試料作成にご協力いただいた古川工業高校の

有志生徒に感謝の意を表します。
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ので赤目砂鉄ともいう。Ti02量 7%以上。

11)窪田蔵郎「開畝製鉄炉跡の構造と鉄津等の理科学的分析」『開畝製鉄追跡』坂城町教育委員会1978,日 本鉄銅脇会

:特別報告書h9「たたら製鉄の復原とその,母について」1971の中から任意に5点選び平均値をとってプロットした。そ
の他は謝 9)文献。

12)大澤正己前掲書議 8)Tablell、 でTi02量 だけでなく造津成分等もあげて区分している。

13)端田勝彦「鉄滓について」『がんげつ遺跡』瀬峰教育委員会。1977

14)鶏田勝彦「宮城県豊星町沼崎山遺跡鍛治遺構と出土鉄滓」『沼崎山遺跡』豊塁町教育委員会1980

15)図中、G・ A、 G・ Bは凱 10、 N・ A、 N・ Bは誼 lゆ文献である。TK-1は 窪田蔵郎「多賀城鍛治工房遺構と出
土鉄津」 F多賀城調査研究所年根1976』 1977。 GN-1は 『がんげつ遺跡第 2次調査報告書』瀬峰町教育委員会1980。
KF― Noは鴇田勝彦「鉄津について」「鬼ノ神山貝塚・野山遺跡』七ヶ浜町教育委員会1982予定。MY一 Noは鵠田勝彦「山

下遺跡C区出土鉄津の分析調査」『山下遺跡』1982予定。

16)大山遺跡謝 8)を プロットすると、埼玉県下の鍛冶津はすべてェの区域に入り、製錬津はN02を除いて、Ⅲ以降の区

域に入る。Ⅱ域が空自で、はっきり区分できる。
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嶺山C遺跡MCS-1

嶺山C追跡MCS-2

MCS-2(b)

写真 1 鉄淳の鉱物顕微鏡組織 I
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MCS-1(b′ ) ×1200

MCS-2(c)

×300

MCS-1(a)

MCS-1(b)

MCS-2(a)
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嶺山C追 ,い MCS-3

嶺山C遺跡 MCS-4

嶺山C遺跡 MCS-5(a)

写真 2 鉄津の鉱物顕微鏡組織Ⅱ

MCS-4(a)

×300



分析 同定結果

西館裏遺跡 (仮称)SN-1

SN-1(b)

西館裏道跡 (仮称)SN-2

高田カナクソ遺跡 ST-1

SN-1(c)

写真 3 鉄滓の鉱物顕微鏡組織Ⅲ ×300
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沼原A遺跡 NA-1

NA-1(b)

写真 4 鉄滓の鉱物顕微鏡組織Ⅳ ×300

NA-1(a)
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梨野 A遺跡包含層の花粉分析

斎藤報恩会自然史博物館 竹 内 貞 子

1.分析方法および結果

当時の植生を復元するために、追跡包含層の花粉分析を行った。K-13グ リッドの東壁面か

ら16個の試料を採取し花粉分析を行うとともに、パラレルチェックの意味でP-9グリッドの

北壁面から採取した10個の試料についても花粉分析を行った。試料の採取層準は第1図 に示し

てある。

分析方法はフッ化水素酸法と苛性カリーアセトリシス法を伴用したが、粘土質であるため、

苛性カリ溶液処理およびフッ化水素酸処理は100Mビーカーでぉこなった。検鏡にあたっては、

樹木花粉が最大200個 になるまで数えたが、全体として花粉の合有量は少なかった。

花粉分析の結果は第 1表に示すとおりである。また、主要な花粉の出現率および、樹木花粉・

草本花粉・シダ類胞子のそれぞれの割合については第 1図の花粉ダイアグラムに示した。第 1

図の花粉ダイアグラムは総出現花粉・胞子を基数とする百分率で示 してある。試料番号K-13

-E-1～ 5およびP-9-N-1～ 3の 8試料については、樹木花粉が200個 になるまで数え
た。K-13-E-6～ 9およびP-9-N-4の 5試料については草本花粉あるいは羊歯類胞
子に比べて樹木花粉の絶対量が少ないため、樹木花粉・草本花粉・胞子のそれぞれの比率を

求めるにとどめた。K-13-E-10～ 16およびP-9-N-5・ 6・ 9の 10試料は絶対花粉量

が,F常に少なかった。また、P-9-N-7,8・ 10の 3試料からは花粉が検出されなかっ

た。

このようにK-13グ リッドの東壁面、P-9グ リッドの】ヒ壁面ともに地表から下位になるに
つれて合有絶対花粉量が少なくなる。遺物包含層との関係でみると、縄文時代の遺物包合層の

うち、縄文早期の遺物 を出土するⅣ c層 は下位のV層 とともに花粉・胞子は非常に少なく、

マツ属、スギ属、コナラ属、イネ科、キク科の花粉や羊歯類の月包子がごくわずか産出しただけ

であった。主として縄文中期から後期にかけての遺物を包合し、上面に晩期の追物も包合する

Ⅳb層は下位層に比べると絶対花粉量は増加しているが、樹木花粉および草本花粉の割合はご

くわずかで、羊歯類の胞子の割合が王倒的に多く、花粉および胞子全体のほぼ80%を しめてい

る。草本花粉では下位同様イネ科とキク科を主としているが、樹木花粉ではマツ属、スギ属、

ヨナラ属のほかにブナ属、ハンノキ属、ハンバミ属、クマシデ属、カエデ属の花粉が検出され

た。更に上位の縄文晩期の遺物を主とする遺物包合層のⅣ a層 になると、イネ科やキク科を

主とした草本類の花粉の割合が増加し、40数 %か ら50数 %を しめている。逆に羊歯類の胞子の

割合が減少し30数 %と なる。樹木花粉は相変らずわずかではあるが、下位のIV b層 に比べて更
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に多くの樹種の花粉が検出された。最上位の I層はIb層、 Ia層 ともに樹木花粉の割合が増

加し、40%ほ どとなる。樹木花粉の絶対量がふえるとともに種類も多くなっている。スギ属と

マツ属が高い出現率を示しているが、K-13グ リッドの東壁面のIb層下部で、クリ属が10%

以上の高率で出現している。コナラ属、クリ属をはじめモミ属、ブナ属、ハンノキ属、クマシ

デ属、ケヤキ属、ガマズミ属などもわずかではあるが安定して出現している。草本類の花粉は

30数 %であるが、イネ科、キク科をはじめとしてアカザ科やナデシコ科、キンポウゲ科、セリ

科などの花粉もかなり検出された。羊歯類の胞子は下位に比べて若干減少している。

2.考  察

以上の結果をもとに、この付近の地形的特徴と南西方の高田湿原での花粉分析の結果とから

遺跡をとりまく自然環境について若千の考察を試みる。

梨野A遺跡の位置する仙台市茂庭地域には第二糸己中新統が発達している。特に梨野A遺跡周

辺一帯は、綱木層を堆積させた海が退いた後、陸上での激しい火山活動にみまわれた地域で、

岩片を含む軽石質凝灰岩が堆積した(湯元層)。 大山活動中止後は、陸上で侵食作用をうけてき

た。鮮新世になると、竜ノロ層を堆積させた海や、大年寺層を堆積させた海がすぐ近くまで入

りこんできたが、この付近は海中に没することなく、相変らず丘陵地を形成し風化・侵食をう

けていた。その後、第四紀に入って、幾たびかの寒暖のくり返しの中で、名取川の侵食だけで

なく支流によっても谷が刻まれた。丘陵頂面は比較的面がよくそろい、現在標高200～ 250mの

侵食小起伏面をなしている。

縄文時代早期以後の遺物が多数出土し(仙台市教育委員会 ,1981)、 また縄文時代中期の住居

跡も発見された梨野A遺跡は、名取川の支流、大堤川によって開析された丘陵の中腹にあり、

標高180～190mである。開析の進んだ尾根が緩傾斜で北側に張り出し平坦面をつくっている部

分に位置している。

梨野A遺跡より南西へ1.5km弱 のところに高田湿原がある。この高田湿原と梨野A追跡との間

には南北に走る断層が存在し、高田湿原地域は断層による地すべり地帯となっているのである

が、この高田湿原堆積物のボーリングコアの花粉分析の結果が、
ユC年代とともに報告されて

いる (宮城ほか,1979,安田,1981)。

これらによれば、縄文早期から前期にかけて、高田湿原付近はコナラ属を主としクマシデ属、

ハシバミ属、クルミ属、ブナ属などの落葉広葉樹林におTO・われていた。梨野A遺跡の花粉分析

の結果からは、絶対花粉量が少なく周囲の森林の植生を知ることはむずかしいが、高田湿原で

の分析結果から復元される植生とほとんど同じ植生に支配されていたと考えられる。すなわち、

梨野A遺跡のある平坦地の耳ヒ側は、大堤川の谷をへだててコナラを主とし、クマシデ、ハンバ

ミ、クルミ、ブナなどの落葉広葉樹のしげる丘陵が続いており、南側の背域にも同じような落
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葉広葉樹の林が広がっていたであろう。縄文早期から前期にかけての時期は気候的には増温期

にあたり、特に縄文時代前期は縄文海進の極相期で、後氷期で最も温暖な時期であった。東北

地方の太平洋岸の山地帯から丘陵地帯にかけては、全体としてコナラ属を主とする温帯性落葉

広葉樹にマツやスギをまじえる植生におおわれていたことが知られており、梨野A遺跡周辺も

例外ではなかった。しかし、梨野A遺跡の花粉分析の結果からみて、この遺frBIののる平坦地に

は上記のような樹木はほとんど生えていず、イネ科や∃モギをはじめとするキク科草本、羊歯

類などがまばらに生えているメ犬態で、風通しがよく水はけのよい、比較的乾燥した場所であっ

たと推定される。背後のコナラを主とした林も、この付近では疎林をなしていたであろう。

縄文時代中期になると、高田湿原での花粉組成ではコナラ属がやや減少し、かわってケヤキ

属・エレ属が増加しはじめる。そして後期になるとクリ属が高い出現率を示しているのが特徴

である。縄文時代晩期以後、丘陵地でのコナラ属は更に減少し、ブナやマツ、スギなどが増加

してくる。縄文時代中期から晩期にかけて、梨野A遺跡での樹木花粉の出現率は依然として少

ない。遺跡周辺の丘陵地ではコナラ属を主とした温帯性落葉広葉樹の林がひろがっていたが、

遺跡付近に近ずくにつれて樹木はまばらになっていたであろう。そして追跡ののる平坦地は羊

歯類やイネ科、キク科の優勢な草地から、そこにコナラやクリ、マツやスギなどの喬本がまば

らに生える疎林にかわっていったと推定される。高田湿原で縄文時代後期の堆積物からクリ属

の花粉が高率で出現しているが、梨野A遺跡からはそれほどは検出されなかった。しかし縄文

晩期の遺物とともにクリの炭化した種子と材が出現しているので、当時この付近の林にもクリ

の本がまじっていたことは確かであろう。遺跡の場所から花粉が検出されないのは、樹木花粉

そのものが全体として少ないこととともに、クリ属は花粉の生産量が低いことによるものであ

ろう。ただここで非常に興味があるのは、高田湿原ではクリ属の花粉が全然出現していない地

表近くの部分で、クリ属がかなりの出現率を示していることである。クリ属の花粉の生産量が

少ないことと、樹木花粉が残 りにくいというこの場所の立地條件の中で、上述のように地表近

くでクリ属の花粉の割合が増加していることは、この付近でのクリの本の増加は、どちらかと

いうと縄文時代より後の時期により急激であったと考えられる。

遺跡付近の地表近くの土壌は最近では耕作土になっているが、地元の人達によれば開墾前は

雑木林であったという。文化庁発行の植生図 (1969)に よっても、この付近は北側の部分がコ

ナラークリ林、南側の部分がマツとスギを主とする常緑針葉樹植林となっている。前述の地表

近くの I層の花粉分析の結果にもこれは反映されている。下草にはイネ科を主としアカザ科や

ナデシヨ科、キンポウゲ科、セリ科などが繁茂していたようすがうかがえる。

以上のようにみてくると、とばしいデータからの推測ではあるが、遺跡周辺の丘陵地の植生

は大まかにみて、縄文時代早期から前期にかけてのコナラを主とした温帯性落葉広葉樹林か
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ら、中期から後期以後のクリの本の増加、そして歴史時代に入ってからこれらに更にマツやス

ギの植林が加わるといった経過をたどってきているといえるであろう。このようななかで遺跡

ののる面は、まばらに草が生えていた状態から、イネ科、キク科や羊歯類の優勢な草地へ、そ

してコナラやクリなどの疎林をへて、コナラークリ林へと変化してきたと推測される。

以  上

文化庁、1969:天然記念物緊急調査、植生図・主要動植物地図,4宮城県.30P

宮城豊彦・日比野紘一郎・川村智子 ,1979:仙台周辺の丘陵斜面の削ま」過程と完新世の環境変化 .第四紀研究 ,18,143～ 154P

仙台市教育委員会,1981:仙 台市開発関係遣跡調査報告Ⅱ.仙台市文化財調査報告書第31集、40P

安田喜憲,1981:六 反田遺跡の泥上の花粉分析 仙台市文化財調査報告書第34集 ,241～ 250P
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第 1図 梨野遺跡包含層の主要花粉ダイ
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沼原 C遺跡出上の骨片

沼原 C遺跡出上の骨片

東北大学大学院院生 高 橋   理

沼原C追跡の 1号土壊出土の骨片は、ヒトとニホンザルのものであることが確認された。これら

の骨は焼かれており、糸田片化 し、かつ熱によって相当にゆがんでおり、原形のカーブを保持 し

得ている例はほとんどなかった。細片化 している骨は可能な限り、復元したが、それによって

判別できた大きな骨は多くはなかった。

番 号 同 定 位 計測値 (眺 )

③ 膝 蓋 骨   左 ヒト
(Patena)

276X31.6

末 節 骨 ヒト
(Phalanx distans)

全 長   17.8
底部関節面 8.lX5.5

基 節 骨
(Phalanx proximahs)

ニホンザル
残存部長  32.2
頭部関飾面  ×6.0

基 節 骨
(Phalanx proximahs)

ニホンザル
残存部長  236
頭部関節面  ×6.2

基 飾 骨
(Phalanx proxinans)

ニホンザル
残存部長  20.1
頭部関節面 69× 4.5

末 節 骨 ヒト
(Phalanx distahs)

全 長   17.1
底部関節面 8.6× 52

中 節 骨
(Phalanx media)

ニホンザル
残存部長  4.4
頭部関節面  ×6.6

① 大 臼 歯 (破片)
(Morar)

ヒ ト
残存部歯冠高 6.9

⑥ 末 節 骨 ヒト
(Phalanx distalis)

全 長
底部関節面

17.3

7.5× 4.ユ

② 第 2大臼歯 (下顎 ?)
(Molar)

ヒ ト
残存部歯冠高 76

末 節 骨 ヒト
(Phalanx distans)

残存部長  100

末 節 骨 ヒト
lPhalanx distalis)

全 長
底部関節面

17.4

8.3× 54

基 節 骨 ヒト
(Phalanx proximans)

残存部長  12.2
頭部関節面 8.9× 4.8

臼   歯 (破片) とト
(Molar)

下顎骨右関節突起及び下顎骨頭の一部

(Processus condylaris,Caput mandibulac)
ニホンザル

④ 大腿 骨 頭 ヒト
(Caput femoris)

残存部  345× 35.4

⑥ 基 節 骨 ヒト
(Phalanx proximahs)

残存部長  37.2
頭部関節面 8,9× 5.2

③ 骨
，Ｔ

歴
ぐ

ヒ ト

⑦ 上 腕 骨 ヒト
(Humerus)

第 1表 骨片同定表
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梨野A・ 沼原A・ 嶺山C各追跡のCI`年代測定結果

梨野 A・ 沼原 A・ 嶺山 C各遺跡のC14年代測定結果

社団法人 日本アイソトープ協会
パ リノ・サーヴェイ株式会社

第 1表 C i4年代測定結果一覧表

内 容 遺 跡 記 号 旨物 Nr 遺構名 層 位 時  代
CH
COdc
CH
5730年半減期

CH
5568年半減期

炭化物 梨野A C-180
2号

住 居

炉 堆

積 土

縄文中期

後  葉
(大木 9)

N-4430 3410=L100 yb.p. 3320=L95yb.p.

炭化材 梨野A C-180
7号

土 嫉
堆積土
縄文晩期

後  葉
N-4431 2560=L80yb.p. 2480=L75yb.p.

炭化物 梨野A C-180
2号埋

設土器

埋 土

縄文後期

初  頭
N-4432 3920=L85yb.p. 3810=L80yb.p.

炭化材 沼原A C-247
1号

住 居
床 面 平  安 N-4433 1280=L85yb,p. 1250=L80yb.p.

炭化材 嶺山C C-249
1012

(7)

西平坦面

西側施設
底  面 平  安 N-4434 1200■ 60yb.p. 1160=L60yb.p.



分析・同定結果

梨野 A遺跡試料 リン分析結果

パ リノ・サーヴェイ株式会社

1.試  料

試料は、梨野遺跡の遺構を主とし採取したものである。試料表参照

2.分析方法

○試料を100℃ で定量になるまで乾燥し粉砕する。

01.00m9を 測りとり、10Mの HC104を加え加熱分解する。

○遠心分離により分解液ど不溶物に分ける。

○不溶物に水を加え遠心分離し洗浄液と分ける。

○洗浄液と分解液を100,00Mに し、この内15.00Mを10%の フェロシアン化カリ3だでかくは

んする。

Oさ らに2.5Mの MnS04(10%)を 加えFeを沈澱させる。

○アンモニア水をpH6.8～ 6.9に なるまで加える。

0 2 NH2S04を 1,75配加えpHを 3.01こする。

O水を加え遠心分離し験液を得る。

Oモ リブデン酸法で濃度をよみとる。

3.分析結果

分析結果は分析資料リストに従い作成した。

04号 ビット

No lは 、小型鉢形土器内よりの試料で、他の堆積土試料よりP205の濃度は低い。しかしNo 3、

N04の底面、壁面、No 5の周辺の検出面の上試料よりは濃度は高く、何らかの要因が考えられ

る。

O基本層

No 6～ 9の基本層位の試料は、濃度の差が激しく上から下にその数値は減少している。No 6

～ 9に おいてリン酸の濃度が減じることは、現在までその地点がどのように使用されてきたか

によるものと思われる。

07号土城

土器内試料は P2、 Pl、 P3の各土器内から配13、 14、 15の 3点である。濃度は、P2が高くP

l、 P3は 1.00m9/9を 下まわる。しかし4号 ピットの配1よ りは高い数値を示している。しかも配 10

を除けば、底面直上の堆積土、底面の土よりは高く4号 ピットより土壌墓の可能性は強いと考

えられる。



梨野 A遺跡試料 リン分析結果

02号埋設土器

N016は、0.826m9/9と 基本層位のⅣ a～ V層よりも高い値を示している。他の遺構と比較す

るとほぼ同じ程度の値である。

第 1表  リン分析試料表
試料No 遺跡名 (記号) 地区名 遺 構 名 サンプリング箇所 分析値P205m9/9

1 梨野A C-180) K-7 4号ピット 上 器  内 0 604

梨野 A C-180) K-7 4号 ピット 堆  積  土 0 669

3 梨野 A C-180) K-7 4号 ピット 底 面 0 548

4 梨野 A C-180) K-7 4号 ピ ッ ト 壁 面 0418

5 梨野 A C-180) K-7 4号ピット周辺の検出面 0 436

梨野 A C-180) K-7 基本層 Ia層 1 77

7 梨野A C-180) K-7 基本層Ⅲ層 0 938

梨野A C-180) K-7 基本層Ⅳ b層 0 799

梨野A C-180) K-7 基本層V層 0 585

梨野 A C-1801 K-13 7号 土 羨 堆積土 上 部 1 00

11 梨野A C-180) K-13 7号 土 族 底面直上の堆積土 0 780

梨野A C-180) K-13 7号 土 茨 底 面 の 上 0 678

梨野A C-180) K-13 7号 土 渡 P2土 器 内

梨野A C-180) K-13 7号 土 壌 Pl土 器 内 0 854

15 梨野A C-180) K-13 7号 土 残 P3土 器 内 0 966

梨野 A C-180) K-12 2号埋設土器 土器内 (底部付近) 0 826

17 梨野A C-180) K-13 基本層 Ia層 3 54

梨野A C-180) K-13 基本層 Ib層

梨野 A C-180) K-13 基本層Ⅳa層 0 650

梨野A C-180) K-13 基本層Ⅳb層 0 696

梨野A C-180) K-13 基本層Ⅳ c層 0 539

梨野 A C-180) K-13 基本層V層 0 585



周 辺 遺 跡 の 表 採 資 料

―
門野山囲遺跡・嶺岸遺時



ユ 門野山囲遺跡

門野山囲遺跡および嶺岸遺跡の表採資料

1.門野山囲遺跡 (C-182) 所在地 :仙台市茂庭字門野山囲

門野山囲遺跡は岩ノ川が茂庭丘陵地より生出低地へ移行する右岸に位置し、丘陵東側末端部、

の緩斜面上に立地する。標高75～85m。 岩ノ川との比高は約 5mである。現在は畑地として利

用されている。

掲載資料は地主、板山喜蔵氏が農作業中に発見し、保管していたものである。

(出土遺物〉土器と石器が出土している。土器は縄文時代後期中葉および、晩期中葉に属する。

晩期中葉の資料中には、ほぼ完形な深鉢形土器 (第 1図 14)1点が含まれる。石器の資料中で

は完形の石刀 (第 1図15)1点が出土している。

1.門野山囲遺跡
遠景

(婁劉1奢雇影)

2.嶺岸遺跡遠景
(東方から撮影 )
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2 嶺岸遺跡

嶺 岸 遺 跡 (1～ 36)
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門野山囲遺跡・僚岸追跡

(貿罰出四梶跡)

門野山口追跡、嶺岸遺跡

門野山囲遺跡土器観察表
図 器  形 部  位 口縁形状 口(台)径 (cm) 縄  文 時 期 備 考

l , 把手部 後期中
2 深鉢 ? 体 部 後期中 ?

3 ? 台 部 晩期前 ?

4 皿 口縁部 平縁 (刻み目) , LRト 晩期中
5 普霊 口縁部 平  縁 8 晩期 ?

6 深 鉢 口縁部 平縁 (刻み目) RL卜 晩期中 炭化物付着
7 浅 鉢 口縁部 平 縁 LR 晩期中

8 深鉢 口縁部 平 縁 RLト 晩期 ? 炭化物付着
9 鉢 口縁部 突起 (刻み目) LR卜 晩期中

浅 鉢 口縁部 突起 (刻み目) 晩期中
11 浅鉢 口縁部 平 縁 LR 晩期中

深鉢 口縁部 平  縁 L卜 あや く り 晩期中

浅鉢 口縁部 平縁 (刻み目) LRト 晩期中

深 鉢 口縁～底部 平縁 (刻み目) LR、 RL卜 羽状 晩期中

第 4図 表 採 資 料 (4)



周辺遺跡の表採資料

嶺岸遺跡土器観察表

図 器  形 部  位 口縁形状 口 (台 )径 (cHl) 縄  文 時 期 備 考

ユ 9 口 縁 部 平 縁 ? 9 無  文 ?

2 深鉢 ? 口 縁 部 平 縁 ? 9 無  文 ,

3 浅鉢 ? 体  部 後 期 中
4 9 体  部 後 期 中
5 ,ヽ   ? 口 縁 部 平   縁 11 LR? 後 期 ?

6 ? 体  部 LR? 後 期 中
7 深  鉢 口 縁 部 平  縁 RRL → 後 期 後
8 深休 ? 体   きБ LR 後 期 後
9 ? 突起 (口縁) 突   起 9 LR 後 期 後

9 口 縁 部 突   起 ? 後 期 後
深鉢 ? 口 縁 部 突   起 9 後 期 後
深  鉢 口 縁 部 突   起 9 LR → 後 期 後
深  外 突起 (口縁 ) 突   起 ? LR充填 後 期 末
深 鉢 口 縁 部 波  状 , LR? 後 期 未
深 鉢 口 縁 部 波  状 ? LR I→ 晩 期 前
深鉢 ? 体   部 LRI→ 後期後～晩期

深  鉢 口 縁 部 平   縁 LR I→ 帯状 後期後 ?

9 体  部 LR 後期～晩期

深 鉢 口 縁 部 平  縁 後期～晩期

深鉢 ? 体  部 LR 後期～晩期

深 鉢 ? 口 縁 部 波  状 ワ 後期後～晩期前

壷 ? 体  部 LR卜 後期～晩期 炭化物付着

士望 体  部 LR 後 期 後
9 体  部 LR充填 後期～晩期

? 台  部 9 晩 期 ?

,ヽ   ? 口 縁 部 平   縁 LR → 晩 期 前
皿 口 縁 部 平縁 (刻み目) 9 ? 晩 期 中
鉢 口 縁 部 小波状 ? 9 LR → 晩 期 中
深  鉢 口 縁 部 平   縁 ? RLト 晩 期 ?

深  鉢 口 縁 部 平  縁 9 RL → 晩 期 ?

浅鉢 ? 底   部 晩 期 前 いわゆる精製土器、赤色物質付着

9 台  部 5 晩  期  中 ?

皿 口 縁 部 平  縁 磁器、内面に櫛描波状文

2.嶺岸遺跡 (C-251)所在地 :仙台市茂庭字嶺岸

嶺岸遺跡は門野山囲遺跡の北東約50mの対岸、岩ノ川左岸に位置し、丘陵南側末端部の緩斜

面上に立地する。標高75～80m。 岩ノ川との比高は約10mである。遺跡の北西約50mの地点に

は西館がそびえる。遺跡の現況は、宅地と畑地から成る。

掲載資料は地主、嶺岸盛氏が畑地耕作中に採集し、仙台市に寄贈したものである。

く出土遺物〉土器、磁器、石器が出土している。土器は縄文時代後期中葉から晩期中葉までの

ほぼ連続した時期に属す。磁器は破片資料1点のみ出上している。石器の資料中では石棒 (第

3図52)1点が出土している。



門野山囲遺跡・嶺岸遺跡

以上、隣接 した門野山囲遺跡、嶺岸遺跡からは多くの出土遺物が認められ、その多くが縄文

時代後期中1葉から晩潮中葉の時期に属する。両遺跡とも生出低地を一望出来る丘陵末端のほぼ

平坦面にちかい比較的広い緩斜面上に立地 しており、上記時期の集落跡を十分期待出来る立地

条件である。

また、嶺岸遺跡出上の磁器片は、隣接地に西館が位置することより、館跡との関連も十分に

考えられる。

これら資料を報告するにあたり、板山喜蔵氏ならびに嶺岸盛氏の御―好意に対し、深く感謝の

意を表する次第である。

佐藤広史 (東北大学大学院院生),佐藤甲二
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沼原・嶺山地区の層位関係と土墳・土壊群について

沼原A・ 嶺山C遺跡の土師器、赤焼土器、須恵器

茂庭造成団地工事地内遺跡群について



沼原 損山地区の層位関係 と土残 土残群 について

沼 原・ 嶺 山地 区の層位 関係 と土境 。土媛 群 につ いて

1.各遺跡間の層位関係

沼原・嶺山地区では 6遺跡H地点の調査が行なわれた。これらの中には基本層位において共

通する関係が認められる地点が数ヶ所ある。沼原A遺跡の層位によりその概略を述べることに

する。沼原A遺跡では I層表土～Ⅶ層地山層までの層位が認められ、これらの層の中でVa層 は

鍵層となる灰自色火山灰である。当遺跡では土羨に灰白色人山灰が堆積しているものが多く、

9号土獲 3層 の灰臼色火山灰の分析を行なった。(分析は東耳ヒ大学農学部、庄子貞雄・山田一郎

両氏に依頼した。)結果は下表の通りであり、重鉱物含量は 2%と極めて少なく、重鉱物組成に

おいてシン輝石が大半を占め、軽鉱物組成では大山ガラスが圧倒的に多いことなどにより、宮

城県各地 (岩沼以北)に見られる灰自色火山灰と同一のものと同定された。

第 1表 沼原A遺跡の灰白色火山灰の分析結果
一 次 鉱 物 組 成 (01～ 0 2mml

重 鉱 物 組 成 (粒数%) 軽 鉱 物 組 成 (粒数%) 重 鉱 物
合量 (wt%)ンソ輝 石 普通輝石 普通角閃石 強磁性鉱物 斜 長 石 石   英 人山 ガ ラス 風 化 粒

2 2 l> 1> 2

人山ガラスの形態
※
(01～ 0飾0 (粒数%)

カ ス プ A カ ス プ B カ ス プ C 繊  維  状 平 板 状 ベ  リ  ー

7 l 2

※ カスプ型 :無色で鋭角な多数の角をもつものをいい、気胞がないか極めて少ないガラスをA型
多いものをC型、中間のものをB型 とした。

繊維状型 :繊維が束状になっているようにみえるガラス。

平板状型 :板】犬のガラスで、カスプ型や繊維状型より厚みがある。

ベリー型 :有色 (黒褐色～茶掲色)で、内部に多数の微結晶をもつ。

庄子・山田両氏によれば、灰白色火山灰の降下年代は人山灰直下の泥炭 (古,|1市において採

取)の Ci4年代 :1170± 80B.P,か ら約800年 A.D。 より新しいとしている。また白鳥氏は陸奥国

分寺の白土層の年代が七重塔の焼失年代等から10世紀前半頃の可能性を指摘し、この白土層が

多賀城の灰自色火山灰と同一のものと認識されていることから、年代をほぼ10世紀前半ごろと
P■り

推定している。

沼原A遺跡における各層の遺物出土数量はP,36第 1表 により明らかであり、 I・ Ⅱ層に縄文

土器・土師器、Ⅲ層がほとんど遺物を含まず、Ⅳ層、vb層 は縄文土器、弥生土器、土師器が混

在しており、Ⅵ層は10数片の土師器と 1片の弥生土器を除 き他は全て縄文土器である。当遺跡で

出土している土師器は各層とも表杉ノ入式である。Ⅵ層中の縄文土器は時期的には縄文時代前

期～晩期まで合んでおり、その形成された時期は縄文時代晩期以降と考えられるが、第 1地点

ではほぼ完形の大洞 B式の鉢 (第 28図8365頁 )がⅦ層中から出土しており、Ⅵ層の形成年代は晩
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期の可能性が高い。またVa層灰白色火山灰の年代は古 くとも9世紀であることからⅣ層は平安

時代に形成された層であり、Vb層 は縄文時代晩期以降、平安時代以前に形成された層である。

I～ □層については明確な年代は不明であるが、平安時代以降現代までに形成された層である。

これらのことから沼原A遺跡の形成年代による層位区分は地山層を除 き層相、出土遺物により

以下のようにA～ Eの 5層 に大別される。

A層 :平安時代以降、現代まで……………… I～ Ⅲ層の暗褐色～黒褐色土層

B層 :平安時代…………………………………Ⅳa・ Ⅳb層 の黒褐色～黒色土層

C層 :平安時代…………………………………Va層 の灰白色火山灰層

D層 :縄文時代晩期以降、平安時代以前……Vb層 の暗褐色土層

E層 :縄文時代晩期以降、平安時代以前……Ⅵa・ Ⅵb層 の黒褐色土層+Ⅵ c層 の褐色土層

この沼原A遺跡における層位関係は嶺山A遺跡第 1地点でほぼ同様に見られ、他の追跡でも

部分的に認められる。各遺跡間の基本層の対応関係は第 1図の通りである。また沼原B遺跡第

第 1図 沼原 。嶺山地区の基本層位対応関係
沼原B第 1 マ召 原C

Ш

嶺山A第 1

祠田工:

1刺直|:|:

嶺山C第 2
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世
＝
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2地点、嶺山C遺跡第 1・ 第 3地点では対応関係は見出せない。 (灰白色火山灰の堆積状況は、

一定の層厚を保って遺跡全面に見られるわけでなく、下層のやや凹んだ所に部分的に堆積して

いるが、第 1図では便宜的に1つの層として扱った。)

これらの対応関係の中でE層 とされた黒褐色土層 (十褐色土層)は沼原A遺跡第 1・ 第 2地

点、沼原B遺跡第 2地点、嶺山A遺跡第 2地点、嶺山C遺跡第 2地点において見られ、全て最

下層であり縄文時代の遺物を含む層である。各地点E層 の出土遺物の数量、及び時期の判明す

る点数は、沼原A:総数312点、前期 3点、中期 4点、後期13点、晩期11点、沼原B:総数12点、

中期 1点、晩期 3点、嶺山A:総数 4点、後期 1点、後期～晩期 3点、嶺山Ci晩期 1点であ

る。各遺跡 ともE層 中の最も新 しい時期の遺物は晩期の遺物であり、沼原B遺跡第 2地点

では細分層最下層のⅦb層 から晩期の遺物 を出土 しており、嶺山C遺跡第 2地点では、

1点ではあるが、ほば完形の深鉢 (第 11図1463頁 )が出土していることから、E層は各地点で晩期

に形成された層と考えられる。またB層 は灰白色火山灰の存在及び、黒掲色～黒色 を呈

する層相から明瞭に他層と区別される。B層 中からは沼原 B・ C遺跡、嶺山B遺跡では遺

物は出土 しなかったが、嶺山A遺跡では 1点 ではあるが、表杉ノ入式の土師器の底部破片

が出土僻H分層Va層 )、 嶺山C遺跡では平安時代の製鉄遺構をB層 が覆い、B層 中から表杉ノ

入式の土師器も数点出土しており、沼原A遺跡同様平安時代に形成された層と判断される。ま

たD層 は嶺山A遺跡で確認されたが追物から明確な年代はわからない。

沼原、嶺山地区の各遺跡間でこのような層序の対応関係が見られることからB～ E層の各層

は降下火山灰層の 2次堆積により形成されたものであり、各層は各遺跡においてほぼ同時性を

有しているものと考えられる。各層の糸M分層は 2次堆積時の状況及び堆積後の腐植等の変化に

よるものと判断される。またA層 も降下火山灰の 2次堆積により形成された層と考えられ、層

相から2～ 4層 に分けられるが対応関係が不明であることから一つの層として扱っている。

さて、対象地区は新第二糸己の梨野層堆積以降、洪積世には大山灰を堆積させながら開析を受

けてきたが、ほぼ 2万年前には巨大な崩壊 (地すべり)が起こり、現地形は、その後降下火山

灰及び斜面等の梨野層の崩落による堆積や、開析などにより形成されたものである。沼原、嶺

山地区における基本層A～ E層 をのせる基盤となる地山層は斜面等から梨野層が崩壊、堆積し

たものである。沼原A遺跡、沼原B遺跡第 1地点、嶺山A遺跡第 2地点、嶺山C遺跡第 2地点

では地山層の上層に縄文時代晩期に形成されたE層 があることからこれらの地点での地山層は

晩期以前に形成されたものである。また、嶺山B遺跡では最下層V層 は縄文時代の遺物包含層

であり、最も新しい時期の遺物が晩期であることから地山層の形成時期は晩期以前と判断され、

最下層は大別層E層 に対応するものと考えられる。

※Pll;七 9参照



考察 。まとめ

2.■lt。 土壊群について

沼原 。嶺山地区では、土壊の掘り込み面は地山層上面と考えられ、その後、E層 堆積以前

の地山層の新たな崩壊等は認められない。つまり、当地区においてE層 が最下層に堆積してい

る地点では、ほば生活面が残っているものと判断されるのである。これは、たとえ地山層上部
註4)

が小規模な崩壊等により高所から低所へ滑動し、その除土壌上半をある程度損なったとしても、

遺跡には崩れた地山層が広がることになり、少なくとも窪地である嶺山A遺跡には残るはずで

あるが、それが見られないことによる。またE層細分層最下層には地山層を部分的に含む地点

はあるが、これはE層堆積時の滑動において、当時の地表面である地山層最上部を巻 き込んだ

結果によるものである。

当地区の土壊及び土壊群の検討については、各土壊を土竣の形態分類・堆積土・底部施設・

出土遺物と時期の点から、土竣群としては長軸方向、土装群の構成・立地と配列の点から行なう

こととする。

土娠の形態分類

沼原・嶺山地区では縄文時代の土竣が沼原A遺跡で11基、嶺山A遺跡第 1地点 (以下「嶺山

A遺跡」)で16基、嶺山B遺跡で 1基、計28基検出されており、沼原 A、 嶺山A追跡ではそれ

ぞれ同一時期の土羨群と捉えられている。これら28基の土羨は「上端長軸」と「深さ」の関係から

第 1図 に示すように形態から2大別される。これを、

I類 : 「深さ」>lm  「深さ■上端長軸」>0.5(傾 き%以上)

Ⅱ類 : 「深 さ」<65cm  「深さ■上端長軸」≦0.4(傾 き%以下 )

とする。 I類は従来「陥穴」。「陥し穴状遺構」。「Tピ ット」等 と称 されてきたもの (以下「陥穴

等」)である。次に、上端平面形において「短軸■長軸」の形態要素による分類を行い I類 をさら

に 1種 と2種に分ける。

I類 1種 : 「短軸■長軸」≧0,9・………円形 (0.95、 0.99)

I類 2種 : 「短軸■長軸」<0,9・ ………楕円形ないし隅九長方形 (0,40～ 0.79)

Ⅲ類  : 「短軸■長軸」<0,9・ ………楕円形、長楕円形、隅九長方形 (0.36～ 0,76)

数値的には I類 2種 とⅡ類の上端平面形は近似する。

I類 1種に属する土残は沼原A追跡 7号土装、嶺山A遺跡 3号土装の 2基である。上端平面

形は円形を基調としており、上半部は円筒状を呈するが下半部では序々に壊径が小さくなリー

方向にオーバーハングする。オーバーハングの方向は共に標高の高い方へ引かれている。底部

施設はない。後者が土竣中位に段 を有する点両者に差異はあるが、ほぼ同じ形態の土羨である。

円形の土墳は神奈川県霧ヶ丘追跡で 3基検出され、今村氏によりF・ G・ H型に分類されてい

る。他には青森県長七谷地 7号遺跡で「陥し穴状遺構」として 3基、東京都神谷原遺跡で「落 し
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第 2図 土壊の上端長軸と深さの関係
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穴」として 5基検出されているほか、千葉県星谷津遺跡などでも検出されている。当地区 I類 1

種はこれらの中で今村氏のG類に近似するが、土羨下半の形態が異なる。平面形が円形を基調と

する土壌は「陥穴等」の中では検出例は少なく、これは上部を削平された場合の残存形態や、貯蔵

穴等と形態的に類似する点があることなど、「陥穴等」と判断するには困難な点もあるが、青森

県鶉窪遺跡で長七谷地 7号遺跡とほぼ同形態の土羨が16基検出されたとの報告もあり、今後類

例は増加するものと考えられる。

I類 2種は沼原A遺跡で8基、嶺山A遺跡で8基、嶺山B遺跡で 1基検出されている。上端

平面形は楕円形及び隅丸長方形、下端平面形は隅丸長方形、断面形は逆台形を呈する。規模の

点ではやや相違が認められる。これらの中には最下層に大別層最下層のE層及びE層対応層が

堆積している土渡が4基ある。沼原A遺跡 1号土壌、嶺山A遺跡 5号 。14号・16号土羨である。

これらの土壊は遺棄形態 (土竣が使用されなくなった直後の形態)を残しているものである。

また建の土墳はほとんどのものが最下層に地山崩壊土が堆積し、その上に基本層及び基本層対

応の層が堆積しており、最下層地山崩壊土は遺跡周囲の地山層の崩壊等による流入土ではなく、

土鍍の壁面の崩壊土と考えられることから、遺棄形態を残していないものと判断される。さて、

これらの中で嶺山A遺跡16号土壌は中段をもたず、最下層E層対応層の堆積後にも壁面の崩壊

は見られないことから構築形態をほぼ留めているものと判断される。また他の16基の土壊は中
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段をもつことからI類 2種は以下の 3つ に分けられる。

①遺棄形態を残しており、中段をもたないもの,………嶺山A追跡16号土渡

②遺棄形態を残しており、中段をもつもの…沼原A遺跡 1号土墳、嶺山A遺跡 5・ 14号土羨

③遺棄形態を残しておらず、中段をもつもの…沼原A2～ 6。 9,11、嶺山Al,7～ 9。 13、嶺山Bl

② o③の中段より下位は構築形態を残しているものと考えられる。つまり、①は構築時の形態

を残したままで遺棄され、②は土墳が埋まりきるまで壁面の崩壊はほとんど起っておらず、構

築形態を留めているとも考えられるが、使用中に壁面の崩壊が起こり、崩壊土を除去した後に

遺棄された可能性もある。また③の遺棄形態が③か②かは不明である。 I類 2種の構築時の形

態には嶺山A遺跡16号土墳のように、上端平面形・下端平面形共に隅九長方形であり、壁面は

直線的にやや外傾するものが存在する。このことは他の中段をもつ土鍍16基が、壁面の崩壊の

程度に差があるにもかかわらず、中段の平面形が隅九長方形を呈することから、その構築形態

が嶺山A遺跡16号土竣に類似する可能性も指摘できよう。 I類 2種の形態は上述の通りである

が、17基の土羨の中には底面にピットを有するものがある。沼原A遺跡 2号・ 6号・ 9号土壊、

嶺山A遺跡 7号・ 8号土墳の 5基である。また、土壊は全て梨野層が崩壊・堆積した層 (地山

層)を掘り込んでいるが、崩壊した梨野層中には凝灰岩が大きな単位で存在している所もある。

嶺山A遺跡の 7号 。8号・13号土装の下半部は極めて固い凝灰岩を掘り込んでおり、他の土壊

に比べての労力は多大なものがあったはずである。土墳構築に際しては土墳が機能するための

深さがザb要 とされたと考えられるが、嶺山A遺跡では深さは一定せず、上記の 3基は凝灰岩を

も掘り込んでいることから土墳の配置や構築時の上端平面形の規模により、ある一定の深さま

で掘る必要があったものと推測される。

E類は沼原A遺跡で 2基 (8号・10号土壌)、 嶺山A遺跡で 7基 (2・ 4・ 6・ 1卜 12■ 5,16号土

壊)検出されている。Ⅱ類は土壊内及び底面に種々の形態があり、ピット及び段のあるものがほ

とんどを占めるが、ないものも1基ある。上端平面形は長楕円形、楕円形、隅丸長方形を呈し

ており形態差が認められる。沼原A遺跡の 2基は共に底面にピットが 1基ずつあり、やや形態

差はあるがほぼ同規模である。嶺山A遺跡では 2号、4号、 6号、15号、16号土墳は土渡内に

段を有する。11号土壌では底面の 2つの落ち込みをピットとしたが、段のある底面と考えられ

る。12号土壊にはピット及び段がない。また、これらの上娠には上端平面形が隅九長方形のも

のがある。それは沼原A遺跡 8号土竣、嶺山A遺肋 2号 。6号 。11号土竣であり、 I類 2種の

嶺山A遺跡16号土獲における構築形態と類似すると考えられるがI類に比べ浅い。これは嶺山

A遺跡 7号・ 8号 。13号土墳では凝灰岩を掘り込んでいることから、技術的困難によるI類構

築放棄ではなく他の I類土竣同様、Ⅲ類そのものに機能があることによると考えられる。
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堆積土

検出された28基の土羨は壁面の崩壊等により断面図を示すことのできなかったものもあるが、

全て自然堆積により埋まっており、堆積土は次の3つ に分けられる。①地山崩壊土、②基本層

及び基本層対応層 (土質・色調等から基本層に対応するが、基本層と連続しない層ないしは

混入物の相異によりこの名称を使用する。)③その他の層である。28基の土墳の最下層には①

・② o③が見られる。土墳は遺棄された後、主に降下火山灰の 2次堆積により順次埋まったも

のと解され、①が最下層に堆積しているものは土壊遺棄後、E層堆積以前に壁面の崩壊が起こ

ったものと考えられる。 I類に多い。Ⅱ類にも2基あるが崩壊した土量はI類に比べ極めて少

ない。壁面の崩壊はE層堆積後にも大山灰の2次堆積と相前後しながら起こっているものもあ

る。②が最下層のものは、I類で4基、口類で7基認められ、③は沼原A遺跡 9号土墳にだけ

見られる水平堆積層である。また堆積の過程では2次堆積に先行する1次堆積層の存在が考え

られ、土羨が開口し上部をさえぎるものがない場合には土墳内に存在する可能性は高いが、土

羨内堆積土において大別層D層、E層の1次堆積層を識別することはできなかった。

当地区では堆積土に焼土の見られる土墳が2基ある。沼原A遺跡 1号土壊と嶺山A遺跡15号

土羨である。前者では土墳遺棄後E層 が堆積してできたくばみに堆積しており土壊の機能して

いた時期とは異なる。焼面は認められない。後者では6層 の地山崩壊土が堆積し、その上層に

5層 が堆積した時点でピットを掘った形跡があり、焼土はピットの下層にみられ、ピット底面

となる6層上面には焼面が認められた。ピットはその後E層対応層により埋まっており、 5層

もE層対応層と考えられることから、使用された時期はE層 が堆積している時期と判断される。

土羨は遺棄後の堆積の過程ではくばみとして存在していたわけであり、こうした焼土の存在は、

土羨遺棄後の再利用といえる。また I類では灰白色火山灰がレンズ状に堆積しているものもあ

り、土装が完全に埋まりきるまでに1000年以上もの期間を有したことになる。

さて、「陥穴等」の堆積土では「霧ヶ丘」以来、土羨最下層に見られる層厚 5～ 10cmの「水平堆

積層」の存在が注意されてきた。水平堆積層には黒色土と黒色土でないローム土等の 2つ があ

る。前者は霧ヶ丘追跡で「陥穴の上を覆っていた土が落ちたのかもしれない。」とするものや、

札幌市 S267・ S268遺跡では枯葉や落葉の流入を考えており、共に自然堆積により形成された

層としている。また福島県鳴海・柿内遺跡では「掘り込み面の風化した旧表土である腐植上の

存在」も考慮し、 ①表土の黒土の流入、②斜面上方から流れ落ちる黒上の流入、③間口部の

黒上のフタの落下、などの種々のケースを考えている。後者では神奈川県菅生水沢追跡にお

いて「竣底下にピットを有さない土残ではほ とんど水平堆積層がみられない」ことから「墳底

の大形ピットの内部に棒状のものを入れ、それを強く固定するための補助的な土層」と考えて

いる。水平堆積層はその堆積状況から土壊周囲からの流入土の自然堆積層としては不自然で
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ある。人為堆積、あるいは自然堆積であれば上方及び真上からの堆積以外には水平堆積層は形

成されないのではないだろうか。また、黒色土からなる水平堆積層は多くの追跡で認められ

ているが、これが全て同じ要因により形成された層なのかの検討も必要であろう。当地区で

は水平堆積層が沼原A遺跡 9号土墳において最下層にみられたが、 2層 に分かれており上層

にしまりのない黒色土、下層はシルト質の黄褐色土の水平堆積層が堆積 している。下層は地

山崩壊土ではない。水平堆積層は当地区ではこの上墳 1基においてのみ認められただけで他の

I類土装には見られない。またこの水平堆積層が遺棄以前に堆積したのか以後なのかの問題も

あり、形成要因は不明と言わざるを得ない。今後水平堆積層を考える上では形成要因を種々想

定する必要がある。その点では水平堆積層―降下火山灰の一次堆積層とする見方もあってもよ

いのではないだろうか。当地区においてはこの見方をするには無理があるが、降下人山灰の堆

積→動植物相の環境の変化→土墳の遺棄→土装の埋没or火山灰を掘り上げての再使用というパ

ターンはいささか考え過ぎであろうか。

底部施設

底部施設はI類 2種 とⅡ類に見られる。Ⅱ類については前述の通り底面にピットをもつもの

と、土渡内に段を有するものがある。土媛内の段の存在は嶺山A遺跡のⅡ類では一般的であり、

土竣の機能との密接な関係が考えられることから施設と理解される。またI類 2種では底面に

ピットを有するものが 5基認められた。ピットは形態 。配置から①土墳底面の 4隅 にほぼ垂直

に掘られているもの、②底面中央部を避けるように斜めに掘り込まれているもの、①極めて浅

いものの3つ に分けられる。①は沼原A遺跡2号土壊に、①+②は沼原A追跡6号土墳に、②

は嶺山A遺跡7号・8号土墳に、③は沼原A遺跡9号土墳にそれぞれ見られる。③については

極めて浅く、土墳を掘った時の用具の痕跡かとも考えられる。① o②のピットは江別市東野幌

4遺跡で土竣底面のピットから先端が尖っており杭状に加工されている木製造物「杭」が発見
註 15)

されたことから、棒状のものを立てた痕跡と考えられる。「陥穴等」では底面にピットがある

ものは多数検出されており、構築法として 2つ が考えられている。一つは打ち込みによるもの

で、他の一つは掘り方の中に棒状のものを立てたとするものである。後者はさらに一つずつ立

てるものと、いくつかをいっしょに立てるものがあり、掘り方と考えられるピットに規模の差
P115)

が見 られる。東野幌 4遺跡の「杭」は「杭穴にささった状態で発見された。」とあり、打ち込みか

掘り方をもつものか不明である。当地区では沼原A遺跡 2号・ 6号土獲の①のピットは打ち込

みによるものと判断されたが、壁面の崩壊等により図示できなかった。霧ヶ丘遺跡では「底に

立てた棒は、槍というよりは棒や網によって動物の足を拘束して外に出られないようにする仕

掛けの一部」とする考え方が示され、陥穴説の有力な根拠となっている。しかし、底面のピッ

トは当地区のように同一配列の中でも「陥穴等」にピットの有無が認められることから、その
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機能を左右するものでないと考えられる。また棒状のものが底面より上方へ伸びていることは、

断面図により東野幌 4遺跡や多摩ニュータウンN0145遺跡などで確認されているが、それが底面

よりどれだけ伸 びているかは不明であり、美沢 4遺跡のように底面にピットが 2基あり、い

ずれもピットの底から確認面までの空洞が伸びており、「杭状のものが確認面まで続いていたこ

とを物語っている。」としている例もある。また霧ヶ丘遺肋、菅生水沢遺跡等では壁面 に穿た

れたピットが見られ、渡底から伸びる棒状のものとの関連が考えられるが、棒状のものの上部

形態については不明である。

出土遺物と■lSの時期

「陥穴等」では出土遺物が皆無 か極 めて少ないのが特徴のようになっているが、当地区では

沼原A遺跡で 5基の土羨から土器片45点、フレーク 2点、嶺山A遺跡でも5基の土羨から土器

片が 5点出上 している。沼原A遺跡では 1号、 3号、 6号土壊出土遺物の中に基本層出土遺物

と接合 したり、同一個体の関係のものがあり、その分布図を示した。基本層は降下大山灰の 2

次堆積により形成された層であり、大山灰は 1次堆積ののち主に流水により2次堆積が行われ

るが、この過程で火山灰は当時の地表面を高所から低所へと滑動し、降下時期の遺物とともに

それ以前の時期遺物をも含んで堆積 したものと考えられる。このため晩期に形成された大別層

E層中には縄文時代前～晩期の遺物が含まれており、沼原A遺跡 1号土装では最下層、E層中

から縄文時代中期末葉の土器片が出土することになるわけである。また本来はE層中に含 まれ

ていた縄文土器もその後の降下火山灰の堆積の過程で上層に合まれることが考えられる。これ

は 3号土鍍の遺物の出土状況を見れば明らかである。

当地区の各土羨は最下層及び最下層が地山崩壊土の場合にはその上層にE層 が堆積 しており、

E層 は堆積直前の時期の遺物をも含むことから土羨の機能していた時期は縄文時代晩期 と考え

られる。またE層中の晩期の遺物は大洞B～大洞A伏 を合むが、E層の堆積状況及びD層 の堆

積による影響等からE層 が晩期のどの時期に形成されたのかを判断するのは困難である。

土媛群とその構成

当地区では 3遺跡から土羨及び 2つの上墳群が検出されている。沼原A遺初、嶺山A遺跡の

2つの上羨群は、立地に谷地形十緩斜面と窪地という差異はあるが、共に谷心線が走 り、土壊

はこの谷心線に沿 うように地形的な制約を受けた配置をしており、配列をなす土壊群と捉 えら

れる。また土接群は共に 3形態の土壌により構成 されており、 I類 1種、 I類 2種の基数が同

数であり、 I類がほぼ同形態であるのに対 し、Ⅱ類は基数、形態に変化があることからI類土

墳に規制される面が強いと考えられる。このように配列をなす 2つの土壊群にはその構成に共

通性が認められる。
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長軸方向

霧ヶ丘追跡では土渡の長軸方向に着日し、耳ヒ方向に対する長軸の東西へのふれ、等高線との

長軸のなす角が検討されている。当地区では谷地形や窪地に立地していることもあり、等高線

とのなす角の計淑Jは難かしいことから、以下の 2点 によりⅡ類をも含め、長軸方向と土羨群と

の関係を検討する。尚、嶺山B遺跡 1号土墳についても合わせて行なう。

①.北方向と長軸方向とのなす角

②.谷心線と長軸方向とのなす角

計測結果は第 3図 に示す通りである。沼原A遺跡ではI頻・Ⅱ類の配置及び①により「2陥

穴 1単位」の関係が5単位認められた。つまり円形の7号土装が最も標高が高く傾斜の急な所

にあり、その下位に10基の土竣が 2基ずつ配されている。単位ごとの長軸方向はほぼ一致 し、

I類 2種 2基 による 1単位のものが 3単位 (1-4号 土渡、 2-3号 土接、 5-6号 土壊)と

I類 2種 とⅡ類による 1単位のもの 2単位 (8-11号土羨、 9-10号土装)が認められ、Ⅲ類

の土竣 が I類の土墳 と有機的な関係をもつことがわかる。これは「陥穴等」とされるI類土墳

沼原A遺跡

②

0°

DOヽVN

嶺山B遣跡

0°

① ②       右

第 3図 土墳の長軸方向
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が、Ⅱ類土壊をも含めることにより土装群の機能を果すものであることを示している。②につ

いては規貝Jイ性は認められない。また嶺山A遺跡では 3～ 5基による4ヶ 所程のまとまりはみら

れるが、①、②との関係に規則性は認められない。

立地と用途

当地区では 6遺跡11地点の調査が行なわれ、立地は丘陵緩斜面、窪地、谷地形、尾根に分け

られる。従来「陥穴等」は丘陵地では緩斜面や尾根で多く検出され谷地形、湧水に立地が制約

される傾向が指摘されていた。今回の調査では緩斜面 3地点の調査が行なわれ、沼原A遺跡第

1地点、嶺山B遺跡で I類土墳を検出したが共に谷心線が走るという地形的な特徴をもつ。嶺

山A遺跡第 2地点では遺構は検出されなかった。また尾根に立地する嶺山C遺跡第 3地点でも

遺構は検出されていない。当地区の土竣群は谷心線の走る谷地形及び窪地である沼原A遺跡 (第

1、 第 2地点)、 嶺山A遺跡 (第 1地点)で検出されており、沼原 C遺跡、嶺山C遺跡第 2地

点といった谷地形や、窪地である沼原B遺跡では検出されていない。これは土墳群構築時に土

墳群を最もよく機能させるための選地があったためと考えられる。沼原 A、 嶺山A遺跡の選地

の共通性は谷状の地形であり、谷を下ると三方が、斜面及び急崖となっていることである。つ

まり、沼原A遺跡では谷頭から各心線を下り、緩斜面に出ると北は上りの急斜面、東方と南方

は下りの急崖となっており、嶺山A遺跡では谷頭から谷心線を下ると窪地であることから】ヒ方

西方、南方の三方が上りの急斜面となっている。さらに両土羨群の配置は弧状を呈しており谷

頭からは地形の展開が見えないことの共通性もある。

また対象地区では沼原、嶺山地区以外には梨野A追跡の調査が行なわれている。梨野A遺跡

では縄文時代中期後葉～末葉の竪穴住居跡 2軒、早期末葉～後期の土装、晩期の土壊墓が検出

されており、居住域、墓域といった遺跡の性格がうかがわれる。これは、梨野A遺跡ではその

東北方約50mの地点に恒常的なスズ湧水があり、定住域としての水利条件を備えていたことに

よる。これに対し、対象地区内には湧水点はほとんど認められない。沼原、嶺山地区では、沼

原A遺跡で平安時代の竪穴住居帥 1軒 と土壊 1基 を検出しているが、これは嶺山C遺跡の製鉄

遺構に関連する鍛冶遺構と捉えられ、定住性をもつものとは考えられず、少なくとも当地区に

おいては集落を営む水利条件は備えていないものと判断される。また縄支時代晩期の上渡墓が

梨野 A遺跡で検出されていること、門野山囲遺跡、嶺岸遺跡 (509頁参照)と いつた縄文

晩期の遺跡が茂庭低地の北西縁、岩ノ川沿いに丘陵を背後にひかえて立地していることから、

縄文時代晩期には水利条件を備えた丘陵地縁辺の緩斜面及び茂庭低地縁辺に居住域が存在し、

対象地区内は狩猟域、採集域としての性格をもっていたものと考えられる。

本稿ではこれら立地 をふまえ、検出された「陥穴等」の用途 としては狩猟における「おとし

穴」が妥当であろうと考える。「陥穴説」を強 く主張する今村氏は霧ヶ丘遺跡でその使用法に
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ついて、「偶然動物が落 ちるのを待 ったもの」と「動物 を追いつめて追い落としたもの」の 2通

りを考えており、その後函館市西桔榎 EI遺 跡の検出例 について後者の可能性を指摘 してい

る。また最近では、「陥穴は追い込み猟の場合も多いが、基本的には待って捕る狩猟法である。」

とい う考 え方 を示 している。この「待って捕る狩猟法」は鳴神・柿内戸遺跡では「仕掛け猟」と

しており、 2つ の狩猟法に「追い込み猟」と「仕掛け猟」の名称 を与えている。この言葉を借 りれ

ば、当地区において土墳群の検出されている沼原A遺跡 と嶺山A遺肋は「追い込み猟」におけ

る捕獲、捕殺の場 としての条件を十分備えている。土墳群が谷心線に沿って配列をなすのは

追 い込 まれた対象獣の通 り道 を想定 しての構築と解される。また土壌群は 1類とⅢ類の構成

により機能 しており、 I類の機能は対象獣 を落とし行動の自由を奪 うこと、あるいは足を踏み

入れることによる骨折等を目的としたものであり、Ⅱ類は沼原A遺肋では I類 と共に 2陥穴 1

単位 を構成 し、嶺山A遺跡では多くが段 をもつ形態的な特徴がみられ、 I類の機能を高めるた

めの補助的な付属施設と考えられ、民的なものが想定される。

また狩猟域においては水場は重要であるが、前述のように対象地区内には湧水はほとんど認

められず、東、西を南流する大堤川、岩ノ川沿いには急崖が多い。しかし対象地区には窪地で

ある沼原B追跡のように不定期的に水の溜まる場所があり、他の窪地においても同様の地質構

造をもっている事は十分推浪1さ れる。狩猟の対象獣は南流する二河川を水場としたではあろう

が、水の溜まっている時期の窪地を水場とした可能性は高い。これは沼原、嶺山地区では地理

的条件から対象獣の水場 :沼原B遺跡、→追い込み猟の捕獲、捕殺の場 :嶺山A遺跡の関連性

を考 えさせ る。この点、嶺山B遺肋 1号土羨は嶺山A遺跡の上竣群と同時に機能したとすれ

ば、「追い込み猟」において追い込む前に逃げた対象獣 を考えての構築であろうか。また沼原 A

遺跡については付近に窪地があり、沼原 B、 嶺山A遺跡のような関係も考えられるが、河川に

近いため水場へ行 く対象獣を追い込んだ可能性もある。いずれにせよ「陥穴等」は対象獣の行動

の上に成り立つものであり、合理的な構築法をとっているものと考えられる。また「陥穴等」は

本来人間の介在により機能を有効に発揮できるものであり、当地区では「仕掛け猟」は副次的な

利用法として存在していたものと推測される。

3.配 列について

さて、霧ヶ丘遺跡で陥穴説が改めて提唱されてから10年 にもなろうとしている。この間霧ヶ

丘遺跡で「陥穴」とされた遺構は数多く検出され、形態、規模、堆積土、長軸方向、底部施設、

遺物、年代、立地、配列、分布、用途等、さまざまな方面から研究がなされてきた。

形態分類は霧ヶ丘遺跡での今村氏の 8型式分類、石川氏の 8型式分類が最初であり、宮沢、

今井両氏の 9型式分類と、当初関東においては底部施設の多様性から多型式分類が行なわれた

529
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P18)

が、ホし幌市S267・ 268遺跡では内山氏による4型式分類がなされた。以降 3～ 4型式の分類が

なされてきている。これは底部施設の相異が必ずしも「陥穴等」の用途の違いを示さないこと

や、同一配列の中に底部施設の有無や相異があること、分布域を背景とした分類が可能になっ

たことなどによる。最近では岩手県の「陥穴等」を集成した瀬川氏の 4型式分類がある。本稿

ではこの分類に筆者なりの考えを加え、「陥穴等」?配列について少し述べてみたい。(瀬川

氏は「陥穴等」に対 して「陥 し穴状遺構」とい う名称 を与 えているが、混乱を避けるため敢えて

「陥穴等」を使用する。)

分  類

現在岩手県にないてI条出されている陥し大状遭‖の分類を訳みて見る。

A型、8型、C型、D型と分かれズに設つかのアイブに分けられる。

A型

A型は全体の帯微として、長11に 対して短

“

nの比がJヽ さいもので比較的深く婦り込まれてい  BW型  慮富Iの長1山と短Ilのナとが311'1後で、llkttJに は1工ぼ直列のFlt人 が,と ら
'1る

もの。

る。務ケ丘の分類ではE型 と近似している。                        BIVtt B HI型 の4it穴がjtら 1■ をいもの。

AI型 医那両端が、上畜[1月 口瞥
`両

端と同 し長さか、又は塩かく、側面が平行であるタ

イブ                                       c型

AH型 底喜[― jthtが上部,EΠ 部より外側にえぐり込まれており、側面が平行であるアイブ   C型 の全体のll微 としては、PI型 で、ビーカー状をヱするもの。勝ケ丘6型と近似している。

A“ I型  lkntr両 鞘がL喜F開口

“

[よ リタト側にえぐり込まれており、

“

‖面が平行であるタイア   C rtt Fkt:Iに ユ～2の机穴をFiするもの。

AW型 に部両端がL常[阿口常Fttt4tと 同一の長さか、又は短かいが、両先II部が広がるタイ  C II型  底部に柱穴を有しないもの。

AVtt AⅣのタイブでは喜「一端が,]口部より外lWに えぐり込まれておるタイブ
AMIJ AVの タイブでにtr両端力刊用日部より外

“

Wに えぐりとま■ておるタイブ

※瀬川氏の諒解をいただき、本稿ではA～ D型を以下のようにA型・BI Π型・BⅢ Ⅳ型・C型・D型として使用する。
A型 :細分類はせず全てA型とする。尚、厚真 3追跡や静川 8逮跡などで検出されている「潮犬ビット」もA型とした。
B型 :底部施設の有無による細分類はせず、BI型 とBⅡ 型をBI Ⅱ型、BⅢ型とB IV型 をBⅢ Ⅳ型とし、両者の判断の困難なも
のはB型とした。

C型 :底部施設の有無による細分類はせず、平面形が円形を基調とするもの全てとした。
D型 :底部施設の有無による細分類はしない。

団

硼

○

廻

◎
廻

８

廻

Θ

岬

〔＝

廻

＝

廻

陥 し穴状還構型式分類

B型

B型は全体の半微として、長山1に対するチこ蛹Iの比がA型より大きく、やや箱薬F所 を思わせる

もの この型にはえぐり込み、に部先鮒市卜の広がりはない。r4ケ 血ではA二Jと やや似ている。

B I tt llt4,の 長 mと 短れ
'の

1とが5:ユ れ生後で、広部にはぼ直列の仇穴が見られるもの。

B II型  BI型 の机穴が兄られないもの。

８

廻

D型の全体の特徴としては、長方形である。カケ丘C型と近似している。

DI型 ほ邸に 1～ 2の机穴をなするもの。

第 4図 形 態 分 類   (瀬川、1981「陥し穴状遺構について」による。)
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配列は霧ヶ丘遺跡でも確認されていたが、今村氏により「陥穴等」の長軸方向についての検討

が主になされた。つまり「土竣の長軸は多くの場合、等高線と直角方向、すなわち傾斜の方向を

とるが、谷状の窪地の周辺ではその谷の方向へ引かれる。」とされるものである。また宮沢、今

井両氏は関東地方及び長野県で「陥穴等」の検出された46追跡約400基 を対象とし種々の角度か

ら分析 を試みており、「追跡における土装の分布状況は、多くの土羨が湧水や谷に強く影響を

受けて作 られている。 こまかくみると、土竣の長軸方向に一定の傾向がうかがえる。すなわ

ち、多 くの土壊が谷の方向に長軸を向けている点である。」としているが、特に配列について

は触れられていない。「陥穴等」の配列は板東山遺跡 B地点でも確認 されていたが、札幌市 S

153遺跡でピッ ト列 として検出 され、加藤氏はA型土羨、B型土竣相方に「等高線に直交する

ピット列」と「台地縁辺部 に等高線に対 し平行するピット列」の 2種の存在を認めている。さら

にこれをうけて札幌市 S153遺跡同様ピット列の検出された札幌市 S267・ 268遺跡では、内山

氏によりS153遺跡 をも含めて配列においては「谷の存在を強 く意識 したうえで構築される配列

方向がとられている。」と指摘 し、S153遺跡同様 2種の配列を認め「谷と直交する列」、「谷と平

行する列」としている。また両遺跡では等高線に対する角度による長軸方向の分析は行なわれて

おらず、これは地形的要因から「遺構の配列をつかむうえで有効でない」との考えによっている。

「陥穴等」の検出例は札幌市 S153、 S267・ 268遺跡 を合め昭和50年代に入ると序々に増加 し、

そのほとんどが谷地形や湧水、湿地帯や沢などを周囲に伴なうという点で立地に共通性が認め

られ、主に東日本において検出されることが明らかになってきた。中でも配列をなすものは東
註28)   註7)

北北半の太平洋側～北海道西南部において多く検出されている。最近では佐藤氏、瀬川氏、今
註2妙

村氏などにより、配列及び配置についての考え方が示されている。本稿ではこれらを踏まえ、

当地区沼原 A、 嶺山A遺跡 を合めて管見の限りではあるが、配列をなす「陥穴等」の分類を試

みることにする。尚、分類に除 しては対象を遺跡単位ではなく配列単位 としたため、函館空港
註29) 註30) pF31)

第 4地点や発茶沢遺跡、湯沢遺跡など、「陥穴等」が密集して検出される場合には、配列があっ

たにせよ判断が困難 なため対象から除いた。また「陥穴等」は個々の時期すら不明であるもの

が多く、配列及び配列 を構成すると認めた「陥穴等」については筆者の判断によるものがあ

る。分類は立地 。配列方向について類別、さらに各類について配列における「陥穴等」のあり方

を配flj中心線との関係から種別した。分類された配列は 2表 に示 した。

配列の分類

I類 :丘陵における平坦部の縁辺及び段丘の縁辺に配列をなすもの

Ⅱ類 :丘陵における平坦部の縁辺及び段丘の縁辺に対して直角ないし斜めに配列をなすもの。

Ⅲ類 :谷地形の谷心線に沿って配列をなすもの

Ⅳ類 :丘陵における平坦部及び段丘上に配列をなすが縁辺まで伸びないもの
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第 2表 類 表分

　

類

ラ酉

　

　

Ｉ

種別 No 単 位 立 地 形  態 基 数 間  隔

l種 ① 札幌市S153追跡 第5列 河岸段丘 A 9 45～ 14m

② ク   第 7列 BⅢ Ⅳ 5 11～ 14m

③ 札幌市S320遺跡第1号 ピット・第2号 ピット BⅡ Ⅳ 2 135m

④ 第 3号～ 5号 ピット BⅢ Ⅳ 3 13.5～ 195m

③ 札幌市S456遺跡第1号～6号 ピット B Ⅲ Iv 6 45～ 25.5m

⑥ 美々 5追跡 AP 19、 BP 25、 BP 21、 BP 20 BI 日 4 約22m等

⑦ 静川 8遺跡 MP-1～ 7 丘  陵 A 12 1～ 6m

③ 荒屋Ⅱ遺跡 EI-102～ 105 河岸段丘 BID 4 2～ 25m

③ 荒屋Ⅱ追跡 EⅡ -105、 106、 DⅢ -101、 103 BⅢ Ⅳ 4 6～ 13m

⑩
荒屋Ⅱ追跡 FI-101、 EI-106～ 108

ⅡE-101、 102、 104
B lll Ⅳ

7 5～ 1lm

3種 ① 美沢1遺跡註
30 FP-37、

57、 35、 9、 65 A 5 7～ 16m

⑫
厚真 3遺跡 S53、 TP-1、 MP-1、 TP-2～ 4、 TP7
～13、  S54、 TPl～ 4、 9、 10、 15、 16 丘  陵 A 2～ 17m

⑬
多聞寺前追跡註41)Dl～ 3、 9、 14、 17、 19、 20、 26、

27、 31、 32
河岸段丘 BⅢ Ⅳ 2～ 33m

4種 ⑭
東野幌 4遺跡 P16、 23、 17、 24、 14、 15、 25、 30、

31、  4、  5
B Ⅲ Iw と] 12～ 38m

類

種別 No 単 位 立 地 形  態 基 数 間  隔

1種 ⑮ 札幌S267、 268遺跡 第1例 河岸段丘 A 4 9～ 14m

⑩ 下平追跡 DI-1～ 18 13～ 25m

③ 大久保A遺跡 AI 丘陵平坦部 BШ Ⅳ 7 2～ 3m

⑬ AⅡ 8 近接～3m

⑩ AⅢ 3 2m

⑩ FI 4 1～ 2m

⑪ FⅡ 4 1～ 2m

② FⅢ 4 1～ 25m

3種 ④ 山田上ノ台遺跡 註
40 河岸段丘 D 9基以上 3～ 12m

類

種別 NO 単 位 立 地 形  態 基 数 間  隔

2種 ② 吉井の沢 1遺跡 T-20、 3、 ■、8、 9、 5、 6 丘陵谷地形 A 8 13～ 40m

3種
④
静川 8遺跡 TP-6、 7、 20、 P-36、 TP-20、

MP-13、 TP-10～ 19
A・ BIⅡ
BⅡ Ⅳ oC

15 3～ 12m

④ 沼原A遺跡 1号～11号土渡 B tt lv・ C 1ユ 2.5～ 20m

4種 ② 嶺山A遺跡 1号～16号土壊 丘陵窪地 BIⅣ ・C 2～ 14m

種別 NO 単 位 立 地 形  態 基 数 間  隔

1種 ④ 荒屋Ⅱ遺跡 EI-107～ 111、 EⅢ -101、 102 河岸段丘 BIⅡ 7 1～ 2m

⑩ ク   DI-102 ～108 BⅢ Ⅳ 7 1～ 2m

⑩ 下原田追跡註40 土壌1～ 10 D 3～ 9m

① 板東山追跡B地点 L-7～ 10、 L-12、 13 6 15～ 4コ

類
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1種 :長軸方向が配列中心線に対 してほぼ直交するもの

2種 :長軸方向が配列中心線に対 してほぼ平行するもの

3種 :長軸方向が配列中心線に対 して不規則であるが 2陥穴 1単位を含むもの

4種 :長軸方向が配列中心線に対して不規則なもの

I類

1種では札幌市S320遺跡の配列③、④と札幌市S456の 配列⑤は同じ谷の両岸にあり、同

時存在及びその関連性が考えられる。③、③はほぼ等間隔で「陥穴等」が配列されており、③

は「陥穴等」間の距離が2～ 2.5mと 極めて近接している。⑦は平坦部の両側に谷が入り込むた

め、「陥穴等」は舌状に張り出す丘陵平坦部の縁辺に弧状に配されている。⑩はⅡ類1種と考

えることもできるがここではI類にした。また⑩は配rll中心線がややBIK状をなしており、平

坦部の3基の「陥穴等」が弧状をなす配列とも捉えられることから、⑨を含めてその関連性を

考えることができる。2種は認められなかった。3種は@の 2陥穴1単位の配列が明瞭である。

また⑫は東方と西方から谷が入り込んでおり、谷心線に沿って2陥穴1単位の配列の存在もう
註3940)

かがえる。

Ⅱ類

1種である大久保A遺跡の⑫～②は⑫～⑩と⑩～⑫の2つ に大別される。これらの配列には

平面形はBI・ Ⅱ型土墳に近似するが、比較的浅 く底面にピットを有する土装が配列をなして伴

い、これと、羽賀氏は「垣」的なものと判断している。⑩は「陥穴等」間の距離が極めて近接して

いるものである。尚、札幌市S267,268遺 Fralでは「谷と直交(及び斜行)す る列」として9つの配
註8)

列を認めているが、ここでは第 1列だけを扱った。また、 2種、 4種は認められなかった。

Ⅲ類
註45)

1種は苫小牧市静川I遺跡においてその存在がうかがえるが、ここでは例証しなかった。②

は谷の両側の斜面上部にもそれぞれ配列が認められ、②を合めて谷頭から3つの配列が放射状

に展開している。④はY字状の谷の谷心線に沿って配列が認められ、A型、B型、C型の「陥

穴等」により構成されている。⑮はI類の⑦と共に機能していたものと考えられる。④、②に

ついては前述の通 りである。また、Ⅲ類に合まれないが、多摩ニュータウンN0144遺跡のよう

に、谷地形の谷頭付近 に 5基の「陥穴等」のまとまりが認められ、谷地形に立地を制約された
註47)

配列をなさない土壊群と考えられるものもある。

Ⅳ類

Ⅳ類は 1種のみ認められた。④、⑩は極めて近接 した距離で配列されている。①は 2な いし、

3基単位の存在とする見方もある。尚、Ⅳ類には配列の完結 していないものも含まれている。

以上のように配列は大きく4つ に分けられ、丘陵の平坦部及び段丘と、谷地形の 2つの立地
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岩手県荒屋Ⅱ遺跡
坐_________」 !―――_____―

=甲

い

福島県大久保A遺跡

北海道厚真町厚真 3遺跡

第 5図 配列と土媛群 (1)
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苫ィよヽ牧市静川 8遺跡
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〆＼

m 江別市吉井の沢 1遺跡

第 6図 配列と土境群 (2)
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註49)

条件を示したが、他には扇状地に立地するものもある。また、分類により「陥穴等Jに はA― D

型の形態差による特徴的な立地や配列は認められず、同一配列に 2～ 3型式の「陥穴等」が存在

することも知 られた。

さて、これら配列をなす「陥丈等」の中で、当地区沼原A遺跡、嶺山A遺跡の配列④ o②はⅢ

類に属し、他には苫小牧市静川8遺跡の⑮と江別市吉井の沢1遺 Talの②がある。配列は

当地区では共にBⅢ・Ⅳ型、C型 と付属施設と考えられる土装から、②はA型、⑮はA型・B

型。C型からそれぞれ構成されている。④・⑫と④はC型 を1基伴ない配列に2型式以上の「陥

穴等」がある点で類似性が認められる。

立地については、②・⑮が湿地・沢に制約される面が強く、谷を下ると沖積面が広がるのに

比べ、当地区では周縁に河 )||・ 湧水点はあるが、それらに立地が制約されている傾向はうかが

えない。これは東 。西を南流する2つの河川沿いに急崖が多いこと、南方には茂庭低地が広が

るが、当地区南縁に硬質の三滝安山岩類がみられ、開析をあまり受けないため、②・④のよう

な谷地形が形成されなかったことによる。つまり④・⑦は湧水点や河川による制約を受けなく

とも機能できたことを示 し、そのための選地がなされたと判断される。

また当地区では⑮・⑫をそれぞれ土壌群として捉えているが、静川8遺跡と吉井の沢1遺跡

においても土壊群が認められる。前者はⅢ類④とI類⑦の2つの配列により構成され、後者

はⅢ類⑭と両斜面上半の2つの配列により構成されている。この4遺跡の土竣群は「追い込み

猟」と「仕かけ猟」を考える場合、静チ|18遺跡・吉井ノ沢1遺跡の2つ の土壊群と当地区の 2

つの土渡群に分けられる。つまり前者においては、谷を下ると湿地・沢があることから、谷心

線に沿った配列を「けもの道」の痕跡とも考えられ、また土獲群 をなすことから意図的な面が

強く、各心線に対 して対称をなす配列が認められ「1)も の道」の痕跡 としてだけでは不自然で

あることから、「仕かけ猟」と「追い込み猟」の 2面性をもっているものと解され、後者は、地形

的要因により「追い込み猟」を主目的とせざるを得なかったものと考えられる。

このことは、同一土墳群に「仕かけ猟」と「追い込み猟」の 2面性 を認めるとともに、立地条

件、選地により、使用法において両者の占める割合に差が生じることを示す。またこの 4遺跡
註3940) 註43) 註36)

以外にも、北海道厚真町厚真 3遺跡や大久保A遺跡、岩手県荒屋Ⅱ遺跡などでも土壊群が認め

られ、他の遺跡でも「陥穴等」による土壌群の存在が想起される。土羨群は配列だけにより構成

されるもの、配列をなし付属施設を伴なうもののほかに、配列とその周辺に散在する 1～数基

の「陥穴等」と群 をなすものや、配列をなさないものなどさまざまな構成が考えられ、「陥穴群」

とでも称すべきものであろう。「陥穴等」は単独で検出されるものもあるが、群として機能する

点でより有効であり、使用法は立地に規制される面が強いと考えられる。
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4.ま とめと今後の課題

本稿では沼原・嶺山地区で検出された土墳及び土羨群についての検討の後に、「陥穴等」の配

列の分類を行ない、沼原A遺跡、嶺山A遺跡の配列の位置づけを他遺跡 との間で行なってきた

わけであり、以下のように要約 される。

1.当地区では沼原A遺跡で11基、嶺山A追跡で16基、嶺山B遺跡で 1基、計28基の土竣が検

出されており、形態・規模 から I類 とⅢ類 に大別される。 I類は従来「陥穴」。「陥し穴

状遺構」・「Tピ ット」等と称されてきたもので、本稿ではこれを「陥穴等」とした。

2.28基の土装は全て自然堆積により埋まっており、各遺肋間の層位関係・出土遺物・堆積土

の点から縄文時代晩期に構築されたものと考えられる。

3.沼原A遺跡・嶺山A遺跡では I類十Ⅱ類により機能していた土壊群として捉えられ、共に

谷心線に沿って配列 をなしている。沼原A遺跡では 2陥穴 1単位の規則制が認められる。

4.当地区では「陥穴等」の用途 を「るとし穴」として捉え、土娠群の検出された沼原 A遺跡・

嶺山A追跡は、対象地区内に湧水点がほとんどなく、立地に共通性が認められ意図的な選

地 をしていることから「追い込み猟」における捕獲・捕殺の場 と考 えた。 また沼原 B遺跡

=水場、嶺山A追跡 =捕獲、捕殺の場の関係も想定 した。

5。 当地区の土獲群の位置づけを行なうために、配列をなす「陥穴等」を立地、配列の方向から

4類に分け、さらに配列中心線と土羨長軸の関係から4種に分類 した。

6.配列の分類からはA一 D型の形態差による特徴的な立地・配列は認められない。また同一

配列を2～ 3形態の「陥穴等」があることが知 られた。

7.当地区の土壊群は共にⅢ類に属する。静川 8遺跡・吉井ノ沢 1遺跡でもⅢ類の配列が認め

られ、他の配列と土壊群 を形成 している。

8.静川 8遺跡 。吉井ノ沢 1遺跡の土残群と当地区の土羨群との比較を行ない、同一土残群に

「追い込み猟」と「仕かけ猟」の 2面性を認めるとともに、立地条件、選地により、使用法に

おいて両者の占める割合に差が生じることを示した。

9,「陥穴等」による土墳群は他の追跡においても認められ、さまざまな構成をとっているもの

と考えられ、これらを「陥穴群」とでも称すべきものとした。

さて本稿では沼原・嶺山地区以外の配列や単独検出例の年代については特に触れていない。

これは「陥穴等」の年代 を把握することが難かしく、年代の不明であるものが多いことと、「陥

穴群」の存在 を考えたうえで年代の把握がなされるべきであるとの判断による。また「陥穴等」

はその発生・存在・消滅の過程の中に、時間的・空間的な生業の変化や文化圏の相異を内包し

ているものと考えられ、今後、形態 。配列・分布等の関連性から「陥穴等」を捉える必要がある。
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最後に、「陥穴等」の対象獣 には鹿や猪が想定されているが、最近多摩ニュータウンNo759遺

跡で「陥穴等」から獣骨の出土が報告された。詳報を待ちたい。

本稿を草するにあたり、山田一郎・宮城豊彦・瀬川司男・長谷川徹・佐藤甲二・田中則和

佐藤洋・吉岡恭平・主浜光朗 。荒井格の各氏に協力をいただいた。記 して謝意を表 したい。
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沼原 A・ 嶺 山 C遺跡 の土 師器 、赤焼土器、須 恵器

土師器

両遺跡出土の土師器は、郭・高台付ナ不。甕があり、この中では甕が多い。

好 いずれも製作に際してはロクロ使用のもので、内面にはヘラミガキ、黒色処理が施され
ている。底部の切り離し技法によって次のように分類される。切り離し技法が回転糸切 りのも

の(A類)、 不明のもの(B類)があり、A類は再調整の有無により細分される。

AI類・……底部の切り離し技法は回転糸切り無調整のもの
AE類……底部の切り離し技法は回転糸切りされ、体部下端に手持ちヘラケズリされるもの
B 類……底部の切り離し技法は不明で、底部・体部下端に手持ちヘラケズリされるもの
ナ不AI類は、部の中では多く出土しているが図化されたのは7点である。口径は12.9～ 16.0、
底径は5.5～ 6.6cm、 器高は4.0～ 5。 5cmに含まれる。国径 1に対する底径の割合は、0.36～ 0,42

である(第 9図3459頁 、10図2460頁、13図 8。 10465頁、19図4354頁 、31図 2・ 3368頁 )。

郭AⅡ 類は、図化されたものがなく、わずかに嶺山C遺跡第Ⅳb層 から底部片 1点が出土し

ている。

郭B類は、図化されたものが 1点で、沼原A遺跡第IV b層 より出土 している。国径18.3cm、

底径8.5cm、 器高5.6cmで、郭AI類 と比較 して口径、底径が大きいものである(第32図3369頁 )。
その他、底部分破片資料 3点が嶺山C遺跡第Ⅳ c層 より出土している。

高台付郭 わずかに 2点があるだけで、欠損のため全体の器形は不明である。製作に際して
ロクロ使用のもので、内面はヘラミガキで、黒色処理が施 されているものもある。底部の切 り

離 し技法は回転糸切 りされる。高台は付高台である(第 14図1466頁 、32図4369頁 )。

甕 製作に際してロクロ未使用のものとロクロ使用のものがあり、前者をA類、後者をB類

に分類する。さらにB類は、器形の大小により細分される。

A 類・……器高が口径より大きく、最大径の位置が口縁部にある大型のもの
BI類……器高が口径より大きく、日径が20cmを超える大型のもの

BⅡ 類……口径が15cm未満の小型のもの

甕 A類は、沼原 A第 2地点第va層出上のもの 1点だけである。器面調整は、口縁部内外面ヨ

コナデされ、体部外面が縦・横位のハケメ、内面がヘラナデ、ナデされる(第31図1368頁 )。

甕 BI類は、甕の中で最も多く、国径はほぼ20cmを超え、器高も22cmか ら30cmを 超 える。器
面調整は、口縁郡 から体部上半がロクロ調整され、体部中央から体部下端まで縦・横位のヘラ

ケズリされるものが大部分である。タト面にハケメ、ナデされるものもある。

甕BⅡ 類は、完形のものがなく、全体の器形は不明である。口径は15cm未満のもので、器厚
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も薄いものである。器面調整はロクロ調整され、内面にナデがある。体部から底部のものは、

ロクロ調整が体部下端にまでに及んでおり、底部の切 り離 し技法は回転糸切 りされている。

赤焼土器

両遺跡出土の器種は、郭・高台付堺・皿があり、いずれも製作に際してはロクロ使用のもの

で、内面にヘラミガキ、黒色処理が施 されていないものである。「須恵系土器」、「あかや き土

器」などとも言われているが本稿では赤焼土器としてあつかっている。

邸 わずかに 2点 が図化されている。底部の切 り離 し技法は回転糸切 り無調整である (第 10

図3460頁 、32図 2369頁 )。

高台付郭  1点 が図化されているが底部の破片のため全体の器形は不明である。底部の切 り

離 し技法は回転糸切 りされ、高台は付高台である(第 14図2466頁 )。

皿  1点 がある。底部の切 り離 し技法は回転糸切 り無調整である(第 14図3466頁 )。

須恵器

図化されたものは甕 1点だけで、他は、郭・甕・壷の破片資料がわずかに出土 している。

甕 沼原A遺跡 1号住居跡出土のもので、器高22cmを超え、口径18.6cm、 最大径の位置は体

部にあり、30.4cmを 測る小型のものである。内外面ロクロ調整され、体部外面にヘラケズリ、

すデ調整されている(第 20図1355頁 )。

両遺跡の遺物は、前記のように分類された。遺構ごとの共伴関係については、沼原 A遺跡 1

号住居跡では、土師器郷AI類、甕 BI類、須恵器甕が出土している。邪AI類は堆積土第 2層出

上のため厳密には共伴 しているとはいえないが、第 2層は床面を覆っている層であり、床面よ

りわずかに浮いて出土していることから住居跡出土の土器は共伴関係にあるものと思われる。

嶺山C遺跡の製鉄炉、西平坦面では、土師器郷AI類、甕 BI・ BⅡ 類、赤焼土器郷が出土

している。西平坦面は、製鉄炉に付随する関連施設であり、これらが一体となって機能 してい

ることから出土 した土器は共伴関係にあると言える。

両遺跡における遺構出土の土師器は、全て製作に際しロクロ使用のもので、共通 してみられ

る器種は好AI類・甕 BI類 に分類されたものである。郷は少量であるが、共に底部の切 り離

し技法が回転糸切 り無調整である。甕は、細部で多少異るが、器面調整はロクロ調整され、体

部外面が縦・横位のヘラケズリされるものが多い。このように、両遺構出上の上師器は共通す

る点が見られる。

両遺跡の遺構及び基本層位出上の上師器の年代は、甕 A類以外、全て製作に際 して ロ
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クロ使用のものであり、このような特徴をもつものは、氏家和典氏の土師器の編年では表杉ノ

入式 (第 7型式)に比定され、平安時代に位置づけられる。甕A類は、仙台市山田の人幡西遺

跡 1号住居跡では、製作に際してロクロ使用のものと甕A類と極めて類似するものが出土 して

いることから甕A類も表杉ノ入式に含まれる。赤焼土器は、製作に際してロクロ使用のもので、

士不が嶺山C追跡の遺構出土の土師器と共伴していることより、表杉ノ入式期に、須恵器甕 も沼

原Al号住居跡出上の土師器と共伴していることより、表杉ノ入式期に位置づけられる。

以上により、沼原Al号住居跡、嶺山C製鉄遺構出土の遺物については平安時代に属するカミ

土師器邪の底部切り離しは全て、回転糸切 り無調整であり、日径も14cm程の小形のものであり、

清水遺跡・第ⅧC群土器、安久東遺跡 。第 2号住居跡の土器と類似するものと考えられ、平安

時代でも後半のものと考えられる。
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茂庭造成団地工事地内遺跡群について

1.遺跡の立地条件 茂庭造成団地工事地内を対象とした茂庭丘陵地帯の調査は、昭和53年 よ

り56年 までの間、17地点の調査が実施された。その結果、現代の炭窯跡であった2地点等を除く

7地点より、縄文時代、平安時代を中心とする遺物の出上、遺構の検出が認められた。

これら遺跡は立地条件において二つに分かれる。茂庭丘陵地帯は、北を梨野平坦面、南を生

出低地、東と西は大堤川と岩ノ川によって周辺丘陵とは隔絶 されたような観がある。北・南端

の丘陵の多くは、緩やかな傾斜をもって梨野平坦面、生出低地に接 している。これに対し、北・

南端を除く丘陵地の大部分は急斜面から成 り、多くの谷部、窪地部 をかかえる。梨野A遺跡は

北端の丘陵緩斜面上の広い平坦部に立地する。丘陵際には大堤川が流れ、その河岸には湧水点

が求められる。他の 6遺跡 (沼原A～ C、 嶺山A～ C)は丘陵内に位置し、谷・窪地・丘陵斜

面 。丘陵斜面上の狭い平坦部に立地する。また、湧水点は特定の谷部、窪地部に限られている。

この茂庭丘陵地帯南北端と丘陵地内における遺跡立地の差異は、各時代の追跡分布、遺跡構成の

上にも反映 している。

2.各時代の遺跡分布 各遺跡で出土した遺物、検出された遺構 をもとに各遺跡を、縄文時代

から中世までの各時代に並べてみたものが第 1表である。縄文時代の追物は各遺跡でみられ、

梨野A遺跡では全時期の遺物を出土している。弥生時代になると遺構は検出されず、わずかに

沼原A遺跡で少量の土器片の出土をみるにすぎず、古墳時代も梨野A遺跡で土獲が検出された

のみである。さらに、奈良時代になると遺物の出土もみられない。しかし、平安時代になると

沼原A・ 嶺山C遺跡で遺構が検出され、嶺山A・ 梨野A遺跡ではわずかながら遺物を出上 して

いる。これ以後の中世になると、わずかに梨野遺跡で陶器片が 1点出土するのみである。以上

をまとめると、縄文時代には全追跡に色濃 く痕fraを残すが、その後の時代にはその痕跡はほと

んど残 されない。 しかし、平安時代になると再び痕肋が残 され始めるが、その後はまた痕跡が

残 されなくなる傾向が認められる。ただし、平安時代の遺構は全て丘陵内の追跡である。また、

丘陵地帯北端の梨野A遺跡は、弥生時代・奈良時代の遺物・遺構を欠くが、調査遺跡内では最

も遺跡継続時期の長い追跡である。

第 1表 各遺跡の時代別変遷
時 代

追 跡 名

糸電 文 Π寺 代
弥 生 時 代 古 墳 時 代 狩

= Fと
 II手  イヽ 平 安 時 代 中   世

早 前 1中 1後 1晩

ヤ召 ,京  A
ヤ召 )京  B
ヤ召 '京  C
糧  山  A
わ貫 IL B
Ⅲk ■l C

黒ラインは違構が出土。白ラインは遺物のみ。沼原B遺跡出上の上渡 (縄文時代)は時期不明。
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第 2表 各遺跡の縄文時代の土器 。石器総出土数量表
遺 跡 名 梨 野 A 沼 原 A 沼 原 B 沼 原 C 嶺 山 A 嶺 山 B 積 山 C
調 査 面 積 ∬ 2263 1920

土
　
器

総 出 土 数 糸

' 400001ド当りの総出土数 約 17.24 0 25 0.16 0 06 0.02 0.06 0.06

石
　
器

総 出 土 数 4165 17 3

ユド当りの総出土数 1 80 0 02 0 02 0.004 0,01 0.03

※
 寝辱最1整惨震み鴇晃湊煙曽農澤毅∵憲ヒせ写許蟹P暑導僣塙雷永i桑皇繕尺?翌嘉冒努憲で洗を表董?芳藤舞伊

3.縄文時代の遺跡構成 梨野A遺跡は、 1∬ 当りの遺物出土量が他遺跡に比べ卓越 している
(第 2表 )。 しかも、早期からの遺構・遺物が検出されており、中期には住居肋も検出され、こ

の地は、早期から晩期にわたる居住域の性格をそなえている。対して、沼原・嶺山地区の各遺跡

では、早期よりの断続的な遺物の出土はあるが、遺構として捉えられたのは、晩期に所属する

と考えられる、けもの捕獲用の落し穴群が主体であった。

これら両追跡間の立地条件・遺物・遺構構成の差異は、この時代における丘陵南北端と丘陵

内との居住域⇔狩猟域 (あ るいは採集域)と しての性格差が反映 したものとも捉えられるが、

これは、今後の他地域に rD・ける、この種の遺跡群の詳細な比較に委ねたい。

4.平安時代の遺跡構成 平安時代になると縄文時代後の痕跡 をさほど残 さなかった丘陵地が、
特に丘陵内を中心に活気を帯びてくる。それは岩 ノ川流域より砂鉄の採取、その周辺の丘陵地

に自生する豊富な燃料用材に起因する。嶺山C・ 沼原A遺肋より製鉄遺構・鍛冶遺構が検出さ

れ、当時この丘陵内が鉄生産の場として利用されたことが確認された。しかし、この時代の一

般集落跡は検出されず、おそらくは、調査対象外の丘陵南端部にその存在が想定される。

5.結語 茂庭丘陵地帯において、南北端と丘陵内との自然条件は異なる。南端は造成地外の

為調査外であったが、北端と丘陵内では、縄文時代以後、遺跡構成上に大きな差異が見出せた。

縄文時代には丘陵南北端に居住域が形成され、丘陵内は狩猟・採集域として活用されたことが

十分に考えられる。この後の奈良時代までに関 しては資料が乏しく、どのようにこの丘陵地が

利用されたかは不明である。しかし、平安時代になると丘陵内は鉄の生産域としての役割に変

貌する。その後の中世においては、調査遺跡内から、遺物がわずかに出土 したのみであった。

しかし、南端付近の丘陵上、岩ノ川流域の丘陵上には多くの館跡が築かれている。その内部、

隣接地よりは、精練滓を出土する遺跡が確認されている。これは平安時代に始まる製鉄域が、

中世において軍事的性格の中に包括されていったとも考えられる。すなわち、平安時代の鉄の

生産域としての役割が、その後の茂庭館群の成立に何 らかの強い影響を与えたとも考えられる。

しかしながら、これら遺跡の調査が成されていない現状では、中世における遺跡構成の在 り方

については、推測の域 を出ないことは否めない。              佐 藤 甲 二
註1 丘陵南端には未調査ではあるが、表採遺物・追跡立地より縄文後期～晩期の集落跡とも考えらオ■る。F弓野山囲遺跡 嶺岸追跡が
立地する。
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第27柴  史跡 控奥 L■l分 ■跡昭和55年度発猟調査慨報 (昭和56年 3月 )

第28来  年 報 2(昭 和56年 3月 )

第29柴  那山遺跡 1-― lg和 55年度発 lTHi調 査慨報― (昭和56年 3月 )

第30柴  山田_1フ 台送跡発捌調査慨報 (昭和56年 3月 )

第31柴  仙台市開発関係遺跡調査報告 H(昭 和56年 3月 )

第32柴  鴻 ノ果送跡発掘調査報告書 (昭和56年 3月 )

第33柴  山「1遺跡 /itllL調 査報告 書 (昭 和56年 3月 )

第34柴  六反田遺跡 発掘調査報告書 (昭和56年 12チ 1)
第35柴  南小泉遺跡 一都市計画街路建設工 事関係第 1次調査報告 (昭和 57年 3月 )

第36集  北前遺跡 発折I調 芥報告書 (昭和57年 3月 )

第37柴  仙台平妥イの遺跡群 I―昭和56年度発猟調査報告書― (昭和 57年 3月 )
第38柴  那山遺跡 H―昭和56年度発掘調査悦報― (lF37和 57年 3月 )
第39集  燕 |ナく遺跡発 lllitt Fl‐ 報 (1:書 (昭和57年 3'1)
第4()漿  仙台市高速 1火道関係 IIt跡 洲企llttt I(‖召和57年 3月 )

第41来  年報 3(‖ rイ 和57年 3)J)

第42柴  ‖
`山

世跡  t地 ,生 成に伴 う瞥を発〕|∫ Jl企  (昭 和57年 3'1)
第43柴  果IIt浮小 (‖

=和
57年 8ナ J)

第44柴  i鳴 ノ巣1童 y亦 発 llヽ調 査キ快作 :■ (‖ aホ 1157年 12月 )

第45柴  ′党庄 ―茂に住宅 l jl地辻成上 ■地内選跡発ll調 査報告 き (昭 和58年 3月 )
第46柴  ‖

`山

遺跡Ⅲ ‖召■157年 度発)1調 査‖批報― (H召和58年 3月 )

第47柴  仙台 1えⅢ
'の
遺跡伴 H― 昭和57年度 先)I IJElイト搬作詳 ‐(昭和 58年 3月 )

第48柴  史跡 進 ,と塚 占41‖ 1不 1157年度呉境 ¥備 子イffl調 査概報 (‖召和58年 3月 )

第■9柴  til台 市丈化け分れ丁洲 r注 学R Itt I(Hrイ 不I158年 3'〕 )

第50柴  イ1明攻H中 進跡発■1湘 企報件 I学 (Hrl■ 15S年 3ナ 1)
第51柴  tII台 市文化照お分埼デ地図 (‖召和58年 3'よ )

第52柴  簡小泉選跡 ―都市計画街路 !匙渋 li'子手関係第 2次 調 企獣告 (日
=和
58年 3月 )

第53柴  中 HI畑 ||】 遺 y亦 発)1胡 企学旺ti:'|(‖ rtt158年 3月 )

第54柴  神 1明 社窯跡 発)1嗣 イヽ拉 (lF i十 (日富和58年 3ナよ)
第55柴  朽小泉Jtt跡 ―ドj:熊 女 r学田移転新甘工事地内調査報告― (昭和58年 3月 )
第56柴  白11台 市「常速 ,火道 lxl係選跡 `渕 イヽ悦 学k II(HFイ ホ!158年 3)])
第57来  年学k4(IΥ l和 58年 3'J)
第58柴  今泉」■k跡 充lH`J可 谷報作11(‖ r甘 和58年 3'1)
第59集  下 ノ内浦追跡 (昭和 58年 3月 )
第60集  南小泉違跡 ―倉庫建築に伴 う緊急発掘調査報告書― (昭和 58年 3月 )
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